
工事名称 三原中央方面隊屯所建設工事

工事場所 三原市宮沖三丁目

工事内容 三原中央方面隊屯所を建設する。

[工事概要]

（1）待機室棟

　・木造一部鉄骨造　平屋建て　

　・床面積　110.50㎡

（2）車庫棟

　・鉄骨造　平屋建て

　・床面積　122.40㎡　

（3）外構工事一式

準　　則 公共建築工事標準仕様書(建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編)(令和４年版)に基づき施工する。

別途工事 ・耐震性貯水槽新設工事

関係法令等 本工事については，次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法，同施行令，同施行規則

・消防法，同施行令

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律，同法施行令，同法施行規則

・労働安全衛生法，同法施行令，同法施行規則

・建設業法，同施行令，同施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・大気汚染防止法，振動規制法及び土壌汚染対策法

・建設工事に係る再資源化等に関する法律，同法施行令

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は，設計の大要を示すものであり，詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも完全に施工する

こと。

　施工中は本設計図書との整合を確認すること。

　施工に際して疑義が生じた場合，または軽微な変更を必要とする場合には，速やかに監督員を行い，監督員の

指示により施工すること。ただし，これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。     

　本設計図書と不整合が確認されて設計変更（増額）が必要な場合は，その変更数量が確認できる根拠としての写

真などの記録が存在し，かつ監督員に承認されたもの以外は認められない。

提出書類 　施工に先立ち，工事工程表，仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し，監督員の承認を受けること。

　商品名及び製造者名が記載された材料については，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品を使用する

場合は，監督員の承諾を受けること。

　設計図書に定める品質及び性能を有することについて，証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けること。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後，令和6年2月29日をもって工期とする。

　このうち検査期間として13日間を見込んでいる。

留意事項 ・入札に先立ち，現地調査を十分に行うこと。質疑がある場合は入札前に確認すること。

・図面に明示されていない事項であっても，工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を行わない。ただし，

　あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は，この限りではない。

・定例会議の頻度と方法は協議による。方法は現地会議（現場内又は市役所会議室）とWeb会議を想定する。

特　記　仕　様　書   
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・騒音及び振動等の発生が予想される作業を含めた工事全般について，近隣住民及び第三中学校に配慮した作業計

　画とすること。

・近隣住民等の安全はもとより，丁寧な説明と施工により，関係者の理解と協力を得ながら実施すること。苦情等

　が生じた場合には誠意をもってこれに対応すること。

・工事関係者等の作業に関わる全員については，周辺住民への心遣いとして挨拶を徹底すること。

・近隣において，その他の工事が行われている場合は，取り合い工事及び工程等の調整を行うこと。

・近隣住民等への支障を最小限とするため，騒音・振動・粉塵等の対策については最大限配慮した施工方法を採用

　すること。

・騒音計，振動計，表示盤を設置し，常時監視をしながら作業を行うこと。

・騒音測定については，騒音規制法(特定建設作業)の測定方法により測定して，工事中の作業音は許容限度である

　85デシベルを厳守すること。

・振動測定については，振動規制法(特定建設作業)の測定方法により測定して，工事中の作業振動は許容限度であ

　る75デシベルを厳守すること。

・「低騒音型，低振動型建設機械」として指定を受けた機械を使用すること。

・粉塵の発生が予想される工事は，確実に散水を行う等して，周辺環境への粉塵飛散がないように作業をすること。

・施工箇所周囲の備品，機器等については，粉塵対策として養生及び清掃等を確実に行うこと。養生や移動を行う

　場合は，事前に施設管理者または所有者に連絡してすること。

・近隣家屋・敷地または周辺道路に対して，工事による汚れ，損傷，粉じん等を与えた場合は，受注者が責任をも

　って，速やかに清掃及び補修等を行うこと。

・周辺道路の保全及び清掃については常に注意を払って監視をし，定期的に清掃を行うこと。

・敷地境界付近には仮囲いを設置すること。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のために，必要に応じて監督員が指示する範囲にバリケード等を設置すること。

・工事期間中は，工事用出入口に交通誘導員を配置し，付近の交通の安全を図ること。その他，必要な場所に

　も交通誘導員を配置し，事故及び危険防止に努めること。

・交通誘導員は本工事で見込んでいる。実施数量が設計数量に満たない場合は設計変更（減額）の対象とする。

・工事車両の通行については，近隣住民及び通学児童等の安全を最優先すること。

・工事車両は，幅員の広い道路の通行を基本とし，住宅地内などの細い道を抜け道として使用しないこと。工事車

　両の周辺の通行経路については，工事着手前に発注者の了承を得ること。

・工事車両は，原則，敷地北西の経路で国道185号線の出入りとすること。敷地から東方向の出入りをしないこと。

・特殊車両の搬出入の有無については，工事着手前に発注者と確認すること。

・特殊車両の搬出入を夜間や早朝に行う必要がある場合は，発注者との協議の上で，事前に近隣住民等へ案内文の

　ポスティング等を行うこと。

・工事車両は，場内を5ｋｍ/ｈ以下で徐行すること。

・工事区域内にある残置する設備配管等については，事前に位置を十分確認してから作業を行うこと。

・記念碑等の移設が必要な場合は，事前に関係者と移設場所・方法・時期等を協議の上で実施すること。

・敷地の出入口付近には，敷鉄板（下部に砕石敷）を敷き，高圧洗浄機・水中ポンプ・ノッチタンク等を適切に設

　置すること。工事車両のタイヤ洗浄等により，道路を汚さないように配慮すること。

・工事中の雨水・湧水・洗浄水等の排水については，ノッチタンクによる汚泥等の処理を行う等した上で，適切に

　排水すること。

・受注者事務所，休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・足場設置期間中は，シート等の飛散が無いように定期的に点検を行うこと。

・台風等の強風等異常気象が見込まれる場合は，事前に足場等の養生シートを折りたたむなど対策を施すこと。ま

　た，必要に応じて現場巡視と災害防止対策を行うこと。

・足場については，交差筋交い及び外部シートとは別に，高さ15センチメートル以上の幅木を外部・内部の両

　側に設置すること。

・足場については「手すり先行工法等に関するガイドライン」における「手すり先行工法等に関する基準」，「働

　きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合させて施工すること。

・外部足場等に過剰な宣伝広告はしないこと。

・要求に必要な仮設は，工事に含むものとする。

・雨水の浸入を防止する部分，屋根，外壁又はこれらの開口部に設ける戸，わくその他の建具周り等からの雨水の

　浸入に関する瑕疵については，引渡しの日の翌日から10年間責任を負うこと。

・配筋検査は，受注者による自主検査を行ったうえ，監理者及び監督員による検査を受検すること。なお，これら

　の検査は，種類，径，数量についての全数検査を行うこと。

・配筋検査前に，上記内容はもとより，継手定着長さ，位置，かぶり厚さ，鉄筋のあき寸法など，検査範囲が設計
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　図書通りに施工されていることを確認してから検査に臨むこと。

・コンクリートの調合は，標準仕様書に基づき構造体強度補正を要する。(原則，外構工事を含む。無筋コンクリ

　ートは除く。)

・工事に係る電気，水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・仮使用申請，道路使用，道路改築申請等の工事に必要な各種手続きは，受注者の負担により遅滞なく行うこと。

・その他，工事に伴う官公庁等への手続きは，受注者により遅滞なく行うこと。この時，各種申請手数料等が発生

　した場合は受注者の負担とする。

・本工事は別途契約の工事と施工上密接に関連するため，本工事の受注者が調整を行うこと。

・工程計画，取り合い工事及び工事用車両の出入り等については，当該別途契約の工事関係者と互いに協力し合い，

　相互の工事を考慮した上で十分調整し，工事の円滑な施工に務めること。

・本工事の外注資材，労務等の調達については，極力，三原市内に主たる営業所を有する業者に発注すること。困

　難な場合は，あらかじめ理由を添えて発注者の承認を受けること。

・定例会議時等において，監督員，担当指導者及び提案者と設計意図等について丁寧な協議を行うこと。

・本設計は，「ひろしま学生チャレンジコンペ2022」の最優秀作品賞の提案を基に設計をしている。提案者の担当

　教授(1人)の学校から現地へ移動するための交通費及び監修に関する報酬(1人1回あたり9,560円(旅費：2,960円，

　報酬：2時間×3,300円/時間）)について，2人分を各11回として210,320円を見込む。実施数量が設計数量に満た

　ない場合は設計変更（減額）の対象とする。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお，本工事にシステム利用料金を見込む。

・工事着手の10日より前に住民説明会を開催し、工事の概要を説明すること。日時や場所等については発注者との

　協議により決定する。

・工事完了後，完成図として製本図面（二つ折り・A3縮小版）を3部提出すること。

・以下の設計図面は，A2判をA3判に縮小している。（縮小率約70.7％）

・各工程の状況（写真，進捗率等．月2回程度）を工事中情報共有システムの連絡事項にて報告すること。
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三原中央方面隊屯所建設工事

令和５年度



A-19

A-20

A-21

A-22

A-18

A-17

A-16

A-15

A-14

A-13

A-12

建築工事特記仕様書（２）

建築工事特記仕様書（１）

A-11

A-10

A-09

A-08

A-07

A-06

A-05

A-04

A-03

A-02

A-01

図面番号 図  面  名  称 縮　尺 図  面  名  称図面番号

図面リスト（１）

A-23

A-24

A-28

A-27

A-26

A-25

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

図面リスト（１）

三原中央方面隊屯所建設工事

01

A-48

A-49

A-50

A-52

A-29

A-47

A-46

A-45

A-44

A-43

A-42

A-41

A-40

A-39

A-38

A-37

A-36

A-35

A-34

A-33

A-32

A-31

A-30

A-53

A-54

A-57

A-56

A-55

図面リスト（２）

建築工事特記仕様書（３）

建築工事特記仕様書（４）

建築工事特記仕様書（６）

建築工事特記仕様書（５）

建築工事特記仕様書（７）

建築工事特記仕様書（８）

建築工事特記仕様書（９）

付近見取図

丈量図

（車庫棟）建物面積表

（待機室棟）建物面積表

配置図

敷地断面図

（車庫棟）外部・内部仕上表

（車庫棟）平面図

（車庫棟）屋根伏図

（車庫棟）断面図

（車庫棟）立面図

（車庫棟）矩計図

（車庫棟）平面詳細図

（車庫棟）建具指示図

（車庫棟）建具表

（車庫棟）出入り口、くつ洗い流し　断面詳細図

（待機室棟）外部・内部仕上表

（待機室棟）平面図、屋根伏図

（待機室棟）断面図

（待機室棟）東側、南側立面図

（待機室棟）西側、北側立面図

（待機室棟）天井伏図

（待機室棟）矩計図（１）

（待機室棟）矩計図（２）

（待機室棟）X4 Y1通り　断面詳細図

（待機室棟）男子便所、ベンチ　断面詳細図

（待機室棟）平面詳細図（１）

（待機室棟）平面詳細図（２）

（待機室棟）建具指示図

（待機室棟）建具表（１）

（待機室棟）建具表（２）

（待機室棟）建具表（３）

A-51

タイトル

（車庫棟）展開図（１）

（車庫棟）展開図（２）

（車庫棟）展開図（３）

（待機室棟）展開図（１）

（待機室棟）展開図（２）

（待機室棟）展開図（３）

（待機室棟）展開図（４）

（待機室棟）展開図（５）

図面リスト（３）

（待機室棟）展開図（８）

（待機室棟）展開図（７）

（待機室棟）展開図（６）

2023.06.

（外構）配置図

（外構）現況　配置図
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図面リスト（２）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

図面番号 図  面  名  称図  面  名  称図面番号

A-60

A-61

A-62

A-63

A-64

A-65

S-01

A-59

A-58

S-02

S-03

S-04

S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

S-10

S-11

S-12

S-13

S-14

S-15

S-16

S-17

S-18

S-19

S-20

構造設計特記仕様書

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄骨構造標準図（１）

鉄骨構造標準図（２）

木質工事特記仕様書（１）

木質工事特記仕様書（２）

ISベース（SHシリーズ）柱脚工法設計・施工標準図（１）

ISベース（SHシリーズ）柱脚工法設計・施工標準図（２）

地盤調査資料（２）

（車庫棟）地盤改良伏図

（車庫棟）基礎伏図

（車庫棟）軸組図（１）

（車庫棟）軸組図（２）

（車庫棟）リスト

（車庫棟）鉄骨詳細図

S-27

S-26

S-25

S-24

S-23

S-22

S-21

（車庫棟）屋根伏図

（待機室棟）地盤改良伏図

（待機室棟）土台伏図

（待機室棟）軒梁伏図

（待機室棟）屋根伏図

（待機室棟）軸組図（１）

（待機室棟）軸組図（２）

（待機室棟）軸組図（３）

（待機室棟）軸組図（４）

（外構）⑩⑪⑫雨水桝、⑮⑯⑰フェンス　詳細図

（外構）⑬NAホスポール　ロープ式吊下げ装置4方向12本バンドレス型　詳細図（参考図）

（外構）⑬ホスポール（NAホースキャッチ）（参考図）

仮設配置図（参考図）

2023.06.

（外構）①階段、⑧土止め３　詳細図

（外構）⑬ホース乾燥柱　取付詳細図

（外構）③スロープ、④擁壁、⑤縁石、⑥土止め１，⑦土止め２　断面詳細図

A-66

（外構）掲示板　詳細図

（外構）⑬ロープ式吊下げ装置　両側6本バンドレス型　吊下装置取付部詳細図（参考図）

地盤調査資料（１）　配置図

（待機室棟）基礎伏図



E-01

図面番号 図  面  名  称 図  面  名  称図面番号

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

図面リスト（３）

三原中央方面隊屯所建設工事

03

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10

E-11

E-12

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

M-11

特記仕様書１

特記仕様書２

（待機室棟）給排水設備平面図

（待機室棟）換気設備平面図

（車庫棟）換気設備平面図

（車庫棟）給排水設備平面図

電気設備工事　特記仕様書

凡例、幹線系統図、弱電系統図

配置図

照明器具参考姿図

電灯設備（待機室棟）平面図

電灯設備（車庫棟）平面図

コンセント設備（車庫棟）平面図

コンセント設備（待機室棟）平面図

弱電設備（待機室棟）平面図

盤図　１

盤図　２

盤図　３

外構配置図

給水配置図

勾配図・桝リスト

（待機室棟）給排水設備平面詳細図

（待機室棟）空調設備平面図（別途）



※建築工事標準詳細図（最新版）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（以下「標準詳細図」という）

※建築構造設計基準及び同解説　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

※建設工事公衆災害防止対策要綱　　※建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

※建築工事安全施工技術指針　　　　※再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

※県産木材の利用促進に関する指針
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５ ８ 化学物質の濃度測定Ⅰ．工　事　概　要 １９ 設計ＧＬ ※図示による　・（　　　　）

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の （１．５．９）

１）から４）を満たすものとする１．工事名称　：三原中央方面隊屯所建設工事 ２０ 耐荷重及び耐外力 外壁ＡＬＣパネル工事，外壁押出成形セメント板工事，合成高分子系ルーフィングシート防水工事（機

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、 械的固定工法），外壁石取付け（乾式工法）工事，屋根葺き（長尺金属板，折板，粘土瓦）工事，アル

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、２．工事場所　：三原市宮沖三丁目 ミニウム製笠木工事，ガラスブロック積み工事において，施工計画書により工法を定める際の，建築基

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す 準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する 風圧力

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する 風速　　Ｖｏ＝　32　ｍ／ｓ

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな 地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ４．構造規模　：（車庫棟）鉄骨造平屋建て　延面積122.40㎡
い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する 積雪荷重　平成12年５月31日　建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　）

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、
５．工事種目　：建築工事、電気設備工事、機械設備工事、外構工事

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする ２１ 検査記録 杭地業工事，鉄筋工事，コンクリート工事，鉄骨工事については，次の内容を記載した検査記録を整備

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」の区分において，「規制対象外」とは次の①６．別途工事　：防火水槽工事 すること

又は②に該当する材料を指し，同区分「第三種」とは③又は④に該当する材料を指す。 *工事完了通知書第４面及び照合方法が確実に行われていることを証明する書類（ＩＣＢＡ（建築行政

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外７．調査協力について  センター）の「構造審査・検査の運用解説」第５章資料に示す「施工状況報告書等」に記載する内容）

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第２０条の第７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づき制定された

「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，他の特記事項及び図面表記の範囲内で，

環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする

６ 材料の品質等

（１．４．２） １）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有

するものとする

２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品を使用す

る場合は監督職員の承諾を受ける。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料の製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項８．公衆災害防止措置
を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出し（１）工事に際し工事関係者以外の第三者の生命・身体及び財産の危害並びに迷惑を防止する
て承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない　　　ために必要な措置を執ること。
(１)品質及び性能に関する試験データが整備していること

(２)生産施設及び品質の管理が適切に行っていること

(３)安定的な供給が可能であること

(４)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること９．現状復旧
(５)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること工事に際し隣接建築物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。
(６)販売、保守等の営業体制が整えていること

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料１０．主要資材
床型枠用鋼製デッキプレート オーバーヘッドドア（１）この工事の施工に際し，やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請負わ
鉄骨柱下無収縮モルタル 防水剤　　　せようとする場合は，原則として三原市内に主たる営業所・本店を有する業者に発注す
無収縮グラウト材 現場発泡断熱材　　　るものとする。
乾式保護材 フリーアクセスフロア（２）主要資材を購入しようとする場合は，極力三原市内に営業所・本店を有する業者に発注
既成調合モルタル 可動間仕切　　　するものとし，予め購入先の名称・所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする。
ルーフドレン 移動間仕切（３）当該工事に使用する砂については，海砂（県外産を含む）を使用しないこと。
吸水調整材 トイレブース

アルミニウム製建具 煙突用成形ライニング材Ⅱ．建築工事仕様
１．共通仕様 鋼製建具 天井点検口

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築 鋼製軽量建具 床点検口

　　　工事編）最新版」（以下「標準仕様書」という。）による。 ステンレス製建具 グレーチング

　　　図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事 錠前類 屋上緑化システム

　　  標準仕様書（建築工事編）最新版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。 クローザ類 トップライト

（２）建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）が必要な工事の場合，受注者は完了検査（中間検査含む）時には，官公署 自動扉機構 エポキシ樹脂

　　　（建築主事等）が求める検査に必要な書類（報告書）等を用意する。 自閉式上吊り引戸機構 ポリマーセメントモルタル

重量シャッター 既成調合目地材

２．特記仕様 軽量シャッター 鋳鉄製ふた

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する

　○印と　※　印のついた場合は共に適用する

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。 ７ 技能士 工事種目 技能検定職種

　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。 （１．５．２） 仮設工事 とび

（４）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に 鉄筋工事 鉄筋施工

　ついて、監督職員と協議すること。 コンクリート工事 型枠施工

（５）材料及び製造所等の記載は順不同である コンクリート圧送施工

鉄骨工事 鉄工

とび

コンクリートブロック ブロック建築

Ａ Ｌ Ｃパネル工事 エーエルシーパネル施工

防水工事 防水施工

特　　記　　事　　項項　　目章

敷地の位置

石工事 石材施工

タイル工事 タイル張り

適用基準等 木工事 建築大工

屋根及びとい工事 建築板金

金属工事 内装仕上施工

建築板金

左官工事 左官

建具工事 サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工

サッシ施工

ガラス施工

監督職員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容 塗装工事 塗装

監督職員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の 内装工事 内装仕上げ施工

表装

排水工事 配管

舗装工事 路面表示施工

植栽工事 造園

※技能士においては，積極的な活用を図ること。

９ 工事写真等 監督職員

（１）工程写真

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告書

に添付するものとする

（２）工事中写真

水中又は地下に埋設される部分，その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分，及び

【提出部数】：1部

（３）完成写真

【規格・提出部数】※Ａ４版クリアファイル　3　部　　・Ａ４版写真台帳　　部

監督職員

（４）その他の写真

監督職員隣接建物等に損傷のおそれがある場合は，施工前・施工後の写真（カラー・キャビネ版）を

の指示により提出するものとする

（５）保管

１０ 完成時の提出図書 ※提出を要する　　完成図書：１部

（１．７．１～３） 竣工図の種類（※全て　・　　　）

竣工図作成方法　CAD（ＣＡＤデータの提出（※要　・不要））

竣工図　二つ折製本（・ A１版　　部　・A２版　　部　・ A３版　3　部）

の指示による

　下記のものを　　　　に提出する。工事中写真及び完成写真の撮影は国土交通省大臣官房官庁営繕部

　策定の「営繕工事写真撮影要領」によるものとする。

原図　・普通紙　※ 不要

竣工図は原則としてCADにて修正を行い，施工図・保全に関する資料で必要なものの提出は監督職員

【完成写真の撮影業者】・　　　　の承諾する撮影業者

　　測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する

　　パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

し、３０分間換気する

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

等の収納部分の扉は開放したままとする

③測定

イ　②の状態のままで測定する

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定

が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が

測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

１）ホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を

測定対象室及び測定箇所数は図示による。

④分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する

⑤その他

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

２）木材の防腐・防蟻処理剤は，クロルピリホス，ダイアノジン及びフェノブカルブを含有しない

　　薬剤とし，加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い十分乾燥させた後現場に搬入する

３）保温材，断熱材，緩衝材については，ホルムアルデヒドを発散しないか発散が極めて少ないＦ

４）塗料，壁紙，仕上塗材，合板，接着剤等で屋内に面するものについては，ホルムアルデヒドを

　　発散しないか，発散が極めて少ないＦ☆☆☆☆等級のものとする

　　若しくは極めて少ないものを選択するように努め，１）の規定を満たすこと

☆☆☆☆等級のものとする

技能検定作業

とび作業

鉄筋組立て作業

型枠工事作業

コンクリート圧送工事作業

構造物鉄工作業

とび作業

コンクリートブロック工事作業

エーエルシーパネル工事作業

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法

防水工事作業

ＦＲＰ防水工事作業

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

左官作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

金属製カーテンウォール工事作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

建築塗装作業

プラスチック系床仕上げ工事作業

カーペット系床仕上げ作業

ボード仕上げ工事作業

壁装作業

建築配管作業

溶融ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー工事作業

造園工事作業

　本工事は工事中及び竣工後，次の調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

　　　発注者の調査実施への協力等）

（２）契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内
（３）公共建築物木材利用事例調査票…工事中に実施（調査票等の記入提出，

１１ 電子納品 ※電子納品対象工事とする

電子納品とは，「調査，設計，工事などの各業務段階の最終結果を電子データで納品すること」をい

う。ここでいう電子データとは，「営繕工事電子納品要領（以下，要領という）」に基づいて作成

されたものを指す

成果品については，「要領」に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で提出する。「要領」で特に

記載がない項目については，原則として電子データを提出する義務はないが，「要領」の解釈に疑義

監督職員がある場合は　　　　と協議の上，電子化の是非を決定する

また，成果品提出の際には，ウイルス対策を実施したうえで提出すること

１２ 工事中情報共有 （１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率化を図る情報共

システム 　　　有システムの対象である。なお，運用にあたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガイド

　　　ライン」に基づき実施すること

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする

広島県工事中情報共有システム（http://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html）

（３）　　　　及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サービス提供者」と監督職員

　　　いう）との契約は，受注者が行い，利用料を支払うものとする

（４）受注者は，　　　　又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあたっての評価を行監督職員

　　　うためのアンケート等が求められた場合，協力しなければならない

１３ 施工図及び施工計画書 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする

（１．７．２）

１４ 設備工事との取り合い （施工範囲）

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔

※図示した壁，天井の仕上げ材，下地材切り込み及び下地補強

※自動閉鎖装置設置箇所の切り込み及び補強

１５ 施工中の安全確保 ・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は，労働安全衛生法第３０条第２項に基づき，当該工事

　について，同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは，本契約後直ちに「統括安全

　衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出すること

１６ 工程報告 別紙様式による期間別工事工程報告書を毎月２回１部提出すること

１７ 保証書 次の工事について保証書を提出すること

工事区分 材料名 保証年限 備考

・防水工事 ・アスファルト防水 年

・改質アスファルト防水 年

・合成高分子ルーフィング防水 年

・塗膜防水 年

・屋根工事 ・金属板葺き 10年 漏水の場合等

・折板葺き 10年 漏水の場合等

・瓦葺き 年 漏水の場合等

・防錆工事 年

・特殊床工事 ・フローリング及び塗装 年

・プール工事 ・プール本体 年 ・ｱﾙﾐ・ｽﾃﾝﾚｽ・FRP

・塗装（通常塗装の場合） 年

・植栽工事 ・活着 年 枯死の場合

１８ 中間技術検査 ※行う（回数及び時期については　　　　の指示による）　　・行わない監督職員

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

　工事完了時の建物使用に関する資料は，監督職員が指定する様式で作成する。

工事完了時の建物仕様に関する資料（保全マネジメントシステム）

図面，本特記仕様書，標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次による

・建築物解体工事共通仕様書　平成31年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部

受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報サービ

ス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事実

績データ」を作成し，

確認書」を

変更，技術者の変更があった場合とする。

工事実績情報の登録

（１．１．４）

電気保安技術者

（１．３．３）

発生材の処理等

（１．３．11）

※配置する

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・上記以外　１．３．８（ｂ）（３）及び監督職員との協議による。

１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等（広島市，呉市，

　　福山市）が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処理施設にあっ

　　ては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし，建設廃棄

　　物が破砕等（選別を含む）により有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理すること。

　　（原則，県内処分）

２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記（１）に掲げる施設のう

　　ち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計が最も経済的

　　になるものを見込んでいる。従って，正当な理由がある場合を除き，再資源化に要する費用（単

　　価）は変更しない。

３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については，

　　広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので適正に処理すること。なお，広島県産業廃棄物埋立税

　　は見込んでいる。

環境への配慮

（１．４．１）

化学物質を放散させる建築材料等

材料・機材等の品質及び性能

・都市計画区域内（・市街化区域　・市街化調整区域）　・都市計画区域外

用途地域　（　第一種住居地域、近隣商業地域　　）

防火地域　・防火　・準防火　・指定無し

その他の区域，地域，地区，街区　（　法22条地域、公共下水接続地域内　）

０
　
法
規
制

１
　

一
般
共
通
事
項

１

１

２

３

４

２２

※建物基本情報
※型式台帳

　○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する

２
　
仮
設
工
事

５）屋内に面して用いる材料は，上記２）～４）に適合した上で，揮発性有機化合物の発散が無い

（２）上記について，建設工事公衆災害防止対策要綱（令和元年９月２日付け改正国土交通省告示
　　　496号）」に基づき実施すること。

【撮影箇所】建物外観各方向，主要箇所，主要室内その他監督職員が指示する箇所

びその他監督職員が指示する箇所は，Ａ４版写真台帳にまとめて完成検査日までに提出するものとする

なお，11　電子納品で対象工事である場合は，加えて電子成果品を　２部提出すること

工事写真のデータは，受注者において工事完成後２年間保管すること

６

７

工事現場の表示

交通誘導員

※ 設ける　　　　・ 設けない監督職員事務所等2 （２．３．１）

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による

3

4

５

工事用水 構内既存の施設　　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

工事用電力 構内既存の施設　　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

仮囲い等の安全施設 別紙設計図による

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

※配置する　　・配置しない

※大型車両進入時　（　　）人／日　　・常時配置　（　　）人／日

・（　　　　　　　　）作業期間　（　　）人／日

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板を設置する

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

（２．２．４）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの足場その他1

コンクリートの試験 ※コンクリートの強度試験

（6.9.1～6） 　公的機関又はこれに準ずる機関で行う。ただし，調合管理強度の管理試験用及び型枠取外し時期の

　決定用については，生コン工場試験室でもよい

８ 快適トイレモデル工事 本工事は快適トイレモデル工事（※発注者指定型　・受注者希望型）であり，「快適トイレモデル工事

試行要領（令和４年６月１日一部改正）」に基づき実施するものとする。

快適トイレチェックシートの様式は，「広島県の調達情報」の「様式集＞建設工事関係_その他の契約

関係の様式」に掲載している。

また，完成検査までに提出するアンケートは，「広島県の調達情報」の「入札・契約制度> 入札・契約

制度関係要綱」に掲載している。

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

建築工事特記仕様書（１）

三原中央方面隊屯所建設工事

　　　　　　　　（待機室棟）木造平屋建て　延面積110.50㎡
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2023.06.

３．敷地面積　：1,586.98㎡



三原中央方面隊屯所建設工事

建築工事特記仕様書（２）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

　　分間で予想最大荷重に達する程度とする。
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建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

・　　　　　　　　・ 図示・　　　　　　・ 図示長辺欠く場合

・　　　　　　　　・ 図示・　　　　　　・ 図示短辺パネルを切り

・　　　　　　　　・ 図示・　　　　　　・ 図示長辺を設ける場合

・　　　　　　　　・ 図示・　　　　　　・ 図示短辺パネルに開口

切断後のパネルの残り部分の幅開口の大きさ

した資料を提出する。

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

耐火構造以外の目地及び隙間の処理 　※ パネル製造所の仕様　　・　　　　

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅（ｍｍ）　※ 15　　・ 

パネル相互の目地幅（ｍｍ）　※ 長辺8、短辺15　　

パネル幅の最小限度を300ｍｍ未満とする場合　※ 図示　　

  　1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した構法

外壁パネルの構法

　60 ・Ｔ（タイルベースパネル）

・ Ｃ種600・ 50　・ 60 ・Ｄ（デザインパネル）　　　　パネル

・ Ｂ種・ 50　・ 60 ・Ｆ（フラットパネル）・ 間仕切壁

　60 ・Ｔ（タイルベースパネル）

・ Ｂ種600・ 50　・ 60 ・Ｄ（デザインパネル）

・ Ａ種・ 50　・ 60 ・Ｆ（フラットパネル）・ 外壁パネル

備考工法の種別幅（ｍｍ）厚さ（ｍｍ）形状パネルの種類（ＥＣＰ）

（８．５．２～５）押出成形セメント板4

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

外壁、間仕切パネルの伸縮調整目地への耐火目地材の充填　・ 適用する　・ 適用しない

幅（ｍｍ） ※ 10～20　　・　 

外壁、間仕切パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い部の目地

パネル幅の最小限度を300ｍｍ未満とする場合　※ 図示　　

  1章　適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した構法 　

外壁、屋根パネルの構法

  ※ パネル製造所の仕様　　

パネルの相互の接合部に充填する耐火目地材

・無

・有（　）時間 ・ 100・ 床パネル

  Ｆ種　平

有（0.5）時間・ 100・ 屋根パネル

・Ｅ種　・意匠 ・無　　　　パネル

・Ｃ種 ・Ｄ種・平・有（１）時間 ・ 100・ 間仕切壁

・意匠 

・Ａ種 ・Ｂ種・平有（１）時間・ 100・ 外壁パネル

加工（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（Ｎ/ｍ2）

厚さ 構法の種別表面耐火性能幅長さ単位荷重パネルの区分

 （８．４．２～５）ＡＬＣパネル3

各部の配筋　　※ 図示　　

壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　※ 図示　　・ 

　塀の高さが2ｍ超え　・　　　　　※150

　塀の高さが2ｍ以下　・　　　　　※120

塀の厚さ（ｍｍ）

・無　・有

・無　・有・ 型枠状ブロック20　　

・無　・有・ 空洞ブロックC（16）

高さ長さ（ｍｍ）強さによる区分

ブロック帳壁及び塀 備考適用箇所 化粧の有無モデュール呼び寸法（ｍｍ）正味厚さ断面形状及び圧縮

 （８．３．２、３）ブロックの種類コンクリート2

モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲 　※ 図示　　

各部の配筋　　※ 図示　　

　※ 標準仕様書表8.2.1による　　・ セメント（　　　）：砂（　　　）

モルタルの調合（容積比）

・無　・有

・無　・有・400　・200・ 空洞ブロックC（16）

高さ長さ（ｍｍ）強さによる区分

備考適用箇所 化粧の有無モデュール呼び寸法（ｍｍ）正味厚さ断面形状及び圧縮ブロック造

 （８．２．２、３、５）ブロックの種類等補強コンクリート1

特記仕様書（構造関係）による

山留めの存置　・ 行う（存置範囲　※ 現場説明書の施工条件明示による　・　　　　　　　　）

（３．３．３）鋼矢板等の抜き後の処理　※ 直ちに砂で充填する　　山留めの撤去3

・ 構内指示場所に堆積

・ 構内指示場所に敷き均し

（３．２．５）※ 現場説明書の施工条件明示による建設発生土の処理2

　・ （材料：　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　）

　　　　　　　（品質：細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

　　　・ Ｄ種　適用場所（基礎　　）

　　　・ Ｃ種　適用場所（　　　　　　）土質（　　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　　）

　　　・ Ｂ種　適用場所（　　　　　　）

　　　・ Ａ種　適用場所（　　　　　　）

　※ 標準仕様書表3.2.1による種別

（３．２．３）（表３．２．１）材料及び工法埋戻し及び盛土1
９
　
防
水
工
事

脱気装置の設置数量　　※ 改質アルファルトシートの製造所の仕様　　・　　　（個）

脱気装置の種類　※ 改質アルファルトシートの製造所の仕様　　・　　　　

　※ アルミニウム製　L-30×15×2.0ｍｍ程度　　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

　

　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上） 接着性試験　　※ 簡易接着性試験　　・ 引張接着性試験 
　　　凍結融解操作の試験条件は、試験片の切断小口面をあらかじめシールし、5～35℃の清水中 　　　材料構成による区分　　※ R種 シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・ 
　　ネルⅡ類は200サイクルまでとする。） 　　　用途による区分　　 シーリング材表面に仕上塗材、塗装等　※行う　　・行わない
　　行う｡100、200、300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。（窯業系パ 　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
（６）耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって 　※ 標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　　

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ シーリング材の種類（記号）施工箇所
　　　　（ΔＬ)＝ （Ｌ2 － Ｌ1）/ Ｌ1×１００　　ΔＬ ：吸水による長さ変化率（％） 　 シーリングは１７章による
　　吸水による長さ変化率（ΔＬ)は、次式によって求める。 　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上） ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは１１章に、カーテンウォールの場合の
　　線間の長さ（Ｌ2）を測る。 　　　材料構成による区分　　※ R種 （９．７．２、３）（表９．７．１）下表以外は、標準仕様書表 9.7.1によるシーリング6
　　24時間経過した後、試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標 　　　用途による区分　　

　　し、その上端が水平下約30ｍｍとなるように保持して、常温の水中に浸せきする。 　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 　※ 図示　　
　　標線間の長さを測定し、それを基準（Ｌ1）とする。次に試験片の長さ方向を水平にこば立て 　※ 標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　　 型枠締付け材にコーンが使用されている部位及び防水材の塗布面以外の下地処理 
　　140ｍｍになるように標線を刻む。その後、1/150ｍｍ以上の精度をもつコンパレータを用いて 粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　るシリカゲルで調湿したデシケータに入れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が
　 　製造所の指定する材料を充填 　

　　薬）」に規定する塩化カルシウム又は JIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合す
　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上） 　※ 打継ぎ部分に対し、幅30ｍｍ及び深さ30ｍｍにＶ形にはつり、水洗い清掃した後、防水材の

　　れ、その温度を60±3℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS K 8123「塩化カルシウム（試
コンクリートの打継ぎ箇所の下地処理　　　材料構成による区分　　※ R種

（５）吸水による長さ変化率試験は、試験体（幅40ｍｍ×長さ160ｍｍ×素材厚さ）を乾燥機に入
　※ コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書表6.2.4の種別Ｂ種）　　　　用途による区分　　

（４）難燃性試験は、JIS  A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う。
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 壁及び天井部の防水層の下地

　※ 標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　 ・ Ｃ－ＵＰ

改質アスファルトシートの種類及び厚さ ※ Ｃ－ＵＩ
　　（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）なお、荷重を加える時の平均速度は、1～3

　 施工箇所種別
　　ては、凍結融解試験前、同試験100、200、300サイクル完了後の合計4項目に亘って測定する。

　※25　・50 （９．６．１、３）（表９．６．１、２）防水層の種類ケイ酸質系塗布防水5
　　する。同時に破壊時の中央部のたわみ量について、変位計を用いて測定する。測定項目につい

（厚さ）(ｍｍ)
　　試験体の表面からスパン中央全幅に集中荷重を載荷し、試験体が破壊した時の最大荷重を測定

　※ 標準仕様書表9.5.2による　　・ 主材料の製造所の仕様　　
　　3号試験体とする。幅及び厚さは製品寸法とし、支持スパン長さは400ｍｍとする。試験方法は

・設けない　・　 Ｙ－１、Ｙ－２の工程数及び各工程の使用量 
（２）曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は

　よる）　　断熱材２種２号 Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の設置数量  　※ 主材料の製造所の仕様　　・　　　（個）
　　目量が1ｍｍの1級直尺を用いて測定する。

　所の仕様に　※硬質ウレタンフォーム Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類　　※ 主材料の製造所の仕様　　・　　　　
　　に規定する目量が1ｍｍの1級コンベックスルール又は、JIS B 7516「金属性直尺」に規定する

　ートの製造（種類） ・適用しない
　　（幅）供試体を平らな台に置き、供試体のほぼ中央１箇所の幅寸法を、JIS B 7512「鋼製巻尺」

・適用する　ファルトシ　チック断熱材・ＡＳＩ－Ｊ１ ・適用する※屋内防水・Ｙ－２
　　点の平均値を求めてパネルの厚さとする。

　（改質アス　材)に基づく発泡プラス
　　（厚さ）供試体の周辺から20ｍｍ以上内側の四隅を0.05ｍｍまで測定できる測定器で測り、4

・適用する　による・設ける　JIS A 9521(建築用断熱・ＡＳＩ－Ｔ１ ※地下外壁防水　・Ｙ－１
（１）寸法の測定方法

・適用する　の仕様・ＡＳ－Ｊ１ 　
（試験方法）

・適用する※製造所・ＡＳ－Ｔ４ ※製造所の仕様による　樹脂系
　以下となる剛性）

・適用する・ＡＳ－Ｔ３ ・適用する・アクリルシリコン・Ｘ－２
　時に荷重720Ｎの時、たわみ4ｍｍ

・適用する・ＡＳ－Ｔ２ ・ふっ素樹脂系
（スパン40ｃｍ幅30ｃｍの中央曲げ

・適用する・ＡＳ－Ｔ１ ※製造所の仕様による　ウレタン樹脂系
80,000Ｎ・ｃｍ2以上－－剛性（E×I）

　　 ・適用する※２成分形アクリル・Ｘ－１

防水 　　　 

反射率使用量種類シート 射率防水使用量種類施工箇所種別
変形量1/100以下。

仕上塗料防湿用断熱材 施工箇所種別 高日射反保護層仕上塗料高日射
があかないこと。残留ないこと。

(９．３．２～３）（表９．３．１～３)　防水層の種別 （９．５．３）（表９．５．１、２）防水層の種類塗膜防水4シート防水
とき、裏面に達する穴したとき、裏面に達する穴があか

屋根露出防水改質アスファルト2
体の弱点部に落とした1.0ｍから試験体の弱点部に落と

　1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法
りを高さ1.0ｍから試験1,000）のなす形おもりを高さ

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け屋上排水溝　※ 図示　　
質量500のなす形おも質量500（窯業系パネルⅠ類は耐衝撃性能

　・ 行う（※図示　　・　　　　　　　　）　・ 行わない　※適用しない　　・ 適用する（施工範囲　※ 図示　・　　　　　　　　）

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）防水層の下地のモルタル塗り
融解試験を省略できる。）

　・ 行う（※図示　　・　　　　　　　　）　・ 行わない　※ アルミニウム製　L-30×15×2.0ｍｍ程度　認められるものは耐凍結ないこと。ないこと。
（明らかに吸水しないと観上の異常が観上の異常が プレキャストコンクリート部材下地の目地処理（接着工法の場合）立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法
上の異常がないこと。剥離がなく、外剥離がなく、外

接着工法の場合の脱気装置の設置数量　　※ ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　　（個）　割れ、剥離がなく、外観後、著しい割れ、後、著しい割れ、
接着工法の場合の脱気装置の種類　　※ ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　　　　　※ コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4の種別Ｂ種３００サイクル後、著しい２００サイクル３００サイクル耐凍結融解性能
　防水層の下地の立上り表面材は不燃不燃不燃難燃性
　　 したもので、厚さ0.4ｍｍ以上のもの保護層　　・ 設ける（※図示　・　　　　　　　　）0.01以下0.07以下0.07以下吸水による長さ変化率(％)
　※ 防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工Ｅ－１の場合で工程３を行う部位（ ※ 貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　　・　　　　　　　） 1以下20以下20以下吸水率（％）
固定金具の材質及び寸法形状　・ Ｅ－２・ Ｅ－１  クル数） 　の曲げモーメント）
　施工箇所種別施工箇所種別（試験サイ　る単位幅1ｃｍあたり
　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）　防水層の種別了時 （スパン40ｃｍにおけ
　　　種類　　（表９．２．９）屋内防水250以上（300）320以上（200)）400以上（300）凍結融解完ント（Ｎ・ｃｍ）
　・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

標準時曲げ強さ・曲げモーメ 300以上450以上550以上
　※ 標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による脱気装置の設置数量　　※ アスファルトルーフィング類の製造所の仕様　　・　　　（個）出荷時において10％以下出荷時の含水率 －
合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ脱気装置の種類　※ アスファルトルーフィング類の製造所の仕様　　・　　　　厚さ：＋10％、－5％、幅：±1％寸法の許容差

　※  図示　幅（ｍｍ）

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）
屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　

  （一般地仕様）  （寒冷地仕様）
　

   Ⅱ類　 Ⅰ類分類・規格
　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上） ・ 下地モルタル塗り

・ 金属複合板・ 窯業系パネル・ 窯業系パネル
　　　材料構成による区分　　※ R種 ※ 7ｍｍ以下・ 床塗り・ Ｓ－Ｃ１

（品質・性能）
　　　用途による区分　　 モルタルの塗厚工法塗厚（ｍｍ）

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 立上り部の保護平場のモルタル塗り施工箇所種別
　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

　※標準仕様書表9.2.7から表9.2.8による 保護層
　　　　　　　　たもの。

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 　防水層の種別
　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生し

屋内防水　乾式保護材
　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　※ 接着工法（立ち上がり面のシートの厚さ　※ 1.5ｍｍ　　・　　　　）　・ 機械的固定工法　　　材料構成による区分　　※ R種
Ｓ－Ｍ２及びＳＩ－Ｍ２の立上り部の工法

　　　用途による区分　　　床タイル張り　※ 水下　60ｍｍ以上　　
　・ 発泡ポリエチレンシート　　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　こて仕上げ　　※ 水下　80ｍｍ以上　　
ＳＩ－Ｍ２の絶縁用シートの材種　※標準仕様書表9.2.7から表9.2.8による

平場の保護コンクリートの厚さ
　※ 設置しない　　・ 設置する改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　
ＳＩ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ２、ＳⅠ－Ｍ１及びＳⅠ－Ｍ２における防湿用フィルムの設置　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上） 　　　　※25　・50　　

　　　材料構成による区分　　※ R種 （厚さ）（ｍｍ） （厚さ）(ｍｍ) ※25　
　　　用途による区分　　 ・適用する　 　 　 　・ＳＩ－Ｍ２
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 　 　仕様による　　　　　熱材２種２号
　※ 標準仕様書表9.2.5から表9.2.6による　

・適用する　　２種２号・ＤＩ－２ ※製造所の (種類）※硬質ウレタンフォーム断
部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 　※硬質ウレタンフォーム断熱材 ・ＳＩ－Ｍ１ ・適用する標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a)による
　

（種類） （厚さ）(ｍｍ） ※25　
　　　厚さ　（　　　ｍｍ以上）

　る　づく発泡プラスチック断熱材 ・適用する　 　 　 　・ＳＩ－Ｆ２
　　　材料構成による区分　　※ R種

・適用する　仕様によ　JIS A 9521(建築用断熱材)に基・ＤＩ－１ 　仕様による　　　　　熱材２種２号
　　　用途による区分　　

・適用する※製造所の・Ｄ－４ ※製造所の (種類）※硬質ウレタンフォーム断
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・適用する・Ｄ－３ ・適用する標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b)による・ＳＩ－Ｆ１
　※ 標準仕様書表9.2.3から表9.2.6による

・適用する・Ｄ－２
改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・適用する・Ｄ－１ ・適用する・Ｓ－Ｍ３
　　　　※25　・50　・ＢＩ－３

　　　 
（厚さ）（ｍｍ）・ＢＩ－２

射率防水使用量種類断熱材 施工箇所種別 ・適用する・Ｓ－Ｍ２
　　　ｂＡ（スキン層付き）・ＢＩ－１

高日射反仕上塗料 　仕様による
　70／ｍ2程度　　　チレンフォーム断熱材３種・ＡＩ－３

　防水層の種別 ※製造所の
　ンクロス　　　材）に基づく押出法ポリス・ＡＩ－２

（表９．２．７～８）屋根露出防水 ・適用する・Ｓ－Ｍ１
※フラットヤー（材質）JIS A 9521（建築用断熱・ＡＩ－１

・適用する・Ｓ－Ｆ２
　・Ｂ－３

　　する。 　仕様による
　※JIS R 1250・Ｂ－２

　　裏面に達する穴の「有・無」を確認する。金属複合板の残留変形量は、最大くぼみ深さを測定 ※製造所の
・れんが押え・Ｂ－１ 　0.15ｍｍ以上

　　水平に置き、おもりを試験体のほぼ中央の鉛直上1.0ｍから試験体の弱点部に自然落下させ、 ・適用する・Ｓ－Ｆ１
　押え・Ａ－３ 　厚さ 

　　とし、記号（Ｗ１－1000）、質量1,000gとする。試験体を支持装置で支持して、堅固な床に水
・コンクリート・Ａ－２ 　フィルム

　　試験体の大きさは、4号（長さ400ｍｍ，幅300ｍｍ）とする。おもりは、鋼製のなす形おもり 　　　 射率防水使用量種類
※乾式保護材※ポリスチレン・Ａ－１

　　準じて行う。試験体の支持装置は、記号S２対辺単純支持方法による。 高日射反仕上塗料断熱材 施工箇所種別
立上り部の保護方法絶縁用シート断熱材 施工箇所種別

（７）耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試験に フィングシート防水 （９．４．２～４）（表９．４．１～３）　防水層の種類
　防水層の種別

屋根防水合成高分子系ルー3　　20±3℃の水中で約1時間の融解を行う約3時間を1サイクルとする。
（９．２．２～５）（表９．２．３～６）屋根保護防水アスファルト防水1

　　　　　Ｌ1：乾燥時の標線間の長さ（ｍｍ）　　 Ｌ2  ：吸水時の標線間の長さ（ｍｍ）

（３）吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う。
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

建築工事特記仕様書（３）

三原中央方面隊屯所建設工事

　
　
木
工
事

　
　
石
工
事

　
　
タ
イ
ル
工
事

 引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※ 標準仕様書10.2.2(1)による　・ 

特殊部位用金物　※ 標準仕様書10.2.2(3)による　・ 

張り 取付け工法　・ 外壁湿式工法　・ 乾式工法

（１０．２．２）（１０．７．１、３）笠木、甲板等の石8

　　　時の接着強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4Ｎ/ｍｍ2以上を確保していること）
　　　　シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　・図示

（※Ａ種　・Ｂ種）　　　ル」とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準
　　　　位置　※ 他の部位との取合い部　・ 図示

・Ｂ種・適用しない造作材の場合　　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイ
　　　伸縮調整目地

※Ａ種・適用する（　　　　　　）　　　によって調べる。
目地　一般目地　目地幅　　※ 6ｍｍ以上　　

の適用　　　（ｍｍ）　　　ルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視
裏打ち処理　・ 適用する　・ 適用しない

間伐材等含水率防虫処理材面の品質寸法樹　種施工箇所　　　中で3時間冷却し、次いで50±3℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を１サイク
石裏面処理　・ 適用する　・ 適用しない

・ 「製材の日本農林規格」以外の製材　　　試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の恒温器
あと施工アンカーの材質、寸法　　

　　　A6909「建築用仕上塗材」に規定する7.11温冷繰返し試験に準じて行う。
　・設けない

・Ｂ種　・　　　　（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS
　　　　　　化粧吊りボルト　※ ステンレス（SUS304）M10化粧ナット付き　

※10％以下 ・Ａ種 ※１等　　　接着強さ（標準時）の試験方法の「試験体」と同様とする。
　・設ける　吊金物　※ ステンレス（SUS304）径6ｍｍ長さ80ｍｍの加工物　

・Ｂ種　・　　　　（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４）
吊金物及び化粧吊りボルト

※10％以下 ・Ａ種 ※１等（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法
ファスナー　※ 標準仕様書表10.2.4のスライド方式に準ずる　　・　

の適用　　　処理（ｍｍ）　　　（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。
引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※ 標準仕様書10.2.2(1)による　　

間伐材等保存含水率形状等級寸法樹　種施工箇所　　　湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。
特殊部位用金物　※ 標準仕様書10.2.2(3)による　　

・ 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材　　　108ｍｍ×60ｍｍ×12ｍｍ」を4枚2列、計8枚を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、
取付け工法　・ 内壁空積工法　・ 乾式工法石張り

　　　ックタイル」 に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「小口タイル
（１０．２．２）（１０．７．１、２）アーチ、上げ裏等の7

　　　に（１）で 調製した試料を厚さ7ｍｍになるよう塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミ

　　　N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ち
　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・ 図示　

以外　　　（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板
　　　　　　　　　　　　　・ 図示 

※Ａ種 ・Ｂ種※小節以上見え掛り面　　ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合
　　　　　　　　　　　　　　 材と取り合う箇所

　　　伸縮調整目地　位置　※ 床面積30ｍ2程度ごと、細長い通路の場合6ｍ程度ごと及び他の部 　　　      　：下地板の母材破断 ※Ａ種 ・Ｂ種※上小節見え掛り面
　　　      Ｍ：既調合モルタルと下地板に界面破断　　　　　　　　シーリング材　　・ 適用する　・ 適用しない

の適用　　　処理（ｍｍ）　　　      Ｍ　：既調合モルタルの母材破断
目地　一般目地　目地幅　　　　　※ 屋外の場合は4ｍｍ以上、屋内の場合は3～6ｍｍ　・ 図示　　　 　　　      ＴＭ：既調合モルタルとタイルの界面破断 間伐材等保存含水率形状等級寸法樹　種施工箇所

　　　      Ｔ　：タイルの母材破断階段張りの石裏面処理　　※ 適用する　・ 適用しない
・ 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

　　　また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選び明記する。（１０．６．２、３）床石張りの石裏面処理　　※ 適用する　・ 適用しない床及び階段の石張り6
　　　（全てが0.6Ｎ/ｍｍ2以上を確保していること）

・　　　　行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。
　　　シーリング材　　※ 標準仕様書9.7による　・ 図示

※Ａ種 ・Ｂ種※２級　　　シ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さエポキ試験を
目地　目地幅　　　　　※ 8ｍｍ以上　

・　　　　ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、
　　　1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

※Ａ種 ・Ｂ種※２級　　　（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体を
外壁の工法

の適用　　　処理（ｍｍ）　　　80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。
裏打ち処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

間伐材等保存含水率形状等級寸法樹　種施工箇所　　　（外のり寸法約300ｍｍ×300ｍｍ）」を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度
石裏面処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

（１２．６．１）（１２．７．１）・ 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材　　　タイル」に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「50角ユニットタイル
だぼ用の穴の位置　※ 標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　　・ 図示

（１２．２．１）（１２．４．１）（１２．５．１）製材 2　　　（１）で調製した試料を厚さ5ｍｍになるように塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミック
あと施工アンカーの材質、寸法等　　

　　　N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに
アンカーの材質及び寸法　　※ ステンレス（SUS304） M10　　

・ Ｈ－Ｃ種　　　（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板
　（方式：・ スライド方式　　・ ロッキング方式）

・ Ｈ－Ｂ種　　イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合
金物の種類、形状、寸法等　※ 標準仕様書表10.2.4による　　

・ Ｈ－Ａ種手加工　（４）接着強さ（標準時）の試験方法
（１０．２．２）（１０．５．２、３）（表１０．２．４）乾式工法5

・ Ｃ種　　　JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。
・ Ｂ種　（３）単位容積質量の試験方法
・ Ａ種機械加工　　　　　保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　　ｍｍ

　　　　　　　　　    シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・ 図示　
適用箇所表面仕上げの種別　　　試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。 １２　　　　伸縮調整目地　位置　※ 6ｍ程度ごと　 ・ 図示

（１２．１．４）（表１２．１．２）表面仕上げ1　　　方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、１ｍｍの単位まで測定する。
　　　　　　　　　    シーリング材　　　・ 適用する　　・ 適用しない

　　　なるようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた
目地　　一般目地　    目地幅　　　　　　※ 6ｍｍ以上　　

　　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部に
下地ごしらえ　※ あと施工アンカー・横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法

　※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法　　　３ｍｍ）を設置し、（１）で調製した試料を平滑に詰込む。
裏打ち処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理　　　径11ｃｍ）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50ｍｍ、高さ10ｍｍ、厚さ
石裏面処理　　・ 適用する　　・ 適用しない

　その他の目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　　　　横150ｍｍ、厚さ5ｍｍ）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直
あと施工アンカーの材質、寸法等　　

　伸縮調整目地　※ 変成シリコーン系シーリング材　　　　JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦150ｍｍ、
アンカーの材質及び寸法　※ SS400　M12　  ・　

　ひび割れ誘発目地　※ ポリウレタン系シーリング材　（２）保水率の試験方法
　　　　　　　　　　　　・　

　打継ぎ目地　※ ポリウレタン系シーリング材　　　　とする。
　　　　　　　　　　　　・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ150ｍｍ

目地のシーリング材　　　練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料
　　　　形状及び寸法　　・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ100ｍｍ

有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　  ※ 規制対象外　　　　　練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の10.2に規定する練り混ぜ機を使用し、
（１０．２．２）（１０．４．２、３）受金物　材質　※ SUS304　内壁空積工法4

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない 　　　のに要する材料と練り混ぜ水を計算して用意する。
試験張り　　・ 行う　　※ 行わない 　　　製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げる

　　　　　　　　  　シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・ 図示
標準的な曲がりの役物は一体成形とする　（１）試料の調製

　　　伸縮調整目地　位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　・ 図示
（試験方法）

　　　　　　　  シーリング材　　・ 適用する　・ 適用しない
0.40Ｎ/ｍｍ2以上温冷繰り返し後

目地　一般目地  目地幅　　　　　※ 6ｍｍ以上　　
0.60Ｎ/ｍｍ2以上標準時接着強さ

　　　　　　　・ あと施工アンカー・横筋流し工法
芯材：4.0Ｎ/ｍｍ2以上曲げ強さ1.80ｋ/Ｌ以上 単位容積質量

　　　　　　　・ あと施工アンカー工法
※15％以下化粧薄板：箇所 ・ 　 　　施ゆう 無有特注標準無有無ゆうⅢ類Ⅱ類Ⅰ類の適用 （ｍｍ）0.20％以下長さ変化率 70.0％以上保水率 り性種類 備考下地ごしらえ　※ 流し筋工法

の適用面の品質厚さ（ｍｍ）（ｍｍ）タイル張り 耐滑施工 耐凍害性色役物うわぐすり吸水率による区分再生材料形状/寸法品質・性能項目品質・性能項目
裏打ち処理　　・ 適用する　・ 適用しない

間伐材等含水率見付け材化粧薄板の寸法樹種施工箇所（１１．３．２～４、７）タイルの形状、寸法等有機系接着剤による3（品質・性能）
石裏面処理　　・ 適用する　・ 適用しない

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱
　　　　　　　　　　

  等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。
ドレンパイプの材質  ・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

芯材：      する方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。   モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤
あと施工アンカーの材質及び寸法等（　　　　　　　　　　　　　）

※15％以下化粧薄板：     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」7.5に規定 ・ 　　　既調合モルタル
アンカーの材質及び寸法　※ SS400　M12　　・　

芯材：（６）吸水量 
　　　　　　　　　　　　　　

※15％以下化粧薄板：     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変化率試験に従って行う。 ・ 　　　  内装タイル以外のユニットタイル　　・ マスク張り　　・ モザイクタイル張り 
　　　　　　　　　　　　　　・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ150ｍｍ

の適用面の品質厚さ（ｍｍ）（ｍｍ）（５）長さ変化率   外装タイル　　・ 密着張り　　・ 改良積上げ張り　　・ 改良圧着張り 　
　　　　　形状及び寸法　 　 ・ L-75×75×6(ｍｍ)の加工　長さ100ｍｍ

間伐材等含水率見付け材化粧薄板の寸法樹種施工箇所      規定する方法で求める。  壁タイル張りの工法 　
（１０．２．２、３）（１０．３．２、３）受金物　　材質　※ SUS304　　外壁湿式工法3

・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材     （２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.4に　※ 目荒し工法（高圧水洗処理）　・ ＭＣＲ工法
（４）単位容積質量 下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理
     　　保水率（％）＝50／平均値×100 注）50：リング型わくの内径（ｍｍ） る充填材料　　※ 専門工事業者の指定する製品　　・ 見本焼き　・ 行う　・ 行わない 

※15％以下　     り保水率を求める。取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材、金物の固定に使用す ・ 　 　　
試験張り　・ 行う　※ 行わない 

※15％以下　     さをノギスを用いて１ｍｍまで測定する。 試験は3回実施し、その平均値を用いて次式によ ・ 　 　　標準的な曲がりの役物は一体成形とする
※15％以下　     10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長・ 400型・ 花こう岩 ・ 　 　　

　　　　　C.S.R値は0.4～1.0とする。
の適用（ｍｍ）     上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。・ 300型※ 1.5～12※ 大理石 耐滑り性：JIS A 1509-12（セラミックタイル試験方法ー第12部：耐滑り性試験方法）で規定する
間伐材等含水率見付け材面の品質寸法樹種施工箇所     を設置し、(２）で練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにリング型わくの種類

・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材     径18.5ｃｍ）をのせ、その中央部に真鍮製リング型わく（内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜）備考表面仕上げ寸法による区分種石の大きさ（ｍｍ）種石の種類施工箇所

     横200ｍｍ、厚さ5ｍｍ）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直テラゾタイル

　　 JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200ｍｍ、

（３）保水性（ろ紙法）・ 両面 ・ 役もの・ 花こう岩 箇所 施ゆう り性無有特注標準無有無ゆうⅢ類Ⅱ類Ⅰ類の適用 （ｍｍ）
備考 芯材：　　　入し3分間練り混ぜて試料とする。 ・ 片面 ・ 平もの※ 1.5～12※ 大理石 よるタイル張り 種類施工 耐滑耐凍害性色役物うわぐすり吸水率による区分再生材料形状/寸法

化粧薄板：　　　する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投げの種類（ｍｍ）による区分よる区分（ｍｍ） ・ 　　　
（１１．２．２、７）タイルの形状、寸法等セメントモルタルに2

の適用の品質厚さ（ｍｍ）（ｍｍ）　　　を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」11.2に規定備考表面仕上寸法仕上げ面形状に種石の大きさ種石の種類施工箇所

間伐材等見付け材面化粧薄板の寸法樹種 施工箇所　　　する量を計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り混ぜ水テラゾブロック 位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　　・ 図示ひび割れ誘発目地
１１ ・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱　　　正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Ｌの試料を練り上げるのに要する材料に相当（１１．１．３）（表１１．１．１）伸縮調整目地及び1

（２）試料の調整
　　　　　シーリング材　　※標準仕様書9.7による　　　・図示 芯材：　　　器具などを、予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。 

　　目地　目地幅　　　　　※ 8ｍｍ以上　　 化粧薄板：　　　試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、 ・ 　 　　

　乾式工法の場合 ・２等芯材：（１）試験の条件

　　　　　　シーリング材の目地寸法　※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　・図示 ※１等化粧薄板：（試験方法） ・ 　 　　

　　　　　　位置　※ 標準仕様書表11.1.1による　・ 図示 の適用の品質材面数厚さ（ｍｍ）（ｍｍ）1.80ｋ/Ｌ以上 単位容積質量 0.2％以下（収縮） 長さ変化率 
　（１枚の面積0.8ｍ2以下）

　　　　　伸縮調整目地 間伐材等見付け材面見付け化粧薄板の寸法樹種施工箇所50以下 吸水量 30.0％以上保水率 
※ 正方形に近い矩形※ ２等品※ 床

　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　　・適用しない ・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材品質・性能項目品質・性能項目
げの種類（ｍｍ）

　　目地　一般目地　目地幅　　　　　※ 6ｍｍ以上　　 （品質・性能）
備考表面仕上厚さ形状及び寸法（ｍｍ）等級岩石の種類施工箇所

　外壁湿式工法の場合 既調合目地材
（１０．２．１、３）（表１０．２．１、２）天然石石材等2

目地 　　　試験室の状態：試験室は温度20±2℃、湿度65±10％とする。

※ １等　　・ ２等　　　JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」の7.11 曲げ強さ試験に準ずる。 ・ 　　　石材の裏面の補強用モルタル　・ 適用する　・ 適用しない

                                      　　・ 行わない の適用（ｍｍ）（７）曲げ強さの試験方法乾式工法の場合の取付け代　※ 標準仕様書10.5.3(2)による　　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　・ 行う（適用場所　※ すべて　・　　　　　　） 間伐材等見付け材面の品質見付け材面数寸法樹種施工箇所　　　変化率に準ずる。石裏面処理　・ 適用する　・ 適用しない

・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材粗面仕上げの場合ののみ込みとなる部分の仕上げ　　※ 図示　 ・　 　　　JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さあと施工アンカーの材質、寸法　　・ 
１０

（１２．２．１）ホルムアルデヒド放散量  ※ 規制対象外　　・ 造作用集成材 3（１０．１．３、５）石材の割付け　　※ 図示　　施工1 （６）長さ変化率の試験方法ファスナー　※ 標準仕様書表10.2.4のスライド方式に準ずる　　・　

屋根垂木、見えかかり構造材

額縁等
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　水切り板、ぜん板　　※ 図示　　

取付工法

　表面色　　※ 標準色　　・ 特注色

　枠の見込み寸法　　※ 建具表による　　

形状及び仕上げ

ガラス　　※ 建具表による　　

　　（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）防火材料呼び名

断熱ドア、断熱サッシ 　の断熱性の等級　・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・ Ｈ－６　　軽量骨材仕上塗材雪止め　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　　）

　　（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　　）工法  1章 15 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法
建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　・ Ｔ－１ 　・ Ｔ－２　　            　（　・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

耐震性能
            ・改質アスファルトルーフィング下葺材

 　　　　　　　　　　  ・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）
　　　　　　　　・ 図示

下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　 　　　　　　　　　　 　・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）
　　　　　　　　 　年国土交通省告示第771号）第３第２項第二号に適合させる。

・横葺   ・小波板葺　 ・   　外部に面する建具の種別（木下地）
　　補強方法　　※ 「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25

外観　※ つやあり・立平葺  ・蟻掛葺：2012 　　　　　　　　　 　  ・Ｃ種（建具符号： ・ 全て　　・ 建具表による　　・　　　　　　)
　　補強箇所　　※ 高さが６ｍを超える天井　　・ 図示　　・ 　

・心木なし瓦棒葺※JIS G 3322の  　　　　　　　　  　  ・Ｂ種（建具符号： ・ 全て　　・ 建具表による　　・　　　　　　）
・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強 

樹脂　※ アクリル系（ｍｍ）量等の種類及び記号種類   　                 　・Ａ種（建具符号： ・ 全て　　・ 建具表による　　・　　　　　　）
　 ３種備考屋根葺形式厚さ塗膜の耐久性、めっき付着板及びコイルの施工箇所 　　補強方法　　※ 図示　　・   　 外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）１３
※ 耐候形溶媒　※ 水系※ 複層塗材Ｅ（１３．２．２、３）金属板葺1 ・ 天井のふところが3.0ｍを超える場合 　※ 標準仕様書表16.3.1による種別

防火材料耐候性上塗り材の種類工法仕上げの形状呼び名 　・ 耐風圧性の等級（　　　　　）、気密性の等級（　　　　　）、水密性の等級（　　　　　）  　補強方法　※ 標準仕様書14.4.4(8)による 　 ・ 図示
・ 複層仕上塗材 性能値等・ 天井のふところが1.5ｍ以上3.0ｍ以下の場合 

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） （１６．２．５）（１６．３．２～５）（表１６．３．１～４）樹脂製建具6
  　補強方法　　※ 図示　　・  ・ 適用する・ 適用する・ 薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

・ 吊りボルトの間隔が900ｍｍを超える場合 ・ 適用する・ 適用する
網目寸法15ｍｍ1.5ｍｍステンレス（SUS304）線材・ 防鳥網

防火材料上塗り材吸放湿性工法仕上げの形状呼び名    野縁の間隔　　・ 図示　　・  
・ ステンレス（SUS316）製 

・ ・ 厚付け仕上げ塗材    周辺部の端からの間隔　　・ 図示　　・ ※ 標準仕様書12.3.1(ｲ)(b)①～④による ・ 
・ ガラス繊維入り合成樹脂製 

    野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・図示　　・ 処理の方法適用部材
※ 16～18メッシュ ※ 0.25ｍｍ以上※ 合成樹脂製 ・ 防虫網

・ 適用する　　　　　工法 ・ 薬剤の塗布等による防腐、防蟻処理
網目線径材質種類

※ 外装薄塗材Ｅ　　工法  1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した
（１６．２．３）網戸等5

　水切り板、ぜん板　※ 図示　・ 防火材料吸放湿性工法仕上げの形状呼び名・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等・ Ｋ２　・ Ｋ３　・ Ｋ４

取付工法・ 薄付け仕上塗材　屋外（ ※ 25形　　・　　　　）　　屋内（ ※ 19形　　・ 25形）・ Ｋ２　・ Ｋ３　・ Ｋ４
　結露水の処理方法　※ 図示　・ 仕上塗材の種類 （１４．４．２～４）（表１４．４．１）野縁等の種類軽量鉄骨天井下地4・ Ｋ２　・ Ｋ３　・ Ｋ４
　　　　　　　　　　　色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）  ※ 規制対象外　　・ 保存処理性能区分適用部材
  　屋内の建具　　　　種別　・ BC-1種　・ BC-2種　・ （１５．６．２）建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 仕上塗材仕上げ5・ Ｆ種・ 薬剤の加圧注入による防腐防蟻処理
　　　　　　　　　　　色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）・ Ｅ種
  　外部に面する建具　種別　・ BB-1種　・ BB-2種  ・ 　標準塗厚（ｍｍ）　　※ 図示　　塗り・ Ｄ種電気亜鉛めっき　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
　表面処理 （１５．５．２）（表１５．５．１）種類及び品質　　・ せっこう系　　・ セメント系セルフレベリング材4・ 防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材 　　 ・ Ｃ種（１２．３．１、２）防腐・防蟻処理7

　枠の見込み寸法　 ※ 建具表による　・ ・ Ｂ種
形状及び仕上げ（　　　　　　　　　　）・ Ａ種溶融亜鉛めっきホルムアルデヒド放散量  ※ 規制対象外　　・ 

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　タイル張り、モルタル塗り、フリーアクセスフロア（支柱調整式）ｃ種施工箇所（手すり、タラップ以外）種　別表面処理方法接着剤は、可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

（　　　　　　　　　　）（１４．２．３）（表１４．２．２）鉄鋼の亜鉛めっき3（１２．２．２、３）接着剤6 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗りｂ種
                        　   （建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

フリーアクセスフロア（置敷式）　（　　　　　　　　　　　　）陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色
　　耐震ドア　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（　　　　　　）

合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、床コンクリート直均し仕上げ、ａ種無着色・　　　
                         　   （建具符号： ・ 建具表による　・　　　　　　）

平たんさの種別※標準色（　　　　　　　）　・特注色（　　　　　　）の適用よる区分 よる区分 よる区分 による区分(ｍｍ)
　　断熱ドア、断熱サッシ  　断熱性の等級（　　　　　　　　）

施工箇所標準仕様書表6.2.5による※標準色（　　　　　　　）　・特注色（　　　　　　）間伐材等難燃性に接着剤に曲げ強さに表裏面の状態厚さ施工箇所
                        　    （建具符号： ・ 建具表による　・　　　　）

仕上げの平たんさは、図示及び標準仕様書15.4.2(ｱ)(ｲ)以外は下記による直均し仕上げ（成形板、笠木、建具以外）の表面処理・ ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）  
　　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（　　　　　　　　）

（１５．４．２）（６．２．５）床コンクリート3施工箇所色合等種別アルミニウム合金
 　　　　　　　　　　　　　 ・ Ｅ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

（１４．２．２）（表１４．２．１）アルミニウム及び2・ １級　　・ ２級　　・ ３級　　・ ４級
　　　　　　　　　　　　　　・ Ｄ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

建築基準法に基づく耐力壁、防火構造、準耐火構造等の指定（　　　　　　　　　　　）厚さ（ｍｍ）等級施工箇所
  　外部に面する建具の種別（木下地）

　　・ 直張りラスシートモルタル下地（材料　・　　　　　　　　　　　　　　）・ №2B程度・ 構造用パネル
　　　　　　　　　　　　　　・ Ｃ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

　　・ 直張り工法ラスモルタル下地（材料　・　　　　　　　　　　　　　　）・ 鏡面仕上げ程度
 　　　　　　　　　　　　　 ・ Ｂ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

　　・ 通気工法二層下地（材料　※ ２種波形ラス700　　・　　　　　　　　　　　　　　）※ ＨＬ程度
　　　　　　　　　　　　　　・ Ａ種（建具符号： ・ 全て　・ 建具表による　・　　　　　　）

　　　　換気口部の措置　※ 木造標準仕様書11.4.3(2)(ｸ)による　　施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）種類仕上げ※15※Ｐ又はＭ※13タイプ
１４   　 外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

　　・ 通気工法二層下地（材料　※ ２種防水紙付きリプラス800　　・　　　　　　　　　）（１４．２．１）ステンレスの表面1による区分による区分による区分による区分 （ｍｍ）
　※ 標準仕様書表16.2.1による種別

ラス系下地の種類及び材料厚さ難燃性耐水性曲げ強さ表裏面の状態施工箇所
　・住宅用建具　 耐風圧性の等級（　S-1　）

（１５．２．４）ラス系下地2・ パーティクルボード 
（１６．２．２、４、５）（表１４．２．１）（表１６．２．１、２）性能値等アルミニウム製建具4

ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Ｐａとし1時間行う・ バルコニー中継用・適用しない
5 （１６．１．６）・ 適用する　適用箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）防犯建物部品3

防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下 透水比 ・ バルコニー用・　　　・適用する※１類　・２類

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下 吸水比 ・ ろく屋根用（ ・ 縦型　・ 横型）の適用(ｍｍ)
（１６．１．４）※ 製作しない　・ 製作する（ ※ 納まり等が分かる程度のもの　・　　　　）建具見本の製作2

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比及び圧縮強度比 70％以上 曲げ及び圧縮強度比 施工箇所種別間伐材等防虫処理化粧加工の方法表面性能接着の程度厚さ施工箇所

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。ルーフドレン ・ 「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板  １６
（１６．１．３）・ 適用する　指定箇所（ ※ 建具表による　・　　　　　　　）防火戸1

（凝結時間）始発：1時間以上　終結：10時間以内凝結及び安定性  　　　　　　　　　　　・ 適用しない 

セメント重量の5％以下混合割合 鋼管製といの防露巻き　・ 適用する（工法： ※ 標準仕様書表13.5.4による　・　　　　　　　） ・適用しない

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 防水剤の種別 　　　　　　　※ 規制対象外　・　　　・適用する※１類　・２類
大津仕上げの工法の種類　　・ 普通大津仕上げ工法　　・ 大津みがき仕上げ工法

品質・性能項目防露材のホルムアルデヒド放散量の適用(ｍｍ)単板の樹種名 
　　　　　　　　　　　　　・ 切り替えし仕上げ工法

（試験方法）JIS A1404「建築用セメント防水剤の試験方法」による多雪地域　　　・ 適用する　　・ 適用しない間伐材等防虫処理接着の程度厚さ化粧板に使用する施工箇所
　　　　　　　　　　　　　・ 砂壁仕上げ工法

（品質・性能）・ 「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 
　　　　　　　　　　　　　　　・ のりさし土物工法　　・ のりごね土物工法　　

建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤　　　　　　　※ 標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）
　　　　　　　　　　　　　　　・ 水ごね土物１工法　　・ 水ごね土物２工法　

とい受け金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔・適用しない
土物仕上げの工法の種類　　・ 土物仕上げ工法

　　　　　　　・ 適用する　　・ 適用しない といの材種　　・ 配管用鋼管　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管　　・ルーフドレン　・　　　・適用する※１類　・特類
こまい壁塗りの工程種別　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 （１３．５．２、３）（表１３．５．４）とい4の適用(ｍｍ)

塗厚　　　　　　  ・ 設けない 間伐材等防虫処理接着の程度単板の樹種名厚さ施工箇所
　・ 建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　　　　　 （種類　※ 押し目地　　・　　　　　　）　棟の工法　　※ 標準仕様書13.4.3(4)(ｱ)(ｲ)による　　・ ・ 「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 
　※ 標準仕様書表15.11.8による

床の目地　　　・ 設ける（目地割り　※ ２ｍ2程度（最大目地間隔３ｍ程度　　・　　　　　　 ）瓦桟木の留付け工法　　※ 図示　　・ 

　　　　　　  ・ 設けない   1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法・適用しない
下塗りの調合　※ 標準仕様書表15.11.2による　　

既製目地材　　・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）工法 （　　　　）・適用しない　以上・特類・1級
　・ 天然砂と岩石の砕砂　　　・ 人工的に着色･製造したもの

モルタル　　　※ 現場調合材料　　・ 既調合材料（材料　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　形状、寸法及び留付け方法　　※ 図示　　・　　　・適用する・適用する※12※C-D※１類※2級以上
１５ 色砂の種類

（１５．３．２、５）モルタル塗り1の適用(ｍｍ)品質程度樹種名
　大津仕上げに用いる色土　

棟補強等に使用する金物等　材質　※ ステンレス製又は溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製　間伐材等強度等級防虫処理厚さ板面の接着の単板の等級施工箇所
　土物仕上げに用いる色土　

              寸法　※ 幅40×高さ30（ｍｍ）以上　　・ ・ 構造用合板 
色土の種類

　　　　　・ 鋼製　　（表面処理　※ 溶融亜鉛めっき 種別C種　　・　　　　　　　） 棟補強用心材　材質　※ 杉　　
　砂壁用ののり　※ ふのり　　　

タラップ　・ ステンレス製　SUS304（表面処理　※ 研磨なし　　・　　　　　　） 　　　　　        寸法　※ 幅21×高さ15（ｍｍ）以上　　・　　※C-D以上　 
　土壁用ののり　※ つのまた　　

瓦桟木　材質　※ 杉　　・ 　　　　針葉樹
のりの種類

　　　　　・ 鋼製　　（表面処理　※ 溶融亜鉛めっき 種別C種　　・　　　　　　　） JIS A 5208に基づく凍害試験等  　・ 行う 　・ 行わない ・適用しない※2等以上　 ・1等・2類
（１５．１１．２～５、７、８）こまい塗り11

手すり　　・ ステンレス製　SUS304（表面処理　※ HL程度　　・ №2B程度　　・　　　　　　）・ 適用しない・　　　・適用する広葉樹※1類※5.5

（１４．８．２、３）手すり及びタラップ8・ 適用するの適用程度樹種名（ｍｍ）
　・ せっこうボード（調合及び各層の塗厚　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・ 適用しない間伐材等防虫処理板面の品質接着の単板の厚さ施工箇所
　・ せっこうラスボード（調合及び各層の塗厚　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

  1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法・ 適用する・ 普通合板 
　・ こまい土壁下地（調合及び各層の塗厚　※ 標準仕様書表15.10.2による　　・　　　　　）

笠木の固定金具の工法等よる区分よる区分よる区分（１２．２．１）ホルムアルデヒド放散量  ※ 規制対象外　　・ 合板等5
　・ 木ずり下地（調合及び各層の塗厚　※ 標準仕様書表15.10.1による　　・　　　　　　　）

　　　　　　色合等　　※ 標準色（　　　　　　　）　・特注色（　　　　　　）の種類寸法に形状に製法に
下地

表面処理　種別（　　　　）種雪止め瓦役物瓦産地大きさ種類施工箇所
　※ 現場調合材料　　・ 既調合材料（種類等　　　　　　　　　　　　）

種類　　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形（１３．４．２、３）粘土瓦葺3
材料

（１４．７．２、３）（表１４．２．１）（表１４，７，１）アルミニウム製笠木7
（１５．１０．２、３）しっくい塗り10

　　　折板のけらば納め　※ けらば包みによる方法　　の適用（ｍｍ）（使用環境）（強度等級）

伸縮調整継手　・ 設ける（施工箇所　・ 図示　　・　　　　　　　）　　・ 設けない 工法　1章 15 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法間伐材等寸法樹種接着性能種別曲げ強度品名施工箇所 仕上げ吹付け厚さ　　　　・ 図示　　・ 25ｍｍ　　
取付け用下地　※ 標準仕様書14.4による　　・ 図示 　　　　　　・ 行わない ・ＣＬＴ（直交集成板） 接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※ 規制対象外　・ 　　　

断熱材張り　・ 行う（断熱材の種別：　　　　　　厚さ：　　ｍｍ     防火性能：　　時間） ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　・ 
・無し（　　　　　　　　　　） （１５．１２．２、３）ロックウール吹付け9

      の表面処理　※ 標準仕様書表14.2.2のＦ種　　・適用しない(加工：・天然木化粧加工  ・塗装加工)
　・ しっくい塗り　　　タイトフレームにJIS G 3302以外の鋼材を直接外気の影響を受けない屋内で使用する場合・　　　※14％以下・適用する・有り
　・ 既調合プラスター（上塗り用）無着色パネル形・プレス  ニウム      塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　） の適用（ｍｍ）
上塗り・ 特注色（　　　　　　　）ドレル形・ロール・アルミ材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　） 　　　間伐材等含水率防虫処理表面の化粧加工厚さ施工箇所

※ 標準色（　　　　　　　）スパン・押出し「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材
　※ 既調合プラスター（下塗り用）又は現場調合プラスター（下塗り用）色合等種別（ｍｍ）（ｍｍ）
下塗り及び中塗り塗材塗り表面処理（標準仕様書表14.2.1による）板厚板幅形状製法種別　ム合金板製 ・かん合形 ・適用しない・無し（等級：　　　　　　　）

（１５．８．３）せっこうプラスター8（１４．６．２、３）（表１４．２．１）金属成形板張り6・無し・無し・アルミニウ・はぜ締め形・　　　・適用する・有り（加工：・天然木化粧加工　・塗装加工）

種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種・30分・有り※鋼板製 (    )種・重ね形 の適用（ｍｍ）

（１５．７．２）マスチック塗材塗り7出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※ 標準仕様書14.5.4.(5)による  　山ピッチ山高間伐材等防虫処理表面の化粧加工厚さ施工箇所

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　　※ 図示　　性能面戸板(ｍｍ)る区分る区分による区分「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

内壁目地部の形状　※ Ｖ形目地付き　・　合の下地処理　※ 標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　・ 図示 耐火軒先厚さ材料によ耐力によ山高、山ピッチ形式施工箇所ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　　・ 

（１５．６．４）ＡＬＣパネルの場6（１４．５．３）（表１４．５．１）スタッド、ランナーの種類 軽量鉄骨壁下地5（１３．２．２）（１３．３．２、３）（表１３．２．１）折板葺2（１２．２．１）造作用単板積層材4
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

建築工事特記仕様書（５）

三原中央方面隊屯所建設工事

　　イクの強度と同等以上の強度をもつものとする。

　　上のステンレス鋼製とし、トロヨケは厚さ1.6ｍｍ以上の鋼製の一体絞りとする。又はストラ

　5)（シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5ｍｍ以

  　板がデッドボルトを通過した状態）にならないこと。

　4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験(58.5Ｊ)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧

　　（デッドボルトの突出量が8ｍｍ未満）にならないこと。 

　3)デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（58.8Ｊ）の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態

　2)デッドボルトの側圧強度試験（10ＫＮ）を行なった際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

　　出寸法は8ｍｍ以上であること。 

　1)デッドボルトの押込み強度試験（10ＫＮ）を行なった後、荷重を除い ときのデッドボルトの 品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による　は100ｋ、6番手は120ｋとする。 
＜外力に対する性能 ＞ ・ Ａ　　・ Ｂ２）試験ドアの質量は、1番手は25ｋ、2番手は40ｋ、3番手は60ｋ、4番手は80ｋ、5番手
  　なるキーでは、シリンダが回転しないこと。 （キーに加えるトルクは、150Ｎ・ｃｍとする） ガラスの貫通防止性能による区分　ＳＦ  ーザ及びヒンジクローザ）に規定する試験方法による。 ・ ガラス貫通防止フィルム
  　以下である。また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異 　 飛散防止フィルム１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第３部：フロアヒンジ、ドアクロ
　4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行なった後、キーの抜き差 しに要する荷重は10Ｎ ・ Ｄ－２・ Ｄ－１・ 相関変位破壊対応ガラス（試験方法） 
  　2倍未満であり、施解錠操作に支障がない。 　 飛散防止フィルムGrade1を選定する場合は、図示による。 
　3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回）を行なった後、 試験前の回転トルクの ・ Ｉ－２・ Ｉ－１・ 衝撃破壊対応ガラス注２.コンシールド型は右記の閉じモーメントの50％程度までとする。 
  　錠繰り返しの評価は、シリンダ だけの回転トルクが10Ｎ・ｃｍ以下とする。 ・ Ａ　・ Ｂ　・ Ｃ　・ Ｄ注１.パラレル取付けは、右記の閉じモーメントの70％程度までとする。
  　の2倍未満であり、施解錠操作に支障がない。（シリンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解 熱還流率による区分　ＬＥ・ 低放射フィルムし開閉回数）
　2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万回）を行った後、 試験前の回転トルク ・ Ａ　・ Ｂ　・ Ｃ　・ Ｄ　・ Ｅ回数（繰り返
  　 の開閉操作力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。 日射遮へい性能による区分・ ＳＣ－２・ ＳＣ－１・ 日射調整フィルム 30万回10万回 20万回 Grade2耐久性の試験
　1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験（40万回）を行った後、ハンドルで 外張り用内張り用電動式タイプで障害物感知装置を設ける箇所　※ 図示　　・　　　　 以内 戸閉鎖位置（ｍｍ）
<使用頻度による性能> その他性能等記号種　類・ 50耐久試験後±6ｍｍ繰り返し開閉後の ーー

　（性能） ガラス用フィルム20・バーチカル形・ 75ション性能（秒）
　　ターキー、コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。 ・ステンレス鋼板・ハイリフト形・電動式・ 100・ファイバーグラスタイプ満足していること。 ディレードアク
　　デッドボルトの出寸法は17ｍｍ以上とする。 鍵付きのものはマスターキー、グランドマス 　※ ガラスブロック製造所の仕様による　　・ 図示　　　めっき鋼板　・ローヘッド形・チェーン式・ 125・アルミニウムタイプ耐久試験後も上記初期値を繰返し開閉後の ーー

　（品質） 目地部の横力骨の納まり※溶融亜鉛・スタンダード形※バランス式・ 175※スチールタイプ性能（秒）
　【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】 工法　1章 15 適用区分による風圧力の（ ・１　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法の材料による区分による区分区分による区分満足していること。 バックチェック
錠前類                   形状　※ 図示　　ガイドレール収納方式開閉方式耐風圧性能セクション材料耐久試験後も上記初期値を繰返し開閉後の ーー

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　※ 建具表による　　・                   寸法　※ 図示　　（１６．１３．２、３）オーバーヘッドドア17じ速度（秒）

木製建具に使用する戸車及びレール丁番　※ 標準仕様書表16.8.5による　　・ 金属製化粧カバー　材質　・ ステンレス製　・ アルミニウム製耐久試験後も上記初期値を満足していること。繰返し開閉後の閉

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※ 標準仕様書表16.8.4による　　 化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）座板の材質（屋外の場合）　※ ステンレス製既製品　　・　こと。 こと。 （％）

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※ 標準仕様書表16.8.3による　　・ 　　　　　　　　　　　　　　　期値を満足している 期値を満足している満足していること。 後の効率

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※ 標準仕様書表16.8.2による　　 　　　形状　※ はしご形状複筋及び単筋　　ガイドレール（中柱共）の材質　※ ステンレス鋼板（SUS304）　厚さ1.0ｍｍ耐久試験後も上記初耐久試験後も上記初耐久試験後も上記初期値をGrade2繰返し開閉

　※ 標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による　　・　 　　　寸法　※ 径5.5ｍｍ　　シャッターケース　　※ 設ける　　・ 設けない（Ｎ・ｍ）

金物の種類及び見え掛り部の材質等 力骨　材質　※ ステンレス鋼（SUS304）　　スラットの形状　※ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形こと。 こと。 ーメント

11 （１６．８．２、３）（表１６．８．１）建具用金物 　 　めっきの付着量（ ※ AZ90を満足するもの　　・　　　　　　　　）期値を満足している期値を満足している満足していること。 後の閉じモ

壁用金属枠及び補強材の材質・形状　　※ 図示　　・ JIS G 3312（塗装溶融５５％アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板及び鋼板）耐久試験後も上記初耐久試験後も上記初耐久試験後も上記初期値をGrade2繰返し開閉

耐
久

性

くつずりの材料　※ ステンレス鋼板　　 　　 めっきの付着量（ ※ Z06 又はF06を満足するもの　　・　　　　　　　）  自由のみに適用）

　　　　　・ 鋼製枠（※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板） 　※ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼板）（中心吊り込み両

枠の材料　※ 木製枠（１２章木工事による） スラットの材質の種類±3ｍｍ以内戸の閉鎖位置 ーー
②・ 紙張り障子　　見込み寸法　※ 建具表による　　・ 　※ 図示　　　　種のみ適用） 
5(2)(ｳ)(a)・ 戸ぶすま　　見込み寸法　※ 建具表による　　・ 障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所ン機能を有する機
様書16.14. 　 見込み寸法　※ 建具表による　　・ ィレードアクショ 耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／ｍ2
※標準仕  　縁仕上げ　  ・ 塗り縁　　・ 生地縁（素地）　・ 生地縁（ウレタンクリヤー塗装） 　95・320×160あること。（60～75°）（デ 開閉方式の種類　※ 手動式　　・ 上部電動式（手動併用）
内側　　上張り（押入等の裏側以外）　　・ 鳥の子　　・ 新鳥の子又はビニル紙程度　 　80・250×125・長方形た、その時間の調整が可能でション解除角度 （１６．１２．２～４）軽量シャッター16

  　張りの種別（ ・ Ⅰ型　・ Ⅱ型） 　　 　95・320×320時間が10秒以上確保でき、まディレード アク

・ ふすま ②・125ドアクション解除角度までのション性能（秒） 　ステンレス鋼板の材料　　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・ 
  　見込み寸法　※建具表による　　・ 5(2)(ｳ)(a)・95・200×200開扉90°の位置からディレーディレードアク ーー 類のふたの材質
  　かまち樹種（米ヒバ）　鏡板樹種（　　　　） 　　 ・図示様書16.14.・125いること。 ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチボックス
・ かまち戸 ・有り　ごとに幅10～25※標準仕・15～25・95・160×160間の時間は0.8秒以上として  種のみ適用） 　めっきの付着量　※ Z12又はF12を満足するもの　　
表面板の厚さ　※標準仕様書表16.7.6による　・ 　　 ※無し※6ｍｍ以下外側※8～15　80・125×125・正方形85°）から更に20°まで開く  機能を有する機 　　　　　　　　　・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき及び鋼帯）

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 位置(ｍｍ)曲面積み平積み乳白クリア（ｍｍ）（ｍｍ）形状ックチェック開始角度（70～（バックチェック 　鋼板の種類　　　※ JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）
表面性能（　　　　   　 　）タイプ 防火性能伸縮調整目地厚さ呼び寸法表面 目地幅(ｍｍ)色調を開扉50°から負荷する。バ能（秒） スラット及びシャッターケース用鋼板
（ ・ オーバーレイ 　・ プリント　 ・ 塗装） （１６．１４．５）ガラスブロック積み19ドア開扉方向に荷重60Ｎ/ｍ2バックチェック性 ーー 管理用シャッターのシャッターケース　・ 設ける　・ 設けない
化粧加工の方法 ・ 特殊加工化粧合板 10Ｎ・ｍ以上 3Ｎ・ｍ以上 8Ｎ・ｍ以上 ストップ解除力 　 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による
接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 耐震性能　　　第2563号）に定める基準に適合するもの200Ｎ・ｍ以下 

樹種名（　　　　　　　　　） ・ 天然木化粧合板 防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による　※ 「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」（昭和48年12月28日建設省告示但し、コンシールド型は

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） 　　・　屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構の設置箇所100Ｎ・ｍ以下100Ｎ・ｍ以下60Ｎ・ｍ以下 ストップ入力 

ス
ト

ッ
プ

力

板面の品質（　　　　　　　　） 　　・ グレイジングチャンネル形障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　※ 図示　　・　　　　曇り点試験方法）により測定し、－15℃以下であること。

  （ ※ しな合板程度 　・　　　　　　） ・ ガスケット　※  図示　　緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品温度依存性（℃）

　不透明塗料塗り ※ 建具の製造所の仕様による※ シーリング材樹脂製二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所間を5～8秒に調整できるきること。

　（ ※ ラワン合板程度　　・　　　　　 　） 開閉方式の種類　※ 上部電動式（手動併用）　・ 上部手動式常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70°）から全閉（0°）までの時閉じ速度（秒） ・　

  生地、透明塗料塗り ※ 建具の製造所の仕様による※ シーリング材ステンレス製　　　　　　　　　　・ 防煙シャッター45以上45以上 45以上 45以上 45以上 45以上 ６

表面の樹種・ 普通合板 ・　　　　　　　　   　 ・ 屋内用防火シャッター45以上35以上45以上 35以上 45以上35以上５

備考規格等合板の種類 ※ 建具の製造所の仕様による※ シーリング材鋼製及び鋼製軽量　　　　　　　　  　・ 外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）Ｎ/ｍ240以上25以上 40以上 25以上 40以上 25以上 ４

　 表面材の合板の種類 　　・　シャッターの種類　　・ 管理用シャッター　耐風圧強度（　　）Ｎ/ｍ235以上 15以上35以上 15以上 35以上 15以上 ３

・ フラッシュ戸 　　・ グレイジングチャンネル形（１６．１１．２、３）重量シャッター1530以上10以上 30以上 10以上 30以上 10以上 ２

・ ガスケット30以上5以上 30以上 5以上 30以上 5以上 １　※ 規制対象外　・ 

※ 建具の製造所の仕様による※ シーリング材アルミニウム製　　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。 （％） ト（Ｎ・ｍ）（％） ト（Ｎ・ｍ）（％） （Ｎ・ｍ）建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

初
期

値

ガラス溝の大きさ（ｍｍ）ガラス留め材建具の種類（３）気密性能試験 　 効率閉じモーメン効率閉じモーメン効率閉じモーメント番手Grade2建具材の加工、組立時の含水率　※ Ｂ種　　・ (

注
１)(

注
２)

 

閉
じ

力
及

び
効

率
に

よ
る

区
分

ガラスの留め材及び溝の大きさ    適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 性能試験項目（１６．７．２～４）木製建具10

    耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000ｍｍ、幅900ｍｍとする。　ステンレス鋼板の曲げ加工　※ 普通曲げ　・ 角出し曲げ( ･ ａ角　　・ ｂ角　　・ ｃ角） ③ フロアヒンジ ② ヒンジクローザー  ① ドアクローザー区分

映像調整　　　・ 行わない　・ 行う　　落下高さ17ｃｍにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。（品質・性能）工法

反射皮膜面　　・ 内面　　　・ 外面（２）耐衝撃性試験 クローザー類　表面仕上げ　※ ＨＬ　・ 鏡面仕上げ　・ 

　Ｂ類・ ３種　　試験に代えることができるものとする。形状及び仕上げ

・ Ａ類　・ Ｂ類・ ２種　色調（ ・ブルー　・ グレー　・　　　　）　　ついてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認することで、試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。ステンレス鋼板の材料　　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・ 

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 　Ａ類・ １種　　制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものとし、また、その他の制御装置に支障が ないこと。 
耐震性能 耐久性による区分日射熱遮蔽性による区分材料板ガラスによる種類　　有効高さ2,000ｍｍ、幅は最大寸法とする。適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、いること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に
　耐震ドア　　　　　　　　　面内変形追従性の等級（ 　　 　　　　　）

　※ 下記以外は建具表による　　　　端位置までの作動を確認できる試験を行う。同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法  ハンドルの垂直荷重強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動して
　断熱ドア、断熱サッシ 　 断熱性の等級（  　 　　　　　 ）

熱線反射ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　　閉については外力によらす、試験体の自閉装置及び制御装置のみにより戸を開端位置から閉＜垂直荷重強度＞
　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（  　　　　　　　）

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験障がないこと。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ Ｓ－６

・ 空気　　・ アルゴン　　・ 　　・ Ｓ（試験方法） 装置ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、 施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支 　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ Ｓ－５

　外部に面する面する建具の耐風圧性　・ Ｓ－４ 乾燥気体の種類日射取得性、日射遮蔽性による区分（１６．１０．３）性能値等　※ 標準仕様書表16.10.1による　　自閉式上吊り引戸14  ハンドルの引張強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル が正常に作動してい

　簡易気密型ドアセット　・ 適用する ＜引張り強度＞

性能値等（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　） ・ 空気　・ アルゴン　・ Ｔ１　・ Ｔ２　・ Ｔ３　・ Ｔ４　・ Ｔ５　・ Ｔ６凍結防止措置　　・ 適用する　　・ 適用しない かつ、施解錠操作に支障がないこと。
（１６．２．２）（１６．４．２）（１６．６．２～５）ステンレス製建具9 乾燥気体の種類断熱性による区分防錆　　・ 適用する　　・ 適用しない ドルが正常に作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、

召合せ、縦小口包み板の材質　※ 鋼板　　
　※ 下記以外は建具表による　　戸の開閉方式　　※ 建具表による　　  レバーハンドルのねじり強度試験（3.5ＫＮ・ｃｍ）を行なった後、トルクを除いたとき、ハン

　鋼板類の厚さ　※ 標準仕様書表16.5.1による　　
複層ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ＜ねじり強度＞

形状及び仕上げ
　　　　・電波センサー　　・ タッチスイッチ　　・ 押しボタンスイッチ（性能） 

ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　 ・ 熱線吸収網入り磨き板ガラス　種類　・ 光線（反射）センサー　　・ 熱線センサー　　・ 音波センサー　　・ 光電センサー【レバーハンドル】
鋼板の材料　※ 亜鉛めっき鋼板　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板　　・ ステンレス鋼板 ・ グリーン　　・ １種　・２ 種・ 熱線吸収フロート板ガラス　　※標準仕様書表16.9.3による

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による 色　調性能による種類材料板ガラスによる種類　 　　　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。
耐震性能

　※ 下記以外は建具表による　　　性能値  　一刻みは、最大2連続までとしていること。 
　耐震ドア　　　　　　　　　面内変形追従性の等級（　　 　　　　　）

熱線吸収板ガラスの板ガラスによる種類、厚さによる種類及び性能による種類 引き戸用検出装置　2)同一タンブラーの使用数は、60％以下とする。また、６本タンブラーにおいては、キーの同
　断熱ドア、断熱サッシ  　断熱性の等級（ 　 　　　　　 ）

  　セクションが存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。
　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（ 　　　　　　　）

　引き戸用検出装置の種類は、多機能トイレスイッチとする　1)かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキー
　簡易気密型ドアセット　・ 適用する

　　※ 標準仕様書表16.9.2による＜鍵＞
性能値等（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　　　　）

・ Ⅰ類　　・ Ⅲ類・ フロート板ガラス・ フロート強化ガラス　 　　　操作に支障がない。 
（１６．２．２）（１６．５．２～４）鋼製軽量建具8

バック衝撃特性による種類　性能値　　ていること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠　鋼板類の厚さ　※ 標準仕様書表16.4.2による　　・　
破片の状態及びにショット材料板ガラス材料板ガラスによる種類による名称多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置　5)ハンドルの垂直荷重強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動し形状及び仕上げ

　※ 下記以外は建具表による　　　　に支障がない。 ステンレス鋼板の材料　※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　
強化ガラスの形状による種類、材料板ガラスの種類による名称及び特性による種類 　　　　種類　　・ SSLD-1　　・ SSLD-2　　・ DSLD-1　　・ DSLD-2 　　ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作。 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能 　　※ 標準仕様書表16.9.1による　4)ハンドルの引張強度試験（2ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動してい

・ Ⅱ－２類　・ Ⅲ類　 　　　施解錠操作に支障がない。　耐震ドア　　　　　　　　　面内変形追従性の等級（　　 　　　　　）

・ Ⅰ類　・ Ⅱ－１類・ フロート板、フロート板合わせガラス　性能値　　に作動していること。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、　断熱ドア、断熱サッシ  　断熱性の等級（ 　 　　　　　 ）

バック衝撃特性による種類引き戸用駆動装置　3)握り玉のねじり強度試験（3ＫＮ・ｃｍ）を行なった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常　防音ドア、防音サッシ　　　遮音性の等級（ 　　　　　　　）

落球衝撃はく離特性並びにショット材料板ガラスの種類、組合せ（表１６．９．１）（表１６．９．２）（１６．９．２，３）自動ドア開閉装置13　　持され、かつ、施解錠操作に支障がない。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ Ｓ－６

る種類　　※ 下記以外は建具表による　　　　ンドルが正常に作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ Ｓ－５

合わせガラスの材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ及び特性によ鍵箱　　　　　・ 設ける（　20　個用　1　組）　・ 設けない　2)レバーハンドルのねじり強度試験（3.5ＫＮ・ｃｍ）を行なった後、トルクを除いたとき、ハ　外部に面する面する建具の耐風圧性　・ Ｓ－４

　※ 建具表による　　鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）　　　　ングに支障がない。　簡易気密型ドアセット　・ 適用する

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等マスターキー　※ 製作する（　７　　組）　・ 製作しない　　・ 既存に組込む　1)ラッチボルトの側圧強度試験（4ＫＮ）を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチ性能値等（建具符号： ・ 建具表による　　・　　　　　）

（１６．８．４） （９．７）（１６．１４．２～４）（図１６．１４．１）ガラス18鍵12＜使用扉の質量に対する性能（シリンダ箱錠のみ）＞（１６．２．２）（１６．４．２～４）（表１６．４．２）鋼製建具7
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三原中央方面隊屯所建設工事

建築工事特記仕様書（６）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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ＥＰ－の場合はＣ種

Ｂ種※ Ｂ種　・ Ａ種　 鋼製建具等以外 

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　※ 図示　　・　　　　　　ＥＰ－の場合はＣ種

下敷き材　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8ｍｍ　　・　※ Ａ種　・ Ｂ種 ※ Ａ種　・ Ｂ種　 鋼製建具等 亜鉛めっき鋼面

ＥＰ－の場合 ※Ｂ種　・Ａ種 ※ Ｂ種　・ Ａ種　 見え隠れ部分

　　　　　　　　　・ 図示　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※ 模様流し　・ 市松敷き　　・ Ａ種※ Ａ種　・ Ｂ種　 見え掛り部分鉄鋼面

　　　　　　　　　　 張りとしなければならない箇所タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※ 市松敷き　・ 模様流し　　・　　  　　塗料の種別工程の種別下地面等

  　施工箇所　　　※ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部分的に後・ 第二種（１８．３．２、３）錆止め塗料塗り3

  　吹付け厚さ（ｍｍ）　・ 25　　・ 30　　・   　※ 6.5※ 500×500・ 第一種・ カット、ループ併用

  　断熱材の種類　　※ Ａ種１　　 ・ Ａ種１Ｈ 　　・ 第二種

・ 断熱材現場発泡工法 　　※ 6.5※ 500×500・ 第一種・ カットパイル※ Ｂ種　・ Ａ種目地：継目処理工法以外その他ボード面

・ 第二種※ Ａ種　・ Ｂ種目地：継目処理工法せっこうボード面及び

　施工箇所の詳細は、仕上表及び図示による※ 6.5※ 500×500※ 第一種※ ループパイル・ Ａ種　・ Ｂ種押出成形セメント板面及びコンクリート面（ＤＰ）

・  25　・ フェノールフォーム断熱材備　考総厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）施工箇所種類パイルの形状※ Ｂ種　・ Ａ種コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

・ 50・ 硬質ウレタンフォーム断熱材・ タイルカーペット※ Ｂ種　・ Ａ種モルタル面及びプラスター面

・ Ａ種　・ Ｂ種　亜鉛めっき鋼面

※ スラブ※  50　※２種ｂＡ 　 備考（　　　　　　　　） ※ Ｃ種　・ Ａ種　・ Ｂ種鉄鋼面

　　（スキン層なし） 　　帯電性　 ・ 適用する　　・ 適用しない ※ Ｂ種　・ Ａ種透明塗料塗りの場合

※ 外壁※  100※ ２種ｂＡ※ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材  　厚さ（ｍｍ）（　　　　） 　※ Ａ種　・ Ｂ種不透明塗料塗りの場合木部

・  25　・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材・ ニードルパンチカーペット 種別下地面等

施工箇所厚さ（ｍｍ）種類（１８．２．２～７）素地ごしらえ2

・ 断熱材打込み工法 ・ カット、ループ併用 

・ 適用しない ・ グリッパー工法  ・ 4～6　・ ・ ループパイル          ・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

　※ 規制対象外　・　・ 適用する ※ 全面接着工法 ・ 5～7　・ ・ カットパイル 防火材料　※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量備考帯電性工法パイル長さ（ｍｍ）パイルの形状　※ 規制対象外　　・ 
１８

（１９．９．２、３）断熱材 13・ タフテッドカーペット（１８．１．３）屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　材料1

せっこうボード面の素地ごしらえの種別　　　　　※ B種　　・ A種　　 　

コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　※ B種　　・ A種　　　※ 模様の無い無地のもの（改修標準仕様書表6.9.1による種別　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種）

モルタル・プラスター面の素地ごしらえの種別　　※ B種　　・ A種　パイル糸の種類等

・ 不燃　・ 準不燃・ カット、ループ併用 ・ アキスミンターカーペット

・ 不燃　・ 準不燃・ 適用しない ・ ループパイル・ ダブルフェースカーペット

・ 不燃　・ 準不燃・ 適用する ・ カットパイル・ ウィルトンカーペット

・ 不燃　・ 準不燃備考帯電性パイルの形状織り方

チック・ 織じゅうたん製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.3.1～2による　　・ 

その他無機質プラス繊維紙（１９．３．２、３）（表１９．３．１）カーペット敷き 6　・ 深さ（h）=1～+2、溝幅及び底幅（W1及びW2）=±1　　

防火性能壁紙の種類施工箇所 備考ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差（ｍｍ）

（１９．８．２、３）ホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　　壁紙張り12寸法（ｍｍ）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   　　　　　　　・ 　

厚さ（ｍｍ）・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0 　　　　　　　・ 石材（ ・ 花こう岩　　・ 大理石　　・　　　　　　　　）

せっこうボードの目地工法　　※ 仕上表による　　・　色柄　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 表面仕上材　　・ タイル 

合板類の張付け　　※ B種　　・ A種　種類　　　・ 単層品　　・ 複層品先付けの材料　・建具枠　　・ ゴンドラ用ガイドレール　　

　※ シーリング材　・ジョイントコンパウンド（１９．２．２）ゴム床タイル　5　配筋　※ 図示 

軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材　補強鉄線の径（ｍｍ）　※ 3.2　　・ 4.0　　・ 5.0　　・ 6.0 　

せっこうボード等の下地　※ 図示　　厚さ（ｍｍ）　※ 1.5以上　　・ 　鉄筋　※ SD295A（ ・D13　　・ D10　） 　

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　　 高さ（ｍｍ）　※ 60　　・ 75　　・ 100 　コンクリート　※ 標準仕様書17.3.2(1)(ｱ)～(ｳ)による　　

A級（ ・ 天井仕上げ　 ・ 内装仕上げ　 ・ 　　　　）・ インシュレーションボード（１９．２．２）材質の種類　　※ 軟質　　・ 硬質 ビニル幅木4  IB カーテンウォールの材料 　ウォール

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7　　・　（１７．３．２～５）（表１７．３．１、２）ＰＣカーテン3

・ 内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ・ ハードボード（化粧）  　　　　　 ・ 　　

・ 研磨板　（ ・ スタンダード　・ テンパード　ＲＳ）  　　　　　　  又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度
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・ 無研磨板（ ・ スタンダード　・ テンパード　ＲＮ） ・ ハードボード（素地） 　帯電防止　・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満  HB  
ガラス溝の寸法、形状等　※ カーテンウォールの製造所の仕様による　　・ 

・ 10（難燃）　　・ 12（難燃）　　・  特殊機能 

・ 塗装　ＤＣ
　　　　　　　　　　　　　　　　

・ プラスチックオーバーレイ　ＤＯ少ない材料を使用したものとする。・ 3.0・ 500×500 ・ ＦＯＡ　・ ＦＯＢ
製品及び取付け位置の寸法許容差　※ 標準仕様書表17.2.1～3による 

・ 単板オーバーレイ　ＤＶ・ 化粧パーティクルボード 畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて・ 2.5・ 防滑性・ 450×450 ・ 柄物・ ＴＴ　・ ＦＴ

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・　　　　パーティクルボード           　・ ※ 2.0・ 帯電防止※ 300×300 ・ 無地※ ＫＴ
　　　　・ 特注色（　　　　　　）

・ 無研磨板  ＶＮ   ・ 研磨板ＶＳ・ 単板張り            ・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン  ） 　　　　　　備考厚さ（ｍｍ）特殊機能寸法色柄種類の記号
・ 行う 色合等　・ 標準色（　　　　　）　　 16.2.3による 

　　　ファイバーボード 下地の種類　・ 標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　（１９．２．２）ビニル床タイル 3
・ 行わない 種別（　　　　）種※ 標準仕様書※ アルミニウム材

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・　 MDF・ ミディアムデンシティ種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※Ｄ種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　※KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N） 
映像調整表面処理規格等金属系材料の種類

・ ポリエステル樹脂化粧板（１９．６．２）（表１９．６．１）畳敷き10　　　　　　・ 　　
カーテンウォールの材料ウォール

JIS K 6903 による厚さ　（ ※ 1.2　　・　　　　　）・ メラミン樹脂化粧板 　　　　　　  又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度
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防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　          　　　・ 行わない　帯電防止　・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

厚さ（ｍｍ）（　　　　） 　              　  ・ 生地のままワックス塗り特殊機能 ・　

接着の程度（ ・1類　　・ 2類 ） 　              　  ・ オイルステインの上、ワックス塗り※ 目地処理（工法　※ 熱溶接工法　・　　　　　　）　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　）・ 層間ふさぎ

表面性能（　　　　    　）タイプ 　              　  ※ ウレタン樹脂ワニス塗り 　・ 防滑性 ・ 柄物・ パネル目地部

化粧加工の方法（ ・オーバーレイ　・プリント　・塗装） ・ 特殊加工化粧合板 現場塗装仕上げ　・ 行う・ 耐動荷重性 ・ マーブル柄 ・ 取付けブラケット

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　接着工法の場合の裏面緩衝材　※ 合成樹脂発泡シート　※ 2.0・ 帯電防止 ・ 無地※ ＦＳ・ ファスナー部

厚さ（ｍｍ）（　　　　） フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量    ※ 規制対象外　　備考厚さ（ｍｍ）特殊機能色柄種類の記号規格帯種別施工部位

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類 ） フローリングの大きさ　　※ 標準仕様書表19.5.2、4、6による　　（１９．２．２、３）ビニル床シート 2耐火材料

樹種名（　　　　　　　　　　） ・ 天然木化粧合板 ・  12　※ Ｃ種
  施工箇所　・ 図示　・ 

防虫処理（ ・ 行う　　・ 行わない） 　・  12　・ Ｂ種・ 　・ 図示　・ 
  厚さ（ｍｍ）（　　　　　） 　

接着の程度（ ・ 1類　　・ 2類　　　　　 ）・  12　・ Ａ種※ なら・ 接着工法施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別　
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  種類（　　　　　　　　　　　） 　
厚さ（ｍｍ）（　　　　） ・  12　※ Ｃ種接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする

断熱材 　 
板面の品質（　　　　） ・  12　・ Ｂ種・ ・ 釘留め工法(直張り）　 フローリング　※ 規制対象外　　・ 

１９  ・ 適用しない 
（ ※ しな程度　　・　 　　　　　　） ・  15　・ Ａ種※ なら・ 釘留め工法(根太張り）・ 天然木化粧複合（１９．２．２）接着剤のホルムアルデヒド放散量 接着剤1

    　寸法（ｍｍ）　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　） 　
  不透明塗料塗り の適用

 　 　形状　　・ H型　　・ Y型　　・ C型 　　　
（ ※ ラワン程度　　・　　　　 　　） 間伐材等厚さ（ｍｍ）種別樹種工法種類

    　材質　　・ クロロプレン系　　・ EPDM系　　・ シリコーン系
　生地、透明塗料塗り 複合フローリング高日射反射率塗料  を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする

  ・ 適用する　（施工箇所　・ 図示　　・　　　　　　） 　　　
表板の樹種名・ 普通合板 ※Ｂ種　・Ａ種 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・透明　 ・不透明

構造用ガスケット
         （トラバーチン模様）フローリングボードの大きさ　※ 標準仕様書表19.5.1、3、5による　　　（塗料　・ 水性　　・ 油性）

カーテンウォール板間目地
9.5（準不燃）GB-D ・ 化粧せっこうボード 　ブロック１等・オイルステイン塗り（ＯＳ）

ガラスガラス
模様（ ・ 柾目　　・ 板目） 専用下地材有り　15※ なら　・ 　・ 接着工法・ フローリング※Ｂ種　・Ａ種 ・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ・透明　 ・不透明

石、タイル
12.5 （不燃）幅 440mm 程度GB-D ・ 化粧せっこうボード（木目）・  8 　※ なら　・ 　・ 接着工法　（ＥＰ－Ｔ）

ガラス金属
9.5GB-L ・ せっこうラスボード・  12　※ なら　・ 　・ 釘留め工法（直張り）　 ボード１等※Ｂ種　・Ａ種 ・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

主成分による区分記　号
・ 12.5 （不燃）　　・ 15 （不燃）GB-F ・ 強化せっこうボード　15※ なら　・ ・ 釘留め工法（根太張り）・ フローリング※Ｂ種　・Ａ種 ・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

シーリング材の種別被着体の組合せ
12.5 （※不燃　　・準不燃）GB-S ・ シージングせっこうボードの適用（ｍｍ）※Ｂ種　・Ａ種 屋内の鉄鋼面

下表以外は標準仕様書表 9.7.1 による
　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）間伐材等厚さ樹種工法種類ド面その他ボード面等

シーリング材
9.5 (不燃)　化粧無（下地張り用）  GB-NC ・ 不燃積層せっこうボード単層フローリングー面、せっこうボー  （ＥＰ－）

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による ※ 12.5 (不燃)    ・ 15 (不燃) GB-R ・ せっこうボード（１９．５．２～６）（表１９．５．１～６）フローリング張り9ルタル面、プラスタ  ションペイント塗り
耐震性能 ・ 25(ガラスクロス包）　　・ GW-B ・ グラスウール吸音ボード32K※Ｂ種　・Ａ種 コンクリート面、モ・つや有合成樹脂エマル
4ｍを超える

・ 25　　・ RW-B ・ ロックウール吸音ボード1号JIS K 5970に基づく塗料のホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　　上塗り等級３級・Ｃ種 
・ たわみ量が±（1/150）×ｈかつ絶対量20ｍｍ以下であること4ｍ以下

・ 凹凸タイプ（ ・ 12(不燃)　・ 15(不燃)　・　 　）仕上げの種類（ ※ 平滑仕上げ　・ 防滑仕上げ ）（ ※ 標準色　・　　　　　）上塗り等級２級・Ｂ種 押出成形セメント板面
耐風圧性能支点間距離(ｈ)

・ フラットタイプ（ ・ 9(不燃)　・ 12(不燃)　・　　） DR ・ ロックウール化粧吸音板　　　なお、上塗りは２回塗りとし、総塗布量は０．２５ｋ／ｍ2以上とする上塗り等級１級・Ａ種 コンクリート面及び
主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

1.0FK 工法　製造所の指定する工法とする上塗り等級（　）級亜鉛めっき鋼面 　（ＤＰ）
  1章 15 適用区分による風圧力の（ ・1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

タイプ 2（無石綿） ・ 6　　・ 8  0.8FK ・ けい酸カルシウム板材料　水性アクリル系樹脂塗材とし、製造所の指定する製品とする防じん用塗床8・適用する上塗り等級（　）級鉄鋼面 ・耐候性塗料塗り
耐風圧性

・ 30 　 ・　 NF ・ 普通木片セメント板 ※Ｂ種　・Ａ種 ・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　 HF ・ 硬質木片セメント板 塗料のホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　　※Ｂ種　・Ａ種 ・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ・透明　 ・不透明

※ １種　・ ２種 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　 NW ・ 普通木毛セメント板 ※ 平滑仕上げ　 ・ 薄膜型塗床材 ・適用する亜鉛めっき鋼面 ・ 60 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　 MW ・ 中質木毛セメント板 ・ 樹脂モルタル工法 ・適用する※ １種　・ ２種※Ｂ種　・Ａ種 鉄鋼面 ・ 70 ・ 1時間 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　 HW ・ 硬質木毛セメント板 ・ 防滑仕上げ ・ 厚膜流しのべ工法 　 エポキシ樹脂系塗床 ※ １種　・ ２種※Ｂ種　・Ａ種 木部屋内 　塗り（ＳＯＰ） ・ 80 ・ 30分 

記号・ 平滑仕上げ ・ 薄膜流しのべ工法 ・ 厚膜型塗床材 ※ １種　・ ２種※Ａ種　・Ｂ種 木部屋外 ・合成樹脂調合ペイント（℃）

耐温度差性 厚さ（ｍｍ）、規格等JISの種　　類・ つや消し仕上げ 　 弾性ウレタン樹脂系塗床 　　　 耐火性断熱性遮音性気密性水密性

  ※規制対象外　　・ 板張り※ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ・ 厚膜型塗床材 射率塗料塗料の種類種別塗装性能

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量他のボード及び合仕上げの種類工法施工箇所 種別 高日射反取付方法　・ 層間方式　　・ 柱、梁方式　　・ 方立方式　　・ スパンドレル方式　　
１７

（１９．７．２、３）（表１９．７．１）せっこうボードその11（１９．４．２、３）（表１９．４．４、５）合成樹脂塗床7（１８．４．１～１８．１３．２）塗料4（１７．１．３）（１７．２．２）（１７．３．２）取付方法、性能等1

09

2023.06.



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

建築工事特記仕様書（7）

三原中央方面隊屯所建設工事

　
　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

・ 鋼製

・ 屋内用・ 密閉形※ 600×600・ ステンレス製

・ 鍵付き・ 屋内外用・ 一般形・ 450×450・ アルミニウム製              はパネル連結設置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

（ｍｍ）          ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２

備考形式寸法材種              又は、試験方法－２による。 　　

床点検口16          イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１
加熱線収縮率、曲げ強度、圧縮強度の確認は、社内試験成績書によることができる。

        ①固定台による耐震性能試験 
クリートの境界温度 

      定する。    ２）300ｍｍ＜設計床高さ≦600ｍｍの場合 
100℃以下とする。 ライニング材とコン

（３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300回毎に内蓋の垂れ下がり状態を測        加振　0.6：所定加速度600ｃｍ／S2　1.0：所定加速度1000ｃｍ／S2 
使用不可。 石綿 

（２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。         所定の重りの質量　3000Ｎ：200ｋ　5000Ｎ：350ｋ 
試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性がないものとする。 耐酸性 

　  A 6901「せっこうボード製品」のGB－Rの難燃2級又は発熱性２級以上）二重張りとする。         試験体ユニット1000ｍｍ×2500ｍｍ程度 
試験体裏面に水滴が生じないものとする。 透水性 

    い取付ける。なお、野縁の種類は、19形とし仕上げ材は、せっこうボード厚さ9.5ｍｍ（JIS     １）設計床高さ≦300ｍｍの場合 
試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等がないものとする。スポーリング性 

    地開口補強に試験体の天井点検口450ｍｍ×450ｍｍを吊り金具4箇所にて各メーカー仕様に従（１）耐震性能 
1.0Ｎ／ｍｍ2以上 圧縮強度 

    材を挟んで固定しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井下（試験方法） 
0.8Ｎ／ｍｍ2以上 曲げ強度 

    吊り金物は、外枠を天井下地取付用補強材に直接留付ける方式（天井ボードなどの仕上      で除した値以上の強度があるものとする。      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 
2.0％以下 加熱線収縮率 

（１）試験体は、枠見込み40ｍｍ程度のものとする。       引張試験を実施し、普通パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナーの数（９）メンテナンス性 　　
（下限温度）

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験 （１２）ランナーの引張強度      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 
・ 適用安全使用温度 

      一本にかかる荷重の15倍以上の引張強度があるものとする。 （試験方法） （８）歩行感 　　
（上限温度）

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内（１１）吊りボルトの引張強度 　　    漏えい抵抗(R)≧1×10 Ω
・ 400℃　　・ 650℃適用安全使用温度 6

枠の寸法許容差　±0.5ｍｍ以内       吊り車は、走行距離60ｋｍで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。 （７）感電防止性能 　
ゾノトライト系けい酸カルシウムライニング材種類

　（２）開閉試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。（１０）吊り車の耐久性 　　  0.6以上 
（品質・性能）

　（１）50回、100回、300回の内蓋の垂れ下がりが、0.5ｍｍ以内。      30,000回以上で異常のないものとする。 （６）帯電防止性能評価値（Ｕ） 
煙突用成形ライニング材

耐久性能（繰り返し開閉試験）      レールは普通パネルで吊り車２個が通過する部分を１ｍ以上とし、吊り車の通過回数が      建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は燃焼終了後の残炎時間が0秒 

　・ 400℃まで　　　・ 650℃まで 　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を有するもの （９）レールの耐久性 （５）耐燃焼性能 　

内枠の仕上げ材留付金物 （２０．２．１１）煙突ライニング9      常のないものとする。　　動がない。 適用安全使用温度

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの       パネル圧接装置の固定･解除は、7,500回の繰返し耐久試験実施後、質量50kg衝撃試験で異    振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移

外枠の取付け金物 　（８）パネル圧接装置の耐久性ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300ｍｍの場合のみ） 　　　

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの　※ 図示　　      て透過損失の規定値に適合するものとする。　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋5,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×1.0 

内枠及び外枠のコーナーピース室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等      遮音性試験はJIS A  6512に規定する透過損失単位による各区分ごとに、500Hzの音につい　5,000Ｎ 1.0タイプ 支柱一本が負担する床加重

　          （外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）誘導標識、非常用進入口等の表示　※ 消防法に適合する市販品　　・ （７）遮音性能 　　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋5,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×0.6 

  表面処理　陽極酸化皮膜JIS H 8601(AA6)又は同等の性能を有するもの 　　　　　案内用図記号はJIS Z 8210による。      接装置の調整で元に戻せるものとする。 　5,000Ｎ 0.6タイプ 支柱一本が負担する床加重

  JIS H 4100 A6063S-5又は同等の性能を有するもの 　（２０．２．１０）表示8      がれがないものとする。また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれがあっても圧　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋3,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×1.0 

内外枠の材質  アルミニウム製　      質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲りの異常がなく表面の、割れ、は　3,000Ｎ 1.0タイプ 支柱一本が負担する床加重

（品質・性能）厚さ（ｍｍ）　　※ ５　　　・　（６）耐衝撃性 　　　　　　　　　　　　　　　{（ｍ2当り自重＋3,000Ｎ）/ｍ2当りの支柱本数}×0.6

・ 気密形寸法（ｍｍ）　　・ 図示　　・　      パネル操作の初動力は98N以下とする。　3,000Ｎ 0.6タイプ 支柱一本が負担する床加重

・ 目地タイプ・ 目地タイプ※ 屋内用・ 600×600（２０．２．９）取付箇所　　　　・ 図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鏡7（５）パネルの操作性＜適用地震時水平力＞ 

※ 額縁タイプ※ 額縁タイプ・ 屋内外用※ 一般形※ 450×450※ アルミニウム製　　　JIS A 6512「可動間仕切」７材料による。

内枠外枠形式寸法（ｍｍ）材種・ （４）ホルムアルデヒド等  時の支柱頂部の変位

天井点検口15※ スクリーン付き引分け白ほうろう・ ホワイトボード　　　JIS A 6512「可動間仕切」の5.a) ～ c) による。 構造床面からの高さの1/50以下 ③適用地震時水平力を加力した

・ ・ 曲面・ 黒・ ほうろう黒板（３）パネルの外観以上

　　　・ 鋼製（仕上げは、仕上表又は図示による） ・ スクリーン付き引分け・ 平面※ 緑※ 焼付け・ 鋼製黒板　　　込みボルト」による。水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞②上記①以外の部分が耐力に達したとき

　　　　 　表面処理　・ BC-1　　・ BC-2（ ※ 標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　））形式色彩寸法（ｍｍ）種類ボード 　　　JIS B 1051「炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質－第一部：ボルト、ネジ及び植以上  とき又はコンクリート接着面が剥離したとき

　　　※ アルミニウム製　押出し型材（市販品）（２０．２．８）黒板及びホワイト6（２）吊りボルト水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞①ベースプレート又はアンカーが耐力に達した

材質　・ 集成材（樹種等は１２章木工事による　仕上げは、仕上表又は図示による） ボックス      をおこさないもの又は防食処理を施したものとする。性能項目

溝幅×深さ（ｍｍ）　　・ 90×150　　・ 120×80　　・ 120×150　　・ 150×80　　・ 図示及びカーテン      JIS A 6512「可動間仕切」の表9又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食イ）固定台試験による耐震性能 

ブラインドボックス14ー・ なし（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレールは、

・ ステンレス製 ・ 埋込み工法　　　　　　ビニルタイヤ入り （品質・性能及び試験方法）（４）耐震性能 　　

形状　　　　　　※ 角形　　　　※ ビニル製※ あり※ 接着工法※ 約35※ ステンレス製（SUS304） 　・ 図示　　　残留変形3.0ｍｍ以下 

仕上げ　　　　　※ アルマイト　端部フラットエンド取付け方法幅（ｍｍ）種類　　 び変形量が使用上支障のないものとする。 　　　所定荷重1,000Ｎ（5,000Ｎの積載荷重は1,000Ｎ以上で任意）による繰り返し試験後、

強さによる区分　※ 10-90 　　　（２０．２．６）階段滑り止め5　※ パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対し て、耐力及（３）ローリングロード性能

　　　　　　　　・ ステンレス製パネルをランナーに取り付ける部品（２）耐衝撃性能　残留変形3.0ｍｍ以下及び損傷がないこと 

材料による区分　※ アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成型材　・ 図示（１）耐荷重性能　変形5.0ｍｍ以下　残留変形3.0ｍｍ以下 

（２０．２．１４）カーテンレール13パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※ JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上　　　　 強する。（性能）

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による。 　※ 取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※ 300ｍｍ以上　　　験による。ハンガーレールの取付け下地の補強空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・ なし　・ あり（形式、施工箇所： ※ 図示　・　　　 ）

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は  とする。（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定する試遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする　　　　　　　　　　　

（試験方法） 表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による　　　　　　　　　　　・ パネル枚につき、40ｍｍ×80ｍｍ程度の開口１箇所以上

（暗幕）ティクルボード　配線取り出し開口　　※ 製造所の仕様による

・プレーンひだ、片ひだ・電動していること。脂系化粧パー・壁紙張り　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※製造所の仕様による　・20～30パーセント

・箱ひだ、つまひだ・ひも引き・引分け・ダブルJIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に適合ポリエステル樹　樹脂焼付塗装・部分電動式配線用取り出しパネル

※図示・フランスひだ・手引き・片引き・シングル脂系化粧ＭＤＦ・36以上　付又はアクリル・ハンドル式・電動式・二方向移動式 スロープ及びボーダー　※ 製造所の仕様による　 ・図示

品質、特殊加工等JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合していること。ポリエステル樹・36未満・メラミン樹脂焼※鋼板・プッシュ式※手動式・平行方向移動式 

備考取付箇所きれ地の種別、ひだの種類開閉操作形式平均値が10μm以内であること。ないこと。(dB/500Hz)パネル表面仕上げ材質(ｍｍ)操作方法による種類　※ 標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　

（２０．２．１４）カーテン12き性Ｂ試験において、きずの深さの験において、試験片の表面に色が残ら遮音性表面仕上げ材総厚さ圧接装置の操作方法走行方向寸法精度

殊加工化粧合板に示された耐引っか加工化粧合板に示された耐汚染性Ｂ試系加工化粧合板（２０．２．４）移動間仕切3※ 図示※ 図示施工箇所

　※ 製造所の仕様　　JAS「合板の日本農林規格」第９条特JAS「合板の日本農林規格」第９条特殊ポリエステル樹脂・ 帯電防止床タイル・ 帯電防止床タイル

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料テル樹脂系化粧パーティクルボードのいずれかの品質に適合していること。脂系化粧板パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※JIS A 6512によりＦ☆☆☆☆以上※ タイルカーペット※ タイルカーペット表面仕上材

ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系化粧ＭＤＦ、ポリエス低圧メラミン樹表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による高さ（ｍｍ）

・ ３級※ チェーン式・ 木製（Ｂ法）の規定を満足していること。樹脂系単一材する。パネル寸法（ｍｍ）

・ ２級・ スプリング式・ 合成・天然繊維製化粧板」の表８品質による耐汚染性粧板及びメラミンドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質と・ 1.0　　　・ 0.6・ 1.0　　　・ 0.6耐震性能

※ 図示※ 図示・ １級・ 電動式・ ガラス繊維製－JIS K 6903(2008)「熱硬化性樹脂高圧メラミン樹脂系化パネル内に取付ける建具 ・ あり（ ※ 図示　・　　　） ・ なし※ 3,000Ｎ　　・ 5,000Ｎ※ 3,000Ｎ　　・ 5,000Ｎ所定荷重

備考取付箇所寸法（ｍｍ）遮光性能操作方式材種耐引っかき性 耐薬品性及び耐汚染性 ・ 支柱調整式 ・ 置敷式 　構法フロア
２０

（２０．２．１３）ロールスクリーン11品質・性能項目・36以上・壁紙張り・パネル式（２０．２．２）フリーアクセス1

・30程度　樹脂焼付塗装・スタッドパネル式 （５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は  とする。・15程度　付又はアクリル・スタッド式(露出)

クロススラットの材質　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。 ・不燃・0・メラミン樹脂焼※鋼板※スタッド式(内蔵)　　　　　　　評価方法に使用している試験方法に準じる。

アルミスラットの材質　焼付け塗装仕上げ戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 　500Hz)　　　　　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の

－・電動腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 戸当り 性能(dB/パネル表面仕上げ材質(ｍｍ)パネルスタッド種類　　　　　１）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

　コード式ラッチセット 防火遮音性表面仕上げ材総厚さ構成基材の種類 構造形式による　　（３）難燃性の試験は、下記のJIS A 1321に規定する表面試験及び発熱性試験による。

・１本操作耐蝕性のあるものとする。ヒンジ （２０．２．３）可動間仕切2　　　　　７）透湿率試験は、JIS A 9526の6.2.8による。

合金製・ 100・クロススラット　コード式品質・性能項目　　　　　６）接着強さ試験は、JIS A 9526の6.2.7による。

※図示アルミニウム・ 80※アルミスラット※２本操作※手動・縦形（３）付属金物            人体耐電圧：２KV以下 　　　　　５）熱伝導率試験は、JIS A 9526の6.2.6による。

－・電動            全厚：6.0ｍｍ～7.0ｍｍ        単位質量：4.0ｋ/ｍ2～6.0ｋ/ｍ2　　　　　　４）圧縮強さ試験は、JIS A 9526の6.2.5による。

・操作棒式SUS443J1とし、仕上げはHL程度とする。（脚具、幅木）            パイル長：3.0ｍｍ～4.0ｍｍ    パッキング素材：塩化ビニル樹脂　　　　　　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　合金製 ・コード式JIS G 4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規定するSUS304、SUS430J1L、脚部            パイル携帯：ループパイル　　　　 　　　　　　　の6.2.3による。

※図示※鋼製※ 25※アルミニウム※ギア式※手動・横形品質・性能項目            種類：タイルカーペット　　　　繊維素材：ナイロン100 ％ 　　　　　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作製はJIS A 9526

取付箇所レールの材種（ｍｍ）（２）構造金物        試験に使用する表面仕上げ材 　　　　　　　　　　による。

幅 ・ 高 さボ ッ ク ススラット幅スラットの材質種類操作方法形式    ３）共通事項 　　　　　　　１）試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1

（２０．２．１２）ブラインド10防水処理を施す。小口               平力による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録する。 　　　（２）発泡品試験

処理を施した材料とする。エッジ材               水平力を加力した後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。又、水

      試験設定温度は100 ℃、150 ℃、300 ℃、450 ℃、600 ℃とする。 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき枠材               試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力の1／2程度の　　　　　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」に規定する6.1による。

      JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」による。 材の場合は適用しない。        ④零点補正及び測定記録　　（１）原液試験（原液粘度試験）

（４）熱伝導率測定 　JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一心材               設ける。試験体数は、１セットとする。（試験方法）

      100ｍｍ×50ｍｍとする。）び防錆処理を施した材料とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。              する。又、800ｍｍ×800ｍｍに荷重板1,900Ｎ（3,000Ｎ／１ｍ2 相当）を１箇所（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

      上温度20℃、湿度60 ％の試験室に静置した後に外観観察を行う。（試験体のサイズは、JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及裏打材           ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力と（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

      （168時間）浸せきする。（ただし、酸水溶液は48時間毎に交換する。）その後、48時間以メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。表面材               する。 （１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

      試験は、試験体を温度20℃、湿度60％の試験室に24時間以上静置した後、酸水溶液に1週間品質・性能項目              支柱頂部の変形量を測定する。加力方向は、支柱要素に対して最も不利な方向と（１）～（３）に適合していること。

      1.0％濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せきした後、試験体の外観を調べる。 （１）パネル              当の、適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し、各測定点における水平力、準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の発熱性

（３）耐酸性試験（品質・性能）              Ｎ300）に接着した数ユニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相　　　リー試験）に適合していること。

      JIS A 5430「繊維強化セメント板」9.6透水性試験による。           イ、試験は、コンクリート（JIS A 5371プレキャスト無筋コンクリート製品　種類：（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

（２）透水性試験 　・ 表面材と同材        ③試験方法－２ 　　　熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

      （試験体は完成品とし、サイズは内径600ｍｍ×長さ1000ｍｍ程度とする。） ・ ステンレス製・ ポリエステル樹脂系化粧板          ロ、加力方向は、支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は、３個とする。（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

      返し、各温度設定時の加熱後及び冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を観察する。※ アルミニウム製※ 幅木タイプ※ メラミン樹脂系化粧板              耐力まで加力し、 各測定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定する。 下記のいずれかによっていること難燃性

      適用安全使用温度（300 ℃）から適用安全使用温度まで100℃間隔で30分間加熱冷却を繰り材質形状              Ｎ300）に接着した支柱の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平最大品質・性能項目

（１）スポーリング性試験 　ドアエッジ脚部表面材の材料          イ、試験は、コンクリート（JIS A 5371プレキャスト無筋コンクリート製品 種類：　（品質・性能）

（試験方法） （２０．２．５）トイレブース4        ②試験方法－１ 現場発泡断熱材 
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排
水
工
事

  ※ 図示 

取付け方法 　

  ・ 図示 

  ※ 配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。 　

砂利地業の厚さ　　※ 100ｍｍ　　・ 図示 配筋 　

　　スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　　・ 図示 

　　設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　　※ 水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300ｋ/ｍ3を満足する調合強度 

現場打ちの場合のコンクリート材料コンクリートの設計基準強度 クリート

　　　　　　　　　　　・ 切込砂利又は切込砕石（２０．３．３、４）プレキャストコン24

砂利地業に用いる材料　※ 再生クラッシャラン 

高さ　　※ 図示　　・ 

舗装の平坦性　　※ 著しい不陸がないもの　　砂地業に用いる材料　　※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂形状　　※ 図示　　・ 　             　 ・ 鋼管フェンス 　・ アルミフェンス

　　　　　　　　　・ 行わない ※ 図示　　・　・ 　（２）構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき、表1の規定による。フェンスの種類　　・ ビニル被覆エキスパンドフェンス　　・ 樹脂塗装メッシュフェンスフェンス23

　砂の粒度試験　　・ 行う（適用場所　・ フィルター層　・ 砂を用いる場合の凍上抑制層）※ 図示　　・　・ Ｕ形側溝ふた 　（１）外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・ 行う　・ 行わない ※ 図示　　・　・ Ｕ形側溝 （品質・性能）

試験※ 図示　　・　・ Ｌ形側溝 ・ １段式　　・ 600

　　　　　・ アスファルトコンクリート再生骨材 ※ 図示　　・　・ 縁石 ステンレス製・ 900・ スプリング式 

　骨材　　・ 道路用砕石　　　　　　　 形状、寸法種類側溝市販品－－・ 1200・ 水切り・ ステンレス製 ・ 標準品 ・ 上下式鎖内蔵式

材料舗装（２１．３．１、２）（表２１．３．１）街きょ、縁石、側溝街きょ、縁石及び4高さ(ｍｍ)柱径、肉厚(ｍｍ)材種形式

（２２．７．２、３、６）舗装の構成　　・ 図示　　透水性アスファルト6　仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード・ 700・ 900車止めさく22

はずれ等異常の有無について確認する。 市販品（木製扉・木製キャビネット）・ 500・ 450・ 1200・ つり戸棚

　　　　　　　　　・ は３回行った後、残留ひずみ等がないか確認する。その後設計荷重の1.5倍まで加力し、溶接部の天板ステンレス製材種　　※ ステンレス製（SUS 304）　　・ 旗竿受金物21

舗装の平たん性　　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 設計荷重を基準として一方向繰り返し加力を行う。加力速度は、4,903Ｎ/ｓとする。繰り返し加力バックガード有り

　　　        歩道用　のうち1体 ・ 650・ ハンド式

　　　着色部の下部　　・ アスファルト舗装　　・ コンクリート舗装ロ）Ｕ字溝用　側溝用　T-14～T-2のうち1体 　　　　　　仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード・ 670・ 600・ ベース式・ ロープ式・ 同一断面式

　　　工法　　・ ニート工法　　・ 塗布工法　　　　    　側溝用　T-20～T-2のうち1体 　市販品（木製扉・木製キャビネット）・ 620・ 550・ 600・ コンロ台・ 埋込式・ ハンドル式・ テーパー式※ アルミニウム合金製

・ 常温系カラー舗装　　　　　  　歩道用　のうち1体 　　　天板ステンレス製備考固定方法操作方法高さ（ｍｍ）形式材種

　　　着色骨材（　　　　　　　　　　）、自然石（　　　　　　　　　　　　　　　　） イ）溝ふた　　横断用　T-20～T-2のうち1体 　　トラップ付き旗竿20

　　　　　　　　　　　　　　　・ 石油樹脂系混合物　　顔料の添加量　　（　　　　　　％）試験体は、下記の種別ごとに強度計算における応力度が最大となる製品について試験を行う。 　・ 650・ 1800

　　　加熱系混合物の結合材　　・ アスファルト混合物4,903Ｎ/ｍ2の等分布荷重歩道 　仕上げ： ※ 化粧パーティクルボード・ 850・ 600・ 1500

　　　構成・厚さ　　※ 図示　　20×16  11.0  7.8 T-2 市販品（木製扉・木製キャビネット）・ 800・ 550・ 1200・ 流し台

（２２．６．２～４）・ 加熱系カラー舗装カラー舗装520×24  33.0 23.5 T-6 ＨＤＷ

20×50  76.9 54.9 T-14 備考寸法（ｍｍ）種類

　　　　　　　　　　・ 20×50 109.8 78.5 T-20 車道    流し台ユニット37ジョイント金物 建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能 舗装の平たん性　　　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度  （ｃｍ）  （ＫＮ） （ＫＮ）種別 区分 エキスパンション19

　種類、間隔、構造　※ 標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による　　・ 図示　 加圧面積横断溝用 側溝用荷重歩車道 突起の形状、配列及び寸法は JIS T 9251による

目地設計荷重は以下の通りとする・ コンクリート製施工箇所　　・ 図示　　・ 

  注入目地材料　　※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ（荷重試験方法）※ 300×300　・　・ レジンコンクリート製寸法（ｍｍ）

  早強ポルトランドセメント　　・ 使用する　　　・ 使用しない ※ 300×300　・　・ セラミックタイル 屋外材質　　　　・ 塩化ビニル製（種類　　　　　）　　・ 非加硫ブチルゴム製　　・ 

  コンクリート　　※ 標準仕様書表22.5.1による　　・　　　　　 ないものとする ・ コンクリート製形式　　　　・ 差込式　　・ 据置式　　・ 壁張り式止水板18

材料設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常が荷重性能 ※ 300×300　・　・ レジンコンクリート製

寒冷地の縁部立下り寸法等　　・ 図示　　幅及び長さの許容差　±3.0ｍｍ ふた ※ 300×300　・　・ セラミックタイル 　　　用ブロック）シーリング材の種類は標準仕様書表9.7.1による

※  70　図示歩行者用通路2B程度表面仕上げ ・ 7.0　・　※ 300×300　・　・ 塩化ビニル製屋内（視覚障害者誘導

図示　図示車路及び駐車場コンクリート舗装間隔　側溝の場合500ｍｍ内外 厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）種類施工箇所タイル・ 幅20 ×深さ10・ 幅20 ×深さ10目地寸法（ｍｍ）

構成部位舗装の種類IS G 3101 SS400 、塩害の多い地区は塩害に対する防錆処理を行う    アンカー （１１．２．２、１９．２．２）視覚障害者用床36 厚さ（ｍｍ）

（２２．５．２～４、６）（表２２．５．１、３）コンクリート舗装の構成及び厚さコンクリート舗装4JIS G 4305のSUS430JIL・ シーリング材（内外共）

JIS G 4304,JIS G 4305, JIS G 4317, JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304,受け枠用アングル材 ・ シーリング材（見え掛かり部のみ）・ シーリング材（見え掛かり部のみ）目地材 　　移動フック　　　ヶ／ｍ　安全荷重　※ 15ｋ以上　・　

　　　　　　　　　・ JIS G 4305のSUS430J1L・ 見切り縁兼用タイプ　　・　ピクチャーレール35外壁内壁目地

舗装の平たん性　　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度 JIS G 4318のSUS304、JIS G 4320のSUS304又はJIS G 4304、サイドバー 目地

　アスファルト混合物等の抽出試験　・ 行う　　・ 行わない JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4308、 JIS G 4317、エンドバー、　※ アルミニウム既製品　　・ ビニル既製品

試験 又はJIS G 4304、JIS G 4305のSUS430JILクロスバー 壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁（天井見切縁、下がり壁見切縁）の材種天井見切り縁等34

　　　　　　　　　　・ 行う（乳材の種別　※ ＰＫ－１ただし、冬期はＰＫ－２　・　　　　）　JIS G 4303、JIS G 4304、JIS G 4305、JIS G 4308,JIS G 4318のSUS304メインバー、・ 無し・ 非耐火型

シールコートの施工　※ 行わない品質・性能項目・ ビニル製ハンドレール・ 有り・ 耐火型

＜ステンレス製グレーチング＞・ 35　・ 45　・　・ クリアラッカー　・　※ 集成材備考防水性能耐火性能

　・ 密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）取付箇所直径（ｍｍ）表面仕上げ材質（金属工事以外）耐震スリット17

　・ 細粒度アスファルト混合物（13） がないものとする 階段手すり33

　・ 密粒度アスファルト混合物（13） 設計荷重の1.5倍までの加力に対して、溶接部のはずれ等その他の異常荷重性能 　1,000Ｎまで3回繰り返す。 

加熱アスファルト混合物等の種類幅及び長さの許容差　±3.0ｍｍ ふた 　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200Ｎ増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常について

　　　　　※ アスファルトコンクリート再生骨材 間隔　側溝の場合500ｍｍ内外アンカー・ ステンレス鋼（SUS304）製　荷重）まで加圧する。 

　骨材　　・ 道路用砕石　　　　　　　 付着量がHDZ40以上又は、HDZ 50以上・ 硬質アルミニウム合金製・ 硬質アルミニウム合金製　本試験は、1,000Ｎで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊する（終局

　　　　　　　　・ ストレートアスファルトJIS H 8641「溶融亜鉛めっき」による試験において溶融亜鉛めっきの溶融亜鉛めっきの付着量・ ステンレス鋼（SUS304）・ 塩化ビニル又はゴム製　本試験前に200Ｎを加圧した後、本試験を行う。 　

　アスファルト  ※ 再生アスファルト  （種類 ※ 60～80　・ 80～100）塗装仕上げとする場合は、樹脂系塗料備考受け枠材種　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50ｍｍの加圧板を設置し、加圧する。 　

材料JIS G 3101 SS400及びJIS G 3132 「鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯」SPHT受け枠用アングル材 くつふきマット32　試験体は、張物用とし、600ｍｍ角程度、枠見込みは、40ｍｍ以下とする。 　

（２２．４．２～６）（表２２．４．４）アスファルト舗装の構成及び厚さ　※ 図示　・ アスファルト舗装3耐荷重試験 　

JIS G 3101 SS400及びJIS G 3505 「軟鋼線材」SWRMクロスバー形状寸法　　　※ 図示による　　・　（試験方法） 

路盤締固め度の試験　　※ 行う　　・ 行わない　 及びエンドプレート施錠装置　　　※ 有り　　・ 無し受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0ｍｍ以内 

　・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ JIS G 3101　SS400メインバー、サイドバー掲示板面材質　・　蓋付寸法の許容差　　±0.5ｍｍ以下 

　・ 粒度調整鉄鋼スラグ 品質・性能項目照明器具　　　・ 有り　　・ 無し受け枠寸法の許容差　±0.5ｍｍ以下 

　・ クラッシャラン鉄鋼スラグ ＜鋼製グレーチング＞本体材質　　　※ ステンレス製　　・　屋外掲示板31破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 。

　・ 再生粒度調整砕石 （品質・性能等）受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

　※ 再生クラッシャラン  　※ 規制対象外　　・　　　口の有孔径の0.08％以内であること。 

　・ 粒度調整砕石メインバーピッチ（細目、普通目）、上面形状（凹凸形、平形）は、図示による合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留たわみが点検蓋の耐荷重性能 

　・ クラッシャラン 適用荷重（歩行用、Ｔ－２、Ｔ－６、Ｔ－１４、Ｔ－２０）、形式（受枠付きボルト固定の有無）、材質、形状、寸法　　※ 図示　　施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

路盤材料の種別材料（鋼製、ステンレス製）、用途（溝ふた【横断用、側溝用】、桝ふた用、Ｕ字溝用）、収納家具30黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 鍵 

（２２．３．２、３、５）（表２２．３．１）路盤の厚さ　　※ 図示　　・ 路盤2（２１．２．１）グレーチング3が生じないものとする 

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）した、合成樹脂製のものは、衝撃による変形・割れ

  現場ＣＢＲ試験　　　　・ 行う　　・ 行わない・ ＲＳ－ＶＵ   塩ビ製　※ 天井材張り・ 800ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆

  路床締固め度の試験　　・ 行う　　・ 行わない 　 （テーパ・パッキン式） 表面仕上げ※ 500鋼板製又はアルミ製・ 回転降下式鋳鉄製、ステンレス鋳鋼品、ステンレス製等

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない 　　・ 中ふた付き密閉形　・ 可動式（天井収納型）黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金取手 

試験　　 （テーパ・パッキン式） 　※ 固定式（壁埋込型）・ 800 （不燃認定品）　 （巻取り型）鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったものアンカー材 

    　透水係数　　　　・ 1.5×10 ｃｍ／ｓｅｃ以上　　　　　　 ・ ・ ・ 密閉形ガイドレール※ 500※ 不燃布・ 垂直降下式形状に適した弾力性、密着性を有するもの 
-1

   　 引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5ｃｍ（10ｋｆ／5ｃｍ）以上　　・ 　　　　SHASE-S209による・ Ｔ－２０用 　 （パッキン式） 備　　考高さ(ｍｍ)材　　質種　　類スポンジラバー、エチレンプロピレン等枠の材質、

    　厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　・ 　　空気調和衛生工学会・ 無し・ Ｔ－６用 ・ 簡易密閉形ホールふた・ 可動式塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、パッキン材 

 　 　単位面積質量　　・ 60／ｍ2以上　　・ 　　　　左記以外の品質等は（公社）・ 有り・ Ｔ－２用 ・ 水封形 鋳鉄製マン等の防錆処理を行ったもの

　・ ジオテキスタイル備考鍵適用荷重 種類名称・ 線入り磨板ガラス18.3.2のさび止め塗料塗り

　　　　　　・ 安定処理土のＣＢＲ試験　　（２１．２．１）排水桝ふた2アルミ製枠付き※ 500※ 6.8※ 網入り磨板ガラス標準仕様書表18.3.1及び表

砂を用いる場合の粒度試験　・ 行う　・ 行わない 　　　目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法備　　考高さ(ｍｍ)厚さ(ｍｍ)材　　質ミン樹脂焼付塗装若しくは、

凍上抑制層に用いる材料　 　　　添加量　・　　ｋ／ｍ3（目標ＣＢＲ　　・ 3以上　　・　　　　　　） 　　・ 固定式防煙垂れ壁29鋼製又はJIS G 3313にメラ－鋼材

　　　　　　・ 生石灰（ ・ 特号　・ １号）　・ 消石灰（ ・ 特号　・ １号）　　JIS H 8602(B) 　　材料　　　　　※ ステンレス製　　・ 鋼製　　・ 合成樹脂被覆加工を行った足掛け金物

　　　　　　・ フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　合被膜 JIS H 8601(AA15) 奥行き（ｍｍ）　・ 約 450　　・ 約 600 排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物

　　　種類　・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種 材　種　　　　　※ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　洗面カウンター28表面処理：陽極酸化塗装複 　　種類の記号　　※ SD295A　　

  ・ 添加材料による安定処理－JIS H 4000(A1100P H24) アルミニウム板 現場打ちの場合の鉄筋

路床安定処理の方法形状寸法　　　※ 図示による　　・　JIS G 4308のSUS304材 　　スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　

・ 表面の材質　※ 塩ビ発泡シート張り　　SUS430J1L､SUS443J1 ピース底板補強 　　設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　

※ 図示・ 砂 ・ フィルター層 枠の材質　　※ アルミニウム製　　屋内掲示板27JIS G 4305のSUS430JIS G 4305のSUS304、ステンレス鋼板 底板材コーナー 現場打ちの場合のコンクリート材料
・ 切込み砂利　　・ 砂JIS G 4308のSUS304 　　　　　　　　　　　・ 切込砂利又は切込砕石

※ 図示・ 再生クラッシャラン 　　・ クラッシャラン・ 凍上抑制層 形状等は図示による・ 移動式書架JIS G 4305のSUS304、SUS430J1L又はSUS443J1 ステンレス 砂利地業に用いる材料　※ 再生クラッシャラン 
・ 建設汚泥から再生した処理土  ・ ４種　　・ ５種　　・ ６種　JIS S 1039 の規格による・ 鋼製物品棚JIS H 3250 のC3602、C3604  

※ 図示・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　・ 盛土 ・ １種　　・ ２種　　・ ３種JIS S 1039 の規格による・ 鋼製書架JIS H 3100 のC2600、C2720、C2801 黄銅   目地材 砂地業に用いる材料　　※ シルト、有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂
厚さ（ｍｍ）種別JISによる種類規格等種　類及び移動式書架塩化ビニル樹脂製等その他 材料排水桝の種類　　　　  ※ 図示　　 ２２

（２２．２．２、３、５）（表２２．２．１）路床の材料路床1鋼製書架、物品棚26JIS G 5501のFC150、FC200鋳鉄 二重蓋の中蓋 側塊の形状及び寸法　　※ 図示　　
等の防錆処理を行ったもの 硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※ 接着剤　　

（２１．２．１）※ Ｂ種　　　埋戻し土5　　　　　　　　厚さ 　 ・ 図示　　18.3.2のさび止め塗料塗り 基床の厚さ及び種類　　※ 図示　　　
伸縮調整目地　　材種　　・ 図示　  標準仕様書表18.3.1及び表－鋼製 

目塗り　・ 図示　　・ 仕上げ程度 ※ 図示　・  ・ ＶＵ 

砂を用いる場合の粒度試験　　・ 行う　　・ 行わない積み方　※ 谷積み　・ 布積み 仕上げ程度（表面処理）HL又は2B ※ 図示　・  ・ ＶＰ

凍上抑制層に用いる材料　　　 間知ブロック（表面処理）HL又は2BSUS430J1L、SUS443J1 ※ 図示　・  ・ ＲＳ－ＶＵ 

　　種類の記号　　※ SD295A　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管・ Ａ 　・ Ｂ 　　－・ コンクリートJIS G 4305のSUS430JIS G 4305のSUS304、ステンレス製 ※ 図示　・  ・ ＲＳ－ＶＰ 

現場打ちの場合の鉄筋・ 凝灰岩 （表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 ミニウム合金押出形材

　　スランプ　　　※ 15ｃｍ又は18ｃｍ　　※  図 示 　・ Ｂ形管※ 外圧管（１種）・ 遠心力鉄筋コンクリート管－－・ 花こう岩 ・ 間知石積みJIS H 4100のA6063S -T5アルミニウム及びアル受枠材 蓋枠材 

　　設計基準強度　※ 18Ｎ／ｍｍ2　　備考呼び径形状種類・記号材種備考質量区分種類材種リート間知ブロック屋内用屋内外用材質 部材名 
２１

現場打ちの場合のコンクリート材料（２１．２．１、２）（表２１．２．１、２）材料屋外雨水排水1（２０．４．２、３）間知石及びコンク25（品質・性能）
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

建築工事特記仕様書（９）

三原中央方面隊屯所建設工事

　
　
植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

芽立数単位面積当たりのコンテナ数コンテナ径樹種

（２３．４．２）地被類10

※発芽率80％以上※洋芝類（採取後２年以内）

備考種子の量（/ｍ2）発芽率種子の種類

（２３．４．２）吹付けは種9

　法面　・ 目地張り　　※ べた張り 

　平地　※ 目地張り　　・ べた張り 　

芝張りの工法　

（２３．４．２、３）種類　  ※ コウライシバ　　・ ノシバ　　芝8

　　かん水装置　・ 設置する（種類　・　　　　　　）　

    支柱　　　　・ 設置する（形式　・ 図示　　・　　　　　　）　　※ 幹巻き用テープ　　・ わら及びこも

    建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法（２３．３．２）材料幹巻き用材料7

工法

　　　　　加圧速度は10ｍｍ／ｍｉｎ以下とする。形式　　　　　　・ 図示　　

　　（ロ）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。防腐処理方法　　※ 加圧式防腐処理丸太材　　

　　　　　測定する。（保水層を有する場合は保水層も対象とする。）支柱材　　※ 丸太（間伐材） 　　　・ 真竹　　支柱6 （２３．３．２、３）

　　　　　形・破壊の起きないことを確認する。また、その時の圧縮応力に対する歪み（％）を

　　（イ）3×10 Ｎ/ｍ2の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変（２３．３．２）樹種、寸法、株立数等　　　※ 図示　　樹木5
４

　（１）排水基盤の耐荷重性能

（試験方法）    使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする 

（絶縁シートも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとする。  「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

後の耐根層を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリート材料

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施工耐根層保護層　

の耐根性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。　　　使用量　　　植栽基盤面積1ｍ2あたり　（　・ 10Ｌ　　・　　　　） 

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上耐根層　　　施工箇所　　※ 植栽範囲　　・ 図示 　　 

（保水層を有する場合は保水層共）　　　圧縮強度）　・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト） 

3×10 Ｎ／ｍ2以上の載荷重で破損・有害なひずみなど異常のないこと。（排水層の許容　　　使用量　　　植栽基盤面積1ｍ2あたり　（　・ 50Ｌ　　・　　　　） 
４

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。耐荷重性能　　　施工箇所　　※ 植栽範囲　　・ 図示 　　 

向の排水性能（２３．２．３）　・ バーク堆肥 

240Ｌ／ｍ2・ｈ以上排水層の鉛直方種別及び指定量等土壌改良材4

い構造をもつこと。

植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しな排水層（２３．２．３）・ 現場発生土の良質土　　・ 客土植込み用土3

せない構造であること。

目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、植え込み用土を流出さ透水層植栽基盤の排水設備　・ 設ける（ ※ 図示　　・　　　　　）　・ 設けない

（保水層を有する場合は、保水層共）成材の主要材質・ 

合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。透水、排水層等構・ 適用しない ・ 図示   

品質・性能項目・ 適用する ・ 植栽部分 ※20※ Ｂ種 芝、地被類

（品質・性能）（ ※ 50　 ・ 60） 

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示　　樹高3ｍ未満 

　　樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立木数等　　※ 図示　　（ ※ 60　 ・ 80） 

・ 屋上緑化軽量システム樹高3ｍ以上～7ｍ未満 

・ （ ※ 80 　・ 100） ・ Ｄ種 

　　　　10ｍｍ/ｍｉｎ以下とする。・ 図示   樹高7ｍ以上～12ｍ未満 ・ Ｃ種 

　（ロ）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。加圧速度は・ 適用しない ・ 植栽部分 （ ※ 100　・ 120　・ 150） ・ Ｂ種 

　　　　する。）・ 適用する ・ 葉張り部分 樹高12ｍ以上 ※ Ａ種 樹木

　　　　の時の圧縮応力に対する歪み（％）を測定する。（保水層を有する場合は保水層も対象と土壌改良材整備範囲 有効土層の厚さ（ｃｍ）工法植栽

　　　　試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊の起きないことを確認する。又そ（２３.２.２、４）植栽基盤の整備2

　（イ）最大土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍かつ3×10 Ｎ/ｍ2の等分布荷重による加圧
４

（２）排水層の耐荷重性能

　　　　とする。電気伝導度（ＥＣ）の試験　　　 　　　 ・ 行う　　・ 行わない 
２３

　　　　合は、その後も透水量が増加する方向へ向かうまで流水時間を延長して確認することも可 （２３.１.３）土壌の水素イオン濃度指数（ｐＨ）試験　・ 行う　　・ 行わない 植栽地の確認等1

　（ホ）試験開始後6週間、流水時間合計が30日を越えた時点で透水係数がまだ上昇に転じない場

　　　　向にあると判断し、合格とする。

　　　　前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できれば目詰まりが解消方低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料 

　（ニ）各サイクルごとの透水係数の推移をグラフ化し、6週間を過ぎるまでにその週の数値が直・ 加熱・ ２種 

　　　　る。・ 車椅子駐車場ライン、マーク・ 100液状常温・ １種 

　（ハ）水切り工程は、試験体の入った試験装置を取り出し、試験室内に水が切れる状態で保管す・ 白線・ 1.0※ 150・ 白粉体状溶融※ ３種１号

　　　　温20±3℃湿度60±5％とする。適用部位塗布厚さ(ｍｍ)幅(ｍｍ)施工種類 色適用

　　　　したまま、１分間の透水量を計量し、透水係数を算出する。なお、乾燥工程の試験室は室路面標示用塗料はJIS K 5665による。路面標示用塗料9

　　　　た給水サイクルを繰り返す。週2回を下回らない測定回数で圧力差の水頭差110ｍｍを保持

　（ロ）常温で１日置いた後、上部より給水する。給水5日間連続後取り出して自然水切り2日とし　・ Ｂ種（施工範囲： ・ 図示　・ 建物周囲その他　・　　　　　）

　　　　の割合で混合し、高さ80㎜の試験容器に加圧せずに均一に充填する。（試験体１体）　・ Ａ種（施工範囲： ・ 図示　・ 通路　・　　　　　　　　）

　　　　「レディミクストコンクリート」付属書Ａに規定する砂）及びシルト＃250を容積比9：1（２２．９．２）種別砂利敷き8

　　　　の透水性試験装置の下部に試験体（透水フィルタ）をセットし、その上に砂（JIS A5308

　（イ）JIS A 1218「土の透水試験方法」の定水位透水試験に準じたインターロッキングブロック　　透水係数　　　　・ 1.5×10 ｃｍ／ｓｅｃ以上　　　・ 
-1

（１）透水フィルタの透水性能　　引張強さ　　　　・ 98Ｎ／5ｃｍ（10ｋｆ／5ｃｍ）以上　　

（試験方法）　　厚さ(ｍｍ)　　　・ 0.5～1.0　　　　　・ 

　　単位面積質量　　・ 60／ｍ2以上　　　・ 

る。・ ジオテキスタイル

ト（絶縁シートも含む）の下に設ける場合は省略することができるものとす　　　　　　　　　　　・ 　

工後の耐根層を保護するものであること。ただし、耐根層を保護コンクリー仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3ｍｍ以内とする

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施耐根層保護層※  50　・ アスファルト混合物・ 図示

上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性のあるものであること。※  70　・ コンクリート版・ うろこ張り・ ・ 割石※ 花こう岩　　

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以耐根層(ｍｍ)(ｍｍ)寸法(ｍｍ)

ひずみなど異常のないこと。（保水層を有する場合は保水層共）　　　圧縮強度）基層の厚さ基層施工方法厚さ形 状種類

時の上部歩行に際し破壊しないこと。3×10 Ｎ／ｍ2の載荷重で破損・有害な（排水層の許容・ 舗石舗装
４

最大土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍以上、かつ、一般メンテナンス耐荷重性能　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

の排水性能　　　　　　　　　　　 段差は3ｍｍ以内とする。

240Ｌ／ｍ2･ｈ以上排水層の鉛直方向仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、インターロッキングブロック間の

ない構造をもつこと。クは  （透水性コンクリート）とする。

植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出し排水層歩行者用通路に使用する普通ブロックは  （再生材料を用いた舗装用ブロック）、透水性ブロッ

場合は、保水層共）成材の主要材質

合成樹脂等で対腐食性及び耐久性のあるものであること。（保水層を有する透水、排水層等構・ 保水性ブロック（Ｍ）

ること。・ ・ ・ ・ 透水性ブロック（Ｐ） 

数値が直前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認でき材質及び透水性能※ 3.0※ 60・ 図示歩行者用通路※ 普通ブロック（Ｎ） 

材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるもの。透水性能はその週の透水フィルターの　・ 保水性ブロック（Ｍ）

品質・性能項目　・ 標準品・ ・ ・ ・ 透水性ブロック（Ｐ）

（品質・性能）表面加工※ 5.0※ 80・ 図示車路※ 普通ブロック（Ｎ）

(Ｎ／ｍｍ2)（ｍｍ）寸法

　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　※ 図示　備考曲げ強度厚さ形 状部位種類

　　樹木、芝及び地被類の樹種又は種類、寸法、株立数等　※ 図示　・ インターロッキングブロック舗装

　　植込み用土 　　 ※ 改良土　　・ 人工軽量土

　　排水層　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ： 　         ）    ・ 板状成形品　　　　　　　　　　

　　土壌層の厚さ　　・ 図示　　　・   　　　　　　　　　　　 3ｍｍ以内とする。

・ 屋上緑化システム  仕上り面の平たん性　※ 歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は

（２３．５．２～４）植栽基盤及び材料屋上緑化 13する。

普通平板は  （再生材料を用いた舗装用ブロック）、透水平板は  (透水性コンクリート）と

　※ 引渡しの日から１年　　・ 無し　　・ 　・ たたき出し 

（２３．３．６）移植樹木の枯損処置を行う期間 移植樹木の枯損処置12　・ 洗い出し ・ 保水性平板(Ｍ） 

　・ 研ぎ出し ・ モルタル・ ・ 透水平板(Ｐ）  

　※ 引渡しの日から１年　　・ 無し　　表面加工 　※ 砂　※ 60※ 300角 ※ 普通平板(Ｎ） 

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間 備考目地材厚さ(ｍｍ)寸法（ｍｍ）種類

（２３．３．４）（２３．４．７）新植、芝等の枯補償11（２２．８．２、３）・ コンクリート平板舗装ブロック系舗装7

12

2023.06.
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A

付近見取図

三原中央方面隊屯所建設工事

付近見取図

Ｎ
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呉
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三
原

至
福
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至
広
島

園

皆

工事場所
土地地番：三原市宮沖三丁目341-3の一部他9筆
住居表示：三原市宮沖三丁目15-2

敷地地番一覧表

三原市宮沖三丁目

341-3の一部
312の一部
道の一部

313
314の一部

315-1
315-2
315-3
315-4

316の一部

出典
※国土地理院図を一部編集
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三原中央方面隊屯所建設工事

丈量図

1/200

丈量図　S=1/200

A

①

② ③

④

⑤

真北

⑥

⑦
⑧

⑨

⑪

⑩

A　近隣商業地域　敷地面積求積表

番号 底辺 高さ 倍積
1 23.71 7.38 174.9798
2 22.62 16.19 366.2178
3 22.62 2.49 56.3238
4 21.48 5.79 124.3692
5 19.04 15.25 290.3600

合計 1012.2506
二除面積（㎡） 506.1253

面積 506.12

B　第一種住居地域　敷地面積求積表

番号 底辺 高さ 倍積
6 6.46 2.00 12.9200
7 7.48 4.30 32.1640
8 46.81 7.12 333.2872
9 46.81 15.43 722.2783
10 45.05 20.53 926.2280
11 45.10 2.99 134.8490

合計 2161.7265
二除面積（㎡） 1080.86325

面積 1080.86

A　近隣商業地域

B　第一種住居地域

敷地面積　合計

符号 面積 用途地域
A 506.12 近隣商業地域
B 1080.86 第一種住居地域

合　計 1586.98

14
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A

（車庫棟）建物面積表

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100
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40
0

（車庫棟）求積図　S=1/100

（床面積122.40㎡）

16,000

7
,6

50

16,000

7
,6

50車　庫

1

面積表

延べ床面積

建築面積 １階床面積

１階床面積 = 122.40 ㎡

㎡

㎡

㎡

= 122.40

= 122.40

1１階床面積

= 122.40

Y2

Y1

X3X2X1

車庫棟：建物面積求積表

階 符号（室名） 計算式 面積

1 1 車庫 16.00ｘ7.65 122.40
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A

（待機室棟）建物面積表

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100
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（6.00㎡）（4.50㎡）（7.00㎡）

（24.00㎡）

（10.50㎡）

軒先線

軒先線
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00

0

3
,
00

0

4,000

（待機室棟）求積図　S=1/100

（床面積110.50㎡）

多目的便所

1
,0

00
2,

00
0

3
,0

00

待機室棟

中庭

消防団室

軒先線

軒先線

男子便所 廊下

76

a

5

432

1

ピロティ

c 屋根

屋根b

面積表

延べ床面積

建築面積 １階床面積+ａ+b+ｃ

１階床面積 = 110.50

= 134.90

= 134.90

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

= 110.50

= 110.50

1+2+3+4+5+6+7１階床面積

分団室

（34.50㎡） （24.00㎡）
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19,000 1,000
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19,000
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0
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1
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00
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1,

00
0

Y3
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待機室棟：建物面積求積表

階 符号（室名） 計算式 面積

1

1 消防団室 3.50ｘ3.00 10.50

2 分団室 7.50ｘ6.00-3.50ｘ3.00 34.50

3 中庭 4.00ｘ6.00 24.00

4 備蓄庫 4.00ｘ6.00 24.00

5 男子便所 3.50ｘ2.00 7.00

6 廊下 1.50ｘ3.00 4.50

7 多目的便所 2.00ｘ3.00 6.00

a ピロティ 3.50ｘ1.00 3.50

b 屋根 19.00ｘ0.60 11.40

ｃ 屋根 19.00ｘ0.50 9.50

全体面積表（㎡）

棟別 延べ床面積 建築面積

車庫棟 122.40 122.40

待機室棟 110.50 134.90

合計 232.90 257.30

1,000
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配置図
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三原中央方面隊屯所建設工事
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一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（車庫棟）外部・内部仕上表

根廻り
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軒　裏

屋　根

外 部 仕 上 表 （ 車 庫 棟 ）

内 部 仕 上 表

巾 木 ・ 腰

仕 上 仕 上

壁 天 井

仕 上

床

仕 上
備 考

１

室 　 名階 天井高

折板表し

コンクリート打放しの上外装薄塗B

建　具
アルミサッシュ、オーバースライダー

車　庫
コンクリート金コテの上ウレタン系防塵塗装 コンクリート打ち放し補修の上EP-G 壁下地表し 折板裏貼材在表し

樋
軒樋：塩ビ大型角樋W200、竪樋：カラーVP100　掴み金物SUS

モルタル金コテ
くつ洗い流し

折板葺き　山高88　カラーGL鋼板ｔ＝0.6　ペフ付（ヨドルーフ88同等品）

犬走り

防滑仕上げ

（ボウジンテックス♯5000U　同等品）

鉄部見えがかりSOP塗装

19

出入り口
モルタル金コテ

洗濯機パン

コンクリート金コテの上ウレタン系防塵塗装防滑仕上げ（ボウジンテックス♯5000U　同等品）

2023.06.

コンクリート金鏝の上防塵塗装

ベンチ

外装薄塗材B：アイカ工業㈱　ジョリパット基礎コートⅡ　S-1（同等品）

外装薄塗材A：アイカ工業㈱　ジョリパットアルファ　JP100（同等品）

木材保護塗料塗り：大阪ガスケミカル㈱　キシラデコール（同等品）

参考事項

外壁材重なり　150程度　開口部廻りは水切り　コーキング充填

ガルバリウム鋼板　小波板　32波　ｔ＝0.4
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特記事項 訂正事項
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一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（車庫棟）立面図

三原中央方面隊屯所建設工事
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特記事項 訂正事項
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特記事項 訂正事項

A
三原中央方面隊屯所建設工事

1/30

25

X3

20

3
90

20
20

1
75

1
75

1,000 300

1
00

1 5
0

折板葺きH=88ボルトタイプ　カラーGL鋼板ｔ＝0.6　ペフ付

モルタル金コテの上防塵塗装

20
0

1
00

2,
10

0

ケラバ包み　カラーGL鋼板ｔ＝0.6
（現場加工品）

コンクリート金コテ仕上げ
ウレタン系防塵塗装（ボウジンテックス♯5000U同等品）
防滑仕上げ

アルミ引違戸

2
00

5
0

GL
1FL

コンクリート打ち放し補修の上EP-G

1,300

300 150 230

1
75

1
45

5
0

10
0

1
8
0

12
0 2
0

90
0

コンクリート打ち放し

グレーチング（ノンスリップ型）
枠付き

モルタル金コテ
モルタル金コテ

2
00

5
01FL

GL

D13

D10-@200

1,300

300 150 620 230

1,
30

0

1
50

1,
00

0
1
50

15
0

1,
04

0

モルタル金コテ

グレーチング（ノンスリップ型）
枠付き

X3
排水管VP75
下水に接続

出入り口　断面詳細図　S=1/30 くつ洗い流し　断面詳細図　S=1/30

（車庫棟）出入り口、くつ洗い流し　断面詳細図

くつ洗い流し　平面詳細図　S=1/30

車　庫 車　庫

14
0

620

5
0
0

1
20

5
0

1
00

150 300×300120

泥溜り

泥溜り250×250

1
50

3 0
15

0

建具廻り水切り
カラーGL鋼板ｔ＝0.4
コーキング充填

水切り
カラーGL鋼板ｔ＝0.4
コーキング充填

根廻
コンクリート打ち放しの上外装薄塗材B

32波　ｔ＝0.4
ガルバリウム鋼板　小波板



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ
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一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項
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2207,235195

FL

車　庫 西　面
Y1 Y2

29

コンクリート金コテ仕上げ

ウレタン系防塵塗装（ボウジンテックス♯5000U同等品）

防滑仕上げ

コンクリート打ち放し補修の上EP-G

鉄骨部：SOP塗装

壁下地表し

折板葺きH=88ボルトタイプ　カラーGL鋼板ｔ＝0.6　ペフ付　現わし

車　庫

備　考

天　井

　壁

巾　木

　床

室　名



1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

（車庫棟）建具指示図

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

建具指示図　S=1/100

OＳ OＳ

2 1

30

真北

2023.06.

ベンチ

Y2

Y1

X3X2X1

+140

±0

犬走り

9,2506,750

7,
65

0

車庫棟

16,000

ＡＤ

1

1

ＡＷ



1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（車庫棟）建具表

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

操作方法：チェーン式、レール・アングル：レールのみステンレス、外部枠：スチールｔ=1.6 ＳＯＰ

姿　図

種　類

仕　上

金　物

硝　子

備　考

記号・数量

備　考

硝　子

金　物

仕　上

種　類

ガイドレール(溶融亜鉛メッキ)、重量スライダー標準金物一式

パネル硝子繊維強化プラスチック（FRP光線透過率80％)、かまち：アルミニウム合金押出し形材

重量スライダー（ファイバーグラスタイプ鋼線透過率80％）

姿　図

記号・数量 OS-１ 車庫1

パネル：ファイバーグラス（FG）、ウェザー：標準（WS=10㎜）

8,000

3,
00

0

1 車庫OS-２

5,830

3,
00

0

同　左

同　左

同　左

同　左

同　左

アルミフラッシュ戸

引違いフラッシュ戸

本締り錠、引き手、標準金物一式

下枠ステンレスSUS304HL　ｔ=1.5、収納網戸

枠見込70、半外付

31

2023.06.

（SPロック　三和シャッター同等品）

アルミサッシ（カラー）

枠見込70Fix窓

標準金物一式

TP4（ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ方式　シール）

アルミ額縁

1,900

2,
10

0

12,760

1
,2

00

AD-１ 車庫1 車庫1AW-１



PBｔ＝12.5の上EP-Gコンクリート金コテの上防塵塗装

備蓄庫

アルミサッシュ、アルミドア

建　具

天井高階 室 　 名

１

備 考
仕 上

床

仕 上

天 井壁

仕 上仕 上

巾 木 ・ 腰

内 部 仕 上 表

外 部 仕 上 表 （ 待 機 室 棟 ）

屋　根

軒　裏

外　壁

根廻り

（待機室棟）外部・内部仕上表

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率三原中央方面隊屯所建設工事

分団室
流し台L=1500（電磁調理器）

男子便所
長尺塩ビシートｔ＝2.0張り 洋便器、小便器、手摺、鏡

手洗い器、トイレブース

車いす用便器、車いす用手洗い器同　　上

多目的便所 手摺、鏡

ゴムアス防水シート、野地板　構造用合板ｔ＝12

カラーSGL鋼板ｔ＝0.4　小波板（ケミカル面戸）山働き32.5㎜　山高9㎜

コンクリート打放しの上外装薄塗材B

ラスモル下地の上外装薄塗材A　

構造用合板ｔ＝12.0の上木材保護塗料塗り

廊下

屋根：硬質ウレタンフォームｔ＝50㎜　外壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K　ｔ＝100㎜

窓：二層複層ガラス　LOW-E1枚　A10㎜

断熱材

2670

3380

2670

4120

～
～

～

同　　上 同　　上

野地板構造用合板ｔ＝12.0の上木材保護塗料塗り

同　　上 同　　上 同　　上

同　　上 同　　上

32

サイン（突出し型）、紙巻器

サイン（突出し型）、紙巻器

サインパネル
アクリル板ｔ＝5.0　1800×450　文字カッティングｼｰﾄ貼り　150角

PBｔ＝12.5の上化粧ケイカル板ｔ＝3.0 同　　上

3410

3410

3410

3877

4120

～
～

4120

同　　上

参考事項
木材保護塗料塗り：大阪ガスケミカル㈱　キシラデコール（同等品）

外装薄塗材A：アイカ工業㈱　ジョリパットアルファ　JP100（同等品）

外装薄塗材B：アイカ工業㈱　ジョリパット基礎コートⅡ　S-1（同等品）

コンクリート金鏝の上防塵塗装

ベンチ

消防団室

中　庭

3877

防腐防蟻処理
GL+1,500外周

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

土間：押し出しポリスチレン断熱材2種　ｔ＝50㎜

屋根材重なり　200以上　コーキング充填



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）平面図、屋根伏図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100

廊下男子便所

消防団室

待機室棟

3,
00

0

2
,0

00
1
,0

00

多目的便所

（床面積110.50㎡）

（待機室棟）平面図　S=1/100

3
,0

00

6,
00

0

1,000

（10.50㎡）
（34.50㎡）

（7.00㎡） （4.50㎡） （6.00㎡）

軒先線

軒先線

軒先線

33

2023.06.

真北

Y3

Y5

Y4

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

分団室

19,000 1,000

3,500 1,500 2,000 4,000 4,000 4,000

3,500 7,500 4,000 4,000

1,
50

0

2
,5

00
5
,0

00

6,
00

0
1
,5

00
6
,0

00

21,000

1,000 3,500 15,500 1,000

Y1

Y5

カラーSGL鋼板ｔ＝0.4　小波板

2
.
5
/
1
0

1,
60

0

9,
10

0
1
,6

00

1,
60

0

備蓄庫（非居室）

（24.00㎡）（24.00㎡）

中庭（非居室）

ベンチ

Y
方
向

断
面
位

置

X方向断面位置X方向断面位置

Y
方
向
断
面
位

置

軒先線

凡　例

化学物質濃度測定場所を示す



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）断面図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100

1,
50

0

6,000

10
2.5

1,000

4,000

中庭 多目的便所 通路 男子便所

1FL

1FL

Y方向　断面図　S=1/100

X方向　断面図　S=1/100

2,
10

0

2,
10

0

2,000 1,500

50

50GL

GL

2
,4

00

2,
40

0

X6 X5 X4 X3 X2 X1

3,000 3,000

Y1 Y5Y4

2,
00

0

34

2023.06.

1,500 1,600

4,000 4,000 3,500

19,0001,000

FixFix

FixFix Fix Fix

中庭

分団室備蓄庫

Fix FixFixFix Fix Fix Fix

ベンチ

Fix Fix



南側立面図　S=1/100

東側立面図　S=1/100

1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）東側、南側立面図

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

6,000

1,000

50

50

1FL

1FL GL

GL

2,
40

0
1
,
50

0

2,
4
00

1,
50

0

B

B

D

C

35

2023.06.

1,500 1,600

3,500 15,500

1,00019,000

6,000

FixFix FixFix
Fix Fix Fix

A

D

D 外部仕上表

符号 仕　　上
A カラーSGL鋼板ｔ＝0.4　小波板葺き
B ラスモル下地の上外装薄塗材A
C コンクリート打放しの上外装薄塗材B
D 屋根垂木木材保護塗料塗り



西側立面図　S=1/100

北側立面図　S=1/100

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）西側、北側立面図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100

GL 1FL

5
0

4,000 2,000

6,000

GL1FL

50
2,

40
0

1
,
50

0

2,
40

0
1
,5

00

1,000

A

B

B

C

C

D

36

2023.06.

1,600 1,500

1,000 19,000

三原中央方面隊屯所

サインパネル1800×450

外部仕上表

符号 仕　　上
A カラーSGL鋼板ｔ＝0.4　小波板葺き
B ラスモル下地の上外装薄塗材A
C コンクリート打放しの上外装薄塗材B
D 屋根垂木木材保護塗料塗り



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）天井伏図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100

廊下

備蓄庫分団室

男子便所

消防団室

中庭

待機室棟
優先便所

天井伏図　S=1/100

6,
0
00

1
,0

00
2,

00
0

3
,0

00
1
,0

00
2,

00
0

3
,0

00

Y3

Y5

Y4

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

②

②

②

②

② ②

②

②

37

2023.06.

3,500 1,500 2,000 4,000 4,000 4,000

19,000

②

② ②

①

①

①

1,000 1,000

1
,5

00
1,

60
0

3,500 3,500 4,000 4,000 4,000

3,
00

0
3
,0

00

天井仕上表

番号 仕　　上
1 屋根垂木　木材保護塗料塗り
2 化粧野地板　構造用合板ｔ＝12.0木材保護塗料塗り

②

①



1
,5

00

2
,
10

0

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）矩計図（１）

三原中央方面隊屯所建設工事
1/30

矩計図（１）　S=1/30

10

2.5

500

アルミFix窓

化粧野地板：構造用合板ｔ＝12.0

屋根垂木：45×180＠500

2,
40

0

2
,
10

0

5
0

アルミ引違戸

アルミ引違戸
分団室

化粧野地板：構造用合板ｔ＝12.0

※木部は全て木材保護塗料塗りとする。

500

小波鉄板用ケミカル面戸

小波鉄板用ケミカル面戸

コンクリート金コテの上防塵塗装

3,0003,000

Y5Y4Y1

6,000

見切り縁：60×40

見切り縁：60×40

38

50
50

20
0

5
0

コンクリートスラブｔ＝200
断熱材：押し出しポリスチレン断熱材2種　ｔ＝50
捨てコンクリートｔ＝50
ポリエチレンシートｔ＝0.15

4隅シーリング10×10

シーリング10×10

シーリング10×10

4隅シーリング10×10

シーリング10×10

2023.06.

2
0
5

1
,
29

5

1,500

1,600

5
50

50

カラーSGL鋼板ｔ＝0.4小波板
ゴムアス防水シート
野地板：構造用合板ｔ＝12.0
断熱材：硬質ウレタンフォームｔ＝50
垂木：40×50＠455

120×120

アルミパネル

転び止め：60×180

転び止め：60×180



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）矩計図（２）

三原中央方面隊屯所建設工事
1/30

39

2023.06.

カラーSGL鋼板ｔ＝0.4小波板
ゴムアス防水シート
野地板：構造用合板ｔ＝12.0
断熱材：硬質ウレタンフォームｔ＝50
垂木：40×50＠455

50
5
50

1,600

1,500

シーリング10×10

4隅シーリング10×10

シーリング10×10

シーリング10×10

4隅シーリング10×10

コンクリートスラブｔ＝200
断熱材：押し出しポリスチレン断熱材2種　ｔ＝50
捨てコンクリートｔ＝50
ポリエチレンシートｔ＝0.15

5
0

2
00

50
5
0

転び止め：60×193
見切り縁：60×40

転び止め：60×193

見切り縁：60×40

6,000

Y1 Y4 Y5

3,000 3,000

コンクリート金コテの上防塵塗装

小波鉄板用ケミカル面戸

小波鉄板用ケミカル面戸

500

※木部は全て木材保護塗料塗りとする。

化粧野地板：構造用合板ｔ＝12.0

分団室
アルミ引違戸

5
0

2
,4

00

屋根垂木：45×180＠500

化粧野地板：構造用合板ｔ＝12.0

アルミFix窓

500

2.5

10

矩計図（１）　S=1/30

2
,1

00

1,
50

0

2
,1

00

Fix

25
0

1
25

55
7
0

アルミ3本引き引違戸

Fix

補強梁
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）X4 Y1通り　断面詳細図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/30

Y1通り断面詳細図（１）　S=1/30
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）男子便所、ベンチ　断面詳細図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/30

男子便所　断面詳細図　S=1/30
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）平面詳細図（１）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）平面詳細図（２）

三原中央方面隊屯所建設工事
1/50

平面詳細図（２）　S=1/50
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（１）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

消防団室東　面

3,000

西　面

北　面

Fix

南　面

3,000

2,
10

0

2,
10

0

2,
10

0
5
0

室　名

　床

　壁

天　井

備　考

消防団室

野地板構造用合板ｔ=12.0木材保護塗料塗

PBｔ＝12.5の上EP-G

コンクリート金コテの上防塵塗装
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（２）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（３）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（４）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（５）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（６）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

49

男子便所

長尺塩ビシート張り　ｔ＝2.0

野地板構造用合板ｔ=12.0の上木材保護塗料塗

男子便所

備　考

天　井

　壁

巾木・腰

　床

室　名

X1 X2

北　面

2,000

Y2Y4

Y4Y2

2,000

東　面 南　面

西　面

150

X2 X1

PBｔ=12.5の上化粧ケイカル板ｔ＝3.0

2
,
0
0
0

3,500 3,500

1
,
2
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0



1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（７）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）展開図（８）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（待機室棟）建具指示図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100

建具指示図　S=1/100
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1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）建具表（１）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

下枠ステンレスSUS304HL　ｔ=1.5、アルミ額縁

複層ガラス　5+A10+5Low-e（ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ方式　シール）

姿　図

種　類

仕　上

金　物

硝　子

備　考

記号・数量

備　考

硝　子

金　物

仕　上

種　類

アルミサッシ

３枚引違い戸

姿　図

記号・数量 AＤ-３ 中庭11 中庭AＤ-２

３枚引違い戸、Fix窓

アルミサッシ（カラー）

本締まり錠、戸車、引手、標準金物一式

下枠ステンレスSUS304HL　ｔ=1.5、アルミ額縁

2
,
1
0
0

950

1,500

有効開口

60 1,100

下枠ステンレスSUS304HL　ｔ=1.5

本締り錠、引手、戸車、標準金物一式

アルミサッシ

片引き戸

2,160

枠見込70

枠見込70

3,790

2
,
1
0
0

2 分団室AＤ-４

アルミサッシ

下枠ステンレスSUS304HL　ｔ=1.5、網戸

AＤ-６ 1

複層ガラス　5+A10+5Low-e（ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ方式　シール） 複層ガラス　5+A10+5Low-e（ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ方式　シール）

Fix Fix Fix

複層ガラス　5+A10+5Low-e（ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ方式　シール）

AD-5 消防団室・分団室4

引違い戸

1,790

2
1
0
0

複層ガラス　5+A10+5Low-e（ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞ方式　シール）

アルミサッシ

枠見込70

（引き戸開放時にも施錠可能とする）

3,790

1,223 60 1,224 60 1,223

2
,
1
0
0

2
5
0

1
,
2
5
0

53

2023.06.

（引き戸開放時にも施錠可能とする）

1
,
2
9
5

2
0
5

2
,
1
0
0

Fix

865 60 865

1,790

Fix

枠見込70 引違い窓 枠見込70

本締まり錠、戸車、引手、標準金物一式 本締まり錠、戸車、引手、標準金物一式

本締まり錠、戸車、引手、標準金物一式

下枠ステンレスSUS304HL　ｔ=1.5、網戸

廊下



1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）建具表（２）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

姿　図

種　類

仕　上

金　物

硝　子

備　考

記号・数量

備　考

硝　子

金　物

仕　上

種　類

姿　図

記号・数量

WD-3 分団室1

2,501

2,
1
00

1,320

54

2023.06.

有効W=923

252,02325

4
25

MO
=1

,2
50

1,
02

5

1,050

6
65

2
,0

00
17

2

2,
17

2

同左

多目的便所男子便所

2,
17

2

25 1,803 25

17
2

4
2
5

MO
=1

,2
50

90
0

940

2
,0

00

有効W=813

押棒 L=450、錠前、標準金物一式

枠見込 160建具見込ｔ=36

同左

同左

同左

同左ハンガー片引き戸

溶融亜鉛メッキ鋼板(焼付塗装仕上げ)ｔ=0.6、芯材：ペーパーコア

引戸クローザー装置（全開ストッパー、フリーストップ機能）、キックプレート

F4

トアタリポール(25ｘ70)：ｱﾙﾐ押出形材、ポールカバー：SGCCｔ=1.0

1LSD-1 LSD-２ 1

戸当り金具、戸当り帽子掛

建具見込ｔ=40トイレブース

メラミン化粧板、裏打材ｔ=2.5、芯材：ペーパーコア

ドアエッジ・戸当りエッジ・壁レール・カバーエッジ(ｱﾙﾐ押出形材)

TB-１ 男子便所1

2
0

6
0

2,
10

0

1,156600100

1,856

FL5Fix

TP4

引手棒、戸車、シリンダー本締（両面）鎌錠、ステンレスレール

米ヒバ　木材保護塗料塗り

戸見込み50片引き戸

24
4

7
10

2,
1
00

1,842.5

引違戸 戸見込み50

米ヒバ　木材保護塗料塗り

引手、戸車、シリンダー錠、ステンレスレール

TP4 FL5

1 分団室WD-2

Fix窓は押縁で固定シーリング止め

1
20

1
00

TP4 TP4 TP4

80 80 80 80

1
20

1
00

42
5

小窓100×100



1/50
三原中央方面隊屯所建設工事

（待機室棟）建具表（３）

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

姿　図

種　類

仕　上

金　物

硝　子

備　考

記号・数量 WD-1 分団室、備蓄庫2

FixFix FixFixFix Fix

Fix Fix

6,000

2,
10

0

4,000

3
00

1
,4

85

1,000 1,333.3 666.7 666.7 1,333.3 1,000

12
0

10
0

TP5

FL5 FL5 FL5
FL5

FL5 FL5

3本引き戸・Fix窓 戸見込み60

米ヒバ　木材保護塗料塗り

引手、戸車、シリンダー本締（両面）鎌錠、ねじ締まり、ステンレスレール

TP5　FL5

Fix窓は押縁で固定シーリング止め

TP5 TP5 TP5 TP5

引き戸錠

戸当たり

鴨居

ねじ締まり

80

ねじ締まり

551/3

ステンレスレール
（イーグル　YK39　同等品）

ガラスTP5

カモイ用アルミアングル　
L＝2-20*15*2.0

60
5

60
5

60

5
1
20

10
0

5

2
0

5

2
,1

0
0

カモイ

床面

WW-1　断面詳細図　S=1/3



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（外構）現況　配置図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/200

2
00

0
0

6750 80042043207

角フリュームグレーチング水路

+0.39

+0.35

+0.2

+0.35

+0.3

+0.2

+0.2

+0.35

+0.60

+0.39

+0.1
+0.1

3
5
0

3
50

-0.16

-0.14

+0.1

断面２

断面１

断面３

グレーチング敷グレーチング敷グレーチング敷

重
力

擁
壁

２

重力擁壁１重力擁壁１重力擁壁１

トラロープ張　L=72ｍ

仮囲　アドフラット　H=3000　L=55m

砕石敷　60.83㎡

50
0
0

FX側溝スリット蓋

目隠しフェンスH=1800

FX桝

FX桝

FX側溝用グレーチング

フェンスH=1800（UN-A1800:KB）

下水桝

573

1,550 6,10010,750 2,600 6,600 600 12,000

▽ ▽ ▽ ▽

9,000 2,200 8,300 2,500

▽

400 500200200

2
1,

5
00

3
,0

0
0

68,500

16,000

0.10

+0.40+0.40

5,000

±0

-0.10

+0.30

標識

標識

-0.09

-0.16
-0.55

-0.15

-0.15
-0.16-0.18-0.12

-0.12 -0.54

-0.08

-0.06

-0.08 -0.16

-0.09 -0.50

-0.12

-0.11

-0.82

-0.10

-0.03

-0.13

-0.62

-0.68-0.67

-0.08

-0.04

-0.07

-0.14-0.66

-0.56

-0.08

-0.11
-0.10

-0.78

-0.71

-0.31

-0.05

-0.07

-0.25

0.01

-0.05

0.01

T.1
H=-0.135T.2

H=-0.208

ETET

ASAS

AS

CO

CO

CO

車庫

車庫

AS駐車場

家屋

事務所

家屋

家屋

地下道通路

雨

空気弁

汚
ス

ロ
ー

プ
1
/1

5

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

敷地境界線

道路境界線

+0.40

750

車庫棟

待機室棟

現況地盤高を示す-0.10

計画地盤高を示す

凡　例

+0.60（外構）現況　配置図　S=1/200 計画外構を示す

真北

56

2023.06.



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事

（外構）配置図

1/200

750

スロープ1/15.7勾配

+0.40

道路境界線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

ス
ロ

ー
プ

1
/
1
5

車庫棟

待機室棟

3
.
5
％

2
％

2
％

2
％

外構配置図　S=1/200

通路

57

A

階段

空気弁

雨

AS

AS AS

H=-0.208
T.2

0.01

-0.05

0.01

-0.07
-0.05

-0.10 -0.11

-0.08

-0.56

-0.66 -0.14

-0.07

-0.04

-0.08

-0.67 -0.68

-0.62

-0.03

-0.10

-0.12

-0.50-0.09

-0.16-0.08

-0.06

-0.08

-0.54-0.12

-0.09

標識
標識

+0.60

+0.40

+0.40

+0.40

+0.40

+0.30

+0.30

+0.60

+0.60

+0.60

-0.10

+0.60

+0.40

+0.40

±0 +0.60

+0.60

+0.60

+0.60

凡　例

計画地盤高を示す

-0.10 現況地盤高を示す

5,000

+0.40 +0.40

0.10

0.28

16,000 500

68,500

3
,
0
0
0

2
1
,
5
0
0

200 200 500400

▽

9,000

▽▽▽▽

12,0006006,6002,60010,750 6,100

2,500 2,500

33,250

地上設置型防火水槽
　　　（別途工事）

受電柱

As

44,5006,750

施工済の箇所を示す

番　号 工　事　名 数　量

1

2

3

4

5

9

14

15-1

16

数　量工　事　名番　号

階　段

雨落ち

スロープ

縁石

駐車区画（トラロープ張り）

1ヶ所

18.0㎡

11.2ｍ

工事一覧表

⑬

①
②

⑤

⑤

⑭

⑮-2

数　量工　事　名番　号

1ヶ所

10.5ｍ91.7ｍ

23区画

⑤

1,720

▽

2023.06.

⑮-1

真北

②

⑭

⑯

⑱

9.0ｍ

17

18

12.5ｍ

⑳

6

7

8

20.8ｍ

5.4ｍ

14,550

14.6ｍ擁壁１

④

⑨

3.0ｍ

⑦

⑤

⑥
⑤

雨水桝300×30010

4ヶ所11 雨落ち・雨水排水桝φ300

⑪ ⑪

1ヶ所13 ホース乾燥柱

⑤

571.0㎡

259.0㎡

19

20

真砂土整地

砕石敷

V
U
2
0
0

V
U
2
0
0

V
U
1
0
0

V
U
1
0
0

⑱ ⑱

⑱
⑱

⑱

⑲

⑲

③

⑧ ⑧ ⑧⑰

15-2 16.3ｍ

23.8ｍ

21

21 1ヶ所

+0.60

22-1 85.2㎡

22-1

22-1

VU100 VU100

V
U
1
0
0

7.6㎡22-2

⑪

⑪

地上設置型防火水槽
　　　（別途工事）

23

22-2

23

23

⑩

1ヶ所

土系舗装
（真砂土敷含む。t=50㎜，粒調砕石t=100㎜）

アスファルト舗装（表層50㎜，路盤150㎜）

真砂土整地（t=250㎜）

砕石敷（t=100㎜）

雨落ち砂利（t=150㎜）

⑤

+0.40

メッシュフェンスH=1800　基礎共

メッシュフェンスH=1800　基礎共

メッシュフェンスH=1100　基礎共

格子フェンスH=600　基礎共

アスファルト舗装

掲示板　W1594×H1800　基礎共

ﾊﾞﾘｶｰφ60.5　基礎　ﾌｯｸ付 ﾁｪｰﾝφ6共

土留め１

土留め２

土留め３

土留め４

土系舗装（ｔ=50mm）+粒調砕石

土系舗装（ｔ=50mm）

178.0㎡

⑤

土系舗装：丸亀産業（株）ｶﾞﾝｺﾏｻ同等品

※外構工事のコンクリート：Fc21



1
,0

0
0

4
80

52
0

1
2
0

800

200 600

15
0
5
0
2
00

80
0

4
00

4
00

KBM±0

道路面

D13

D13 D13

D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

B　断面詳細図　S=1/30

200

KBM±0

道
路
境
界
線

1,965

450

150

7
20

1
20

60
0

18
0

18
0

1
80

18
0

600 1,365

150

300 300

100

10
0

道路

既設側溝

D13

D13
D10-300＠

D10-300＠

D10-200＠

A　断面詳細図　S=1/30

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A
三原中央方面隊屯所建設工事

1/30

5
50

505050

5
0

5
0

50

1
5
0

5
0

150

A

B

階段部　平面図　S=1/30

雨落ち：砂利敷

飛び石

雨落ち：砂利敷

仕切り：鋼板ｔ＝6.0　溶融亜鉛メッキ

C

既設側溝

道路

6
00

12
0

7
20

450

道
路
境
界
線

KBM±0

2,515

200 800 1,365 150

4
0
0 25

0 15
0

1
0
0

10
0

55
0

既設擁壁

10
0

50

C　断面詳細図　S=1/30

+600 計画地盤高を示す

砕石敷

施工済の箇所を示す

凡　例

15
0

10
0

50
1
00

1
50

1
00

300

粒調砕石敷ｔ＝100

1,800

2023.06.

②　雨落ち：砂利敷
土間コンクリート打ちｔ＝100
補強筋ワイヤーメッシュφ6-100×100
砂利敷

21

22-2 22-1

真砂土整地

⑱真砂土整地

⑱真砂土整地

（外構）　①階　段、⑧土止め３　詳細図 58

仕切り：鋼板ｔ＝6.0　溶融亜鉛メッキ
オールアンカー止めM8　＠600　L=18.1

400

850

水抜き 水抜き

1,200

3,715

Y5

250

軒
先
線

軒
先
線

2501,115

1,115

土系舗装ｔ＝50

土系舗装

土系舗装

土系舗装ｔ＝50

土系舗装（ガンコマサ同等品）

飛び石
御影石　300×300×60

御影石　300×300×60



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A
（外構）　③スロープ、④擁壁　⑤縁石

三原中央方面隊屯所建設工事
1/30

A　断面詳細図　S=1/30

25
0

150

3
0

KBM±0

59

1
00

300

⑤縁石

760 150 1,110 150 2,220 150

2
50

80
0～

1
0
0

50

10
0

10
0

7
0

4
00

1
0
0

400

1
00

1
50

25
0
3
0～

6
00

1
00

5
0 1
01
50

150 D13 D13

3-D13

2-D13

D10-@200

D10-@200

⑲砕石敷
⑱真砂土整地

⑱真砂土整地
⑤縁石

道
路
境
界
線

道　路

③スロープ

200

1
00

10
0

1,
00

0

60
0

40
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1：
0.
4

KBM±0

コンクリート打ち放し

捨てコンクリート

砂利敷

④擁壁　詳細図　S=1/30

　⑥土止め１　⑦土止め２　断面詳細図

粒調砕石敷ｔ＝100
土系舗装ｔ＝50

⑦土留め（２） ⑥土留め（１）



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（外構）⑩⑪⑫雨水桝、⑮⑯⑰フェンス　詳細図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/30
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20002000

180

4
50

3
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3
00

1
7
70

18
00

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

Ｃ

Ｂ

Ａ

φ50.8×1.6

⑮-1，⑮-2メッシュフェンスＨ＝1800　詳細図　S=1/30

60

FMフェンス（朝日フェンス同等品） FMフェンス（朝日フェンス同等品）

⑯メッシュフェンスＨ＝1200　詳細図　S=1/30

PW-Aピケットフェンス（朝日フェンス同等品）

⑰格子フェンスＨ＝600　詳細図　S=1/30

φ21.7×1.6

＠118

φ42.7×2.3 φ42.7×2.3
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□180

⑩雨水桝　詳細図　S=1/30
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排水管VU100

既製コンクリート下水桝300用

コンクリート蓋

コンクリート打ち

砂利敷

⑪雨落ち雨水枡　詳細図　S=1/30
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正方形集水桝用
鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞＴ－２５　細目

D10-@200

D10-@200

捨てコンクリートｔ＝50

砂利敷

排水管VU200（道路側溝に放流）

⑫集水桝詳細図　S=1/30
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雨水桝
ポリプロピレン製雨水マス　タメマス300型

排水管VU100（道路側溝に放流）

雨落ち床コンクリート

砂利敷

1
5
0

30

1
2
0
0

1
1
7
0

20002000

ワイヤメッシュ
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⑮-1基礎⑮-2　基礎



1/20
三原中央方面隊屯所建設工事

（外構）　21　掲示板　詳細図

A

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

1/3
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効
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9090

98

67

90

W=1594

有効W=1396 67

901414

(6
0)

8.5 8.5

32 32

アルミ押出し形材

支柱

アルミ押出し形材

本体

2芯 φ1.6

VVF

フレキシブル管

5mm

強化ガラス

保護板

錠前

プッシュ錠 キー付 B-B'断面図（S=1：3）

掲示ボード

マグネットボード（ホワイト）

3mm

t2.0

キャップ

t2.0

キャップ

A-A'断面図（S=1：3）

（20W形）

照明：ＬＥＤ

アルミ押出し形材

本体

※一次電源は、向かって右側の支柱から引き込み。

2

地耐力（kN/m ）

700 55038

650 50036

600 50034

基礎寸法 a

600

550

50

基準風速

45032

45030

100Vo（m/s）

※有効W,有効Hは掲示可能寸法を示す。

照      明：ＬＥＤ（自動点滅器付）AC100V

本体・支柱：アルミ押出し形材　クリアー付　　重量：41kg

色　　　調：ＳＬＣ（サンシルバー）, ＢＤ（ダークブロンズ）

掲示ボード：マグネットボード（ホワイト）3mm

保　護　板：強化ガラス 5mm

錠      前：プッシュ錠 キー付

　　　　　　（マグネット付）

B'

B

（電源引き込み）

フレキシブル管

A'A

G.L

61

PKA-H-1510-S（㈱カシイ同等品）

2023.06.



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（外構）⑬ホース乾燥柱　取付詳細図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/50

⑫　ホース干し場取付　詳細図　S=1/50
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ロ
ー
プ
式
吊
下

装
置

2023.06.

23　アスファルト舗装　詳細図　　S=1/10

表　層

路　盤

路　床

再生加熱アスファルト混合物又は
加熱アスファルト混合物

プライムコートPK-3

再生クラッシャーラン

15
0

50



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A
（外構）⑬ホース乾燥柱

三原中央方面隊屯所建設工事
1/50

ロープ式吊下装置4方向12本バンドレス型詳細図（参考図）
63

2023.06.

※NAホスポール（㈱日本ネットワークサポート同等品）



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

（外構）⑬ロープ式吊下げ装置　両側６本　

三原中央方面隊屯所建設工事
1/15

バンドレス型吊下装置　取付部詳細図（参考図）
64

2023.06.

※NAホスポール（㈱日本ネットワークサポート同等品）



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A
（外構）⑬ホスポール（NAホースキャッチ）

三原中央方面隊屯所建設工事
1/10

NAホースキャッチ　外径φ1000
（消火用ホース端部固定装置・φ216.3用）

65

2023.06.

※NAホスポール（㈱日本ネットワークサポート同等品）

詳細図（参考図）
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

A

仮設配置図（参考図）

三原中央方面隊屯所建設工事
1/300

6,000

6,
00

0 6,000

▽ ▽ ▽ ▽ ▽

仮設図　S=1/300

仮設用敷き鉄板　8枚
22×1,524×3,048

仮設用敷き鉄板　2枚
22×1,524×3,048

交通誘導員

凡　例

砕石敷RC40　ｔ＝50　A=343.0㎡
（工事完了後撤去）

既設仮囲い：成形鋼板　H=3.00　L=55.0m

待機室棟

車庫棟

66

2023.06.

くさび緊結式足場W=900　先行手摺
昇降階段
防炎シート張り

くさび緊結式足場W=900　先行手摺
昇降階段
防炎シート張り

出入り口：パネルゲート　W=6.00　H=2.00

出入り口：パネルゲートW=6.00　H=2.00

仮囲い：成形鋼板　H=2.00　L=133.0ｍ

仮囲い：ガードフェンス　H=1.80　L=68ｍ

仮囲い：成形鋼板　H=2000　L=133m

仮囲い：ガードフェンス　H=1.80　L=68ｍ

既設仮囲い：成形鋼板　H=3.00　L=55.0ｍ（撤去運搬（指定場所）は本工事に含む）



ﾊｲﾃﾞｯｷ　　　          型式  ＫＨＤ-75  厚　1.2 mm

車寄せ

杭数設計支持力
杭　 径

杭の先端の深さ SGL-
特記事項

(kN/本) (m) (ｾｯﾄ)

(        A種      B種      C種) 材質節付き ＰＨＣ杭

屋外に面する鉄骨は溶融亜鉛メッキとする。

(２００箇所を越えるときは、 ２００箇所ごと)に１回行い、 １回の試験は５本以上とする。

型枠存置期間

材料    合板厚 １２㎜を標準とする。

型  枠(３ )

  5N/mm2

100%85%

設計基準強度の
設計基準強度の50%

5

3

2

ポルト ランド
早強

はり下スラブ下スラブ下､はり下基礎､はり側､柱､壁

支　　 柱せき板

の圧縮強度
コンクリート

未満
5℃

～15℃
5℃

以上
15℃

（ 日）

齢

平均気温
の

の
セメント

位
部

種類

取り払って、 盛り変えをしてはならない。

(６ ) 屋上付属物

広告塔

煙  突

高架水槽

ｷｭー ﾋ゙ ｸﾙ

(２ ) 鉄  筋

鉄筋はＪ Ｉ Ｓ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

高強度せん断補強筋は、 JI S G3137に規定されるＤ種１号適用品とする。

鉄筋の加工寸法、 形状、 かぶり厚さ、 鉄筋の継手位置、 継手の重ね長さ、 定着長さは、

「 鉄筋コンクリート 構造配筋標準図(１ )(２ )」 または「 壁式鉄筋コンクリート 構造配筋

標準図(１ )(２ )」 による。

社） 日本鉄筋継手協会「 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」 による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、 同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと

(スパイラル型)とする。
コンクリート 及び鉄筋の試験は、 「 建築物の工事における試験及び検査に関する

試験機関名

代行業者名

代行業者とは、 試験、 検査に伴う業務を代行する者をいう。

Ｄ１９未満は、 すべて重ね継手とする。 継手(Ｄ１９以上)をガス圧接とする場合は、

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は､

外観検査

注)１． 片持ばり、庇、 スパン９． ０ｍ以上のはり下は、 工事監理者の指示による。

注)２ ． 大ばりの支柱の盛り変えは行わない。 また、 その他のはりの場合も原則として行わない。

注)３． 支柱の盛り変えは、 必ず直上階のコンクリート 打ち後とする。

注)４． 盛り変え後の支柱頂部には、 厚い受板、 角材または、 これに代わるものを置く 。

注)５． 支柱の盛り変えは、 小ばりが終わってから、スラブを行う。 一時に全部の支柱を

注)６ ． 上表以外のセメント を使用する場合は工事監理者の指示による。

場合は、 赤錆は発生しないままでよい。

高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整されたものを使用し、 締付けの順序は

部材が十分密着するよう注意して行う。 また、 締付けは原則として２ 度締めとする。

(７ ) 耐火被覆の材料

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。 設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を５ ㎝以上とする。

ＣＤ管及び、 合成樹脂可とう電線管使用の場合は、 構造設計者と十分協議の上使用の事。

高力ボルト は「 Ｊ Ｉ Ｓ Ｂ１１８６の高力ボルト 」 を標準とする。 摩擦面の処理は黒皮などを

座金外径2倍以上の範囲でショ ット ブラスト ､グラインダー掛け等をもちいて除去した後､

屋外に自然放置して発生した､赤錆状態であること｡

但し、 ショ ット ブラスト 、グリット ブラスト による処理で表面あらさが50Ｓ以上である

締付け後の検査は､各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する｡

構　 造　 設　 計　 特　 記　 仕　 様　 書
適用は　 　 　 印を記入する。１． 建築物の構造内容

建築場所

工事名称(１)

増改築新築 改築増築工事種別(２)

壁式ﾌ゚ ﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘー ﾄ造(ＷＰＣ)

ﾌ゚ ﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造(ＰＣ)

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー造(ＳＲＣ)

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘー ﾄ造(ＷＲＣ)鉄筋ｺﾝｸﾘー ﾄ造(ＲＣ)

構造種別(３)

プレスト レスト 鉄筋ｺﾝｸﾘー ﾄ造(ＰＲＣ)

地下       階        地上       階        塔屋       階

階  数(４ )

主要用途(５)

無有 (                        )    増築計画       (７ )

その他(１０)

特別な荷重(９)

擁壁門塀

付帯工事(８)

２． 使用構造材料

*品質管理強度は、 上記設計基準強度に+3N/mm2を加えた強度とする。

18

15

21

18

設計基準強度種　 類適用箇所

普通     

普通     

普通     

土間ｺﾝｸﾘー ﾄ

捨ｺﾝｸﾘー ﾄ

備　 考
ｽﾗﾝﾌ゚

コンクリート(１ )

基礎・ 基礎梁

(Ｎ/mm )2 ( cm)

D19～D25

D10～D16

D10～D16

SD390

SD345

(                )
特殊継手

ｶ゙ ｽ圧接継手

重ね継手

SR235

SD295A

継手工法使用箇所径種　 　類

溶接金網

丸　 　 鋼

異形鉄筋

鉄　 筋(３)

190150120100厚さＣ種Ｂ種Ａ種

コンクリート ブロック(２ )

       Φ=      L=　      mm 

M12 M20M16

アンカーボルト

屋根､床､壁(６)

否要高力ボルト すべり係数試験Φ= 12, 16, 20        

(特殊､S10T 認定品普通、 F10T

スタッドボルト

中ボルト

高力ボルト

ボルト(５ )

無

無

無

有

有

有

無有

備    考現場溶接使用箇所

鉄  骨(４ )

M22)

地盤調査内容

変更する場合もある。

地盤調査及び試験杭の結果により、 杭長、 杭種、 直接基礎の深さ、 形状を

ボーリング標準貫入値、 土質構成(４)

(３)

水平地盤反力係数の測定平板載荷試験物理探査

土質試験標準貫入試験静的貫入試験ﾎ゙ ﾘーﾝｸ゙ 調査

(２)

(  調査予定       有      無)無

水平地盤反力係数の測定

平板載荷試験ﾎ゙ ﾘーﾝｸ゙ 調査有   (     敷地内､    近隣)

地盤調査資料(１ )

４ ． 地業工事

  (　      A種      B種      C種)  PHC

  (　      A種      B種      C種)  

載荷試験

ｺﾝｸﾘ ﾄー Fc= 

ｾﾒﾝﾄ量

          HOOP    SD295A

鉄  筋    主筋    SD345

(     打ち込み      載荷)(     有      無)　試験杭

杭施工結果報告書施工計画書承認杭仕様

第          号

拡底杭

BH

ﾐﾆｱー ｽ

拡底杭

ｱー ｽﾄﾞ ﾘﾙ

ﾘﾊ゙ ｽーｻー ｷｭﾚー ｼｮﾝ

ｵー ﾙｹー ｼﾝｸ゙

ｺﾝｸﾘー ﾄ杭

場所打ち

埋込み(ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法)

打ち込み

STK490SS400鋼材

PCPC

鋼管

PHC

RC

備  考施工法材  料杭  種

(２ )

無有

無有試験掘独立基礎直接基礎(１)

杭基礎

ｾﾝﾀー 認定

2
N/mm

kg/m3

５ ． 鉄筋コンクリート 工事

場合は１２０分、 ２５℃以上の場合は９０分以内とする｡

ポンプ打ちコンクリート は、 打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリート

なお、 打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、 外気温が２５ ℃未満の

コンクリート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

の自由落下高さは、コンクリート が分離しない範囲とする。 ポンプ圧送に際しては、

コンクリート はＪ Ｉ Ｓ認定工場の製品とし施工に関しては「 公共建築工事標準

又は現場封かん養生とし、 採取は打ち込み工区ごと打ち込み日ごととする｡

６本以上とし、 そのうち４週用に３本を用いる。

その必要本数を採取する。 なお、 供試体の数量は、 特別指示なき場合は、 １ 回当り

標準とする。 一回に採取する供試体は、 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から

構造体ｺﾝｸﾘー ﾄについて現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、 現場水中養生、

表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（ ｶﾗー ） を保管し承認を得る。

センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、 試験結果の記録及び測定器の

フレッシュコンクリート の塩化物測定は、 原則として工事現場で（ 財） 国土開発技術

寒中、 暑中、 その他特殊コンクリート の適用を受ける期間に当る場合は、 調合､

打ち込み、 養生、 管理方法など必要事項について、 工事監理者の承認を得る事｡

また、 打込み量が１５０ｍ3 をこえる場合は１５０ｍ3 ごとまたは、 その端数ごとに一回を

測定検査の回数は、 通常の場合、 １ 日１ 回以上とし、 １ 回の検査における測定試験は、

(１ )

同一試料から取り分けて３ 回行い、 その平均値を試験値とする。

調合計画は、 工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

コンクリート

セメント は、 Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｒ５ ２ １ ０ の普通ポルト ランド セメント を標準とする。

仕様書」 (平成１９年版)による。

コンクリート 強度に関しては、 設計基準強度に温度補正値及び品質管理に伴う補正値

高性能ＡＥ減水剤を使用した場合のスランプの上限値は21cmとする。

夏期配合は各地域により適用期間が異なるため、 確認すること。

高性能ＡＥ減水剤は、 Fq≧30 および夏期配合の場合に使用する。

セメント

早強
ポルト ランド
セメント セメント

早強
ポルト ランド

存置期間

種類
高炉

セメント

普通
ポルト ランド

セメント Ａ種

シリカ
セメント Ａ種

3

5

8

4

5

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

セメント Ａ種
シリカ

セメント Ａ種

ポルト ランド
普通

セメント

高炉

セメント Ａ種
シリカ

セメント Ａ種

ポルト ランド
普通

セメント

高炉

ポルト ランド
早強

セメント

高炉

セメント

普通
ポルト ランド

セメント Ａ種

シリカ
セメント Ａ種

材

６ ． 鉄骨工事

７ ． 設備関係

８ ． その他

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく 提出すること。

D19～D25 基礎梁・ 柱基礎

ﾃ゙ ｯｷﾌ゚ ﾚー ﾄ             型式                 厚

（ ３ Ｎ／ｍｍ2） を加えた呼び強度が４ ０ Ｎ／ｍｍ2を超えた場合は、 国土交通大臣の

認定品を使用する事。

Ｈ型(タガ型) Ｗ型(溶接型) Ｓ型

有 無、 引張試験 超音波探傷試験有 無、 有 無

F8T溶融亜鉛メッキ高力ボルト

SC
国交省告示１４ ６ ４ 号に関する溶接部の検査

床 普通     

6φ

3. 地盤

24

340 以上

18

1821

独立壁

(６) 防錆塗装

現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、 塗装は工

場塗装と同じ錆止めペイント を使用し２回塗りとする。

適　 用

室内屋外
塗　 　 　 　 　 料 種　 類 標準膜厚

30 μm

35 μm

15 μm

35 μm

・ 　 1種 ・ 　 2種

・ 　 1種 ・ 　 2種

・ 　 1種 ・ 　 2種

鉛， クロムフリー錆び止め

一般用錆止めペイント

ジンクリッチプライマー

シアナミ ド鉛錆止めペイント

JI SK5674

JI SK5621

JI SK5552

JI SK5625

(３) 工事監理者が行う検査項目

(　 　  印以外の項目の検査結果については、 工事監理者に報告すること。 )

現寸検査 組立･開先検査 製品検査

建方検査

(４ ) 接合部の溶接は下記によること．

東京都アーク溶接工事管理規準(建築構造設計指針第１２ 章)

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱 (建築構造設計指針第１２ 章)

日本建築学会「 溶接工作規準、 同解説」

(５)

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

社　 内 第三者
備　考

突合せ溶接部
超音波探傷試験

外観(目視)検査

マクロ試験･その他

第三者検査機関名

％
個

％

個

第三者検査機関とは、 建築主、 工事監理者又は工事施工者が、 受入れ

検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

註)現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

接合部の検査

工事監理者

％100

100

第３者による

検査は6. (2)

による。

大臣認定 Ｒグレード以上は、 第３ 者検査率30%以上とする。

認定または登録工場（ 大臣認定　 Ｓ　 Ｈ　 Ｍ　Ｒ　 Ｊ 　グレード）

社内検査表

スタッドボルト特殊ボルト高力ボルト鋼材

材料規格証明書または試験成績書

「 建築工事共通仕様書」 (平成９年版)

日本建築学会「 Ｊ ＡＳＳ６」 「 鉄骨精度検査基準」 「 鉄骨工事技術指針」

工作図製作要領書製作工場

工事監理者の承認を必要とするもの。(２)

鋼材倶楽部「 建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１ )

個
％

30 ％％

個 個

　   第三者検査は、 AOQL 4. 0%　 第６水準を採用してもよい。

0

30 0

（ 目視及び計測）

第1464号第二号による

※平成12年建設省告示

※

大臣認定 Ｊ グレード以上は、 第３ 者検査率50%以上とする。

(社)  鉄骨建設業協会「 突合せ継ぎ手の食い違い仕口のいずれの検査補強マニュアル」

給湯設備は、 風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

構造とすること。 満水時の質量が15ｋ ｇ を超える給湯設備については、 地震に対して安全上支障

・ 令第129条の2の3事項

建築物に設ける建築設備にあっては、 構造耐力上安全なものとして、 以下の構造方法による。

建築設備（ 昇降機を除く 。 ） 、 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は腐朽のおそれが

ないものとすること。

屋上から突出する水槽、 煙突、 冷却塔その他これらに類するものは、 支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、 支持構造部は、 建築物の構造上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、 れんが造、 石造、 コンクリート ブロック造又は無筋コンクリート 造の

場合は、 鉄製の支枠を設けたものを除き、 90ｃ ｍ以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、 鉄筋に対するコンクリート のかぶり厚さを5ｃ ｍ以上とした

鉄筋コンクリート 造又は、 厚さが25cm以上の無筋コンクリート 造、 れんが造、 石造若しく は

コンクリート ブロック造とする。

建築物に設ける給水、 排水その他の配管設備（ 給湯設備　 を除く 。 ） は、

風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、 当該貫通部分に配管スリーブを

設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、 伸縮継手

又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、 又は固定する場合においては、 つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、 煙突その他これらに

類するものにあっては、 建設省告示第1389号により、 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に

対して構造耐力上安全なものとすること。

*

のない構造として、 平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

昇降機については、

昇降機の荷重を建築物本体へ考慮した設計を行う。

昇降機の受け材が直接取り付く 梁、 小梁、 床等の安全性等の設計を行う。

*「 給湯設備」 ： 建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、 屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

PRC

室外機

合成床

柱脚リスト に依る

床・ デッキ床

Ｄ29 柱脚RC柱主筋

オート マチックラムサウンディ ング

SN490C

SSC400

SS400

種　 　類

BCR295

STK400
鋼    材

STK490

太陽光設備

柱・胴縁

SN490B

SN400C

3

(08180) 保育所型認定こども園

21

STKN490B 大小梁・柱

大梁ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ

柱・ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

3階室外機置場目隠し壁、1～3階屋外鉄骨階段、屋外に露出となる鉄骨は全て溶融亜鉛メッキとする。

吹付ロックウール　・一部鉄骨露出部のみ耐火塗料

折 版     型式丸馳折版         厚   mm 

ALC版                  厚　100mm

1.2 mm

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
1/31平面変更（２） SN/S

構造設計特記仕様書

三原中央方面隊屯所建設工事

木造(Ｗ)（待機室棟） 補強ｺﾝｸﾘー ﾄﾌ゙ ﾛｯｸ造(ＣＢ)

広島件三原市宮沖3丁目

単位重量　23 kN/ｍ 3

3

3

3

単位重量　23 kN/ｍ

単位重量　23 kN/ｍ

単位重量　23 kN/ｍ

       Φ= 　   L=　　　mm   ナット(ｼﾝｸﾞﾙ､ﾀﾞﾌﾞﾙ) 

長期許容支持力度　　30 kN/m2

布基礎ベタ基礎（砕石改良）

深さ設計GL-          支持層-砂層

01

2023.06.

鉄骨造(Ｓ)（車庫棟）



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事2023.06.

02

15  18

21  22.5  24

15  18

21  22.5  24

N／mm

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）
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２－Ｄ
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へりあき200以上

余
盛
コ
ン
ク
リ
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ト
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0
0
以
上

80
0
～
1
0
0
0

杭
主
筋
4
0
ｄ

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

主筋のかぶりは

100以上とする

（各4ｹ所）

ﾌﾗｯﾄﾊﾞ-@3000

ｽﾍﾟｻ-

4
5d

重
ね
継
手

杭頭処理

ＨＯＯＰ

補　強　筋

杭　　　径

10-D136-D13

300φ・350φ

8-D13

400φ

D10@150

450φ

8-D16

500φ

10-D16

600φ

1
.
5φ

φ

Ｌ
2

ｌ

1
5
0

基礎下端

150

45

3-D16

HOOP@150

5
0

但しｌ＜φの場合

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。)

屋根スラブ 20

とする
0.2％以上

ﾊﾟﾈﾙ部分は

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

設計ピッチ以下

P1
150以下

150以下

〃

〃

第一帯筋

第一帯筋

D

6d

4d

6d

8d

6d

135ﾟ

イ

　型□

型

□　型

タガ型 ）Ｈ型（

Ｌは中間部５０ｄかつ

１．５巻以上とする

12d

12d

5d

Ｌは５０ｄ以上かつ３０cm以上とする

Ｌ

12d

2d2d

15d

10d以上

5d以上

両面溶接５ｄ以上

ｌは片面溶接１０ｄ

L

ｌ

溶接型 ）Ｗ型（ロ ）Ｓ型（スパイラル型ハ

補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

主筋と同径

L1

L2
以
下

（２）　柱主筋の定着

さが不足する箇所に付ける。
設計応力に対して必要な定着長

筋並びにはりのせいが小さく、

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

L1
150以上

L2
L2

ho
/2

+1
5dho

ho
/2

+1
5d

40
0
以
上

4
0
0
以
上

ho

Ｌ1（継手）

Ｌ1（継手）15d15d

Ｌ1（継手）
15d

ｌo/2

ｌo

ｌo/4ｌo/4

Ｌ2

Ｌ
22

Ｌ

内端部　外端部　

※ 15d

L2 Ｌ２

※

Ｌ1（継手）

Ｌ1（継手）
15d

ｌo/2

ｌo

ｌo/4ｌo/4

Ｌ2

Ｌ
2

（２）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）【スラブがつく場合】

（３）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（１）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）【スラブがつかない場合】

／４oｌ／４oｌ ／２oｌ

oｌ

2
Ｌ

L2

上端筋継手範囲下端継手範囲上端筋継手範囲

L2

L
2

※ ※

L2

内端部　外端部　

内端部　外端部　

※

L2 Ｌ２

※

6φ-@1000

6φ-@1000

ａ＝1.5ｘ（呼び名の数値）

フック無しフック付

ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

Ｌ
2

SD345

SD295B

SD295A

SR235

8
d

8d

Ｄ：1500を越える場合

Ｄイ

梁幅
ﾊﾝﾁﾊﾝﾁ

6-8

1

ハ
ン

チ
梁
幅

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

｝
※
 ２

－
Ｄ※｛

加工要領図

(５)せいの高い梁のあばら筋(４)水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

３．②の鉄筋はD13以上　

４．埋戻し土のある場合は40を70とする

斜め筋　３－Ｄ１３以上

（片側）（両側）

10d又は重ね継手40d

HOOP筋の継手は片側溶接はつり部分

φ

dd

間隔

あき

間隔

あき dodo

丸鋼異径鉄筋

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

丸鋼では径、異径鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

末端にはフックが必要

図の●印の鉄筋の重ね継手の

(5) （　）内は仕上げがある場合。

(4) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。

を受けて40mmとすることができる。

(3) コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

40mmとすることができる。

(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

30mmとすることができる。

(1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて（注）

(4)

(4)

(1)
40  (30)

(3)

(2)

(1)

60

40

40

30

30(20)

70

50

50

50

40

40

30

り厚さ(mm)

最小かぶ

り厚さ(mm)

設計かぶ

屋　外

屋　内

屋　外

屋　内

基　礎　・　擁　壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

擁　　　　　　壁

耐力壁

は　　　り

柱

非耐力壁

床スラブ

土に接する部分

しない部分

土に接地

部　　　位

最小かぶり厚さを確保する。

厚さ部分的に減少する箇所についても

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

d/4以下

圧接面圧接面

d/5以下

圧接面

1.4d以上d

1.2d以上

約0.5L1

3mm以下ｶﾞｽ圧接形状

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

４．Ｄ２９以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

35dフックつき

45dまたは

30dフックつき

40dまたは

45dフックつき

35dフックつき

15cm以上

10dかつ

15㎝フック

15dフックつき

25dまたは

25dフックつき

一  般

30ｄフックつき

40ｄまたは

25ｄフックつき

35ｄまたは

45ｄフックつき

35ｄフックつき

トの設計基準強度の

普通．軽量コンクリ－

R

d

R

d

上記以外の鉄筋

SR235.SD295A

SD295B.SD345

SD295B.SD345

SR235.SD295A

D29-D38

28φ-32φ

D19-D25

19φ-25φ

以下

以下

D16

φ16

D16

以上
D19

19φ

φ16

る区分

鉄筋の径によ
鉄筋の種類

所による呼称

鉄筋の使用箇

帯　　筋

内のり寸法（Ｒ）

鉄筋の折り曲げ

4ｄ以上

8ｄ以上

6ｄ以上

SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

折曲げ内法寸法Rは､SR235は3d以上､SD295A,SD295B,

（※4ｄ以上） （※4ｄ以上）

6d以上

6d

6d

100

100

ｅ≦Ｄ／６

4d

4d

L2

L
2

L2

L2

L2

L2

ho

h
o
/
2

ho
/4

h
o
/
4

標
準

=1
00
0

h
o
/
2

ho
/4

h
o
/
4

Ｈ≦５００※印筋は不用とする

※印筋はD10-@200とする

300

L2

3
-
D
1
3

45゜～60゜

2-D16以上

500<H<1000

L2

L1

W1

L1

6
0

40

≧
1
5
d

ﾊﾝﾁを付けた場合(a≧3)

40ｄ20ｄ

2
0
ｄ
以
上

2
0
ｄ
以
上

余長4ｄ

捨ﾌ-ﾌﾟD1

ｺﾝｸﾘ-ﾄ止め板

HOOP@150

a≧400

（Ｌ1）

（Ｌ3）

（Ｌ2）

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

ｷｬｯﾌﾟﾀｲ

よびL形梁のｷｬｯﾌﾟﾀｲにの
ｽﾗﾌﾞと同じに打ち込むT形お
ｽﾗﾌﾞ筋・壁筋の末端部又は

余
長

余
長

余長　

ＳＴ…あばら筋　　  ＨＯＯＰ…帯筋　　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　　　　　　　　φ…

1.5L1以上

3ｄ以上

4ｄ

　○柱脚で斜材となる　○柱幅と斜材幅が異なる　○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一　　　

さけるを主筋の位置

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

注１．第一帯筋は、梁づらに入れる

注３．フックおよび継手の位置は、交互とする

a

1

a

３００以下

主筋間隔は１．５倍かつ

ｂの範囲

主筋間隔は２００以下

ａ＝Ｄ1＋２ｄの範囲

ベ－ス筋

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）（６）　鉄筋のフック

（５）　鉄筋のあき

鉄筋の種類
範囲 スラブ小梁

下ば筋

定着の長さ

重ね継手の長さ

特別の定着及び

図

＊片持スラブ上端筋の先端

み用いる

LC

１．一般事項

a

a

a

a

a

L1

e

15d

40
0

L2

D

ｅ＜Ｄ／６

e

D

又は同サイズ２本

帯筋より１サイズ太く

（６）　二段筋の保持

注２．　①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

注１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻とし＠１００以下とする

（５）　絞り

１

１

柱　Ｄ

梁
　
Ｄ

１

P
P

P
P

柱　Ｄ

1.
5D

柱　Ｄ

１

L2

1.
5D

（４）　斜め柱・斜め梁

（３）帯筋

継手の好ましい位置

重ね継手圧接継手

（１）　柱主筋の継手　

６．柱

梁
幅

５．地中梁

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗ１の三角壁の厚さは、２００以上又は地中梁幅とし

H

※

※
※
※

※※
L2

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

但し、上筋と下筋を読みかえる

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

１

2

L1

Ｌ
1

（４）　基礎接合部の補強

（３）　べた基礎

C LC L

かぶり厚さ

CL

（２）　杭基礎

（１）　直接基礎

a bb

54

４．基　礎

CL

φ

φ

φ

（２）　現場打コンクリ－ト杭

基礎下端

補強筋

所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合

３．杭

梁

柱

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｅ．単純梁の下端筋

ｃ．煙突の鉄筋　ｂ．あばら筋、帯筋ａ．丸鋼

かぶり厚さ

（４）　かぶり厚さ

重ね継手（下図のいずれかとする）

L1L1圧接継手

d

>8 0θ

θ

５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

１．末端のフックは、定着および継手の長さには含まれない
継手

つき

2
)(

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手長さ

あばら筋

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状

8d以上

d

備　　考

R

d

R

d

R

d

8d 以上
以上

90271352718027

鉄筋の余長

図

折曲げ角度

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

２．鉄筋加工、かぶり

直径又は丸鋼

ohol …部材間の内法距離…中心線 …部材間の内法高さ＠…間隔　　ｒ…半径

Ｄ…部材の成　　　　Ｒ…直径ｄ…異形棒鋼の公称直径又は丸鋼の直径

（２）　記号

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

３００以上末端部の添巻は

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）
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ＳＣＡＬＥ
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ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

03鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

■ MAX ウェブレン等

但しφ≦Ｄ／３とする

場合は設計者又は工事監理者と打合わせの事。

貫通孔が連続して間隔等が取れない

φ2φ1

(φ1＋φ2)ｘ3/2以上

Ｄ

lo

lo/4lo/4

望ましい範囲

Ｄ3

（２）鉄筋径標準配筋

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

Ｈ7：梁幅　＞　500
Ｈ6：梁幅　≦　500
ケーブルラック(300x100)梁貫通孔補強 ※公共工事標準仕様書(平成19年版)

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

l2

配置する。

同本数をハッチ部分に

補強筋として出隅部の

それぞれの方向に出隅

※出隅受部補強筋は、

l2

l
1
/
2

出隅受部

注 l1≧l2とする

出隅部
l1/2

注)出隅部の補強筋は、計算により算出する

(出隅受け部配筋）

l1

出
隅
部
分
の
補
強
筋

（
つ
な
ぎ
部
の
中
間
に
上
端
筋
は

補
強
筋
の
定
着

一般床版配力筋

出隅部分の補強筋

注 l1≧l2とする

l1/2

l1/2

l1

L3 L1

(出隅部分補強配筋）

50300

D
D

D13

・設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

（８）打継ぎ補強

・無筋部分Ｄ１０－２００＠　　長さ８００以上

（開口の径５００程度の場合）（４） 床板開口部の補強

D10-200@

折曲 D10-200@

1200x600以下

2-D16

2-D16
D13-200@W

D10-150@

孔と孔のへりのあき１００以上

250

L1

20
0

L1

（７）釜場（６）土間コンクリ－ト

ｂ　間仕切壁との交叉部
600

ａ　軽作業の土間

中央

D10-150@

中央

L1

Ｄ
以
下

D

2D

L1

D13

端部

（５）床板段差

2D

L1

L1

500500

D16

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

HD

D16

2D

L1

L1

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

HD

D16端部

500 500

D13

Ｄ
以
下

D

2D

開口をさけて補強する。

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を

縦、横、斜補強筋とは別に開口

注）設備の小開口が連続してあく場合は

各２－Ｄ１６

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

３００２００＜Ｄ≦

１５０＜Ｄ≦２００

Ｄ≦１５０

斜　め周　囲床板厚さＤ

D13

D13

D13

L1

L
1

2L1

L1

L1

L
1

L1

L1

斜め補強筋

周囲補強筋

L1
L3

（３） 片持ちスラブ出隅部補強

25d

好ましい位置

は継手の

Ｄ Ｄlo/4lo/4

lo/4lo/2lo/4

ｌo

L2+5d

L2+5d

一　般　床

L2

L2

注)点線は下端筋の曲上げ定着L2を示す

折曲げ起点は中心線を
こえる事を原則とする

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。

将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

□ プレ－ト型

□ パイプ型
□ 金網型□ リング型

（使用するときには、設計者及び工事監理者と打合せのこと）（３）既製品

読みかえる

2-D13は3-D13と、各々

補強筋でD13はD16又は、

・梁幅が400を越える場合は、

Ｄ

45
L2

L2

L2

2φ 2φ

※

25
0以

上

※

25
0以

上

れなくて良い。

記の位置、寸法によ

確認された場合は右

※部分について計算で

定着長さのとり方

孔補強の有効範囲と

φ＜250

φ

縦　筋　ＳＴ　2-D13

縦　筋　2-(2-D13)

上

縦　筋　ＳＴ 2-D13-100@

斜　筋　4-(2-D13)

横　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ＳＴ 2-D13-100@

折　筋　2-(2-D13)折　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ＳＴ 2-D13-100@

φφ

下

150≦φ≦250100≦φ≦15080≦φ≦100

・ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

増打コンクリ－ト補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

・ａは100～200程度

・Ｄ≧400の場合は補強筋を３本とする。

・腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

以上）とする。

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

3
0
0

ａ

あばら補強筋補強筋

4d

Ｄ

300 補強筋

補強筋

Ｄ１０

あばら補強筋

ａ

イ受筋 D10

1000

D13

イ受筋 D10

1000

D13

Ｌ2

スラブに下端筋がない場合スラブに上端筋がある場合
D13

D13

Ｌ2

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

を越える

L2かつ中心線

150程度

L2

L
2

150程度

を
越

え
る

L
2か

つ
中
心
線

L2

a
L2

L2

配置する。

梁、又は床面に一段目を

横筋の配置は上下端とも

ｂ　柱に（平面図）

り厚さ以上とする。

2-(4)かぶり厚さの表、最小かぶ

スリット部の鉄筋の被り厚さは

ｔ

Ｗ

10
0以

下

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

注）ｈはコンクリ－トブッロク段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

注）ｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。

ハッチ部分の面積Ａcm
２ａ及びａ≦２００

下端筋

上端筋

バ－サポ－ト

75～100L2 60

ｂ　片持ち床スラブ

10ｄかつ150以上1
0
d
以
上

15d

肩筋D13以上

（１）　定着及び継手

4d

幅止め筋

腹筋

Ｄ

D10(9φ)@1000以内で割り付ける

D10(9φ)@300以内

4-D10(9φ)２段

2-D10(9φ)１段

1200≦D

900≦D＜1200

600≦D＜900

D＜600 不要

幅止め筋

腹 筋

1
8
0
ﾟ
曲
げ

4
d

ＳＲＣの場合

（ロ）　フックの位置はａにあっては交互、ｂにあってはスラブ側とする。

両側床版付（Ｔ型）梁でｃ又はｂとすることができる。

（イ）　原則としてａのフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

（５）　幅止め筋の本数、加工

8
d

6d

6d

4
d

8
d

8
d

6d

8
d

6d

6d

L2

正面

1/2B
1/2B

B

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで

1
5
0
以
上

L
2
+
5
d

L
2+
5
d

L2

lo/4

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）の２－（３）による

D10-600@ ﾖｺ

D10-400@ ﾀﾃ

120以上

ﾀﾃ･ﾖｺD10-150@S

150以上 D10-200@W

D10-150@W

D10-200@

Ａ＜500 1000≦Ａ＜1500500≦Ａ＜1000

版、（３）床 壁

あばら筋を入れる

片
持
梁
筋
折
り
下
げ

L1

ST

斜め筋

縦筋

溶接金網突出し 余長

Ｄ＋２ｘ（余長＋突出し）
有効範囲

φD

ST

リング筋

2525

φ

（１）設置可能範囲

１１．梁貫通孔補強

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す

巾止筋

（２）梁

50
≧
L
1

50 ≧Ｌ１

50≧Ｌ１

D13

（１）柱、梁

50
≧
Ｌ
１

L
1

≧Ｌ１ 50

D13

D13

（２）地中梁

１２．増築予定

（１）柱　

６－Ｄ１６４－Ｄ１６３－Ｄ１６

補強縦筋

※柱と同径、同ピッチとする。
印は補強筋

※ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す

B

300 a

※3
0
0

a

300 a

工事管理者と打合せのこと

使用するときには設計者、及び

１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。

D13

L2L2

L2L2

D13

h
h
o

D10-400@

D10
D13

L1

D10-600@

D10-400@

L
1

L2L2

t

L2L2

D13

D13

L
1

L
1

ho

t

下部防水立上りのある場合一般の場合

設計図による）

（４）コンクリ－トブロック帳壁

D13

L2

L1
H

パラペット手摺

H

L
1

L
2

L2

D13

D13

（３）手摺、パラペット

Ｗ≦Ｄ／６かつ１０㎝

柱

ｔは階高の１／１００程度以上

柱に定着はシングル配筋とする

D

L2

（設計図に記入のあるとき）（２）スリット部

2-D13

L2L2 L2

2-D13

L2

L2

L2

L
2

ダブル配筋

D13

シングル配筋

L2 D13

L2
ｄ　壁と壁（平面図）

縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

ｃ　床に

ａ　梁に

（１）定着

９．壁

ｂ　※の個所（入隅）は各階補強する

でｌ＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

ａ　補強筋は３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一径

l

l

※

A C

B

B

短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向

標準継手位置

継手位置は原則として下表による

（２）屋根スラブの補強

D13

lx/4

L2

15d

lyB

C

CC

C A

A

A

A

l
x/
4

lx/4lx/4

lx

ａ　一般床スラブ

８．床　板

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

つり上げ筋は、一般あばら筋より、１サイズ太い印は幅止め筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋

edca b

（４）　あばら筋の型

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（２）　大梁主筋の継手

ｃ　片持梁の定着

正面

平面

端部先端

25d

L12lo/315d

lo

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

平面

正面

θ＝４５゜

lo/625d

20d

lo

lo/4

20d

15d15d
L2

下向きでもよい
斜めでもよい

斜めでもよい

連続端最終端

LC

ｂ　小梁の定着 以上又は１８０゜フック付とする

こえて中間折曲げテ－ル長１５０

Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

（１）　定着

ａ 　大梁

フック付

※

柱幅

柱幅が大きい場合

（梁主筋を折曲げるとき）
つりあげ筋

最　上　階

LC

D

L2

L2

LC

20d

15d

７．大梁、小梁、片持梁

D
1
3
、
下
端
筋
は
D
1
0
を
設
け

る
)
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鉄骨構造標準図（１）

溶接棒角度θは３０゜～４０゜とする

鉄骨構造標準図（１）

（ ５） 　 塗装

（ ４） 　 溶接接合

（ ３） 　 高力ボルト 接合

（ ２） 　 工作一般

（ １） 　 材料及び検査

（ ヘ） 　 現場溶接の開先面には、 溶接に支障のない防錆材を塗布する。 又、 開先部

（ ホ） 　 裏はつり

Ｇ： ル－ト 間隔
θ： 開先角度

θ

θ＝４５゜

G

裏当て金

（ 二） ノンスカラップ工法

r35

r10

但し梁成がＤ＝150mm未満の場合の

ｒ ＝30～35ｍｍ
スカ－ラップ

スカ－ラップはｒ ＝20mmとする

r

（ ハ） 　 スカ－ラップ　 半径は３０mm～３５mmと、 １０mmのダブルア－ルとする

励行し、 部材に確認マ－クをつける

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、 溶接監理者の確認を

をいためない様に、 養生を行なう

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６ mm、 半自動溶接で９ mm以上とする。

35mm以上
かつ2t以上

t

エンドタイプ

（ ロ） 　 裏あて金

（ ロ） 　 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

溶接終了後、 母材より１０ｍｍ程度残し切断して、

グラインダ－仕上げとする

又は工事監理者の承認を得る

Ⅳ） 　 プレス鋼板タブ、 固形タブ使用については、 資料を提出して設計者

エンドタイブの長さは、 ＭＣ： ３５ｍｍ以上

エンドタイブの材質は、 母材と同質とする

エンドタイブを取り付ける

（ イ） 　 エンドタイブ

ＮＧＣ、 ＧＣ： ４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、

Ⅲ） 　

Ⅱ） 　

Ⅰ） 　 突合せ溶接、 部分溶込み溶接の両端部に母材の同厚で同開先形状の

（ ｆ ） 　 溶接施工

仮付溶接

開先面

裏はつり側にする

（ ｅ ） 　 組立て溶接技能者は、 原則として本工事に従事する者が行う

（ イ） 　 仮付位置
仮付溶接は溶接の始、 終端、 隅角部などの強度上、 工作上、 問題となり易い箇所は避ける

良仮付不良良仮付不良

O上向　横向　 Ｈ立向　 Ｖ下向　 Ｆ

（ d） 　 溶接姿勢

ア－ク手溶接

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ ＧＣ）

セルフ（ ノンガス） シ－ルドア－ク半自動溶接　 （ ＮＧＣ）

（ ＭＣ）

（ Ａ ＡＧ）

（ ｃ ） 　 溶接方法

（ ヘ） 　 溶接棒乾燥器

溶接技能者は施工する溶接に適応するJI S Z3801（ 手溶接） 又はJI S Z3841（ 半自動溶接） の溶接技

（ ａ ） 　 溶接技能者

（ ハ） 　 サブマ－ジア－ク溶接機１式

（ ロ） 　 ア－クエヤ－ガウジング機（ 直流） 　 （ ホ） 　 溶接電流を測定する電流計

（ ニ） 　 炭酸ガスア－ク半自動溶接機（ イ） 　 交流ア－ク溶接機　 ３ ０ ０Ａ～５０ ０ Ａ

（ ｂ ） 　 溶接機器

術検定試験に合格し引き継ぎ、 半年以上溶接に従事している者とする

（ ａ ） 　 本締めに使用するボルト と、 仮締めボルト の併用はしてはならない

（ ｃ ） 　 高張力鋼の歪み矯正は、 冷間矯正とする

（ ａ ） 　 鉄骨製作及び施工に先立って「 鉄骨工事施工要領書」 を提出し工事監理者の承認を得る

（ ｂ ） 　 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、 鋼管自動切断機による

 9

 8

 7 9

12

11

10

25

22

19

16

13

・ ９ ㎜～１ ６ ㎜は１ パス以上、 １ ９ ㎜以上は２ パス以上とする

・ フレア－溶接長は、 鋼板に接する全長とする

θ=45°

ダイヤフラム厚は、 接合する柱、 梁の最大厚の2サイズアップとする事。

ダイヤフラムは、 ＳＮ４９０Ｂ・ Ｃ、 ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用する事。 （ SN490Cとする）

〈 柱材料： ＢＣＲ295, ＢＣＰ325を使用する場合〉 →BCR295

※ｔ ＞１６mmの場合の溶接は、 　 ３　 ～　 ５　 とする。１

４

４

４

４

４

※

※１
１

AA

４

※※

４

※

３

※

※※

３

1

※

４

※

４

４

1

※

４
４

※1７
※1

７

1 ※

４

※

※

※

４

３

※
※

※ｔ ＞１６mmの場合の溶接は、 　 ３　 ～　 ５　 とする。１

1
1

ｽｶﾗｯﾌ゚ 部分は回し溶接する

　 ３ 　 ～　 ５　 とする。

※ｔ ＞１ ６ mmの場合の溶接は、１

θ

θ=75ﾟ ～105ﾟ
ｔ ＞柱フランジのプレ－ト 厚

※２

２ ※ｔ ＞１６mmの場合の溶接は、 　 ３　 ～　 ５　 とする。

※ｔ ＞１６mmの場合の溶接は、 　 ３　 ～　 ５　 とする。

の厚み（ ｔ ） の内部で溶接する事。

※ ２

側板に注意のこと

は溶接と添板の内

接しないこと
フランジが柱のＲに

内ダイヤフラム

4

t

◆　 　 　 　 　   　 　  型、 、

２ ５ ０ 以下３ ０ 以下

３ ５ ０ 以下４ ０ 以下

３ ５ ０ 以下４ ０ 以下

３ ５ ０ 以下４ ０ 以下

JI S Z 3212, 3214

Ｙ ＧＡ -50W, 50P

Ｙ ＧＷ-18, 19

Ｙ ＧＷ-11, 15

Ｙ ＧＡ -50W, 50P

Ｙ ＧＷ-18, 19

Ｙ ＧＷ-11, 15

JI S Z 3211, 3212, 3214

入熱(KJ/cm) パス温度差（ ℃）溶接材料

490Ｎ級鋼

400Ｎ級鋼

鋼材の種類

◆鋼材種別による溶接条件

１

内ダイヤフラム

※１

根巻きの場合

80以
下

15
0
以

下

◆　 Ｂ． Ｈ 方式

4

11

1

1 1

1

1

1

1

1

1

A  -  A

平面詳細

断面図

◆ＢＯＸ 型

及び梁成が異なる場合

●柱が途中で折れる場合

Ｒに接しないこと
内ダイヤフラムの場合は柱の角の

25以上

25以上

25以上かつ
4

7

7

（ 通しダイヤフラムの場合）

断面図 平面詳細

４

1

ｔ

※はりフランジは、 通しダイヤフラム７

※
※

※

内ダイヤフラム

あたらぬこと
ｴﾝﾄﾞ ﾀﾌ゙ が互に

※1

７７

８

（ ｃ ） 　 社内検査の検査成績書には、 鉄骨の寸法、 制度及びその他結果を添付する

100以上

回し溶接する
ｽｶ-ﾗｯﾌ゚ 部分は

のとき4mmとする）

f≧0. 5mm（ ただし、 t≧15mm

平継手で板厚が異なるとき

●両側に補強すみ肉溶接を添付する。

tR≦２

f

Ｇ＝0-2（ 裏はつり後溶接）

（ 裏はつり後溶接）（ 裏はつり後溶接）

θ＝45゚

G=0-2

６＜ｔ ＜１９㎜

溶接姿勢 F. V

t

G=0-2

a＞4mmの場合

35゚

35ﾟ

45゚

35゚

35ﾟ

45゚

25mm以上

R≦２

f=t/4

f =t/4

溶接姿勢 F. V

t

●両側に補強すみ肉溶接を添付する。

●ＡＡＧ（  ） 内はＧＣでＦ ． Ｈの場合

G=O-2

1／3ｔ

2／3ｔ

R≦2

45ﾟ 896

35゚

45゚

8

5

9

6

9

6

Lt1Gθ

16≦t

12≦t＜16

6≦t＜12

35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

f =t/4

●両側に補強すみ肉溶接を付加する 

f=t/4

●両側に補強すみ肉溶接を付加する  AAG

7

6

5

4

3

φ

（ ３） 　 突合せ溶接　 （ 平継手　 Ｔ 型継手）

Ｄ1≧t/３

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

D1D1

ｔ ≦ｔ 1

ｔ /４≦Ｓ≦１０mm

12

14-16

10

11-13

7

8-10

6

7以下

S

t

t≦16mm

とすることが望ましい。
●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

●ｔ はｔ １ ， ｔ ２ の小なる方とする。
●但し片面溶接の場合はＳ=ｔ とする。

余盛破（ １＋０． １Ｓ） ｍｍ以下とする

12≦t≦19

t>19

6<t<12

ｔ ＞１９

１２＜ｔ ≦１９

４＜ｔ ≦１２

ｔ ≦４

４

３

２

１

余盛の高さ㎜のど厚ｔ ㎜

Ｔ 形突合せ継手余盛

t
R≦２

f

f

θ＝６０゜

ｔ ≧１９ｍｍ

上以２５㎜

L
t1

G

θ

t

ｆ

溶接姿勢 F. V

8

5

5

9

6

6

9

9

6

Lt1Gθtmm

GCMC. NGC

（ ４）  フレア－溶接

プレ－ト

t

S
θφ

B

法（ ｍｍ）寸
Ｋ形の場合

8

7

6

5

4. 5

4

SB

AA

・ 溶接記号番号を○中に記入のこと

６＜ｔ ＜１９㎜

t
 Ｒ≦２

ｆ

ｆ

溶接姿勢 F. V

t

（ 単位ｍｍ）

削り面

t2

a

5
1

t1

溶接姿勢 F. V

8

8

8

9

6

6

9

6

6

8

5

5

9

6

6

9

9

6

G t1 LLt1G θθtmm

GCMC. NGC

f

t1

t

G LL

t 1

溶接姿勢 F. V

t>16mmt

G=0

SS

t

θ＝６ ０ ゜ θ＝６０ ゜
2

t2

S

t1 SS

1

（ 使用箇所に注意）（ ２） 　 部分溶け込み溶接

（ １） 　 スミ 肉溶接

（ 注） ｆ ： 余盛　 Ｇ： ル－ト 間隔　 Ｒ： フェ－ス　 Ｓ： 脚長

一体とする設計仕様になっている部分は、 塗装しない

コンクリ－ト に埋め込まれる部分及びコンクリ－ト との接触面で、 コンクリ－ト と

（ ｂ ） 　 適用範囲は、 鋼材を用いる工事に適用し、 かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする

（ ａ ） 　構造設計仕様による

２． 溶接規準図１ ． 一般事項

A  -  A

ガス抜き φ=20

大梁が斜めの場合

４

ア－クエア－ガウジング

θ＝45゜ ( 55゚ )
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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アンカー鋼棒

Ｏナット

Ｌ －50×50×6

定規アングル

自重受け金具

モルタル

短冊プレート

Ｏナット

アンカー鋼棒

絶縁材※2

シーリング材

縦壁ロッキング工法

Y方向1階壁

(許容層間変形角1/100）
 幅900： W型Zグリップ工法・ 外壁はアスロックタテ張り工法、 幅600： Zグリップ工法，

or

（ 部材リスト に依る）

（ 部材リスト に依る）

鉄骨構造標準図（ ２）

3-M20

3-M16

3-M16

2-M16

2-M16

2-M16

 9

 9

 6

 6

 6

122

2

2

2

2

2

H-350x175x7x11

H-300x150x6. 5x9

H-250x125x6x9

H-200x100x5. 5x8

H-175x90x5x8

H-150x75x5x7

12

12 7-M228-M2216 16

5-M22

5-M20

4-M20

2x3-M20

8-M20

8-M20

8-M20

8-M221212

 9

 9

 9

1212

10-M22

9-M22

7-M22

5-M20

5-M20

4-M20

3-M20

3-M16

2x2-M16

2-M16

1212

1212

12-M22

12

121919

8-M22

6-M20

6-M20

6-M20

6-M20

6-M16

6-M16

4-M16

10-M221919

 912

 91212

 91212

 9

 9

 9 9

 9  6

 9 9  6

12  6

 616

H-340x250x9x14

H-588x300x12x20

H-488x300x11x18

H-440x300x11x18

H-390x300x10x16

H-800x300x14x26

H-700x300x13x24

H-600x200x8x13

H-500x200x10x16

H-450x200x9x14

H-400x200x8x13

H-350x175x7x11

H-300x150x6. 5x9

H-250x125x6x9

12

H-200x100x5. 5x8

中幅

細幅

１

１
50-400

梁との溶接およびコネクタ－

（ 床剛性を考慮する剛成床、 合成は理のときは構造図参照）（ ７） 　 デッキプレ－ト

（ ｂ ） 　 形鋼ブレ－ス

15

30°

FB-65x9　 中ボルト M16

1

4

140

(90) 70 70( 90)

4040

B1

101
0

10

（ ５） 　 柱継手リスト

170

140

115

100

80

70

60

400

350

300

250

200

175

150

B2B1

N2-径PL-(3)N1-径PL-(2)PL-( 1)

PL-(2)

（ ３） 　 剛接合継手リスト

( 3)圧延縁・ 自動ガス切断縁・ のこ引き縁・ 機械仕上縁の場合の縁端距離

(2)せん断縁・ 手動ガス切断縁の場合の縁端距離

(1)引張材の接合部で応力方向にボルト が３ 本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［ 注］

（ 片側）
N

e

PL-(2)

10

１

１

TYPE-2

PL-(1)

e
e

Np

１

（ ２） 　 ピン接合梁継手リスト

Ｎ－径PL-(2)PL-(1)部　 　 材タイプ符　 号

TYPE-1

eee

p
p

e
e

PL-( 1)

ボルト 穴径・ 最小縁端距離（ １） 　 ボルト ピッチ（ Ｐ） 、

60

55

50

40

44

38

34

28

32

28

26

22

45
40

40

40

60

55

50

40

70

60

60

60

26

24

22

18

M22

M20

M16

3-M20

3-M20

3-M20

3-M16

3-M16

2-M16

2-M16

16. 0

16. 0

16. 0

12. 0

12. 0

 9. 0

 9. 0

16. 0

16. 0

16. 0

12. 0

12. 0

 9. 0

 9. 0

□-500

□-450

□-400

□-350

□-300

□-250

□-200

6

77

リブプレ－ト 補強

パイプとプレ－ト 補強（ 片面）

1

φ

1010

φ

φ

● φ≦0. 4Ｄ

● 梁端部（ スパンのｌ ／１０以内かつ２以内） は避ける

● 計算で確認された場合は下記の位置、 寸法によらなく て良い。

スライド ハタ金物

受け金物 ｱ ６

水平ブレ－ス

7366

（ Ｊ Ｉ Ｓ規格品とする・ ・ ・ Ｊ Ｉ ＳＡ ５ ５ ４ ０ ～５ ５ ４ ２ ・ ・ ・ １ ９ ８ ２ )

注） 　 現場溶接は原則として超音波深傷試験を１ ０ ０ ％行う 。
Cタイプ

4

Bタイプ

35以上35以上

4

柱Ｄ＝250mm以下とする

Aタイプ使用は

Aタイプ

4

注） 　 Ｂ＝２ ０ ０ ～２ ５ ０ のＮ2は２ 列並びとする　

(2) ( 3)の標準 標準最小(3)(2)(1)

ピッチ (P)(e)最 小 縁 端 距 離

穴　 径

ボルト
呼　 び

(mm)

≧１ ｍｍフィ ラプレ－ト 併用のこと

ｼ-ﾘﾝｸ゙ 材

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟ -ｽ

フッ クボルト １ ２ ￠

フックボルト １ ２ ￠

16 =＠200￠

1

1

プレ－ト 補強（ 片面又は両面）

2d

パイプ補強

1 1

1010

D

（ １１） 　 その他

（ １０ ） 　 梁貫通補強

形状

T

L

D

d

100, 130, 150

80, 100, 130, 150

80, 100, 130

50, 80, 100, 130

9. 5

10. 0

9. 5

10. 0

7. 9

10. 0

7. 9

10. 0

34. 9

35. 0

31. 7

32. 0

31. 7

29. 0

25. 4

22. 0

22. 2

22. 0

19. 0

19. 0

15. 8

16. 0

13. 0

12. 7

22mm

19mm

16mm

13mm

mmmmmmmm

溶接後の長さ　 Ｌ頭高さ　 Ｔd軸　 径 頭　 径　 Ｄ呼　 び　 名

ス　タ　ッ　ド　材

スッタド材の標準形状・ 寸法

（ Ｊ Ｉ Ｓ　 １ １ ９ ８ ）（ ９） 　 頭付きスッタド

横壁構法

カバ－プレ－ト 構法ボルト 止め構法

カバ－プレ－ト ｱ２． ３

Ａ Ｌ Ｃ壁パネル シ－リング材

鉄骨梁

ＡＬ Ｃ壁パネル
シ－リング材

鉄骨梁

スライド構法

500鉄筋９　ｌ ＝

L-65x65x6以上

ＡＬ Ｃ壁パネル

縦壁構法

（ ８） 　 ＡＬ Ｃ板取付要領

PL50x6

3050

L-50x50x6＠<600

PL-3. 2

600以下

e

50-400
1

PL-1. 6

300以下

50-400
1

PL-1. 6
e

50

補足受材スラブ端部の補足材

50-200
1

Ｌ 形鋼

あて板（ 非金属）あて板（ 鉄板）

折曲加工既製品面戸（ 鉄板）

50-400
1

ee

eee>35mm

ee

梁上切断の場合

e

梁上通しの場合

受梁へのかかり寸法および端部処理　

ア－クスポッ ト 溶接

N

t

1
PL-6

PL-(1)

lN-径PL-(1)部　 材符　 号

2e e
2

tl
Pe1

R
e

e1

R

長さ

d1

d

S

l
e1

t

e1

Rd1

長さ

d

S

注　 （ １ ） 　 ｅ １ ， ｅ ２ が確保されていれば形状は自由でよい

一面せん断（ 支圧） 接合とする表に示す取付ボルト を使用し、（ ２ ） 　 羽子板とガセット プレ－ト の接合は

11 1 1 1 1 2

M20M22M20M20M16M16M12

Ｊ Ｉ Ｓ　Ｂ　１１８０　中８ｇ 　 １０．９

Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｂ　 １１８６　２種高力ボルト （ Ｆ １０Ｔ ） 又は

本　 　 数

ねじの呼び
取付ボルト

種　 　 類(2)

(1)

（ 最小）
へりあき (1)

(2)

溶接長さ（ 最小）

ト 穴心のあき（ 最小）
ボルト 端から取付ボル

（ 最小）
へりあき

板　 厚

板　 厚

平鋼製

切板製

はしあき（ 最小）

許容差＋０ ． －０ ． ５ ｍｍ
取付ボルト 穴径

l

e3

t

e2

t

e2

e1

R

S調整ねじの長さ

最　　 大

最　　 　 小
軸径ｄ １

ねじの呼び（ ｄ ）

175165150140

21. 523. 521. 521. 5

50555050

38383434

9999

37. 537. 532. 532. 5

9999

66 70

8585756055

59

6

25

6

28

45

17

125

50

52

25

6

28

40

17

115

21. 7720. 1118. 1116. 1114. 4612. 46

40

47

4. 5

19

4. 5

22

35

13

100

10. 64

21. 9920. 3318. 3316. 3314. 6512. 6510. 81

M24M22M20M18M16M14M12

（ ａ ） 　羽子板ボルト

（ ６） 　 鉄筋ブレ－ス

N2-径N1-径 PL-(3)PL-(2)PL-( 1)

ウェブフランジ

部　 材符　 号

1

1

pp ee

PL
-(

2)

PL
-(

3)

PL
-(

1)

300B<B<150

N2

5
e

e
e

p
p

e

L

PL
-(

3)PL
-(

1)

5
e

e
e

p
p

e

L

ee

N2

PL-(2)

PL-( 1)

PL-( 3)

PL-( 1)

PL-( 2) PL-( 3)

N1 外
PL

-(
1)

内
PL

-(
2)

B1=350( 400)

B2B2

B1

150

e
e

e
p

p
p

p
e

L

B1=300

B2B2

B1

45
45

e
e

e
e

N1 外
PL

-(
1)

内
PL

-(
2)

e
e

e
p

p
p

p
e

L

外
PL

-(
1)

内
PL

-(
2)

N1

B2B2

Ｗｔ １－Ｗｔ ２

Ｆ ｔ １－Ｆ ｔ ２

Wt2Wt1

Ft1

Ft1

Ft2

Ft2

フランジ及ウェブ厚の差のある場合

ハンチ勾配は普通１ ： ４ 程度であるが構造図による

ハンチ起点は避けた方がよい

リブプレ－ト

（ ４） 　 ハンチ部の継手

ウェブフランジ

部　 材符　 号

PL-(3)

PL-(1)

PL-(20

PL-( 2)

PL-(3)

PL-(1)

PL-( 1)

1

2

N　 （ 片側）

N　 （ 片側）

ee
5

ee

p
p

e
e

5
pp eeee

３． 継手規準図

M24

B1<250

L

6
≒

＠
60

0

鉄骨構造標準図（２）
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

06

耐力壁 F☆☆☆☆構造用合板 12mm特類C－D　－　2級

構造用集成材 E120-F330登梁

構造用集成材 E105-F300梁

スギ構造用製材

構造用製材

指定なし

・金物仕様とする場合は、メーカー仕様による。

野地板 構造用合板 特類C－D　－　2級 F☆☆☆☆

（比重と合せて確認）

監督員

施工者

監督員

施工者

無等級材梁 D15

上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

(細め鉄丸くぎ)

(太め鉄丸くぎ)

(鉄丸くぎ)

□（　　　）

(2) 土壌処理

（防腐・防蟻注入材）

無等級材

　木質工事特記仕様書 (1)

2

日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量300ml/m、─処理回数2回）

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

　　　AQ認証保存処理材：　　　　　　1種　　2種　　3種

　　　JAS保存処理材　：　　K5 　　K4　　K3　　K2

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

□ 木栓など ・樹種、曲げ強度、比重

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、仕上げ

□ シアープレート

□ スプリットリング

□ コーチスクリューボルト

□ ドリフトピン

□ 座金本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材等の日本農林規格に準ずること。

柱

本項の内容は特記無きかぎり構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

(2) 構造用単板積層材(小規模集成材)

 点が当たらないように加工する。

土台 注入材なので桧構造用製材

区分、等級

□ 含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率D20以下であることを確認する。

□ 記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、見えない部分の

□ 主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

 木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

その他含水率部　位 品　名 樹　種

D15スギ

□ 材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

□ 強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口や接合部に欠

□ 乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

性　能

接　着

放　散　量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
樹　種

水平せん断性能区分

曲げヤング係数区分

等　級

(3) 構造用合板、構造用パネル

品　質

材　面品　名
部　位

厚（巾×長）

耐力壁 F☆☆☆☆

放　散　量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

構造用合板

24mm

9mm特類C－D　－　2級

寸法(mm)接　着

耐久性
部　位 品　名

品質

板面

合板１級

曲げ性能基準

等級

強度

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無いものとする。

（数値は％を示す）

□　ZN釘

種　類 材　質

・ステンレス鋼

□　SN釘

□　GN釘

□　BN釘

□　CN釘

□　N釘

(JAS)表示の確認

□ 日本農林規格

□ 立会い目視検査

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではならない。

　　　　　　　　　　(長さはネジ部の長さと同寸とする。)

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の40～70％

・ネジ部の先孔の径：比重0.4以上の樹種・・・ネジ径の60～70％

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準ずる。

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

6. 接合

5.木材の加工

・ドリフトピンの穴径：d±0mm  (dはボルト径)

・ボルト穴径：d+1.5mm（d≦M12）、d+2.0mm(d≧M16)  (dはボルト径)

　　材長：　□　±5mm以下　　　□　（　　　　　　　　）

　　長辺：　□　±1.5％かつ±5mm以下

　　短辺：　□　±1.5mm

・集成材、構造用単板積層材

　　□　ボルト接合工法の場合　　　：　±5mm以下

　　□　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5mm以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

　　□　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5mm、－0mm以下

　　□　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5mm以下　　　

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

(5) コーチスクリュー接合

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

　　　　　　　　　　(先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。)

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材0.8d、側材1.0d　　　(dはボルト径)

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材0.6d、側材0.8d

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年建設省告示1110号」による。

　るか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機の圧力を弱め

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・１ヶ所の釘の本数は仕様書による。それ以外は２本以上とする。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

　再度締め直しを行う。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付けを完了する。

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

　する。

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものであることを確認

(4) ボルト接合

(3) 木ネジ接合

(2) 釘接合

　木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽子板ボルトや

・採用する方法は監督員の承諾を得る。

　な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様による。

・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工法用の一般的

(1) 仕口、継手の原則

　ては再度締め直しを行う。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについ

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

　□梁：（　　　）　mm

　□柱：（　　　）　mm

(4) 面取り

 □製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

□造膜型、　□含浸型、　・部位（　　　　　　　）

・材質、形状、仕上げ、製造所

4. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

内容を監督員に申し出、承諾を得る。

□ その他の金物

□ 引き寄せ金物

・材質、形状、仕上げ□ Ｃマーク金物

・材質、形状、仕上げ

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる場合には、その

・材質、形状、仕上げ

□ 木栓曲げ試験

□ 含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に準ずる。

　中から抽出し、木材の試験方法(JIS Z 2101)に準ずる。

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同一部材の

　行う。測定機器については、その校正記録と証明を確認すること。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とする。全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験場にて

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・監督員欄の○は立会い検査が必要であることを示す。　

その主旨を監督員に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

(2) 構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを用いる場合には、

確認の方法確認項目

□ 表示の確認

確認の方法確認項目

(3) ファスナー

ファスナーの種類

□ ミルシートの写し

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

□ ボルト・ナット

□ 木ネジ類

□ くぎ

材　料

パネル

構造用

合板

構造用

LVL

構造用

集成材

構造用

書等の写し

□ 製造工場の認定

強度、ホルムアルデヒド放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

寸法、数量

寸法、数量

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

ヤング係数測定

(1) 針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

3. 材料品質の検査方法

適時抜取り検査を実施する。試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数とする。

報告する。また監督員の立会いを要する検査については、設計図書で指定する規格寸法・仕様に基づいて、

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、監督員に

（ラグスクリュー）

コーチスクリューボルト

(4) ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

(JIS G 3507)

・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは「JIS B 1180」参照。

適　用

表面処理

種　類

種　類

(2) ボルト、ナット

表面処理、部品等級など

・設計図中の特記による

適用、形状、その他材　質種　別

・溶融亜鉛メッキ・SS400

引寄せ金物

鋼材

その他の金物

Cマーク

Zマーク

(5) 接合金物、鋼材

適　用　径

電気メッキ

M3～M36

M3～M20

SUS304ステンレスボルト

全ネジ六角ボルト

有効径六角ボルト

SS400

SS400

M3～M16SS400呼び径六角ボルト

材　質

溶融亜鉛メッキM12～M16アンカーボルト SS400

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

材　質 表面処理、その他

電気メッキ

電気メッキ

電気メッキ

φ64、φ102

M12～M24

適用径・長さ

φ9～φ19

φ9～φ19SWRCH10R

堅木

SS400

SS400

木栓

シアプレート

スプリットリング

適　用　径

ドリフトピン

8070603530

706050353025

664.5

140120907060

125105806050

139 96

2420161210

3.2

40

3.2

4.5

3.2

45

40

4.5

8ボルト径に対する座金の大きさ

丸座金の直径

丸座金の直径

角座金の一辺

角座金の一辺

厚さ

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

角座金・丸座金

電気メッキ

形状・表面処理　その他

M8～M16SPCC(JIS G 3131)

・SPHC(JIS G 3141)

材　質

座金

(3) 座金

□　コースレッド

ZN４５～９０

ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等に錆を生

じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は下記による。

2.2　ファスナー

(1) 針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材

2.1　木質材料

・鉄

・鉄 耐力壁、床板、屋根

3.05 mm

GNF25～GNF125

BN25～BN125

CN25～CN150

使用箇所　頭部／胴部の形状適　用　径

N19～N150

・真鋳

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・軟鋼線材

□　特殊ネジ

□　木ネジ・ビス

(1) くぎ、木ネジ、特殊ネジ

標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：MFZn-C、電気メッキ：EP-Fe/Zn 5/CM2とする。

2. 材料の品質

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

(6) ドリフトピン接合

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

(1) 刻み時の注意

(3) 表面仕上げ

(2) 加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

□（　　　）

□（　　　）

■　塗布

□　塗布

□　ひのき

■　ひのき

□（　　　） □K4 □（　　）

□（　　）□K3

□（　　）□K3

□（　　）■K3

工場処理剤 現場処理剤高耐久材

その他

使用部位

水周り

外周柱下部1m

土台

(3) 耐候処理（塗装）

　 方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺20cm、束石等の周囲20cmを標準とし、処理

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　）

　有するものとする。

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等以上の抗力を

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

確認の方法確認項目

□ 表示の確認

確認する
確認者

工事に先立ち各種の施工図を作成し監督員の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモックアップの作成

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。

(1) 適用範囲

設計図書に記載なきものは「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・木造建築工事標準仕様書」（平成22年版）

(3) 標準仕様書

(1) 木材の防腐・防蟻処理

接合金物

□ ミルシートの写し

・材質、形状、仕上げ、溶接□ 鋼材

□ Ｚマーク金物

(4) 接合金物

仕　様

梁・桁

10

10

100

木口記入

検査後

木口記入

検査後100

100 100 100

100 100

監督員

施工者 100 100 100

1等

1等

スギ
柱

スギ

スギ

D20、E70G1

(例)梁

含水率測定

部　材
材種 外観 寸法

検査検査等級

10本

表示
量法

全乾重 含水率

計
表示

10本

試験

静的

100

試　験

動　的

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

(2) 設計図書

1. 一般事項

(6) 各種試験・検査報告書の提出

を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

(5) 施工図及びプレカット図の提出

「国土交通大臣官房官庁営繕部監修・公共建築工事共通仕様書」（平成22年版）

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監督員に申し出、その処理方法について協議する。

(4) 疑義

「木造計画・設計基準及び同資料」　　に準ずる。

□は適用項目を示すものとする。

木質工事特記仕様書 (1)
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向
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維

向
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維
直
交

方

方

向

繊
維

向

繊
維
直
交

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

・構造図に金物接合の指示がある場合は、図面による。

する。

　で平打ちする。

・受け材は柱や横架材にN75-@300以下

2. 真壁造の場合1. 大壁造の場合

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

1
50

釘 CN50 @150 釘 CN50 @150

受け材 30x40

釘 CN75 @300

150150

構造用合板構造用合板

30
0

梁

土台 土台

梁6mm以上

(12) 面材耐力壁

加力方向

5d

3d～5d

3d

t/d>6

2≦t/d<6

t/d=2

4d

7d

1.5d（荷重非負担側）

4d（荷重負担側）

場合は以下の数値とする。

特記による。特記のない

繊維直交方向

(3) 建方計画

　　□　建方計画書の提出　

対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、養生、安全

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分な検討を行

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

(4) アンカーボルトの施工

（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

(11) ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

4d（荷重非負担側）

7d（荷重負担側）

7d

1.5dかつP2/2

t/d≦6

t/d>6

3d

1.5d

繊維方向

P2

E2
E2

E2

E2

P1
P1

E1

E1

P2

P2

P1

E1

E2
E2

P
2 E1 e
2P1E1

方

方

P2

E2

P1

E1

（d：ボルト径、t：主材厚）

（d：釘径）

P2
E2

E1

E2P1P1E1P2

P1

E
2

E2
P2

P1E1 E1 E1

P2
P2

E2

E2

P2 8d5d

E2 8d5d

P1 10d12d

E1 10d15d

加力方向

繊維直交

方　向方　向

繊　維

　求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によって接合部に要

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

(9) 接着接合

8. 軸組構法接合部の標準仕様

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監督員に報告し対応策を協議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　□柱据え付け面の高さ及び位置

　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物のわん曲　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　　：　□　e≦L/  700+  5mm　かつ　e≦15mm

　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物の倒れ　　　　：　□　e≦H/2500+10mm　かつ　e≦50mm

・建方の精度基準は下記による。　

7. 運搬・建て方

　　□　現場の集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが発生するため避ける。

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や降雨に対

(2) 集積・保管

(1) 輸送計画

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監督員の承諾を得る。

(10) その他の方法による接合

　接合両材の間が密着するように締め付ける。

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれの仕様に基づき、

(8) 既成金物の接合

　を行う。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについては再度締め直し

　じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に際して割れを生

(7) ジベル接合

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　に監督員に報告し対応策を協議する。

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

・最終確認

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

・建方後の施工状況の検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

・建方時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

・地組み時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

・アンカーボルト施工時の立会い検査

(6) 施工状況の検査

(5) 建方精度

(8) 根太、垂木と横架材

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

（９）間柱と横架材

半欠き根太

垂木

ひねり金物

転び止め

軒桁

・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

たる き みち

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

・垂木：横架材に垂木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め根太が縦長角断面の場合、斜め釘2本+転び止め

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

(1) 横架材同士の継手

もや

小屋束

小屋梁ひら金物

ボルト（M12標準）

傾ぎ大入れほぞ差し

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

（同等認定品）

筋かいプレート

・角材を用いる場合の端部は、傾ぎ大入れほぞ差し+ボルト締めとする。

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形プレート止めと

(7) 小屋束の上下端部

・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

(6) 火打ち、方杖

(5) 筋かい端部

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

3. 通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

小胴付きほぞ差し

かね折り金物

短冊金物

ほぞ差し

傾ぎ大入れ

落とし蟻

寄せ
ほぞ差し

寄せ
ほぞ差し

ほぞ差し
襟輪小根

扇ほぞ差し

2. 土台の出隅入隅部：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又はほぞ差し

Zマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、HD金物を用いる。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、N値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有する

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

込み栓止め

長ほぞ差し

山形プレート止め

短ほぞ差し
＋

山形プレート

横架材

横架材

柱

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、必要耐力を有するZ

　マーク金物等を併用すること。

1. 柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

(4) 柱と横架材の仕口

渡り顎掛け

片持ち梁

（クレテック金物）

梁受け金物の例

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

3. 一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

2. せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

大入れ蟻掛け

柱

男木

女木

羽子板ボルト

男木

度程3
2
h

女木

あご

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

1. せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

　そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとしてとしてもよいが、

(3) 横架材どうしの仕口

(2) 柱の継手

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を確認する。

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

ドリフトピン

鋼板挿入尻挟み継ぎ

金輪継ぎ追掛け大栓継ぎ

材幅の3～
3.5

倍

2. 曲げ応力や引張力を負担する継手：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、銅板挿入ドリフトピン接合

・伝達できるMやTは母材全断面の2割以下と考えること。

女木
男木

アンカーボルト

短冊金物 柱

継手位置

男木

女木

腰掛け鎌継ぎ

男木

女木

台持ち継ぎ

男木

女木

腰掛け蟻継ぎ

1. 曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

　木質工事特記仕様書 (2)

木質工事特記仕様書 (2)
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08ISベース(SHシリーズ)柱脚工法設計・施工標準図(1)

(SH:角型鋼管用 非保有耐力接合タイプ)1/2

6.[コンクリート打設前検査]は、契約内容による。

ゲージプレートを外したり、上に物を置いたり、乗ったりしない。

アンカーボルトに熱を加えない。

アンカーボルト、セットフレーム等と鉄筋を拘束しない。

9.ベースモルタルの充てん…ISグラウト以外は使用不可。

まんじゅうの大きさは施工マニュアルを参照。

まんじゅうに使用する材料に規定はない。

まんじゅう高さは（30～50mm）とする。

1.施工打合せ

7.（コンクリート打設）

8.（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）

10.ナットの緩み確認

11.（充てん型枠脱型・廃棄）

2.（捨てコンクリートの打設）…捨てコン厚さは100mm以上とする。

3.（墨出し）…柱芯を明示する。

4.アンカーボルト据付

5.（配筋・型枠）

6.[コンクリート打設前検査]

JIS G 3112 SD390（D29以上）

JIS G 3112 SD345（D19～D25）

溶接構造用圧延鋼材　SM490A（M52以上）

JIS G 3136 SN490B（t=40mm以下の場合）

建築構造用認定鋼板　TMCP325B（t=40mmを超える場合）

強度区分：　JIS B 1052  10（M52以上）

3.61572.2110
3.6
3.2
3.2

1468.2105
1464.3100
1360.395

3.21256.690
2.81252.685
2.81149.980

7836155PC
7436150
7032140
6632135
6228130
5825120
5425115

PB
PA
P9
P8
P7
P6

3678140CC
3674134
3670128
3666120
3262114
2858108
2554100

CB
CA
C9
C8
C7
C6

127.011061
121.010558

8545 98.1

115.010054
9551 110.0

104.09048

8042 92.4

M76
M72
M68
M64
M60
M56
M52

M76
M72
M68
M64
M60
M56
M52

M76
M72
M68
M64
M60
M56
M52

M76
M72
M68
M64
M60
M56
M52

（mm）

（mm）

（mm）

（mm）

50
44
38
32
26
d

22
19
16
12
9
ta

95
85
75
65
50
Ba

P5
P4
P3
P2
P1

M48
M42
M36
M30
M24

品番呼び径

d

taBa

B
a

材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400（M48以下）

19
19
16
12
9
tw

50
43
37
31
25
d2

90
78
68
58
52
d1

C5
C4
C3
C2
C1

M48
M42
M36
M30
M24

品番呼び径

tw

d
2
d
1

材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400

2.3

2.0
2.3

2.0
1.6

10
9
8
7
5

45.7
39.2
33.6
28.9
22.5

timidi

75
65
55
46
36

M48
M42
M36
M30
M24

S呼び径

ti

mi

di

s

材質：　JIS G3131 SPHC

86.57538
75.06534
63.55529
53.14624
41.63619

M48
M42
M36
M30
M24

esm呼び径

e

ms

種類：　1種六角ナット　JIS B 1181
強度区分：　JIS B 1052   8（M48以下）

3-4.定着板

3-3.丸座金 3-5.六角リング

3-2.ナット

フーチング上端
基礎梁上面または

-
-

-

-

-

-
-

225

215

205

160

145

130

71.8
67.8

52.0
49.0

64.06.0M68

60.06.0M64

56.05.5M60

-45.05.0M48

-38.838.924.5M42

-33.033.154.0M36

-

-

2456.0M76
2356.0M72

1955.5M56
1855.0M52

1490
1425
1460
1360
1395
1295
1330
1230
1265
1200
1115
1015
1045
945
925
825
775
725
785
685

11528.03.5M30

F値=235N/＊,275N/＊,295N/＊,325N/＊

ISB800B

3.アンカー用ボルトセット

2

鉄筋：　JIS G 3112 SD295A（D16以下）

コンクリート：　Fc=21N/mm　 以上（□550以下）

Fc=24N/mm　 以上（□600以上）

※ ( )は、元請施工範囲を示す。

・アンカー用ボルトセットは大臣認定材である。形状・寸法・材質の変更、切り欠き・溶接などの加工は認められない。

・材料は弊社にて支給する。支給品以外の材料を使用した場合、ISベースの性能を保証できない場合がある。

・施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後「チェックシート」により許容範囲内にあることを確認する。

・ISベースの施工（アンカーボルトの据付及びベースモルタルの充てん）は、弊社が認定した施工者が行う。

6.施工管理

アンカーボルト据付図

ゲージプレート

中心Vカット

5.施工

bc

2

（
杭

基
礎

の
場

合
は
、

最
低

H寸
法
+杭

出
寸

法
と
す

る
。

）

5
0

検討が必要となるため、弊社までご相談ください。

・立上り高さ（Hs）が250mmを超える場合は、

基礎立上り高さ（Hs）は、250mm以下とする。
・柱形の配筋が標準の場合

柱形を拡げる場合や、柱芯が偏心する場合は、弊社までご相談ください。

・Lxは、使用する主筋呼径の10倍以上とする。

・トップフープは、シングルを標準とする。

・主筋頂部のフックは、設けないことを標準とする。

4-3.基礎立上り部

・主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。

・柱形の幅（bc）を標準柱形より拡げた場合、検討が必要。

H
s

30mm～50mm
ベースモルタル厚

L
u

L
a

Lx

b
c

H

4-2.形状・配筋

4-1.使用材料

4.コンクリート柱形

"溶接突起"のある面が下面（底面）

"中心マーク"のある面が上面（鋼管取付面）

※ベースプレートは

被覆されない場合は、ダブルナット又は六角リングにて緩み止めを行う。

… 土間コンクリート等で被覆する場合は、シングルナットを標準仕様とする。

AC1
AB1
AA2
AA1
A92
A91
A82
A81
A72
A62
A53
A52
A44
A43
A35
A34
A33
A32
A23
A22

D

12本ボルトタイプ

t

下面

上面

12-φdh孔

中心マーク

C1

C2

12本ボルトタイプ

2

3

6

5

1

8

7

9

4

角形鋼管

モルタル（30～50mm）9

セットアンカー8

セットフレーム7

定着板6

六角リング5

丸座金4

一種ナット（シングルナット）3

ベースプレート2アンカーボルト1

（mm）

柱材をめっきする場合は、弊社までご相談ください。

柱材とベースプレートの溶接は、完全溶け込み溶接とする。

7

t

35
°

t/4

D

6

5

1

8

7

2

3

9

4 材料：　大臣認定材料（ISB740C,ISB740E,ISB800B）

100595-22.03.0M24A1
ISB740EISB740C

db
LsLピッチ呼び径品番

d
b

Ls

L

Ls

3-1.アンカーボルト

※柱材のめっき仕様について

溶接例

鋼管外面
裏当て金

ベースプレート

｢日本建築学会；建築工事標準仕様書 JASS 6鉄骨工事｣ に準じる。

※溶接施工に関しては、

2-3.柱材との溶接

t

C1

C2

t
D

C1

8本ボルトタイプ4本ボルトタイプ

2-1.材質

2-2.形状と寸法

中心マーク

溶接肉盛り下面

上面

4-φdh孔

中心マーク

下面

上面

8-φdh孔

2.ベースプレート

1.構造概要

2

3

8

7

6

5

1

9

4

8本ボルトタイプ

角形鋼管

捨てコンクリート（100mm以上）

角形鋼管

4本ボルトタイプ

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0181

MBLT-0180

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

MBLT-0164

MBLT-0144

MBLT-0116

国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-01（2019年9月20日）

FAX 03-5251-5226
(東京支店) TEL 03-5251-5545

FAX 06-6449-0877
(大阪本社) TEL 06-6449-0881適用柱材

2020年8月作成

ISベース柱脚工法設計・施工標準図
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1200以上D16@10036-D3244-D2952-D251350～17409502758-M68 (AA1)9088460740980

1150以上D16@10036-D3240-D2952-D251360～17909502558-M60 (A82)80805508101010

1100以上D16@10036-D3240-D2948-D251280～17409002658-M64 (A91)7084480750920

1100以上D13@10028-D3236-D29-1150～12609002458-M56 (A72)6074490730880

1000以上D13@10028-D3232-D2940-D251090～12608201958-M48 (A53)5066510700830

950以上D13@10028-D2932-D2540-D221040～12607801758-M42 (A44)4558510680790

1300以上D16@10032-D3240-D2948-D251310～173010502758-M68 (AA2)9088410690960

1150以上D16@10036-D3240-D2952-D251280～17909502558-M60 (A82)8080500760960

1150以上D13@10028-D3236-D2944-D251140～12609502558-M60 (A82)6580420680870

1050以上D13@10028-D3232-D2940-D251050～12608502358-M52 (A62)5570430660800

950以上D13@10020-D3224-D2928-D25970～12607801758-M42 (A44)4558460630740

850以上D13@10024-D2928-D2532-D22940～12406901558-M36 (A35)4050470620720

900以上D13@10028-D3232-D2936-D251020～126072020512-M48 (A52)8066410600730

1000以上D13@10024-D3228-D2932-D25960～12608201958-M48 (A53)5566410600730

950以上D13@10020-D2928-D2532-D22910～12407801758-M42 (A44)4558410580690

850以上D13@10020-D2924-D2528-D22890～11606901558-M36 (A35)4050420570670

750以上D13@10024-D2924-D2528-D22870～11105801358-M30 (A23)3642430560650

850以上D13@10016-D2520-D2228-D19850～9806901554-M36 (A35)3250-520620

1000以上D13@10032-D2936-D25-1060～12608201958-M48 (A53)7066430620810

1000以上D13@10024-D2928-D2536-D22940～12608201958-M48 (A53)5566360550680

950以上D13@10020-D2924-D2532-D22860～12307801758-M42 (A44)4558360530640

850以上D13@10020-D2920-D2528-D22840～11206901558-M36 (A35)4050370520620

750以上D13@10024-D2524-D2228-D19810～10005801358-M30 (A23)3642380510600

850以上D13@10016-D2520-D2224-D19800～9206901554-M36 (A35)3250-470570

900以上D13@10024-D2928-D2532-D22910～12407201958-M48 (A52)7066310500630

900以上D13@10024-D2928-D2532-D22910～12407201958-M48 (A52)5566310500630

850以上D13@10020-D2924-D2528-D22810～11606801758-M42 (A43)4558310480590

850以上D13@10020-D2524-D22-780～10706901558-M36 (A35)4050320470570

750以上D13@10020-D2524-D2228-D19760～10005801358-M30 (A23)3642330460550

750以上D13@10012-D2516-D2220-D19720～8405801354-M30 (A23)2842-410500

850以上D13@10020-D2524-D22-760～10706801758-M42 (A43)5058250420550

850以上D13@10016-D2520-D22-710～9806901558-M36 (A35)4050250400500

750以上D13@10016-D2520-D2220-D19700～8405801358-M30 (A23)3642270400490

700以上D13@10016-D2516-D2220-D19680～8405401554-M36 (A33)3250-360460

750以上D13@10012-D2512-D2216-D19670～7505801354-M30 (A23)2842-360450

750以上D13@15016-D2520-D2224-D19660～8405901558-M36 (A34)4050200350460

750以上D13@15016-D2516-D2220-D19650～8405801358-M30 (A23)3642220350450

700以上D13@15016-D2516-D2220-D19630～8405401554-M36 (A33)3250-310420

650以上D13@15012-D2516-D2216-D19620～7504801354-M30 (A22)2842-310400

550以上D13@15012-D2516-D2216-D19600～7504101254-M24 (A1)2536-310390

750以上D13@15012-D2512-D2216-D19600～7505801358-M30 (A23)3642170300390

650以上D13@15012-D2516-D2216-D19580～7504901554-M36 (A32)3650-260360

650以上D13@15012-D2512-D2212-D19570～6504801354-M30 (A22)3242-260350

550以上D13@1508-D2512-D2212-D19550～6504101254-M24 (A1)2536-260340

650以上D13@1508-D258-D2212-D19540～6204801354-M30 (A22)3242-230320

550以上D13@1508-D228-D1912-D16520～5304101254-M24 (A1)2536-230310
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550以上10d以上D13@1508-D228-D1912-D16500～5304101254-M24 (A1)2536-210290

28 ≦t ≦ 4028 ≦t ≦ 40 t = 28t = 40

25 ≦t ≦ 4025 ≦t ≦ 2825 ≦t ≦ 4036 ≦t ≦ 40

25 ≦t ≦ 4025 ≦t ≦ 2825 ≦t ≦ 4032 ≦t ≦ 40

19 ≦t ≦ 4019 ≦t ≦ 2819 ≦t ≦ 4025 ≦t ≦ 40

12 ≦t ≦ 3812 ≦t ≦ 2816 ≦t ≦ 4016 ≦t ≦ 40

9 ≦t ≦ 2812 ≦t ≦ 2816 ≦t ≦ 3612 ≦t ≦ 40

36 ≦t ≦ 38t = 36 --

t = 28 28 ≦t ≦ 3832 ≦t ≦ 36-

25 ≦t ≦ 3825 ≦t ≦ 2825 ≦t ≦ 3632 ≦t ≦ 38

19 ≦t ≦ 3816 ≦t ≦ 2819 ≦t ≦ 3622 ≦t ≦ 38

12 ≦t ≦ 3212 ≦t ≦ 2812 ≦t ≦ 3616 ≦t ≦ 38

9 ≦t ≦ 259 ≦t ≦ 2812 ≦t ≦ 3212 ≦t ≦ 38

19 ≦t ≦ 3219 ≦t ≦ 2822 ≦t ≦ 3228 ≦t ≦ 32

16 ≦t ≦ 3216 ≦t ≦ 2816 ≦t ≦ 3222 ≦t ≦ 32

12 ≦t ≦ 3212 ≦t ≦ 2812 ≦t ≦ 3216 ≦t ≦ 32

9 ≦t ≦ 289 ≦t ≦ 2812 ≦t ≦ 3212 ≦t ≦ 32

9 ≦t ≦ 229 ≦t ≦ 2512 ≦t ≦ 289 ≦t ≦ 32

9 ≦t ≦ 169 ≦t ≦ 2212 ≦t ≦ 229 ≦t ≦ 25

t = 25t = 25t = 25-

19 ≦t ≦ 2519 ≦t ≦ 2519 ≦t ≦ 25t = 25
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9 ≦t ≦ 169 ≦t ≦ 199 ≦t ≦ 199 ≦t ≦ 22

19 ≦t ≦ 22t = 19 --

16 ≦t ≦ 1914 ≦t ≦ 2216 ≦t ≦ 19t = 19

9 ≦t ≦ 199 ≦t ≦ 2212 ≦t ≦ 1912 ≦t ≦ 19

8 ≦t ≦ 198 ≦t ≦ 229 ≦t ≦ 199 ≦t ≦ 19

6 ≦t ≦ 166 ≦t ≦ 229 ≦t ≦ 196 ≦t ≦ 19

16 ≦t ≦ 1916 ≦t ≦ 19--

12 ≦t ≦ 1912 ≦t ≦ 1912 ≦t ≦ 1616 ≦t ≦ 19
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6 ≦t ≦ 126 ≦t ≦ 196 ≦t ≦ 166 ≦t ≦ 19

t = 16t = 16t = 16-
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9 ≦t ≦ 12- t = 12t = 12
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SH254

SH253
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SH251

SH204

SH203

SH202

SH201

SH172

SH171

SH151

主筋（径-本数を選択する）
275

ベースプレート

C1D

鋼管サイズ 最低H寸法
2(N/mm  )

コンクリート強度Lx帯筋帯筋bc（最小～最大）

コンクリート柱形 （標準）

LaLu本数-呼び径（品番）

アンカーボルト

tdhC2
325295235

2

大臣認定品とする。
※柱材は、指定JIS規格品または

柱材の基準強度（N/mm　）

適用柱サイズ
柱脚記号採用

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0181

MBLT-0180

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

MBLT-0164

MBLT-0144

MBLT-0116

国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-01（2019年9月20日）

FAX 03-5251-5226
(東京支店) TEL 03-5251-5545

FAX 06-6449-0877
□150×150～□550×550

(大阪本社) TEL 06-6449-0881適用柱材(F値=235N/＊,275N/＊,295N/＊,325N/＊）

2020年8月作成

ISベース柱脚工法設計・施工標準図



10地盤調査資料（１）　配置図

2023.06. 三原中央方面隊屯所建設工事
S

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

1/200

現況地盤高を示す-0.10

計画地盤高を示す

凡　例

+0.60
配置図　S=1/200



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事2023.06.

地盤調査資料 (２)

ボーリング柱状図   No.1 ・KBM+600=GL±0

B

2,
50

0

▽柱状砕石先端
GL-2500

△設計GL

▽FL

△KBM±0

▽孔口標高

41
0

60
0
50

20
0

D

柱状砕石補強体
φ430.2 

▽柱状砕石先端
GL-2500

11



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事

1/100

（車庫棟） 地盤改良伏図

7
,
6
5
0

16,000

6,750 9,250

1
4
0

2
,
4
5
7

2
,
4
5
7

2
,
4
5
7

1
3
9

1382,2462,2462,2462,2462,2462,2462,246140

X3X2X1

地盤改良伏図  1/100

・ 施工長は現状GLからの長さとする

・φ430 2.5m 計32本

（柱状砕石補強体）

・スクリュープレス工法

特記外下記に依る

Y2

Y1

12

3231302928272625

17 18 19 20 21 22 23 24

161514131211109

2 3 4 5 6 7 81

Y

X

2023.06.



1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

S

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

P1

（車庫棟） 基礎伏図

3
,
8
2
5

3
,
8
2
5

主筋方向）

（耐圧版

配
力

筋
方

向
）

（
耐

圧
版

Y

X

ア150 D10@200 ダブルクロス

・      表示は土間範囲を示す

・地中梁天端はFL-200

・柱脚下端はFL-170

・FL=GL+50

特記外下記に依る

基礎伏図  1/100

3,250
70

3,375
70

3,375 3,000 3,000

6,750

X3X2X1

9,250

16,000

柱外面

7
0

柱外面

85
0

45
0

Y2

Y1
水上 P1P1P1

P1

13

ハンチを示す

1C21C21C2

1C11C11C1

CS1

FG1FG1

水
勾

配

柱
外

面

柱
外

面

FCS1

FS1 FS1FS1FS1FS1

FS1 FS1FS1FS1FS1

F
B
1
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F
B
1
1

FB1 FB1 FB1FB1FB1
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1
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F
G
1
1

F
G
1
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F
G
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FG1FG1

水下

7
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,
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5
0

2023.06.



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事

1/100

（車庫棟）屋根伏図

4
0
0

・屋根ブレースは1-M16　GPL-6 HTB 1-M16

・柱と梁の接合はファブラックスGB柱はり接合工法とする

・　　表示は折版張間方向を示す

特記外下記に依る

屋根伏図  1/100

・　　表示は剛接を示す
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1-M16
屋根ブレース
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2023.06.



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事

1/100

（車庫棟）軸組図（1） 15

2023.06.
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CS1配筋詳細図　1/50
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△設計GL
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基礎梁増し打ち範囲
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柱状砕石補強体
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Y1通り軸組図  1/100
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柱状砕石補強体
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・      表示は基礎梁増し打ち範囲を示す

・地中梁天端はFL-200

・柱脚下端はFL-170

・FL=GL+50

特記外下記に依る
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1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

S

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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RG3
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（車庫棟）軸組図（2）
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・       表示は基礎梁増し打ち範囲を示す

・地中梁天端はFL-200

・柱脚下端はFL-170

・FL=GL+50

特記外下記に依る
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ
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ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事

1/30

（車庫棟） リスト
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W:スミ肉溶接
F：突合せ溶接

 G.PL-9  HTB 2-M20 P=90

 継手　2PL-9  HTB 2-M20 P=90

H-198x99x4.5x 7  G.PL-6  HTB 2-M16 P=60B198

P=60
剛接

F:2PL-9 HTB 4-M20
W:2PL-9 HTB 2-M20

H-244x175x 7x11B244

W:スミ肉溶接
F：突合せ溶接

W:スミ肉溶接
F：突合せ溶接
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大梁リスト　 柱リスト　1/30

基礎梁リスト　1/30
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柱脚

2023.06.
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三原中央方面隊屯所建設工事

S

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

（車庫棟） 鉄骨詳細図
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1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

S

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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・       表示は柱状砕石補強箇所を示す

Φ430柱状砕石補強体

・施工長は現状GLからの長さとする

　・スクリュープレス工法（柱状砕石補強体）

・Φ430　2.5m　計40本

柱状砕石補強要領 　1/30

▽GL
▽1SL

X6X5X4X3X2

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1

特記無き限り

Ｘ

Ｙ

（待機室棟）地盤改良伏図　S=1/100

19(待機室棟）地盤改良伏図

2023.06.



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事

1/100
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t=120立ち上がり天端GL+450

・基礎梁はWFG1

t=120立ち上がり天端GL+350

・RC立ち上がり　

　・1SL=GL+50

・基礎梁天端=GL+50

D13@200

D13@200

中央部中央部

下端筋

上端筋

位置

200

版厚

耐圧版リスト

WFS1
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D13@200

端部

配力筋方向

端部

主筋方向
符号

2-D10

□-D10@200

4-D16

4-D16

腹筋

ST

下端筋

上端筋

ＢｘＤ

ＲＣ立上り配筋要領 1/30

ﾖｺ筋:D10@200

ﾀﾃ筋:D10@200
1-D13

▽GL
▽1SL

▽GL

B

D

基礎梁リスト  　1/30

断面

位置

符号 WFG1

全断面

WFS1

WFS1 WFS1WFS1 WFS1

WFS1WFS1WFS1WFS1WFS1

X6X5X4X3X2

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1

特記無き限り

Ｘ

Ｙ

（待機室棟）基礎伏図　S=1/100

20

2023.06.

350x600

(待機室棟）基礎伏図
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三原中央方面隊屯所建設工事

S

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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V
4

V
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V
4

V
4

たすき筋交い45x90 筋交い金物　岡部ﾌﾞﾚｽﾀｰZ600

X6

V6

V1 V1

V
2

V
2

V5

V5

V5

V
2

V
2

V6

N50@150以下合板12mm両面貼り5.0

筋交い金物　岡部ﾌﾞﾚｽﾀｰZ600たすき筋交い30x90V6 3.0

V5

筋交い金物　岡部ﾌﾞﾚｽﾀｰZ600たすき筋交い30x90

@150以下
釘CNF40又はGNC40

@150以下
釘CNF40又はGNC40

@150以下

筋交い金物　岡部ﾌﾞﾚｽﾀｰZ600

筋交い金物　岡部ﾌﾞﾚｽﾀｰZ600

4.0

大壁仕様

PB t=12.5片面

片筋交い30x90

PB t=12.5 両面張り
2.5

たすき筋交い90x90

V4

V3

大壁仕様
3.9V2

大壁仕様 釘CNF40又はGNC40

仕様

PB t=12.5片面
5.0

記号

壁リスト

断面（幅 × 成）符号

V1

壁倍率

C1

製材　スギ120×180C2

V
3

V
1

V
3

V
2

V
2

V6V6V6

V2V2

犬走り
V1V5

V1V1

X5X4X3X2

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1

・土台は土台1（105ｘ120）

・柱はC1（120ｘ120）

特記無き限り
Ｘ

Ｙ

断面（幅×成） 仕 様 備 考符号

部材リスト

製材　ヒノキ105×120土台1

製材　スギ120×120C1

（待機室棟）土台伏図　S=1/100

21(待機室棟）土台伏図

2023.06.
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図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

S
三原中央方面隊屯所建設工事

1/100
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製材　ベイマツ TH-24120×240〇1224

120×3001230 製材　スギ

120×1201212 製材　スギ

1
2
1
8

1
2
1
8

1
2
1
8

とする。

構造断面として45幅以上確保可

105×180材の半割材とし、

※45×180

1
2
1
8

1
2
1
8

X6X5X4X3X2

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X1

1
2
1
8

1218

1
2
1
8

1218

H-125x125x6.5x9H125 材種　SS400

製材　ベイマツ TH-18120×210〇1221

同等以上の耐力を有する接合方法とする。
※梁接合金物について、金物を使用しない場合は

TH-24120×2401224 製材　スギ

※45×1804518 製材　スギ

TH-18120×1801218 製材　スギ

TH-18120×2101221 製材　スギ

断面（幅×成） 仕様 梁端金物符号

部材リスト

H125

12241224〇1224122412241224122412241224

1218

・・・通し柱を表す。

・・・当該階柱位置を表す。

　　　柱勝ちの納まりとなる部位を表す。
・・・当該階下階までの柱のうち、

・・・下階柱位置を表す。

凡例

12181
2
1
8

1
2
1
8

1
2
1
8

1
2
1
81
2
1
8

1
2
1
8

1218

1218

1218

1218

・柱はC1（120ｘ120）

特記無き限り

Ｘ

Ｙ

（待機室棟）軒梁伏図　S=1/100

22（待機室棟）軒梁伏図
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三原中央方面隊屯所建設工事

S

訂正事項特記事項
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一級建築士　第102449号　岡田文夫
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A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率
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製材　ベイマツ TH-24120×240〇1224

120×3001230 製材　スギ

120×1201212 製材　スギ

1212,1230 1212,1230 1212,1230 1212,1230 1212,1230

とする。

構造断面として45幅以上確保可

105×180材の半割材とし、

※45×180

H-125x125x6.5x9H125 材種　SS400

製材　ベイマツ TH-18120×210〇1221

同等以上の耐力を有する接合方法とする。
※梁接合金物について、金物を使用しない場合は

TH-24120×2401224 製材　スギ

※45×1804518 製材　スギ

TH-18120×1801218 製材　スギ

TH-18120×2101221 製材　スギ

断面（幅×成） 仕様 梁端金物符号

部材リスト

1221122112211221

1221

〇1221

〇1221〇1221〇122112211221

1212,1230

1224〇12241224122412241224

X6X5X4X3X2X1

転び止め60x180
垂木4518

屋根梁

・Ｘ方向梁上に転び止めを設ける(Y1,Y2,Y4,Y5)

・・・通し柱を表す。

・・・当該階柱位置を表す。

　　　柱勝ちの納まりとなる部位を表す。

・・・当該階下階までの柱のうち、

・・・下階柱位置を表す。

凡例

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

・梁は4518（45ｘ180）

特記無き限り

Ｘ

Ｙ

（待機室棟）屋根伏図　S=1/100

23（待機室棟）屋根伏図

2023.06.
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S
三原中央方面隊屯所建設工事
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V5

1218

▽1FL=SL

・柱はC1とする

・柱はC1とする

V5

H125
1218

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

▽GL

▽GL

1218

（待機室棟）Ｙ１通り軸組図　S=1/100

1221〇122112211221〇1221

▽軒高さ

▽1FL=SL

X6X5X4X3X2X1

24（待機室棟）軸組図（１）

（待機室棟）Ｙ２通り軸組図　S=1/100
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X6X5X4X3X2X1
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V6V6V6

X6X5X4X3X2

▽1FL=SL

V6V6

・柱はC1とする・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

▽GL

（待機室棟）Ｙ５通り軸組図　S=1/100

1224〇1224 1224122412241224

▽軒高さ
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X6X5X4X3X2
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V2V2V2

▽1FL=SL

・柱はC1とする

1218

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

▽GL

25（待機室棟）軸組図（２）

（待機室棟）Ｙ４通り軸組図　S=1/100
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(転び止め）

▽1FL=SL
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▽1FL=SL

▽1FL=SL

V4 V4

V3V3

V1 V3

V2
V2

・柱はC1とする

・柱はC1とする

・柱はC1とする

・柱はC1とする

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り

・基礎梁はWFG1とする

特記無き限り
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27（待機室棟）軸組図（４）
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02.21建物平面変更 ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ． A-3：100％ＮＡＭＥ岡 田 建 築 設 計 事 務 所
01

一級建築士　第102449号　岡田文夫 A-4： 71％
電気設備工事　特記仕様書

E－
三原中央方面隊屯所建設工事

［めっき付着量300ｇ/㎡以上］とする。

6600V ﾄﾘﾌﾟﾙﾚｯｸｽ型架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ(6600V CE/F(EE))
6600V 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ(6600V CE/F(EE))
　　　　　　　　　種　　　　　　　　類

6kV EM-CET(EE)
6kV EM-CE(EE)
呼称(図示記号)

（１）機器の据付け及び取付け
確実に行えばよいものとする。

平屋木造

建物側配管引込み部の地盤変位対応(沈下量 ・0.2m以下 ・0.6m以下 ・1.0m以下)

　設備工事編）（令和４年版）」（ただし改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和
　４年版）」）（以下「標準仕様書」という）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）」

建物側配管引き込み部の地盤変位対応

書の重要な変更が生じたものとして取り扱うこととし，変更施工（業務）計画書の提出を求める。
　(3)　「法令及び条例等に基づく各種手続き及び許可承諾条件」等の変更が生じた場合は，施工（業務）計画

　イ　上記アの内容について「不測の事態等が生じた場合の対応方法」
　ア　発注者から明示又は受注者が自ら行う「法令及び条例等に基づく各種手続き及び許可承諾条件」

　ウ　上記ア，イの内容について「現場作業に従事する者に対する周知の方法」

 5. 施工（業務）計画書への記載

　(2)　「施工方法」等の関連する項目に，許可承諾条件等を適切に反映するよう求める。

　(1)　次の内容について，「その他」項目に記載を求める。

制度関係要綱」に掲載している。

関係の様式」に掲載している。
また，完成検査までに提出するアンケートは，「広島県の調達情報」の「入札・契約制度> 入札・契約

快適トイレチェックシートの様式は，「広島県の調達情報」の「様式集＞建設工事関係_その他の契約
試行要領（令和４年６月１日一部改正）」に基づき実施するものとする。
本工事は快適トイレモデル工事（※発注者指定型　・受注者希望型）であり，「快適トイレモデル工事

 4. 快適トイレモデル工事

高圧スイッチギア（PW形）高圧スイッチギア（CW形）

シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池制御弁式据置鉛蓄電池

据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池ベント形据置鉛蓄電池
・ 蓄電池

監視制御装置

パワーコンデショナ及び系統連系保護装置

交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

太陽光発電装置

監視カメラ装置

中央監視制御装置

・

・

・

・

低圧回路高圧回路絶縁監視装置・

高圧負荷開閉器高圧限流ヒューズ

高圧進相コンデンサ高圧避雷器高圧交流遮断器

高圧変圧器（特定機器）
高圧機器・

可変速運転用インバータ装置

・

制御盤キュービクル式配電盤分電盤（実験盤を含む）盤類・

・

・ 照明制御装置

LED照明器具（一般屋内用に限る）

品　　　目

 別表-1「外部機関等による評価済み機材表」

機　　　　　材　　　　　名

　本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や材料を用いる場合
 3. 防振ゴム等の製造検査

には，使用するまでに第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。
に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」を作成し，監督職員の確認を

分電盤,OA盤,実験盤

 2. コリンズ登録について

〃

2,300〃

天井下～中　心

知
検
ス
ガ

知
報
災
火

信
受
同
共
ビ
レ
テ

援

支

導

誘

示

表

声

拡

計
時
気
電

換
交
内
構

力

動

灯

電

通
共
力
電

1,500(上端1,900以下)〃壁掛形親時計

天井高×0.9床　上～中　心子時計

　　　〃

床　上～中　心

　　　　　標準図による

　　　〃

天井高×0.9

　　　〃

床　上～中　心 天井高×0.9

1,300〃壁付電話機

テレビ端子

　　　　　標準図による身障者用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)

　200

　200

床上～操作部

〃

床上～中心

天井下～上　端

〃

800～1,500

800～1,500

800～1,500

表示灯

ベル

発信機

機器収容箱

受信機・副受信機

　150

　300

　200天井下～上　端

〃

床　上～中　心

　　〃　　（和室）

機器収容箱

情報・出退表示盤

　400

1,300壁付アッテネータ

壁掛形スピーカ

　300床　上～下　端電源箱

ベル,ブザー,チャイム

1,300

床　上～中　心 1,300受付押ボタン（一般）

壁付発信器

　　〃（車椅子用居室）

　　〃（車椅子用ﾍﾞｯﾄﾞ周辺）　　〃（車椅子用ﾍﾞｯﾄﾞ周辺）

　　　　〃　　（鏡上）

300～400〃

〃

　　〃　（トイレ）

〃

〃

鏡上端～中　心

　　〃　　（踊場）

ブラケット（一般）

  150

2,000～2,500

2,100～2,300

〃

〃

床　上～中　心

操作スイッチ

手元開閉器

壁掛形制御盤

1,300

1,500

1,500(上端1,900以下)

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～下　端

　　〃　　（和室）

壁付アウトレット

保安器箱

端子盤

  150

  300

  200

  300

  900〃 〃（車椅子用ﾍﾞｯﾄﾞ周辺）

1,800 〃（自動・手動切替）

床　上～中　心

台　上～中　心

〃

〃

　　〃　　（土間）

　　〃　　（台上）

　　〃　　（和室）

コンセント（一般）

800～1,300

  150

  150

  300

〃

　〃（多機能ﾄｲﾚ・車椅子用居室）

1,100(居室子機)車椅子用ｲﾝﾀｰﾎﾝ

床　上～中　心

  200天井下～上　端

　900〃

1,300

〃

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外)

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ）

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ)

床転倒時用

　300

　300

　300

床　上～上　端

天井下～中　心

　〃（LPガス）

検知器（都市ガス）

ガス漏れ中継器

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)

〃

スイッチ

1,100

1,300

取付高（mm）取付高（mm）測　　点 名　　　　　称

協議する。
機器取付高は下記を標準とする。ただし，天井高3m以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と

測　　点

引込開閉器

取引用計器

1,500(上端1,900以下)

1,800～2,000

1,800～2,200床　上～中　心

地　上～窓中心

1． 機器取付高

床　上～中　心

900

400〃

名　　　　　称

〃

なお，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

 受注者は受注時又は変更時において請負金額が500万円以上の工事について，工事実績情報サービス（CORINS）

ホーム分電盤

　（一斉回路は使用しない）
・増幅器の入出力配線と外部配線（壁ボックス等）の接続はコネクタによる。
・時報及び自動放送（体操放送等）はアッテネータを経由した回路とする。増幅器

・高圧受電みなし低圧連系　・高圧連系　・低圧連系

・液晶　　・LED表示装置

定格容量 ＿＿＿kW以上

公称出力 ＿＿＿kW以上

・軽油　　・Ａ重油

返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは，通過形接点とする。

＿＿＿kVA以上

・高圧　　・低圧

4. 連系する電力系統

3. 表示装置

2. パワーコンディショナ

1. 太陽電池アレイ
〈太陽光発電装置〉

4. 燃料種別

3. 燃料小出槽

2. 発電機容量

〈燃料系発電装置〉
1. 電気方式

交流出力の電気方式　＿相　＿線　＿＿V

自立運転機能　（　・有　　・無）

標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数3. 予備品等
モールド変圧器の表面は充電部とみなし，注意標識を取付ける。

2. 変圧器
・移動車輪（75kVA以上のもの）　　・防震ゴム　　・ダイヤル温度計（置針付）
次のものを付属させる。

＿＿＿kVA1. 受変電設備容量

2. 接地システム

1. 大地抵抗の測定

・構造体利用接地極　・A型接地極　・B型接地極　・JIS A 4201-1999

工事着手前に大地抵抗率を測定し，測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に
提出する。

しヒューズ）を設ける。ただし，ガーデンライトは除く。
照明用ポールは配線用遮断器（トリップ機能なし）又はカットアウトスイッチ（素通6. 照明用ポール

5. 高圧ケーブルの屋外
　 端末処理

・一般形　・耐塩形

　高圧ケーブルの両端部にシースの縮み対策（熱収縮テープによるシースずれ止め対策4. 高圧ケーブルの端末部
等）を行う。

※別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

※閉鎖形（中耐塩形）　・閉鎖形（重耐塩形）
・避雷器内蔵　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）

3. 高圧負荷開閉器

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。
蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　※電気　・　　　）

アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は，アスファルト舗装用とする。

2. 地中箱

埋設深さ　特記なきは地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。1. 施工方法

3. 壁掛電話機 送受話器の落下防止を施す。

2. 保安器用接地 ※本工事　・別途工事

1. 型式 ※ボタン電話装置  　　 ・交換装置

(２)LED照明器具の定格入力電圧はユニバーサル電圧（100V～242V）に対応する

 材料とする。

・接地極付きコンセント（2P15A）はプラグ無しとする。
・防水形コンセントはプラグ無しとする。
・ハーネスジョイントボックス用OAタップのケーブルは，ハロゲン及び鉛を含まない

 明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は，照度測定を行い，測定表を監督職員に

(１)LEDの光源色は別図面に指定がある場合を除き下記による。

照度測定（100％点灯時（※夜間　・　　））（調光制御点灯時（※夜間　※昼間））
提出する。なお，測定箇所は監督職員の指示による。

納入数　　※１個　　・　　個

納入数　　※１個　　・　　個

納入数　　※１個　　・　　個

設定器機能　・アドレス設定　・グループ設定　・パターン設定
・タイムスケジュール設定

1. 配線器具

2.　照明器具

3. 照明制御の照度測定等

4. 照明制御装置設定器

5. 多重伝送ﾘﾓｺﾝｱﾄﾞﾚｽ
　 送信器

 　自己点検送信器
6. 非常照明・誘導灯

1. ｲﾝﾊﾞｰﾀ装置の規約効率 三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

 電動機出力（kW）

 規約効率(％)

 電動機出力（kW）

 規約効率(％)

0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11

15 18.5 22 30 37 45 55 75

86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5

95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

備考
（１）規約効率はJIM-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。
（２）0.4kWの効率はJIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V,
　　IP4X，６極，50Hzの電動機を駆動したときの値とする。
（３）0.75kWの効率はJIS C 4213「低圧三相かご型誘導電動機トップランナーモー
　　ター」の定格電圧200V，IP4X，６極，50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　ものとする。

　　LEDの光源色　（・電球色　　※昼白色）

シール等を貼付し，用途を表示する。

屋外露出配管（厚鋼電線管）で塗装を行わない場合は，溶融亜鉛めっき仕上げ22. 屋外露出配管の仕上げ

　　（付属品を含む）
塗装する部分　・居室（　　　　　）・廊下　・屋上，屋側　・屋外 ・機械室　21. 露出配管の塗装

は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。
20. 電線本数・管路等 分電盤，制御盤，端子盤などの2次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径など

38. 工事中情報共有ｼｽﾃﾑ

37. 交通誘導員

36. 工事現場の表示

35. 官公署への手続き

34. 屋上・屋側等への設置

33. 露出配管の固定保護

32. 呼び線

31. 適用区分

30. 配線図記号その他

29. 天井仕上げ区分

28. 他工事との取合い

　 っての評価を行うためのアンケート等を求められた場合，協力しなければならない。

図面に記載されていない工事区分は，別紙工事区分表による。

 (２)本工事で使用する情報共有システムは次とする。
　　広島県工事中情報共有システム

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿作業期間，交通誘導員を＿＿＿（人/日）配置すること。

を遅滞なく行う。

 機材の周囲処理 処理を行う。

2.5m以下のサドル及びダクターには保護を行う。

長さ1m以上の入線しない電線管には1.2mm以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

　　建設省告示第1455号における区域　　別表（　　　　　　　）
（２）積雪荷重

（１）風圧力
建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

(１)EEF1.6-2C×2は，EEF1.6-4Cを使用してもよい。
(２)EMケーブルの表記は警報用及び同軸ケーブルを除き「EM-」を省略する。

（　　　）書きの室名は直天井を示し，その他は二重天井を示す。

　　風速（Vo＝ ・30 ・32 ・34　m/s）　地表面粗度区分（ ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ）

建築物（構造体）に直接設置するプルボックス，各種盤及びダクターには周囲にシール

工事の着手，施工，完成にあたり，関係官公署その他関係機関への必要な届出手続き等

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板を設置する。
※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

   情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

 (１)本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率
   化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては「広島県工事中

 (３)監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サー
　 ビス提供者」という。）との契約は，受注者が行い，利用料を支払うものとする。
 (４)受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあた

　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html

27. 接地極

　　支持金物等
26. 屋上・屋側の

25. ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの塗装

24. ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの用途別表示

よるものとし，次による。
EM-高圧架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰﾌﾞﾙは，JIS4935「6600V架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰﾌﾞﾙ(3層押出型)」に19. ケーブルの種類

(１）EM電線類で規格等の記載のないものは，ハロゲン及び鉛を含まないものとする。
(２）通信ケーブルでJCS規格にない対数のケーブルはJCS規格に準じたものとする。
(３）盤内配線はEM電線を使用する。ただし，製造者標準品は除く。

18. 電線類

（３）横引き配管等の耐震支持は，施設の分類に応じたものとする。
　　設計用水平地震力の1／2とし，水平地震力と同時に働くものとする。

　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　設計用水平地震力は，機器重量［kＮ］に，地域係数（・1.0 ※0.9 ・0.8）と

ただし，重量1kN以下の軽量な機器については，設備機器の製造業者の指定する方法で

　上層3階，13階建以上の場合は上層4階とする。

一般の施設特定の施設
設計用標準水平震度

設置場所

　上層とは2～6階建の場合は最上階，7～9階建の場合は上層2階，10～12階建の場合は

　　・交換機 ・火災報知受信機 ・中央監視制御装置 ・通信総合盤 ・　　　　　 ）
 (２)設計用鉛直地震力

　（・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置
  重要機器は次のものを示す。
  水槽類には燃料小出し槽を含む。
  中間階とは地階，1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

機器種別

防振支持の機器

水　槽　類

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

地下及び1階

上層階

屋上及び塔屋

中間階

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.0

1.5

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

一般機器重要機器一般機器重要機器

機　　器

設備機器の固定は次に示す設計用地震力に耐える方法とする。17. 耐震措置

最大電力500kW以上の場合においても，第1種電気工事士により施工を行う。16. 電気工事士

確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト1本に作用する引抜き力以上
対象機器　　（・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・変圧器 ・　       　）
試験箇所数　１施工単位に対し１本以上
試験方法　　引張試験機による引張り試験

15. あと施工アンカー 施工後確認試験

付属装置等を用いて施工すること。
14. 既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し，既存躯体に穿孔する場合は，金属探知により電源供給が停止できる

場合，範囲は監督職員の指示による。なお，検査費は別途とする。
探査方法は電磁誘導式を原則とする。放射線透過検査等による埋設物の調査実施する
はつり工事及び穿孔作業を行う場合は，事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。13. 非破壊検査

・ 構内指示場所に堆積
・ 構内指示場所に敷き均し
※ 現場説明書の施工条件明示による12. 建設発生土の処理

構内につくることができる11. 受注者事務所その他

本工事で設置する10. 監督職員事務所

本工事に必要な工事用電力，水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。9. 工事用電力，水，その他

・外部足場（　種） ・内部足場（　種）本工事で設置する。8. 足場

するものとする。
当該建物の取得する施工図の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は，発注者に移譲

7. 施工図等 別契約の関係工事との取合いを十分に打合せ，各現場代理人捺印の上提出する。なお，

　る）。
※既存完成図（CADデータ含む）の修正を行う（間仕切・室名も現状に合わせて修正す
※工事写真は「営繕工事写真作成要領」によるほか監督職員の指示による。
※建築工事に伴う工事の提出部数は，建築工事に合わせる。
　し提出すること。
※型式台帳は，監督職員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材，機器を記入
（13）型式台帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 式
（12）保全管理台帳A4版・設備台帳A4版        　　　　　　　　　　　　　　 部
（11）展開接続図A3版製本 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部
（10）運転操作説明書A4版製本・取扱説明書　　　　　　　　　　　　　　　　1部
　　　諸官庁届出書類(正)A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（９）諸官庁届出書類一覧表A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（８）工事概要調書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2部
（７）工事監理図書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（６）電子成果品（電子納品）CDR　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　2部
　　　（完成写真A4版カラーサービス版）　　　　　　　　　　　　　　　　　2部
　　　（工事中写真A4版カラーサービス版）　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（５）工事写真
（４）縮小完成図面・施工図面二折り製本A4版製本　　　　　　　　　　　　　2部
（３）完成図面・施工図面二折リ製本A3版製本　　　　　　　　　　　　　　　1部
（２）完成図書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部
（１）工事完成図書引渡書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2部　

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの塗装　　※有（メーカ指定色又は指定色仕上）・無（素地仕上）

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛めっきを施したものとする。

EB×1

（連結及び単独の場合，EBはD＝14 L＝1,500又はW=40 L＝1,200とする）

接　　　地　　　極

EB×2連－　2組

EB×1
EB×1

EB×1

EB×3連－　2組
EB×3連－　2組
EB×3連－　2組

EB×3連－　2組

EB×3連－　2組
EB×3連－　2組
EB×3連－　2組

接地極の材料は次による。

EA

EB

EC

Et

ELH

EAt

EDt及びEDa

EA・D

EA・C・D

接地抵抗値

測　　定　　用
100Ω以下
100Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下

100Ω以下
10Ω以下

Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下

記　号

電話引込口の保安器用
通　　信　　用
通　　信　　用
交　換　機　用

高　圧　避　雷　器
D　　　　　種
C　　　　　種
B　　　　　種
A　　　　　種
共　同　接　地
共　同　接　地

接地の種類

ED

ELt

Eo

（E ，E ，E ，E ，E の場合，EBはD＝10 L＝1,000又はW＝30 L=900とする）

・アスベスト含有設備資機材(・配線用遮断器　 ・　　　　)
し，監督職員に報告する。・微量PCB含有機器(・変圧器　　　・　　　　　　　　　　)

 （・PCB使用機器　・アスベスト含有設備資機材（・配線用遮断器　　　　　　　　））
特別管理産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理する。

特別管理産業廃棄物　  ※無 ・有　・本工事において調査を行う。　
引渡しを要するもの　  ※無 ・有（・金属類　・盤類　・電線,ケーブル  ・      　）

本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。
については，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理すること。なお，
(３)本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物
源化に要する費用（単価）は変更しない。
計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当な理由がある場合を除き再資
る施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合
(２)本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，(１)に揚げ
場合，その用途に応じて適切に処理するものとする。

ない中間処理施設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で
島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象となら
(１)本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市（広
再生資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDランプ　・小型二次電池　　　）
　製造業者又は販売業者に回収を委託する。 （　・ 別途　 ※ 本工事）
放射性物質を含むイオン化式感知器 　 ※ 無　　・ 有
議する。
工事中，特別管理産業廃棄物が発生すると判明した場合，その処理方法は監督職員と協

4. 発生材の処理

処理すること。ただし，建設廃棄物が，破砕等（選別を含む）により，有用物となった

撤去する機器類等について，製造年，品番等を確認し特別管理産業廃棄物の有無を調査

　④法令等で定めがある場合は，その許可，認可，認定又は免許を取得していること
　③安定的な供給が可能であること

　⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること

　を評価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合
　となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし，次の①から⑥すべての事項
(２)別表－１に示す機材等を使用する場合は，次の①から⑥すべての事項を満たす証明

　記事項及び図面表記の範囲内で，環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう
　き策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，他の特
　また，国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づ
　を使用する場合は，あらかじめ監督職員の承諾を受ける。
　質及び性能を有するものとする。ただし，製造業者等が記載されている場合に同等品
(１)本工事に使用する機材等は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品

　は証明となる資料等の提出を省略することができる。

　努めるものとする。

　⑥販売，保守等の営業体制が整えられていること。

　②生産施設及び品質の管理が適切に行なわれていること
　①品質及び性能に関する試験データを整備されていること

5. 機材の品質等

の事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。（・　　　　　　　・　　　　　　）
施工に先立ち，改修工事関連（施工部位により既存性能を損なうおそれのある）部分3. 施工調査

2. 工事安全計画書 建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に，工事現場
の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

 ．工　事　仕　様

　て，それらが関係法令等（条例含む）に抵触する場合には，関係法令等の遵守（1.1.13）を優先する。

(２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。ただし，○印のない場合は※印を適用する。
(１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

2．特記仕様
　　イ 契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内
　　ア 公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票の記入提出，発注者実施への協力等）
(３)本工事は工事中及び完成後に必要に応じ次の調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。
(２)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。
　（以下「標準図」という）による。

(１)特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気
1．共通仕様

6. 完成時の提出書類等

現場説明書による。1. 施工条件

特　　記　　事　　項項　　　　目

3．建物概要

2．工事場所

1．工事名称

延べ面積（m2） 別表第一の区分
備　　考階　数構　　造建　物　名　称

消防法施行令建築基準法による

（改修工事の場合の部分使用　　　※　無し　　　　・あり）

対象部分：

5．指定部分　　　※　無し　　・　あり（工期　令和　　年　　月　　日）

 ．工　事　概　要

4．工事種目 （　　印の付いたものが対象工事種目）

建物別及び屋外

工事種目

電灯設備

動力設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

火災報知設備

中央監視制御設備

医療関係設備

構内配電線路

構内通信線路

調査を行う前に監督職員に調査計画書を提出する。

(３）標準仕様書で「特記がなければ，」以下に具体的な材料・品質性能・工法検査方法等を明示している場合におい

・金属製（ステンレス，新金属も含む）　・樹脂製（使用場所　　　　　　　　　）23. ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄの材質

  ※ 工事管理ファイル ・ 施工計画書　　　・ 工程表　　   ・ 打合せ簿
　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/nouhin/index02.html
 　電子成果品を「営繕工事電子納品要領」に基づき作成する。

  ・ 機材関係資料　　 ・ 施工関係資料　 　・ 検査関係資料 ・ 発生材関係資料
  ※ 完成図　　・ 保全に関する資料    ※ 施工図　　※ 完成写真　・ その他

39. 電子納品

1. 施工方法

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

　　　（沈下量　・0.2m以下　・0.6m以下　・1.0m以下)

2. 地中箱

埋設深さ　特記なきは地表面（舗装がある場合は舗装下面）から300mm以上とする。

蓋の記号表示　鋳型流込み（※通信　・　　　）

アスファルト舗装面に使用するハンドホール及び鉄蓋は，アスファルト舗装用とする。

三原中央方面隊屯所建設工事

平屋

15項

13項ｲ

待機室棟

待機室棟 屋外

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

110.50

122.40車庫棟

車庫棟

鉄骨造

新設一式

三原市宮沖三丁目

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

電
灯
設
備

動
力
設
備

構
内
配
電
線
路

構
内
交
換
設
備

構
内
通
信
線
路

受
変
電
設
備

雷
保
護
設
備

発
電
設
備

拡
声
設
備

そ
の
他
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02凡例、幹線系統図、弱電系統図

ＷＰＷＰ

(FEP30) 監視カメラ用

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30) 電話用

情報用

ＴＶ用

監視カメラ用

異種管接続

(G22)

(G22)

(G22)

(G22)

電話用

情報用

ＴＶ用

監視カメラ用

異種管接続

監視カメラ用

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30) 電話用

情報用

ＴＶ用

監視カメラ用

電話用

情報用

ＴＶ用

(C25)

(C25)

監視カメラ用

異種管接続

5C 5C 5C

異種管接続 異種管接続

異種管接続

L-2 CET38°E5.5°(FEP50) L-1

L-2

CET38°E5.5°(FEP50) L-1

(FEP30)

(FEP30) S-1

S-2

CE8°-3CE2.0(FEP30)

CE8°-3CE2.0(FEP30)

L-2

5.5°(VE16)

CET38°(G42)

(G28)

1φ

3φ

F2･50WP
F2･30WP

ECx4

ECx2

L-1

L-2

CET38°E5.5°(C51)

CE8°-3CE2.0(C25)

将来空調用

(FEP30) 将来空調用

立上り部は(G22)

(FEP30) 将来空調用

立上り部は(G22)

(C25)

2.0(PF16)

ＷＰ

Ｈ ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

EC ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ

H2-9,R8K60

(C25)

(C25)

CE8°-3CE2.0 (C25)

CET38°E5.5°(FEP50) L-1

Ｌ－１

ＴＥＬ･光

Ｔ－１

ＥＤｔ

1φ3W100V/200V

Ｓ－１ Ｓ－２Ｌ－２

ＷＨＳ－１

ＥＤ

別途工事

将来用
将来用将来用

接地極

Ｓ

電話用取出し口

情報用取出し口

端子盤

防雨入線ｶﾊﾞｰ

壁付直列ﾕﾆｯﾄ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

位置ﾎﾞｯｸｽ

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

地中配線配管

（ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ付）

幹線設備　系統図

弱電設備　系統図

ＷＨＳ

［凡例］

LED灯

LED灯

LED灯

CL

LED灯

引込開閉器盤

分電盤

手元開閉器箱

配管配線

配管配線

配管配線

配管配線

ｽｲｯﾁ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ（ｷｰ付ｶﾞｰﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ）

自動点滅器

ｽｲｯﾁ

ｽｲｯﾁＬ

ＡＳ

３

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ切替ｽｲｯﾁ

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ切替ｽｲｯﾁ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ(露出BOX共)

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ(露出BOX共)

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ(露出BOX共)

天井直付

線ぴ取付

天井直付

壁付

盤図参照

盤図参照

盤図参照

盤図参照

床隠ぺい配線配管

露出配線配管

天井隠ぺい配線（配管）

子機　天井付　屋内型　換気接続端子付

1P15Ax1

2P15Ax2

2P15Ax1　　接地極付

2P15Ax2　　接地極付

2P15Ax1　　接地極･接地端子付

2P15Ax2　　接地極･接地端子付

2P15Ax1　　接地極付

100V　3A

3W15Ax1

1PL15Ax1

連続入－自動－切　　2回路用（照明＋換気用）

連続入－自動－切　　1回路用（照明用）

親機　天井付　屋内型

親機　天井付　屋内型　換気扇連動形

Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ

ＷＨＳ

Ｈ

Ｓ Ｓ

CP8m-19-4.3kN
(ｺﾝｸﾘｰﾄ柱)

２

Ｅ

２Ｅ

ＥＥＴ

２ＥＥＴ

ＷＰ･Ｋ
車庫棟 待機室棟

車庫棟 待機室棟
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配置図 03

(FEP30) 監視カメラ用

監視カメラ用

(FEP30) 将来空調用(FEP30) 将来空調用

CET38°E5.5°(FEP50)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

L-1

電話用

情報用

ＴＶ用

監視カメラ用

CET38°E5.5°(FEP50) L-1

L-2

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30) 電話用

情報用

ＴＶ用

監視カメラ用

L-2

CE8°-3CE2.0(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30) 電話用

情報用

ＴＶ用

監視カメラ用

CET38°E5.5°(FEP50) L-1

(FEP30)

(FEP30) S-1

S-2

CE8°-3CE2.0(FEP30)

ＴＥＬ･光

ＷＰ

1φ3W100V/200V

Ｌ－１Ｔ－１

Ｌ－２

Ｓ－１ Ｓ－２

ＷＨＳ－１

特記事項

１.地中埋設深さはGL-600とする。

２.GL-300の位置には埋設表示ｼｰﾄ(3つ折り)を敷設すること。

Ｓ Ｓ

Ｈ Ｈ

Ｈ

ＷＨＳ

配置図　S=1/200

6,750 44,500

68,500

50016,000750

車庫棟

待機室棟

真北

地上設置型防火水槽
　　　（別途工事）

階段

通路

ス
ロ

ー
プ

1
/1

5

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷地境界線

道路境界線

スロープ1/15.7勾配



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
3/4柱位置変更 E

盤図１ 04

AsGL AsGL

F2WP

CP8m-19-4.3kN

(ｺﾝｸﾘｰﾄ柱)

1
,
4
0
0
以

上

ｺﾝｸﾘｰﾄ根かせｺﾝｸﾘｰﾄ根かせ

ｺﾝｸﾘｰﾄ根かせ(2本) ｺﾝｸﾘｰﾄ根かせ

F2WP F2WP

160300

4
00

10
00

500 200

支線アンカ－

支線ガ－ド

支線棒

根かせ Ｕボ－ルト

ＧＬ

自在バンド

玉碍子

鋼製電線管

エントランスキャップ

自在バンド

コンクリ－ト柱

支線２２°

函体

把手

塗装

型式

扉板、面板

ＳＵＳ３０４　１.２ｔ以上

ＳＵＳ３０４　１.２ｔ以上

接地端子付（ＥＬＣＢ用）とする。

メーカー標準色

平面ﾊﾝﾄﾞﾙ NO.N200

盤仕様（製造者標準仕様とする）

屋外防水型壁掛形

函体

把手

塗装

型式

扉板、面板

ＳＵＳ３０４　１.２ｔ以上

ＳＵＳ３０４　１.２ｔ以上

接地端子付（ＥＬＣＢ用）とする。

屋外防水型柱取付

メーカー標準色

平面ﾊﾝﾄﾞﾙ NO.N200

盤仕様（製造者標準仕様とする）

(注記)　形状・寸法は参考とする。

セパレータＷｈ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

１φ３Ｗ200V/100V

Ｗｈ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

３φ３Ｗ200V

５０ＡＦＳＰ５０ＡＦ／５０ＡＴ

ＥＴ

(注記)　形状・寸法は参考とする。

ＭＣＣＢ　３Ｐ

５０ＡＦＳＰ

Ｌ－１ Ｓ－１ Ｓ－２

３φ３Ｗ200V

ELCB 3P50AFSP 将来空調機用

手元開閉器箱　Ｓ－１、２

引込開閉器盤　ＷＨＳ－１



A-3：100％
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図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
3/4柱位置変更 E

盤図２ 05

120500

70
0

図面ホルダ

Ｎ　Ｐ

函体

把手

塗装

型式

扉板、面板

接地端子付（ＥＬＣＢ用）とする。

メーカー標準色

平面ﾊﾝﾄﾞﾙ NO.N200

盤仕様（製造者標準仕様とする）

鋼板１.６ｔ以上

鋼板１.６ｔ以上

屋内露出壁掛型

(注記)　形状・寸法は参考とする。

1500

ＭＣＣＢ ３Ｐ

５０ＡＦ／５０ＡＴ

回路名称 分岐遮断機(AF/AT)
回路

番号
回路名称分岐遮断機(AF/AT)

MCCB 2P50AF/20AT

回路

番号

1 2

電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 他 他 ｺﾝｾﾝﾄ 電灯

MCCB 2P50AF/20AT

MCCB 2P50AF/20AT MCCB 2P50AF/20AT

MCCB 2P50AF/20AT MCCB 2P50AF/20AT

C1 C2

C3 C4

C5 C6

C7 C8

C9 C10

C11

MCCB 2P50AF/20AT

MCCB 2P50AF/20AT

予備

予備

電灯 電灯

消防団室、分団室、便所、廊下 中庭、備蓄庫

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセントコンセント

コンセント

コンセント

端子盤

備蓄庫、屋外分団室（冷蔵庫）、屋外

分団室消防団室　エアコン

ＩＨ用（台上） 温水器用（台下）

レンジ用 優先便所

男子便所

予備

予備

予備 MCCB 2P50AF/20AT

MCCB 2P50AF/20AT予備 予備

予備

小計

計

小計

300

1300

600

1000

200

1000

100
消防団室

300

400

600

1300

500 500

4,200 500500

ELCB 2P50AF/20AT

ELCB 2P50AF/20AT

ELCB 2P50AF/20AT

ELCB 2P50AF/20AT

ELCB 2P50AF/20AT

ELCB 2P50AF/20ATELCB 2P50AF/20AT

L2 MCCB 3P50AF/30AT
車庫棟

Ｌ－２

3P

（中性線欠相保護付）

１φ３Ｗ200V/100V

電灯分電盤　Ｌ－１

予備 MCCB 2P50AF/20AT 予備

2,900

8,100



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
E

盤図３ 06

500

50
0

120

124

30
9

32
5

320 函体

把手

塗装

型式

扉板、面板

メーカー標準色

盤仕様（製造者標準仕様とする）

樹脂製

樹脂製

－

函体

把手

塗装

型式

扉板、面板

メーカー標準色

平面ﾊﾝﾄﾞﾙ NO.N200

盤仕様（製造者標準仕様とする）

鋼板１.６ｔ以上

鋼板１.６ｔ以上

屋内露出壁掛型

屋内露出壁掛型、住宅用フタ付

接地端子付とする。

(注記)　形状・寸法は参考とする。

(注記)　形状・寸法は参考とする。

回路名称 分岐遮断機(AF/AT)
回路

番号
回路名称分岐遮断機(AF/AT)

回路

番号

1 2

電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 他 他 ｺﾝｾﾝﾄ 電灯

電灯

コンセント

コンセント

小計

計

小計

ＥＬＣＢ ３Ｐ

336
車庫棟 車庫棟

車庫棟 洗濯機用

外部

300

コンセント

コンセント

200 500

100

336

ＳＰ

予備

（中性線欠相保護付）

３０ＡＦ／３０ＡＴ

MCCB 2P30AF/20AT

MCCB 2P30AF/20AT

MCCB 2P30AF/20AT

MCCB 2P30AF/20AT

MCCB 2P30AF/20AT

MCCB 2P30AF/20AT

－－ ＳＰSPSP

300 800

1,436

１φ３Ｗ200V/100V

電灯分電盤　Ｌ－２

端子盤　Ｔ－１

3 4

5 SP



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事

照明器具参考姿図

E

07

パナソニック　ＮＣＮ２５３００ＷＬＥ１

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、天井直付型

光源遮光角３０°、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

器具光束２０８０ｌｍ、消費電力１６．８Ｗ、電圧１００Ｖ

本体：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

反射板：プラスチック（ホワイト）

パナソニック　ＮＣＮ１５３００ＷＬＥ１

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、天井直付型

光源遮光角３０°、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

器具光束１６７０ｌｍ、消費電力１２．４Ｗ、電圧１００Ｖ

本体：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

反射板：プラスチック（ホワイト）

パナソニック　ＮＣＷ１００００ＬＥ１

光害配慮型、軒下用（防雨型）

５０００Ｋ、Ｒａ７２、電圧１００Ｖ、楕円配光タイプ

光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

本体：アルミダイカスト（ホワイト仕上）

カバー：プラスチック（ホワイトつや消し）

天井直付型

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ

ＬＳＳ１－４－３０　ＬＮ ＬＳＳ１－４－３７　ＬＮ ＬＳＳ１ＭＰ/ＲＰ－４－３７　ＬＮ 小型シーリングライト　２００形

ＬＤＬ２０Ｗ×１　ウォールライト軒下用ＬＥＤシーリングライト　１００形小型シーリングライト　１５０形

パナソニック　直付ＸＬＷ４４３ＮＥＮＺＬＥ９

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

消費電力２６．７Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

光束７８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
壁面（縦向き・横向き）取付専用
カバー：クリーンアクリル（乳白）
適合ランプ：直管ＬＥＤランプ、素材：ガラス
防湿・防雨型

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８２５ＬＥ９

赤色加工



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
1/1003/4柱位置変更 E

08電灯設備　（待機室棟）平面図

イ

イ イ

イ ロ

ロ ロ

ロ

ハ

ハ ハ

ハ

ロ

ロ ロ

ロ

ニ

ホ

ホ

ホ

ホ

ホ ホ

ホホ

ヘ

ヘ

ト ト

トト

ト ト

トト
チ

イ

ロ
ホ
ヘ

ト

チ

ト

ロ
イ

２.０

２.０

注 記

１．特記なき配管配線は、下記の通りとする。

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ　　　　
２.０

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－３Ｃｘ２

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－２Ｃ＋３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－２Ｃ

壁内　（ＰＦ２２）

露出部　（ＦＭ２）

壁内　（ＰＦ１６）

露出部　（ＦＭ１）

壁内　（ＰＦ１６）

露出部　（ＦＭ１）

露出部　（ＦＭ３）

露出部　（ＦＭ３）

壁内　（ＰＦ２２）

壁内　（ＰＦ２２）

金属線ぴ部

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ２Ｅ１.６

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ２Ｅ１.６ 線ぴ内配線

線ぴ内配線

※ＦＭ（ニューエフモール）は木目色とすること。

消防団室

男子便所

Ｄ ３

Ａ ４

廊下

優先便所

Ｄ ３

Ｅ ２ Ａ

中庭

２

８

分団室（３）

Ｂ

分団室

１２ ８Ｃ

Ｆ

１

２

CL

CL

CL

３

Ｌ

Ａ

CL

Ｂ

CL

ＬＫ

ＬＫ ＬＫ ＬＫ

Ｌ
３

３

３

３

３
３

Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｅ

Ａ

CL

CL

CL

２種金属線ぴ ２種金属線ぴ

２種金属線ぴ

Ｌ－１

6
,0

00

Y3

Y5

Y4

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

19,000

3,500 1,500 2,000 4,000 4,000 4,000

ベンチ

（待機室棟）平面図　S=1/100

分団室

備蓄庫
中庭

消防団室

男子便所

廊下 優先便所

台所



2/21平面変更 1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

E

09電灯設備　（車庫棟）平面図

２.０
PB300x300x200SS

注 記

１．特記なき配管配線は、下記の通りとする。

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ２Ｅ１.６（Ｃ１９）

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ４Ｅ１.６（Ｃ２５）

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ２（Ｃ１９）

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ４（Ｃ２５）

ＥＭ－ＩＥ１.６ｘ５（Ｃ２５）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ２Ｅ２.０（Ｃ１９）
２.０

ＡＳ

車庫

外部

ＡＳ

イ

ロロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ
１２

赤色灯

イロ

ハ ニ
ＬＬ

１

Ｃ

Ｇ

１

Ｌ－２

２種金属線ぴ

ＬＫＬＫ

真北

16,000

7,
65

0

6,750 9,250

X1 X2 X3

Y1

Y2

ベンチ

積
載
車

積
載
車

積
載
車

ポ
ン
プ
車

（車庫棟）平面図　S=1/100

積
載
車
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図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100 E

コンセント設備　（待機室棟）平面図 10

注 記

１．特記なき配管配線は、下記の通りとする。

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ２Ｅ１.６（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ２（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ４Ｅ１.６（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ６Ｅ１.６（ＰＦ２２）

Ｃ１
Ｃ２

Ｃ４ Ｃ５

Ｃ６

Ｃ６

Ｃ９

Ｃ５

Ｃ１１

Ｃ１０

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ８

Ｃ７

Ｌ－１

２ＥＥＴ

２ ２Ｅ

端子盤用

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

ＷＰ･Ｋ ２

２

２

２

ＷＰ

Ｅ ＩＨ用（台上）

２ＥＥＴ

２

Ｅ 温水器用（台下）

２ＥＥＴ

２

２

２

Ｎ

6,
00

0

Y3

Y5

Y4

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

19,000

3,500 1,500 2,000 4,000 4,000 4,000

（待機室棟）平面図　S=1/100

廊下男子便所

備蓄庫中庭

ベンチ

消防団室

優先便所 台所

分団室



2/21平面変更 1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

E

コンセント設備　（車庫棟）平面図 11

注 記

１．特記なき配管配線は、下記の通りとする。

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０２.０

２.０

２.０

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ８Ｅ２．０（Ｅ３１）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ４Ｅ２.０（Ｃ２５）

ＥＭ－ＩＥ２.０ｘ２Ｅ２.０（Ｃ１９）

２３３

４

５

Ｌ－２

２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ ２Ｅ
２Ｅ

２ＥＥＴ

ＷＰ･Ｋ

真北

16,000
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65

0

6,750 9,250
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積
載
車

積
載
車

積
載
車

積
載
車

ポ
ン
プ
車

（車庫棟）平面図　S=1/100
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図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ
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ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事
1/100 E

弱電設備　（待機室棟）平面図 12

５Ｃ

５Ｃ ５Ｃ

ＷＰ

2.0(PF16)

ＥＤｔ

注 記

１．特記なき配管配線は、下記の通りとする。

５Ｃ
ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（１６）

（１６）

Ｔ－１

廊下男子便所
台所

消防団室

優先便所

6
,0

00

Y3

Y5

Y4

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

分団室

19,000

3,500 1,500 2,000 4,000 4,000 4,000

備蓄庫中庭

ベンチ

（待機室棟）平面図　S=1/100
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

M
三原中央方面隊屯所建設工事

A-2：100％

A-3： 71％

―

01特記仕様書　１

建築工事に準ずる

鉄筋コンクリート造

鉄骨造

 ・ 内部足場（ ※ Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ種　 ・ Ｅ種　 ・ Ｆ種　 ・ Ｇ種 ）

項

事

通

共

般

一

 ・ 消　 火　 設　 備

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

工　事　種　目

建物別及び屋外

屋　外

 建築工事の部による

 電気設備工事の部による

 ・ 建　 築　 工　 事

 ・ 電 気 設 備 工 事

 ・ 雨 水 利 用 設 備

 ・ 浄 化 槽 設 備

 ・ 厨　 房　 設　 備

 ・ 給　 湯　 設　 備

 ・ 排　 水　 設　 備

 ・ 給　 水　 設　 備

 ・ 衛 生 器 具 設 備

 ・ 自 動 制 御 設 備

 ・ 排　 煙　 設　 備

 ・ 換　 気　 設　 備

 ・ 空 気 調 和 設 備

備　考
別表第一の区分

消防法施行令　

延べ面積（㎡）　

建築基準法による

15項

15項

階　数構　　造建 物 名 称

生

衛

備

設

備

設

調

空

先

放

 　　機器

 　方式等

 給水方式

 浄化槽設備

 ガス設備

 消火設備

 給湯設備

 排水槽

 雑排水

 汚　水

 排水方式

流

 自動制御設備

 排 煙 設 備

 換 気 設 備

 ・ 有（ ・ 合併処理　 ・ 小規模合併処理　 ・　　　　　　）　 ・ 無

 ・ 都市ガス　種別　　　（　　　　　　ＭＪ／ｍ3Ｎ　） 　 ・ 液化石油ガス

 ・ フード等用簡易自動消火装置　 ・ 無
 ・ 不活性ガス消火（ ・ 窒素　 ・ 　　　　　）　 ・ ハロゲン化物消火

 ・ 消防用水　 ・ 泡消火　 ・ 連結散水装置　 ・ 粉末消火装置

 ・ 屋内消火栓　 ・ 連結送水管　 ・ 屋外消火栓　 ・ スプリンクラー

 熱源（ ・ 電気　 ・ 都市ガス　 ・ 液化石油ガス　 ・ 灯油　 ・ Ａ重油 ）

 ・ 有（ ・ 局所式　 ・ 中央式 ）　 ・ 無

 ・ 有（計画容量：　　　　　ｍ3　）　 ・ 無

 ・ 直放流下水管　 ・ 浄化槽　 ・ 側溝　 ・ 別途桝

 ・ 直放流下水管　 ・ 浄化槽　

 ポンプ排水　 ・ 有（ ・ 汚水　 ・ 雑排水　 ・ 湧水 ）　 ・ 無

 建物内の汚水と雑排水（ ・ 合流　 ・ 分流 ）

 ・ 水道直結　 ・ 高置タンク　 ・ ポンプ直送　 ・ 水道直結増圧

 ・ 自動制御方式（ ・ 電気式　 ・ 電子式　 ・ デジタル式 ）

 ・ 機械排煙（ ・ 有　 ・ 無 ）　適用法規（ ・ 建基法　 ・ 消防法 ）

 ・ １種換気　 ・ ２種換気　 ・ ３種換気

 主要熱源

 ・ チリングユニット　 ・ 吸収冷温水機　 ・ 吸収冷温水機ユニット

 ・ パッケージ形空気調和機　 ・ ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

 ・ 空気熱源ヒートポンプユニット　 ・ マルチパッケージ形空気調和機

 ・ 温水発生機（ ・ 真空式　 ・ 無圧式 ）

 ・ 鋼製ボイラー　 ・ 鋳鉄製ボイラー

 空気調和

 　 ・ 単一ダクト方式　 ・ 各階ユニット方式 ）

 　 ・ ファンコイルユニット・ダクト併用方式

 ・ 空気調和（ ・ パッケージ方式　 ・ ガスエンジンヒートポンプ方式

共
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一  のとする。

 施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するも

 　 ※ 本工事　 ・ 別途工事

 処理とする。

 　　　　　　　　　　　 ・ 有（ ・　　　　　　　・　　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　 ・ 有（ ・ 配管用保温材　 ・　　　　　　　）

 する。

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　　　目区分

　　　　仕様書を適用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　印　　※　印の場合は共に適用する。

　　　　　　　　　　　　　　ただし、　・　印のない場合は　※　印を適用する。

　　２）特記事項のうち選択する事項は　・　印の付いたものを適用する。

　　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

　２．特　記　仕　様

　　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

　　　　による。ただし、・　印の付いたものを適用する。

　　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様書等

　１．共　通　仕　様

Ⅱ．工　事　仕　様

　５．設　備　概　要　（改修の場合は既存の概要を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　対象部分：

　４．指　定　部　分　　　　※ 無し　 ・ 有り（工期　令和　　年　　月　　日）

　３．工　事　種　目　　　　　　　（　・　印の付いたものを適用する）

　２．建　物　概　要

　１．工　事　場　所

Ⅰ．工　事　概　要

 係法令に従い適切に処理を行う。引渡しを要するもの以外は構外搬出適切

 アスベスト含有設備資機材（ガスケット、パッキン、たわみ継手等）は関

 特別管理産業廃棄物　　 ※ 無

 再生資源化を図るもの　 ※ 無

 フロン、臭化リチウム液、残油処理の搬出・処分費

 撤去機材等（アスベスト類を含む）の搬出・処分費

 工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を、監督職員に提出

 現場説明書による。

 建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に、

共

般

一

 ・ ガ　 ス　 設　 備

 ・  特 殊 ガ ス 設 備

 　 ※ 本工事　 ・ 別途工事

通

事

項

※54．建設廃棄物の処理も

　　　確認すること

 吸収冷温水機ユニット　遠心冷凍機

別表－１

 コンパクト形空気調和機　パッケージ形空気調和機　マルチパッケージ形空気調和機

 エアフィルター（パネル形・折込み形）　自動巻取形エアフィルター　電気集じん器

 ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

 全熱交換器（回転形・静止形）

 空気調和機

 温水発生機

 ボイラー

 冷凍機

 冷却塔

 鋼製簡易ボイラー　鋳鉄製ボイラー　鋼製小型ボイラー　鋼製ボイラー

 ユニット形空気調和機　ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

 冷却塔

 チリングユニット及び空気熱源ヒートポンプユニット　吸収冷温水機

 真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）　無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

品　　　目

 立形遠心ポンプ ダクト付属品

 自動制御

 衛生器具

 タンク

 ポンプ

 送風機

 ＦＲＰ製パネルタンク　密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

 衛生器具ユニット

 自動制御システム

 風量ユニット（定風量、変風量）

 横形遠心ポンプ　水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

 遠心送風機（多翼形送風機）　斜流送風機　軸流送風機　消音ボックス付送風機

 ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形・ボルト組立形）

 鋳鉄製ふた  マンホールふた・弁桝ふた

 厨房機器  厨房システム

 消火装置  スプリンクラー消火システム　不活性ガス消火システム　泡消火システム

 ハロゲン化物消火システム

品　　　目

機　　　　　　材　　　　　　名

機　　　　　　材　　　　　　名

１）国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づ
  き策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，

  他の特記事項及び図面表記の範囲内で，環境負荷を低減できる材料を優先的に

  選定するよう努めるものとする。

 ２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

 　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

 　　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

  　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

  　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、ア

  　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

  　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

 　　　 区分に応じた材料を使用する。

 　　② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有

 　　　 量が少ない材料を使用する。

 　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

 　 　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

  　　　加されていない材料を使用する。

 　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

  　　　類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散

  　　　しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

 ６．環境への配慮

 １．施工図等

 ３．施工条件

 ４．工事安全計画書

 ５．発生材の処理等

　　　　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和４年版（以下「標準仕様書」という。）

　　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）令和４年版

　　　　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）令和４年版　　（以下「標準図」という。）

 引渡しを要するもの　　 ・ 有（ ・ 機器類　 ・ 金属類　 ・　　　　）

 　　　　　　　　　　　 ※ 無

 ２．保安規定  中国地方整備局制定の営繕工事事業用工作物電気保安規程を

 　（ ・ 適用　 ・ 準用 ）する。

 　　下とする。

 による。

 品を指示、限定しない。

 ２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された値以

 １）機器類の能力、容量等は原則として表示された値以上とする。

 機器類は、図示する形状及び配管等の取出し位置により、特定製造者の製

 １）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

 　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

 ２）別表－１に示す機材等を使用する場合は次の①から⑥すべての事項を

 　　満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、

 　　①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面

 　　を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料等の提出を

 　　省略することができる。

 　　① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

 　　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

 　　③ 安定的な供給が可能であること。

 　　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

 　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

 　　⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

 機械設備工事機材承諾図様式集（令和４年版）によるほか、監督員の指示 ８．機材の承諾図

 ９．図形表示

 10．容量等の表示

 ７．機材の品質等

 　（ ※ 現場説明書　 ・　　　　　　　　　　　　　　　）による。

 測定時期、測定対象化学物質、測定方法、測定対象室、測定箇所数等は

 建築物の室内空気中に含まれる化学物質の濃度測定　  ※ 不要　 ・ 要 12．化学物質の濃度測定

 ・ 配管（配管工事）　 ・ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器据付）

 ・ 建築板金（ダクト製作及び取付）　 ・ 熱絶縁施工（保温工事） 11．技能士の適用

 19．スリーブ

 針（ＪＥＡＧ９７０２－２０１３）」に基づき、高調波対策を行う。

 成１６年１月制定　原子力安全・保安院）」及び「高調波抑制対策技術指

 「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン（平

 ・ ベローズ形（ステンレス製）

 つば付き鋼管製に替えて、非加硫ブチルゴム系止水材でもよい。

 ※ 合成ゴム製（球形）　 ・ ポリテトラフルオロエチレン製

 ※ ベローズ形　 ・ スリーブ形

 ※ 標準図（施工３）による。

 ンレス製を使用する。

 ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製、６５Ａ以上はステ

 　　　　制御及び操作盤

 （ ※ 標準仕様書　 ・ 図示 ）による。

 ・ 飲料水の水質の測定　 ・ 雑用水の水質の測定　 ・ 

 ・ 風量調整　　 ・ 水量調整　　 ・ 室内外空気の温湿度の測定

 測定箇所等は監督職員との協議による。

 ・ 室内気流及びじんあいの測定　 ・ 騒音の測定　 

 下記項目の総合調整を行ない測定表を監督職員に提出する。(  部)

 13．インバーター用

 14．総合試運転調整

 15．弁類

 16．伸縮管継手

 17．防振継手

 18．絶縁継手

 （ ・ 給水　 ・ ガス　 ・ 油 ）配管の変位吸収は

 溶融亜鉛めっきは　 ※ ２種３５　 ・ ２種５０

 とする。

 支持金物等はステンレス（ＳＵＳ３０４）製又は、溶融亜鉛めっき仕上げ

 ス（ＳＵＳ３０４）製とし、屋外及びピット内の配管、ダクトに使用する

 ポンプ及び屋外設置機器・ピット内のアンカーボルト、ナットはステンレ

 鋼管とステンレス鋼管、銅管と鋼管は（ ※ 標準図　 ・ 図示 ）による。

 ・ ガス配管　　 ・ 冷温水配管　 　・ 冷却水配管　

 抜取率は　　　　・ 標準仕様書による　　　　　　　・ 　　　％

 　　　　　　　　・ 放射線透過検査

 非破壊検査　 　 ※ 無　 　　　　　・ 浸透探傷検査又は磁粉探傷検査

 　　　　　　　接合方法

 　　　　　　　接合方法

 ７５Ａ以上　　　※ 電気融着接合

 ５０Ａ以下　　　※ メカニカル接合　 ・ 電気融着接合

 ※ 接着接合　　 ・ ゴム輪接合

 ２）下記の箇所、若しくは図示により取付ける。

 １）形式はピトー管式（コック付）とする。　 ※ 固定式

 　　・ ユニット形空気調和機の冷温水入口

 　　・ 冷温水ヘッダーの各送り管　　　　 ・ 冷凍機類の冷却水出口

 　　・ ボイラー又は熱交換器の温水出口　 ・ 冷凍機類の冷水出口

 呼径６０Ｓｕ以下の継手は、ＳＡＳ３２２を満足するものとする。

 （ ※ 標準図（施工４，５）　 ・ 図示 ）による。

 20．瞬間流量計

 21．配管の建物導入部

 22．ステンレス鋼管の

 23．ビニル管の接合方法

 24．ポリエチレン管の

 25．溶接配管の検査

 26．異種管の接続

 　　　　　　　　　　 （ ※ 無　 ・　　　　　　　　　　　）とする。

 １）屋内露出（一般居室、廊下）の外装は　 ※ Ａ１　 ・ Ａ２

 ２）冷媒管の保温外装は

 ３）標準仕様書以外で多湿箇所の適用

 ４）全熱交換器の機器外気側ダクト

 　　　　　　　　　　　　　　 ・ 保温化粧ケース

 　　　　　　　　　　　　　　 ・ 保温化粧ケース（耐候性樹脂製）

 　　屋外保温化粧ケースの材質　 ・ 耐候性樹脂　 ・ ステンレス鋼板

 　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 高耐食鋼板（溶融亜鉛めっき）

 標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

 （ ※ 給気側　 ・ 排気側外壁より　１m ）は、保温（２５ｍｍ厚）する。

 　　　　　　　　　屋内露出　 ・ 合成樹脂カバー（Ａ１･(イ・ロ)･ＶⅠ）

 　　　　　　　　　屋外露出　 ・ ステンレス鋼板（Ｅ２･(イ・ロ)･ＶⅠ）

 27．支持金物・固定金具

 28．埋設表示

 29．保温

 ５）厨房用排気ダクトの断熱（隠ぺい部）

 ６）共同溝の保温種別は　（ 配管　： ・　　　　　　　

 　　　　　　　　　　 ・ Ｉ･(イ)･Ⅸ 又は ｈ･(イ)･Ⅸ　 ・ 行わない。

 　　　　　　　　　　　　　 ダクト： ・　　　　　　　　　）とする。

 ・ 外部足場（ ※ Ｄ、Ｅ種　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｆ種 ）

 専用足場方式により行う。

 　（ただし、防食塗装部分を除く）

 　亜鉛めっきされたもので、常時隠ぺいされる部分、金属電線管、鋼製架

 ては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に

 「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっ

 関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）手すり先行

 ペイント２回塗りを行う。

 　分アルミニウム、ステンレス、銅、溶融アルミニウム－亜鉛鉄板、合成

 ただし、残りネジ部及びパイプレンチのチャック跡部の鉄面は、さび止め

 　樹脂製等、特に塗装の必要を認められない面、埋設されるもの。

 　き仕上げ面、樹脂コーティング等を施したもので、常時隠ぺいされる部

 　た露出ダクト及び露出配管、カラー亜鉛鉄板面、亜鉛めっき以外のめっ

 　台及び支持金物類、主・各階機械室内等及び電気室内の亜鉛めっきされ

 行う。

 塗装を施さない部分・箇所　 ※ 倉庫　 ・ 車庫　 ・ 駐車場　

 下記の部分を除き、原則として塗装（標準仕様書第２編３．２による）を 30．塗装

 31．足場

 　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 図示による。

　 　　　　　　　　　　（コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

 コンクリートの設計基準強度は　 ※ １８Ｎ／ｍｍ２以上

 ２）建設発生土は　 ※ 構内敷きならし　 ・ 構内の指示ある場所に堆積

 １）埋戻し土は　　 ※ 根切り土の中の良質土

　 　　　　　　　　 ・ 山砂の類

 構内につくることが　 ※ できる　 ・ できない

 担とする。 　　　　　　　　その他

 本工事で設置する。（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

 本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は全て受注者の負

 　　　　　　　　　 ・ 構外に搬出し適切に処理（現場説明書）

 32．工事用電力、水、

 33．監督職員事務所

 34．工事用仮設物

 35．土工事

 36．コンクリート工事

 る方法で確実に行えばよいものとする。

 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

 ただし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定す

 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

 　　槽にあっては有効質量）に、

 １）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯

 　　地域係数（ ・ １．０　 ※ ０．９　 ・ ０．８ ）と、

 37．耐震措置

 　　　層４階とする。

 　　　 ・ 監視制御設備　 ・ 危険物貯蔵装置　 ・ 火を使用する設備

 　　　 ・ 給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

 　　　 ・ 避難経路上に設置する機器

 　　　 ・ 換気機器　 ・ 空調機器　 ・ 熱源機器　 ・ 防災機器

 　　　 ・ 排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

 ２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

 　　　重要機器は次のものを示す。

 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

 　　　上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層

 　　　２階、１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上

 設計用標準水平震度

上　 層 　階

屋上及び塔屋

１．０水　 槽 　類 １．５ ０．６１．０

１．０ １．０ １．０ ０．６防振設置機器地 階・１ 階

０．６ ０．６１．０機　　　　器 ０．４

１．０

１．０１．０

１．０ １．０

１．５１．５

１．５

１．５

１．５

０．６

０．６

防振設置機器

水　 槽 　類

機　　　　器

中　 間 　階

２．０ １．０１．５１．５水　 槽 　類

２．０ ２．０ ２．０ １．５防振設置機器

２．０ １．０１．５ １．５機　　　　器

一般機器重要機器一般機器重要機器機 器　種 別設 置　場 所

・ 一般の施設・ 特定の施設

  　 ・ 排水放流先　 ・ 中央監視盤　 ・　　　　　　　

 撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材は、配管・ダクト等より分

 　　編１．５．１表４．１．１１による。

  　改修工事の対象となる既存設備システム

 　 査を行う前に監督職員に調査計画書を提出する。

 ・ 既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調

 　 おそれのある部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。

 ・ 施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なう

 １）ＥＭ電線類で規格等の定めのないものは、ハロゲン及び鉛を含まない

 ２）電線の色別は、原則として電気設備工事の工事仕様書による。

 　　材料で構成されたものとし、電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４

 38．電線類

 39．施工調査

 40．撤去工事

 離する。

施工後確認試験41. あと施工アンカー

試験方法　引張試験機による引張り試験

試験箇所数 １施工単位に対し１本以上

対象機器 (・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・変圧器 ・　 　）

確認強度　対象機器ごとのアンカーボルト1本に作用する引抜き力以上

 磁波レーダ法）とする。

 電気設備工事、建築工事等との合併工事の場合は工種区分とする。

 放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の

 指示による。放射線透過検査の検査費は別途とする。

 員に報告する。原則、探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法または電

 はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い、監督職

 図面に特記のない場合は別紙「工事区分表」による。

（　　）書きの室名は天井無しを示し，その他は天井ありを示す。

 42．非破壊検査

 43．他工事との取合い

 44．天井仕上区分

45．完成時の提出

　　書類等

 空気清浄装置

 全熱交換器　（７）運転操作説明書・取扱説明書を簡易にまとめたもの Ａ４版製本　部

　（１）工事竣工図書引渡し書　Ａ４版　　 　　　　　　　　　　　　　部

　（２）完成図書（Ａ４版）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　部

　（３）諸官庁届出書類一覧表(諸官庁届出書類(正)許可証(正)共)　　 　部

　（４）完成図面・施工図面二折製本　Ａ３版　　 　　　　　　　　　　部

　（５）縮小完成図面・施工図面二折製本　Ａ４版　　　　　　　 　　　部

　（６）工事記録写真　Ａ４版（工事記録写真カラ－サ－ビス版） 　　　部

　　　　　　　　　　　　　　（完成写真カラ－サ－ビス版）　 　　　　部

　（８）工事監理図書　Ａ４版　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　部

　（９）電子成果品（電子納品）　　　　　　　　 　　　　　　　　　　部

　（10）建物基本情報及び型式台帳(監督員が指定する様式で作成)　 　　部

　（11）その他監督員が必要と指示したもの(フロン台帳等)　　　　 　１式

電子成果品を「営繕工事電子納品要領」（以下，要領という）に基づき作成

する。
　　　※電子納品対象データは同要領に基づくが，変更がある場合は監督職員との

　　　　協議で決定する。

46．電子納品

50．履行報告

49．施工計画書

　　システム

（１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業

　務の効率化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては

　「広島県工事中情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする。

　　　　広島県工事中情報共有システム

　　　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html

（３）監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以

　　下「サービス提供者」という。）との契約は，受注者が行い，利用料を支

　　払うものとする。

（４）受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利

　　用にあたっての評価を行うためアンケート等を求められた場合，協力しな

標準仕様書第１編1.1.4に基づいて適切に行うこと。

工事の着手に先立ち，現場の体制･組織，仮設計画，安全衛生管理，緊急時の

連絡，災害予防その他の現場運営に必要な計画を定めた「総合施工計画書」を

作成し提出する。

また各種別の工事の施工にあたっては「工種別施工計画書」を作成する。

約款第１１条に規定する工事履行報告書は，営繕課で示す様式「期間別工事工

程報告書」で，工程写真，状況写真を添付して月２回提出する。

　　ければならない。

47．工事中情報共有

48．工事実績情報の登録

（１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置

政令市等（広島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な

施設（許可対象とならない中間処理施設にあっては，廃棄物処理法に定められ

た基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし，建設廃棄物が，破砕等

（選別を含む）により，有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理す

るものとする。（原則，県内処分）

（２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記

（1）に揚げる施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平

日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当

な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。

（３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建

設廃棄物については，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理

すること。なお，本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

設計図書の優先順位は次の順序とする。

①技術的説明事項（追加説明，質問回答書を含む）

②特記仕様書　　③設計図面　④標準仕様書・標準図

官公署その他への手続きは，受注者が遅滞なく行い，これに要する費用は，す

べて受注者の負担とする。また関係法令に基づく官公署その他関係機関の検査

において，その検査に必要な資機材及び労務を提供し，これに直接要する費用

　　手続き等

を受注者が負担する。

建築，電気その他別契約の関係工事について，工程及び，取合部分の施工に関

　　との協調

①公共事業労務費調査…工事中に実施

　　　取扱要領を記載した説明板を作成する。）

し，常に緊密に連絡し，工事の円滑な進捗を図るものとする。

工事中及び竣工後，下記に示す調査を行うため発注者より連絡があれば対応すること。

（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

②契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

現場の見やすい位置に監督職員が指示する次の表示板を設置する。

　　＿＿＿＿＿＿＿作業期間，交通誘導員を＿＿＿（人／日）配置すること。

　・　説明書（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の取扱要領

　・　説明板（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の系統図，

　　　を記載した説明書等を作成する。）

　　管理

工事完了後も予め監督職員の指示した日時までは受注者で管理し，各種公課に

（契約不適合）により１年間受注者の負担で完全に補修するものとする。

工事完成引渡後，施工または機器，材料の不備による故障は，約款第４１条

完全に復元するものとする。

地上物件，地中埋設物等で本工事に起因して損傷した場合は，速やかに補修し，

対する料金及び各種の被害（火災，盗難，破損等）は一切受注者の負担とする。

51．建設廃棄物の処理

52．優先順位

53．官公署その他への

54．別契約の関係工事

55．調査への対応

56．工事現場の表示

57．交通誘導員

58．説明板等

59．工事中の補償

60．工事後の補償

61．完成引渡しまでの

実施するものとする。

「快適トイレモデル工事試行要領（令和４年６月１日一部改正）」に基づき

本工事は快適トイレモデル工事（・発注者指定型　・受注者希望型）であり，62.快適トイレモデル工事

快適トイレチェックシートの様式は，「広島県の調達情報」の「様式集＞建設

工事関係_その他の契約関係の様式」に掲載している。

また，完成検査までに提出するアンケートは，「広島県の調達情報」の「入

札・契約制度> 入札・契約制度関係要綱」に掲載している。

※　工事名等の表示板（900mm×600mm） ・ 工事概要等の説明看板（900mm×600mm）　　　　

三原中央方面隊屯所機械設備工事　特記仕様書

待機室棟

車庫棟 平屋建

平屋建

新築

新築

待機室棟 車庫棟

新設一式 新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

M
三原中央方面隊屯所建設工事

A-2：100％

A-3： 71％

―

特記仕様書　２

空  28．消音内貼り  １）空調用の吹出口接続チャンバー及び図示したダクト並びにチャンバー 排  ４）屋外排水管　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ） 石綿含有設備資材の処理について
 １．設計用温湿度条件空 室　　　　　　内　（調整目標値）  　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）（車道部）気  　　類とする。

外　気　条　件
一　般　系　統 調  ２）内貼りチャンバー類の寸法は、外法寸法とする。 水  Ⅰ．石綿を含有する設備資材の撤去方法

気 温度(ＤＢ) 湿　　度 温度(ＤＢ) 湿　度 温度(ＤＢ) 湿　度 和  ３）吹出口接続チャンバー以外の内貼りしたチャンバーには点検口を取付  ２．排水金物  記号 ＣＯＡＤ は掃除口を兼用する排水金物を示す。  　１．工事受注者は、施工に先立ち以下の報告を行うこと。
夏季 ３４．９℃ ５１．０％ ２８．０℃ ５０％ 　　　　℃ 　　％ ・  　　ける。点検口の大きさは、原則として４００×６００とする。 設  ３．汚水、雑排水及び  水中形三相誘導電動機は、（ ※ 乾式　 ・ 油封式 ）とする。  　　　 撤去に先立ち、「大気汚染防止法」の他「労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に関する法

調 冬季　-０．２℃ ６９．９％ １９．０℃ ４０％ 　　　　℃ 　　％ 換  29．機器用基礎  防振基礎の防振材及び振動絶縁効率は、標準仕様書および標準図によるほ  　　汚物用水中モーター  電動機の極数は図示による。  　　　 律、建築基準法、建設リサイクル法、地方自治体による条例」等に基づき関係機関と協議を行

気  か、図示による。 備  　　ポンプ  着脱装置、ストレーナー及び水中ケーブルの長さは図示による。  　　　 い、監督職員に報告を行う。 ２．配管材料  １）冷水・温水・冷温水　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）
和 設  30．空調用流体の水質基準 日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器用水質ガイドライン）による。  ４．接続納付金等  ※ 別途工事　 ・ 本工事  　２．各部位の撤去方法は、以下の内容及び撤去要領図を参考とし、監督職員に計画書を提出し承諾※重複して適用の場合の  ２）膨張・空気抜・補給水・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

備  　　　 を得ること。　使用区分は図示による  31．フィルターの予備品 ３）冷却水　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管） 空気調和機器等又はﾌｨﾙﾀｰﾁｬﾝﾊﾞｰの装着枚数の１００％を予備品（枠付）として納める。  ５．桝のｺﾝｸﾘｰﾄ巻き   　小口径桝等はコンクリ－ト巻き仕上げとする。（但し舗装等の仕上げ
・  　　（１）ダクトフランジ部ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄは総台数の（ ・ ５０％ ・ １００％　）に当たるﾌｨﾙﾀｰを予備品（枠付） ４）蒸気給気　　　　 　 ・ 配管用炭素鋼鋼管（黒管） 　　部分は除く。）（施工の際は鉄筋又は，金網で補強を入れること。）

 　　　　ダクトフランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。
 ５）蒸気還水　　　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ３７０Sch40） として納める。

換 　　　　１）ダクトの切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に、飛散抑制剤の
 ６）油・油用通気　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒管） 自動巻取り形及びグリ－スフィルタ－は装着単位の１００％を予備品として納める。

　　　　　　塗布又はビニルテープ貼り等を施す。
 ７）冷媒　　　　　　　  ・ 断熱材被覆銅管

気 排  １．ダクト  ※ 亜鉛鉄板製　　　・ 鋼板製（厚１．６ｍｍ） 給  １．配管材料  １） ・ 保温付被覆銅管　 ・ 銅管　 ・ ステンレス鋼管 　　　　２）ダクトの切断は、フランジ部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。
 ８）空調用給水　　　　　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

※重複して適用の場合の ２．排煙口  ・ パネル形　　 （ ・ 天井取付　　 ・ 壁取付 ）  　　 ・ 耐熱性ライニング鋼管　・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 　　　　３）ダクト片側の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施し、もう片
 ９）空調用排水 ・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP) ・ 結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　

設 　使用区分は図示による煙  ・ スリット形　 （ ・ 天井取付　　 ・ 壁取付 ） 湯  ２）湯沸器、給湯機廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。 　　　　　　側の切断を行う。
 ３．弁類  図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。

 ・ ダンパー形　 （ ・ 天井内取付　 ・ 　　　 ）  ２．弁類  図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。  　 （２）たわみ継手フランジ部
 ４．空調機用トラップ  トラップの形式はフロートボール式（床置型）　 ※ ＦＲＰ製保温型

備 設  ３．排煙口開放及び  電気式（遠隔操作　 ※　不要　　　　・ 要 ） 設  ただし、公営水道に直結する部分及び特記部分は、１０Ｋとする。 　　　　たわみ継手フランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。
 ５．鋼板製煙道  １）厚さ　　　　　　　 ※ ３．２ｍｍ　 ・ ４．５ｍｍ

 　　　　　　　復帰方式  排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１．５．１表４．  ３．保温  湯沸器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温 ｈ･(イ)･Ⅸ を行う。　 　　　　１）ダクト及び機器の切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に、飛散
 ２）ばい煙濃度計　　　 ・ 取付ける　　 ・ 取付けない

備  １．１１による耐熱・耐火ケーブルとする。 備 　　　　　　抑制剤の塗布又はビニルテープ貼り等を施す。
 　　　　　　　　　　　 ・ 取付座を取付ける

　　　　２）ダクト及び機器の切断は、フランジ部分の約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。
 ３）ばいじん量測定口（８０φ×２）　 ※ 取付ける　 ・ 取付けない

 ４．排煙風量測定  建築設備定期検査業務基準書２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降 　　　　３）ダクト及び機器の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施す。消  １．配管材料  １）屋内消火栓　一般配管用　 ・ 配管用炭素鋼鋼管（白管） ４）伸縮継手及び掃除口は図示による。
 機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。 　　（３）配管フランジ部※重複して適用の場合の  　　　　　　　　地中配管用　 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管 ６．ばい煙濃度計  投光器及び受光器は、送風器付きとする。

　　　　配管フランジ部におけるガスケット撤去は、原則として切断による方法とする。　使用区分は図示による火 　　　　　　　　　ピット内　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ） ７．冷却塔  標準型、低騒音型、超低騒音型の規定は、日本冷却塔工業会の騒音基準値
　　　　１）配管の切断は、フランジ部分にかからない箇所において行う。 ２）連結送水管　一般配管用　 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０） による。

自  １．システム構成・機能  図示による。 　　（４）成形保温材付き配管の曲線部設  　　　　　　　　地中配管用　 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管 ８．ユニット形  コイル通過後のケーシングに講じる表面結露対策は
 ２．自動制御機器  調節器等の取付け高さは　 ※ １３００ｍｍ　 ・　 　　　　成形保温材付き配管の曲線部の撤去は、原則として切断による方法とする。 　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０－ＶＳ） 　　　　　　空気調和機  　※ 不要　 ・ 図示による。

動  ３．自動制御盤  屋内用キャビネットは　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製 　　　　１）配管の切断に先立ち、飛散防止措置として成形保温材に飛散抑制剤の塗布を施すととも備  ３）　　　　　　一般配管用　 ・ 　 風量３０，０００ｍ３／ｈを超える機器の許容騒音レベルは、図示による。
 ４．中央監視制御装置  ・ 有り（構成機能は図示による）　　・ 無し 　　　　　　に、成形保温材前後の保温材を撤去する。 ２．消火栓弁の耐圧  ※ １０Ｋ　 ・ １６Ｋ ９．ファンコイルユニット 冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取付ける。

制  ５．計装工事の配線  １）屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。 　　　　２）ビニールシート等で成形保温材を包み配管表面でテープ止めとし密閉する。 １）呼水タンクの保温　　※ 施工しない　 ・ 施工する ３．保温 ※ 流量調整弁　 ・ 定流量弁　を取付ける。
 　　天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。 　　　　３）配管の切断は、密閉部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。 ２）充水タンクの保温　　※ 施工しない　 ・ 施工する 　 （ 定流量弁の場合は　 ・ ダイヤフラム式流量可変式

御  ２）原則として、次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は  ３）消火配管の保温は次による。   　　　　　　　　　　　 ・ カートリッジオリフィス形 ）
 　　一般共通事項１９．電線類の規格による。  Ⅱ．石綿を含有する設備資材の処理方法（※搬出費・運搬費・処分費は別途） 　　（屋外露出、寒冷地は保温種別 ｅ２･(ハ)･Ⅶ による） 床置形にはサブドレンパンを設ける、材質等はドレンパンに準ずる。

設  　　（機器、盤類はこれによらなくてもよい） 　　（１）処理に先立ち、関係機関と協議を行い監督職員へ計画書を提出し承諾を得る。 　　・ 屋内消火栓　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する 10．パッケージ形  インバーター機の表示された能力は、型番で選定する。
 　　用途：①電源線、接地線 　　（２）石綿含有廃棄物であることを表示すると共に、石綿飛散防止対策として「大気汚染防止法」 　　・ スプリンクラー　 ※ 施工しない　 ・ 施工する 　　　　　　空気調和機  内外渡配線は、原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）

備  　　　　　②電気式の調節器（サーモ・ヒューミ等）用電線 　　　　　の他。「労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建築基準法、建設リサイク 　　・ 連結送水　　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する 11．マルチパッケージ形  パッケージ形空気調和機の記載による。
 　　　　　③各種検出器（温度・湿度等）、操作器（バルブ・ダンパー等） 　　　　　ル法、地方自治体による条例」等に基づき構外搬出適切処理とする。 　　・ 連結散水　　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する 　　　　　　空気調和機
 　　　　　　における弱電信号、通信線を除く制御線 　　（３）構外搬出適切処理後、監督職員へ報告書を提出する。 ４．屋内消火栓  ※ 広範囲型２号消火栓　 ・ ２号消火栓 12．集中管理リモコン  集中管理リモコンの機能は、

　　（４）石綿含有設備機器については、施設管理者及び監督職員と協議の上、適切に処理を行う。 ・ 易操作１号消火栓　　 ・ １号消火栓 　　　　・個別リモコン  　※ 標準仕様書に記載されている機能
 ５．屋外消火栓  開閉弁の材質は　 ・ 鋳鉄製（要部青銅製）　 ・ ステンレス鋳物製 　・ 外部信号を受け一括停止機能　 ・ 図示する機能

フランジ外周部に飛散抑制剤の 箱の材質は　　　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製 　・ エネルギーの管理に関する機能（外部記憶媒体への出力機能含） 配管切断箇所塗布又はビニルテープ貼り等
 リモコンの系統区分は図示による。 １００ １００ １００ １００ 成形保温材に衛  １．一般事項  型番変更等により参考型番が変更又は廃止されている場合、参考型番の同

 13．空気清浄装置  ろ材ユニットは（ ・ 再生式　 ・ 非再生式 ）とし、形式及び性能等は 飛散抑制剤の塗布
 等品とする。

 図示による。 成形保温材前後生   大 便 器 、 小 便 器 に は 、 標 記 板 （ ア ク リ ル 板 に 印 刷 可 ） を 取 付 け る 。
 14 ． オ イ ル ポ ン プ  形式　　　　 ※ 渦流形　 ・ 歯車形 １

０
０

の保温材撤去
 ２．小便器用節水装置  形式は（ ※ 小便器一体型　 ・ 小便器分離型 ）とする。

 15．開放形膨張タンク  本体の材質　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製 配管切断箇所石綿含有ガスケット器  洗浄水量４リットル／回以下とする。
 鉄製はしご　 ※ 要　　　 ・ 不要

 ※ 個別感知方式（ ※ ＡＣ電源　 ・ 乾電池 ）　 ・ 手動式 ガ  １．都市ガス設備  ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。
 16 ． 地 下 オ イ ル タ ン ク  １）据付け方法は　 ※ 標準図（施工３２）（二重殻タンク）

具  ３．自動水栓  電源種別は　 ※ ＡＣ電源　 ・ 自己発電　 ・ 乾電池  ２．配管材料  １）都市ガス　　　ガス事業者の定めによる。
 　　　　　　　　　 ・ 標準図（施工３３）（タンク室有り）

※重複して適用の場合の 肢体不自由者用洗面器に設ける自動水栓に手動スイッチを、 ス  ２）液化石油ガス　一般配管用　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）
 ２）保護被覆は　 ※ ＦＲＰ　 ・ エポキシ樹脂　 ・ アスファルト

　使用区分は図示による設  　※ 設ける　 ・ 設けない  　　　　　　　　　地中埋設用　　・　ポリエチレン被覆鋼管
 ３）遠隔油量指示装置（液面計は（ ・ 抵抗変化式　 ・ 磁歪式 ）で

 ４．大便器用洗浄弁  操作方式　 ・ 電気開閉式（ ・ センサー式　 ・ タッチスイッチ式 ） 設  ３．ガス漏れ警報器  ※ 不要 １００ 　　（ ・ 屋内　 ・ 屋外 ）より油量監視用）を取付ける。
備  　　　　　 ・ 手動式  ・ 要（取付け位置は図示による。外部出力端子　 ・ 不要　 ・ 要 ）

 ４）基礎杭は　 ※ 不要 ダクト切断部 ビニールシート等で成形保温機器切断部 ５．温水洗浄便座  洗浄用水加温方式は（ ・ 瞬間方式　 ・ 貯湯方式 ）とし、付加機能は 備  　 警報器から制御盤、遮断弁までの電線管は別途工事とする。 材をつつみ、テープ等で密閉 　　　　　　　 ・ 要（但し杭は　 ※ 別途工事　 ・ 本工事 ）
 図示による。  ４．充てん容器  ・ １０ｋｇ　 ・ ２０ｋｇ　 ・ ５０ｋｇ　　　　　本

 ５）土留め工事は　 ※ 不要　 ・ 要（ ・ 本工事　 ・ 別途工事 ）
ダクト・たわみ継手フランジ部撤去要領図　S=NS 成形保温材付き配管撤去要領図　S=NS ６．器具と排水管接続  ※ 標準図（施工６５）　 ・ 標準図（施工６６）  ※ 借用　 ・ 買取り

 17 ． オ イ ル サ ー ビ ス タ ン ク 油面計はゲージ式（側圧式）とする。
 ７．水栓  ５．バルク貯槽  ・ 縦型　 ・ 横型　　最大充てん量　 　　ｋｇ・　水栓は節水コマ付きを採用する。　・　水栓ハンドルは極力レバ－式を採用する。

 18．ダクト  １） ※ 低圧ダクト　 ・ 高圧１ダクト　 ・ 高圧２ダクト
 ・ 借用　 ※ 買取り  建築物解体工事（機械設備の部） ２）長方形ダクトは　 ・ コーナーボルト工法

 ６．ガスメーター  １）親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。
 　　　　　　　　　　　　（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

 ２）子メーター計量方式（ ・　直読　 ・ 遠隔表示 ）
 　　　　　　　　　　　  （ただし、長辺が１５００ｍｍを越えるものは Ⅰ．工　事　概　要　（解体工事の部）

給  １．配管材料  １）一般配管用　 ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VB・FVB）  ７．容器廻りの配管  施工方法は標準図（施工７３）の　 ・ （ａ）　 ・ （ｂ）　 ・ （ｃ）
 　　　　　　　　　　　  　アングルフランジ工法とする） １．工　事　内　容　（解体工事の部）

　　　　　　　　　・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  ８．容器転倒防止  施工方法は標準図（施工７４）の　 ・ （ａ）　 ・ （ｂ）
※重複して適用の場合の 　　　　　　　　　 　・ アングルフランジ工法 　１）特記仕様書（機械設備の部）Ⅰ．２．建物概要に記載された取り壊し建物等の撤去を行う。

水  ２）土間配管用　 ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD・FVD）　使用区分は図示による ３）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後１５０ｍｍを 　２）上記撤去範囲部分は、地中埋設部分を含めて全て撤去する。
　　　　　　　　　・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

 　　１．６ｍｍ厚鋼板製とする。 　　　アスファルト舗装及びコンクリート舗装の路盤撤去、埋め戻し・整地は別途建築工事とする。
設  ３）地中配管用　 ・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP） ４）厨房用ダクトの板厚は「火災予防条例準則の運用について」による。 　３）本工事による撤去機器、配管及び桝類は、場内の指定場所に集積する。（図面は参考とする）

                  ・水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  ・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管 19．チャンバー等  １）シーリングディフューザーの接続は標準図（施工４９）を参考とする。 　　（１）建物については、
備  ４）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。 浄  １．処理種別及び方式  ・ 小規模合併処理

 ２）接続するダクトの施工が困難な場所はフレキシブルダクトを使用して 　　　　①重機作業に影響のある以下の機器を、建築工事の重機作業に先行して撤去する。
 　　電気伝導率、Ｍアルカリ度、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、 化  　 （ ・ 担体流動生物濾過方式　 ・ 嫌気分離接触ろ床方式 ）

 　　もよい。 　　　　　図示された機器のうち、太線またはハッチング等により明示されたもの。
 　　全硬度、重炭酸イオン、遊離炭酸、塩素イオン、硫酸イオン、シリカ、 槽  ・ 合併処理（ ・　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

 ３）線状吹出口には、長さ＋１００×３００×３００Ｈの接続チャンバー 　　　　　（コンクリート基礎の撤去は建築に含む。）
 　　蒸発残留物 設  ２．その他  図示による。

 　　を設ける。 　　　　②人体及び地球環境に影響を及ぼす冷媒等の回収・破壊処理を行う。
 ２．弁類  １）公営水道に直結する配管に使用するものの耐圧は、１０Ｋとする。 備

 ４）外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合は、雨水等を自然に 　　　　　フロンガスは「冷媒の回収方法について」による。
 ２）受水タンク以降の配管に使用するものの耐圧は、５Ｋとする。

 　　排出できるよう勾配をつける。 　　　　③熱源の残油はタンク及び配管内を含み回収し、適切に処理するものとし、
 ３）給水引込部の（ ・ 止水栓　 ・ 弁桝 ）は水道事業者指定品とする。

 20．吹出口・吸込口の  ※ 亜鉛鉄板製　 ・ グラスウール製 　　　　　（ ※ 本工事　 ・ 別途工事 ）とする。
 ３．量水器  １）親メーター　 ※ 借　用　 ・ 買取り（ ・ 直読　 ・ 遠隔表示 ）

 　　　　　　　ボックス 　　（２）その他の機器及び配管・ダクト類について、処理に関する記載のない事項は、全て重機に
 ２）子メーター　 ※ 買取り　 ・ 借　用（ ・ 直読　 ・ 遠隔表示 ） 雨  １．システム構成その他  図示による。

 21．グリス除去装置  ・ グリスエクストラクター　 ・ グリスフィルター 　　　　　よる取り壊しとする。
 現地表示式（直読式）の表示機構は　 ※ 湿式ｱﾅﾛｸﾞ式 ・ 乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式 水  ２．配管材料  １）一般配管用　 ・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ）（ＳＧＰ－ＦＰＡ）

 22．風量測定口  標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。 　　（３）屋外埋設機器及び配管・桝類については全て撤去する。
 遠隔表示式は（ ※ パルス式　 ・ 電文式 ）発信器を備える。 利  ２）土間配管用　 ・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）（ＳＧＰ－ＦＰＤ）

 ・ 空調機のサプライチャンバーからの分岐ダクト　 ・ 外気取入れダクト 　　　　　図示された桝類のうち、量水器桝、弁桝、散水栓ＢＯＸ、ため桝、インバート桝は、
 ４．量水器桝  １）親メーター用　 ※ 水道事業者の指定品　 ・ 標準図（機材５７） 用  ３）地中配管用　 ・ 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

 23．温度計  標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。 　　　　　建築工事の重機作業の後に機械設備にて撤去する。
 ２）子メーター用　 ※ 標準図（機材５７）　 ・ 水道事業者の指定品 設  ３．弁類  図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。

 ・ 空気調和機、全熱交換器廻りの還気ダクト、外気ダクト及び給気ダクト 　　　　　配管およびプラスチック桝は建築工事の重機作業に含む。
 ５．定水位調整弁  ・ 標準仕様書による　 ・ 水道事業者指定品 備  ４．量水器  ※ パルス式　　　 ・ 直読式

 機器付属以外の温度計は　 ※ バイメタル式温度計 　　（４）給水、排水、ガス設備については指定工事店により、閉栓工事を行う。
 ・ 定流量弁を定水位調整弁の手前に設置する。  ５．雨水電動遮断弁  ・ ナイフ仕切弁　 ・ 偏心式プラグ弁　 ・ バタフライ弁

 　　　　　　　　　　　　 ・ ガード付きＬ形温度計 　４）撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材の分離は原則として中間処理上にて行う。
 ６．緊急遮断弁装置  遮断弁の駆動方式は（ ※ 電気式　 ・ 機械式 ）とする。  ６．網かご形スクリーン  目幅の有効間隔は（ ※ ５ｍｍ　 ・ 　　ｍｍ ）とする。

 24．圧力計  標準図によるほか図示した箇所に取付ける。 　５）浄化槽内の汚泥汲取、清掃、消毒を施工した後、撤去する。
 ７．水栓柱  ※ 合成樹脂製　 ・ ステンレス製　  ７．薬液注入装置  構成その他は図示による。 (1)防火ダンパーは表示等により区分する。 　　　(浄化槽内の汚泥汲取、清掃、消毒は施設管理者側で実施し本工事では実施しない) 25．ダンパー

 寸法　 ※ 約７０ｍｍ角全長約１３００ｍｍ　 ・ 図示による
 (2)防煙ダンパー　 遠隔復帰式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下。） Ⅱ．工　事　仕　様　（解体工事の部）

 ８．不凍水栓柱  寸法　 ※ 全長約１３００ｍｍ　　　　　　　 ・ 図示による 26．定風量・変風量  ・ メカニカル形　 ・ 風速センサー形 １．特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「建築物解体工
 ９．水栓  １）屋外の水栓は　 ・ キー式ハンドル　  　　　　　　　ユニット 　　事共通仕様書（令和４年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）により、解体共通仕様書

 ２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。 27．冷温水管等のエア抜き １）エア溜まりを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容 　　に記載されていない事項は、特記仕様書（機械設備工事の部）による。
 10．タンク  給水栓用配管の接続口を（ ※ 設ける　 ・ 設けない ）ものとする。 冷媒の回収方法について 　　易な位置にエア抜き弁装置（ ※ 手動　 ・ 自動 ）を設ける。

 ２槽式の場合は、連通管を設けるものとする。 ２）自動エア抜き弁装置は、標準図（施工３８（ｇ））による。
 11．引込納付金等  ※ 別途工事　 ・ 本工事  　冷媒の回収方法は次による。回収費・処分費は（ ※ 本工事　 ・ 別途工事 ）とする。 ３）機械室の手動式エア抜き配管で、特記のない場合の保温範囲は原則と
 12．ﾎﾞｯｸｽのｺﾝｸﾘｰﾄ巻き  弁ﾎﾞｯｸｽ，散水栓ﾎﾞｯｸｽ等はｺﾝｸﾘｰﾄ巻き仕上げとする。（但し舗装等の  　（１）「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）」に 　　して分岐部より２ｍとする。

仕上げ部分は除く。）（施工の際は鉄筋又は，金網で補強を入れること。）  　　　　従って行い、監督職員に次の書類を提出する。

 　　　　・ 第1種フロン類充填回収業者の登録通知書（都道府県知事登録）の写し

排  １．配管材料  １）屋内汚水管　　　・  硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　  　　　　・ 事前確認書の写し　 ・ 回収依頼書の写し　・ 引取証明書　・破壊証明書の写し
・  建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP） （第１桝まで含む）　  　（２）ルームエアコン等で、「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象と※重複して適用の場合の

水 　　　　　　　　　 　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管  　　　　なっているものは、同法に従ってリサイクル「冷媒の回収は原則としてポンプダウン　使用区分は図示による
 ２）屋内雑排水管　　・  硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）  　　　　による。」を行い、監督職員に次の書類を提出する。

設  （第１桝まで含む）  ・  建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）  　　　　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

　　　　　　　　　 　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

備  ３）通気管　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

            ・ 建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）
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一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

三原中央方面隊屯所建設工事

配置図
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5
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外構配置図　S=1/200

通路

ホース干し場
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M

階段

空気弁

雨

AS

AS AS

H=-0.208
T.2

0.01

-0.05

0.01

-0.07
-0.05

-0.10 -0.11

-0.08

-0.56

-0.66 -0.14

-0.07

-0.04

-0.08

-0.67 -0.68

-0.62

-0.03

-0.10

-0.12

-0.50-0.09

-0.16-0.08

-0.06

-0.08

-0.54-0.12

-0.09

標識
標識

+0.60

+0.40

+0.40

+0.40

+0.40

+0.30

+0.30

+0.60

+0.60

+0.60

-0.10

+0.60

+0.40

+0.40

±0 +0.60 +0.60

+0.60

+0.40

+0.60

+0.60

凡　例

計画地盤高を示す

-0.10 現況地盤高を示す

5,000

+0.40 +0.40

0.10

0.28

16,000 500

68,500

3
,
0
0
0

2
1
,
5
0
0

200 200 500400

▽

9,000

▽▽▽▽

12,0006006,6002,60010,750 6,100

2,500 2,500

33,250

地上設置型防火水槽
　　　（別途工事）

受電柱

As

真砂土整地

雨落ち砂利

44,5006,750

施工済の箇所を示す

番　号 工　事　名 数　量

排水桝600×600グレーチング蓋

1

2

3

4

5

9

12

14

15-1

16

数　量工　事　名番　号

階　段

雨落ち

スロープ

縁石

車止め（鋼管φ100チェーンφ6張り）

駐車区画（トラロープ張り）

1ヶ所

18.0㎡

11.2ｍ

1ヶ所

工事一覧表

⑬

①
②

⑤

⑤

⑭

⑮-2

メッシュフェンスH=1800

数　量工　事　名番　号

⑫

1ヶ所

10.5ｍ91.7ｍ

23区画

砕石敷

⑤

⑤

1,720

▽

2023.06.

⑮-1

真北

②

⑭

⑯

⑱

9.0ｍメッシュフェンスH=1100

17

18

格子フェンスH=600 12.5ｍ

⑳

土止め１6

7

8

20.8ｍ

5.4ｍ

14,550

14.6ｍ擁壁１

④

土止め２

土止め３

⑨

3.0ｍ

⑦
⑤⑥

⑤

2ヶ所雨水桝300×30010

2ヶ所11 雨落ち排水桝φ300

⑪

⑩ ⑩

⑪

1ヶ所13 ホース乾燥柱12本吊

⑤

1098.0㎡

89.3㎡

19

20

真砂土整地

砕石敷

VU100 VU100

V
U
2
0
0

V
U
2
0
0

V
U
1
0
0

V
U
1
0
0

⑱ ⑱

⑱
⑱

⑱

⑲

⑲

⑲⑲

⑲

③

⑧ ⑧ ⑧

土止め４

⑰

15-2 メッシュフェンスH=1800 16.3ｍ

23.8ｍ

別図配置図参照
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2525
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0.33
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0.95

-0.62

-0.07
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地下道通路

インターロッキング

インターロッキング

AS

AS

側溝

砂山

Ｍ

伸縮止水栓　25A

GV　25A（BOX共）

量水器　25A（BOX共）
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特記事項 訂正事項

M

屋外給排水設備配置図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/300

待機室棟

車庫棟

給水配置図　S=1/300

別図配置図参照
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
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特記事項 訂正事項

M

勾配図・桝リスト

三原中央方面隊屯所建設工事
1/1003/4柱位置変更

05

2023.06.

桝リスト

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

小口径桝

小口径桝

小口径桝

桝番号 仕　　　様

100-150 ST

100-150 90Y

100-150 90Y

計画
ﾚﾍﾞﾙ 備 考

深　さ
設計GL
-管底

深　さ
計画GL
-管底

1010

1220

1310

1380

720

810

880

±0

品　　　名

小口径桝 100-150 90L 1130 630

桝リスト

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

小口径桝

小口径桝

小口径桝

小口径桝

小口径桝

桝番号 仕　　　様

100-150 90L

100-150 90L

100-150 90Y

100-150 ST

100-150 90L

計画
ﾚﾍﾞﾙ 備 考

深　さ
設計GL
-管底

深　さ
計画GL
-管底

300

380

300

380

420

460

490

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0 塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

防護ハット（8T）

塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

品　　　名

Ｇ

小口径桝 100-150 90Y 310 310±0

小口径桝 100-150 90Y ±0 塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

小口径桝 100-150 90Y 580 ±0

±0

塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻きＨ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

小口径桝

小口径桝

小口径桝 100-150 ST

塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

塩ビ製蓋　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 巻き

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

防護ハット（8T）

-500

小口径桝 100-150 90Y

取付桝

-500

-500

-500

-500

690

810

910

510

580

690

810

910

1010

1410 910

100-150 45YS

100-150 45YS

470

480

550

560
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

M
三原中央方面隊屯所建設工事

1/1003/4柱位置変更

06

2023.06.

廊下男子便所
台所

消防団室

待機室棟

3
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0
0
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2
,
0
0
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3
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Y5

Y4

Y2

Y1

X6X5X4X3X2X1

分団室

19,000 1,000

3,500 1,500 2,000 4,000 4,000 4,000

3,500 7,500 4,000 4,000

1
,
5
0
0

6
,
0
0
0

1
,
6
0
0

備蓄庫

（24.00㎡）（24.00㎡）

中庭

ベンチ

別図詳細図参照

別図配置図参照

別図配置図参照

屋内一般部塩ビライニング鋼管 ＳＧＰ－ＶＢ

塩ビライニング鋼管 ＳＧＰ－ＶＤ

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 屋外埋設部 ＨＩＶＰ

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６屋内埋設部
コンクリート壁内

記　　号 仕　　様摘　　要名　　称

　凡　　　例

ＪＩＳ　Ｋ　６７４２

屋内埋設部 ＶＰ

排水管

硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

ポリエチレン管 ＰＥ ＪＩＳ　Ｋ　６７６２給水引込管

給水管

屋外埋設部硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

屋外埋設部硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

ＶＰ（７５Ａ以下）

ＶＵ（１００Ａ以上）

硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ　Ｋ　６７４１通気管 屋内一般部 ＶＰ

【註】建築設備の構造強度　平１２建告第１３８８号に適合する事

水道法１６条で定められる水道施行令６条に適合する事

品　　名 参　考　品　番

ワンタッチ．ワンハンドカット棚付き２連紙巻器 ＹＨ７０２

新　設　器　具　リ　ス　ト
合
　
　
計

男
子
便
所

１　　階

参　考　品　番

ワンタッチ．ワンハンドカットＣＦ－６３ＨＳＴ

（ＴＯＴＯ）

洋風大便器 １ １

１ １

（ＬＩＸＩＬ）

優
先
便
所

ＣＦＳ５９７ＢＣ　ＴＣＦ５８３０ＰＲ　ＨＥ３５ＪＲ　ＨＭ１０Ｊ ＢＣ－Ｐ２０ＳＵ　ＤＴ－ＰＡ２５０ＵＴＫ　ＣＦ－１８ＡＬＰ ２

　２

車
庫
棟

分
団
室

Ｔ１１２ＨＫ７Ｒ １ＫＦ-４７１ＥＨ７０ １

１洗面器

１

化粧鏡 ＹＭＫ５１Ｋ

化粧鏡 ＹＭ３５４５Ｆ １

１

ＫＦ－３５４５ＡＥ １

１

洗濯パン

化粧鏡

１

Ｌ３６５ＡＰＲ　ＬＦ－Ｅ０２　ＬＦ－９７ＰＡ　ＬＦ－３Ｖ２５２Ｗ２５

Ｌ－１７６ＵＡＮ　ＬＦ－１Ｕ　ＬＦ－３Ｖ　ＬＦ－１０５ＰＡ

ＫＦ－４５１０Ａ

ＰＦ－６４６４ＡＣ　ＴＰ－５１

１

１

１

ＰＷＰ６４０Ｎ２Ｗ　ＰＪ２００９ＮＷ

Ｌ２５０Ｃ　Ｔ２０５ＵＮＲ　　

自在水栓

万能ホーム水栓

Ｔ１３６ＳＵＮＲ１３

Ｔ２００ＳＮＲ１３

ＴＷ１１Ｒ洗濯機用水栓 ＬＦ－ＷＪ５０ＫＱＡ

ＬＦ－１４Ｎ－１３

ＬＦ－７Ｒ－１３

１

１

１

１

１

１

１

Ｌ１０３Ａ　車いす対応洗面器

はね上げ手すり（可動式）（建築工事）

Ｔ１１２ＣＬ１１ １ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｊ １Ｌ型手すり　　　　　　　（建築工事）

１ １壁掛小便器 Ｕ－４０６ＲＵ　ＵＦ－３Ｊ　ＵＦＨ５００　ＴＧ６００ＰＮ

（待機室棟）給排水設備平面図
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三原中央方面隊屯所建設工事

M

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

07

2023.06.

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
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平面詳細図（１）　S=1/50

Y1
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Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4 X5

東

南

西

北

展開方向

3,500

19,000

1,0001,000

4,000

1,000 2,000

19,000

3,500 7,500

CVAT-50

CVAT-50
CVAT-50

CVAT-100

CVAT-100

GV-20（10K）

VC-P

GV-20（10K）

VC-P

：埋設標示柱を示す

別図配置図参照 別図配置図参照

（待機室棟）給排水設備平面詳細図



A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

M

（待機室棟）空調平面図（別途）

三原中央方面隊屯所建設工事
1/1003/4柱位置変更

08

2023.06.

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

廊下男子便所
台所

消防団室

待機室棟
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（床面積110.50㎡）

（待機室棟）平面図　S=1/100
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（24.00㎡）（24.00㎡）

中庭

ベンチ

名　　　　称記号 仕　　　　様

空冷ヒートポンプ

パッケージエアコン

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－２ 空冷ヒートポンプ

パッケージエアコン

空冷ヒートポンプ

ルームエアコン

ＡＣＲ－１

型　　式 ： 床置形

冷房能力 ：  7.1kW

暖房能力 ：  8.0kW

型　　式 ： 床置形

冷房能力 ：  7.1kW

暖房能力 ：  8.0kW

型　　式 ： 壁掛形

冷房能力 ：  2.8kW

暖房能力 ：  3.6kW

設置場所電気容量

１

１

1

SZRV80BYT

SZRV63BYT

S283ATES

３φ ２００Ｖ

圧縮機1.7ＫＷ

送風機 (内)64W

 　　　(外)90W

３φ ２００Ｖ

圧縮機 1.18ＫＷ

送風機 (内)64W

 　　　(外)50W

１φ ２００Ｖ

圧縮機 0.75ＫＷ

送風機

消防団室

備蓄庫

分団室

付 属 品 ： 

付 属 品 ： 

数 量 参考品番

機器表(別途工事)

付 属 品 ：

ACP

1

ACR

1

ACP

2



OA

1

OA

1
OA

1

FE

2

FE

2
FE

3

FE

3

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率ＮＯ．ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨ． ＣＨ． ＤＲ．

ＪＯＢ　ＮＯ． ＤＡＴＥ

岡 田 建 築 設 計 事 務 所
一級建築士　第102449号　岡田文夫

一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号
特記事項 訂正事項

M

（待機室棟）換気設備平面図

三原中央方面隊屯所建設工事
1/1003/4柱位置変更

09

2023.06.

廊下男子便所
台所

消防団室

待機室棟

3
,
0
0
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2
,
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1
,
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0

優先便所

（床面積110.50㎡）

（待機室棟）平面図　S=1/100
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,
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1,000
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（34.50㎡）

（7.00㎡） （4.50㎡） （6.00㎡）
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軒先線
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Y3

Y5

Y4

Y2

Y1
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分団室
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1
,
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6
,
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1
,
6
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備蓄庫

（24.00㎡）（24.00㎡）

中庭

ベンチ

FE-3

シックハウス対策換気計算

［ｍ］

階

必要

床面積

［㎡］

天井高 気積

必要

換気量

設計

換気量室名 換気回数 排気機器 台数 換気方式

［ｍ　］３

換気回数

［回／ｈ］ ［ｍ　／ｈ］３ ［ｍ　／ｈ］３ ［回／ｈ］

０．３０ １台 ３種１０．５０ ２．９０５ ３０．５０ ９．１５消防団室２階 ＦＥ－２（２４）

換　気　機　器　表

仕　様 電気容量
記　号 備　考

接続ダクト
名　　　　　　称

OA-1

羽径 風量(m3/h) 静圧(Pa) 相 Ｖ W
設置場所 台数

深形ﾌｰﾄﾞ（SUS）P-23VSQ4（防虫網付）

参考品番:

パイプファン
200φ

10
１ 100 13.0

(排) 200

V-20PXS5

９０ ０．９１

２

０．３０ １台 ３種３４．５０ ３．４０ １１７．３０ ３５．１９分団室 ＦＥ－２（２４）９０ ０．９１

０．３０ １台 ３種２４．００ ３．０２５ ７２．６０ ２１．７８備蓄庫 ＦＥ－３（２４）９０ ０．９１

FE-2

便所

深形ﾌｰﾄﾞ（SUS）P-23VSQ4（防虫網付）

参考品番:

パイプファン
200φ

10
１ 100 13.0

付属品:パイプスリーブ(排) 200

V-20PXS5

２優先便所

（24H）
（24H）

24時間換気

付属品:24時間SW　P-04SWL2　パイプスリーブ分団室

備蓄庫

給気口
200φ

消防団室

分団室

備蓄庫 P-23GHF5

深形ﾌｰﾄﾞ（SUS）P-20VSQ4（防虫網付）

参考品番:

付属品:　パイプスリーブ

３
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岡 田 建 築 設 計 事 務 所

平面図　　S=1/100

ベンチ

Y2

Y1

X3X2X1

+140

±0

犬走り

9,2506,750

7
,
6
5
0

車庫棟

16,000

2/21平面変更 1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

（車庫棟）給排水設備平面図

M

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

10

真北

2023.06.

配置図参照

GV-20（10K）

VC-P

：埋設標示柱を示す



換　気　機　器　表

仕　様 電気容量
記　号 備　考

接続ダクト
名　　　　　　称

参考品番:

FE-1

EX-25EH8

壁付換気扇

羽径 風量(m3/h) 静圧(Pa) 相 Ｖ W

１ 100

車庫棟

設置場所 台数

付属品：ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ（SUS）P25CVS5（防虫網付）

電気式シャッター付き(排) 900
25.0 2250φ

FE

1

FE

1

2/21平面変更 1/100
三原中央方面隊屯所建設工事

（車庫棟）換気設備平面図

M

訂正事項特記事項
一級建築士事務所　広島県知事登録22（1）0497号

一級建築士　第102449号　岡田文夫

岡 田 建 築 設 計 事 務 所

ＤＡＴＥＪＯＢ　ＮＯ．

ＤＲ．ＣＨ．ＣＨ．

ＳＣＡＬＥ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ ＮＯ．

A-3：100％

A-4： 71％

図面縮小率

11

真北

2023.06.

平面図　　S=1/100

ベンチ

Y2

Y1

X3X2X1

+140

±0

犬走り

9,2506,750

7
,
6
5
0

車庫棟

16,000



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
直接工事費      

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式



工事費内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
調査基準価格

1   
式

調査基準価格の100/110
1   

式



工事種別内訳 3

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
建築工事        

1   
式

電気設備工事    
1   

式
機械設備工事    

1   
式

計



建築工事　種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
車庫棟          

1   
式

待機室棟        
1   

式
外構工事        

1   
式

計



電気設備工事　種目別内訳 5

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
車庫棟          

1   
式

待機室棟        
1   

式
外構工事        

1   
式

計



機械設備工事　種目別内訳 6

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
待機棟          

1   
式

車庫棟          
1   

式
計



建築工事　科目別内訳 7

車庫棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
直接仮設        

1   
式

土工            
1   

式
地業            

1   
式

鉄筋            
1   

式
コンクリート    

1   
式

型枠            
1   

式
鉄骨            

1   
式

防水            
1   

式
屋根及びとい    

1   
式

金属            
1   

式
左官            

1   
式

建具            
1   

式
塗装            

1   
式

内外装          
1   

式
ユニット及びその他

1   
式



建築工事　科目別内訳 8

車庫棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
計



建築工事　科目別内訳 9

待機室棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
直接仮設        

1   
式

土工            
1   

式
地業            

1   
式

鉄筋            
1   

式
コンクリート    

1   
式

型枠            
1   

式
防水            

1   
式

木工            
1   

式
屋根及びとい    

1   
式

金属            
1   

式
左官            

1   
式

建具            
1   

式
塗装            

1   
式

内外装          
1   

式
ユニット及びその他

1   
式



建築工事　科目別内訳 10

待機室棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
計



建築工事　科目別内訳 11

外構工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
外構工事        

1   
式

計



電気設備工事　科目別内訳 12

車庫棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
電灯設備        

1   
式

計



電気設備工事　科目別内訳 13

待機室棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
電灯設備        

1   
式

弱電設備        
1   

式
計



電気設備工事　科目別内訳 14

外構工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
構内配電線路    

1   
式

構内通信線路    
1   

式
計



機械設備工事　科目別内訳 15

待機棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
換気設備        

1   
式

衛生器具設備    
1   

式
給水設備        

1   
式

排水設備        
1   

式
計



機械設備工事　科目別内訳 16

車庫棟

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
換気設備        

1   
式

衛生器具設備    
1   

式
給水設備        

1   
式

排水設備        
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 17

車庫棟 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
遣方            

1   
式

墨出し          
1   

式
養生            

1   
式

外部足場        
1   

式
内部仕上足場    

1   
式

仮設材運搬      
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 18

車庫棟 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
すきとり        (機械、人力の別)                

1   
式

根切り          (機械、人力の別                 
つぼ・布、総掘の別)             1   

式
床付け          

1   
式

埋戻し          (構内堆積土、構外土の別)        
1   

式
土工機械運搬    (組立解体共)                    

別棟含む。                      1   
式

計



建築工事　細目別内訳 19

車庫棟 地業 地業

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
砂利地業        再生切込砕石                    

3   
ｍ3

床下防湿層敷き  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15              
118   

㎡
計



建築工事　細目別内訳 20

車庫棟 地業 場所打ちコンクリート杭地業

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
柱状砕石補強杭  ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ工法                   

φ430　L=2.5m                   32   
か所

計



建築工事　細目別内訳 21

車庫棟 鉄筋 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D10            
異形棒鋼        0.93

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D13            
異形棒鋼        6.17

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD345  D19            
異形棒鋼        1.21

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD345  D22            
異形棒鋼        2.65

ｔ
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

1   
式

鉄筋加工組立    小型構造物                      
-                  -            10.53

ｔ
鉄筋運搬費      10ｔ車 30㎞程度                 

10.53
ｔ

ガス圧接        径                              
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 22

車庫棟 コンクリート 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=18      S15      

粗骨材20                        8.6 
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    
粗骨材20                        36.5 

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    

粗骨材20                        2.1 
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    
粗骨材20                        23.9 

ｍ3
ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設手間  

1   
式

ポンプ圧送      
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 23

車庫棟 型枠 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
型枠            普通合板型枠                    

-                  基礎部       199   
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 
壁式構造           地上軸部     21.5 
階高2.8m程度                    ㎡

型枠運搬費      10ｔ車 30㎞程度 往復            
221   

㎡
計



建築工事　細目別内訳 24

車庫棟 鉄骨 本体鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鋼材            

構造用角形炭素鋼 BCR295                          
管              300×300×19                    2.58

ｔ
構造用角形炭素鋼 BCR295                          
管              250×250×9                     0.77

ｔ
構造用角形炭素鋼 STKR400                         
管              100×100×2.3                   0.11

ｔ
H形鋼           SS400                           

400×200×8×13                 2.02
ｔ

H形鋼           SS400                           
244×175×7×11                 2.45

ｔ
H形鋼           SS400                           

198×99×4.5×7                 0.66
ｔ

H形鋼           SS400                           
148×100×6×9                  0.29

ｔ
溝形鋼          SS400                           

200×90×8×13.5                0.47
ｔ

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼      SSC400                          
100×50×20×2.3                0.27

ｔ
ﾘｯﾌﾟ溝形鋼      SSC400                          

100×50×20×3.2                1.54
ｔ

鋼板            SN490C                          
厚36                            0.21

ｔ
鋼板            SN490C                          

厚25                            0.09
ｔ

鋼板            SN490C                          
厚16                            0.02

ｔ
鋼板            SS400                           

厚9                             0.02
ｔ



建築工事　細目別内訳 25

車庫棟 鉄骨 本体鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鋼板            SS400                           

厚6                             0.08
ｔ

鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  
1   

式
       小計

加工組立建方    

工場加工組立    
11.14

ｔ
工場溶接費      隅肉長6mm換算                   

145   
ｍ

工場探傷試験    
40   

か所
工場錆止め塗装  下地錆止めの種別                

鋼材面、亜鉛めっき面の別        1   
式

鉄骨運搬        11t車                           
11.14

ｔ
現場建方費      

11.14
ｔ

現場溶接費      隅肉長6mm換算                   
136   

ｍ
高力ﾎﾞﾙﾄ本締め費

11.14
ｔ

       小計

補足材その他    

柱頭            ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽGB25L同等品             
3   

か所



建築工事　細目別内訳 26

車庫棟 鉄骨 本体鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
柱頭            ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽGB30L同等品             

3   
か所

柱脚            ISﾍﾞｰｽSH303                     
3   

か所
柱脚            ISﾍﾞｰｽSH251                     

3   
か所

高力ﾎﾞﾙﾄ        H･T･B                           
M20　L=55                       62   

組
高力ﾎﾞﾙﾄ        H･T･B                           

M16　L=45                       44   
組

水平ﾌﾞﾚｰｽ       M16　L=2.7m                     
ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ　羽子板共              1   

組
水平ﾌﾞﾚｰｽ       M16　L=2.9m                     

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ　羽子板共              8   
組

水平ﾌﾞﾚｰｽ       M16　L=3.0m                     
ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ　羽子板共              7   

組
水平ﾌﾞﾚｰｽ       M16　L=3.1m                     

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ　羽子板共              5   
組

柱下均しﾓﾙﾀﾙ    490×490                        
3   

か所
柱下均しﾓﾙﾀﾙ    390×390                        

3   
か所

鉄骨足場        単管吊り足場                    
203   

㎡
仮設材運搬       1節                            
(鉄骨足場)      203   

㎡
       小計

計



建築工事　細目別内訳 27

車庫棟 防水 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
シーリング      種類、形状                      

1   
式

計



建築工事　細目別内訳 28

車庫棟 屋根及びとい 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
屋根折板葺き    ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                    

山高88　厚0.6                   138   
㎡

裏貼り材        ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　厚0.4              
138   

㎡
ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ         ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                    

63.4 
ｍ

水下面戸        ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                    
軒先見切り付                    16   

ｍ
水上面戸        ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                    

16   
ｍ

ｹﾗﾊﾞ仕舞        ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                    
17.2 

ｍ
軒樋            200形（ｶﾗｰ品）                  

16   
ｍ

軒樋吊り金具    
26   

か所
落し口          集水器                          

2   
か所

硬質ﾎﾟﾘ塩化     100φ                           
ﾋﾞﾆﾙ管(VP) ｶﾗｰ  7.4 

ｍ
ｴﾙﾎﾞ            DL100                           

4   
か所

建具支持金具    
6   

か所
材料運搬･荷揚費 

1   
式

計



建築工事　細目別内訳 29

車庫棟 金属 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
壁下水切り      ｶﾗｰGL鋼板　厚0.4                

48.3 
ｍ

建具下枠        SUS304　HL                      
1.9 

ｍ
建具外部枠      鋼板加工　厚1.6                 

25.9 
ｍ

計



建築工事　細目別内訳 30

車庫棟 左官 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床ﾓﾙﾀﾙ塗り      金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ     厚30      

4.9 
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 薄張物下地               
仕上げ          47.1 

㎡
打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 

9   
㎡

建具周囲防水    外部建具                        
ﾓﾙﾀﾙ充填        1.9 
(基準単価)      ｍ

計



建築工事　細目別内訳 31

車庫棟 左官 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 薄張物下地               
仕上げ          120   

㎡
打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 

12.5 
㎡

計



建築工事　細目別内訳 32

車庫棟 建具 アルミニウム製建具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
AD1             W1900×H2097                    
引違いﾌﾗｯｼｭ戸   網戸付                          1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
AW1             W12760×H1200                   
FIX窓           1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 33

車庫棟 建具 オーバーヘッドドア

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
OS1             W8000×H3000                    
重量ｽﾗｲﾀﾞｰ      ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ                  1   

か所
OS1             W5930×H3000                    
重量ｽﾗｲﾀﾞｰ      ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ                  1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 34

車庫棟 塗装 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
外壁            ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ                        
外装薄塗材B     9   

㎡
計



建築工事　細目別内訳 35

車庫棟 塗装 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ＳＯＰ塗り      鉄鋼面         工程B種 塗料1種  

錆止工程B塗料A                  231   
㎡

計



建築工事　細目別内訳 36

車庫棟 内外装 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床              ﾎﾞｳｼﾞﾝﾃｯｸｽ＃5000同等品          
ｳﾚﾀﾝ系防塵塗装防 35.4 
滑仕上げ        ㎡
ﾍﾞﾝﾁ            
防塵塗装        11.7 

㎡
外壁小波板張り  ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　小波板　32波      

142   
㎡

計



建築工事　細目別内訳 37

車庫棟 内外装 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床              ﾎﾞｳｼﾞﾝﾃｯｸｽ＃5000同等品          
ｳﾚﾀﾝ計防塵塗装防 120   
滑仕上げ        ㎡

計



建築工事　細目別内訳 38

車庫棟 ユニット及びその他 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
靴洗い流し      W1300×D1230                    

1   
式

計



建築工事　細目別内訳 39

車庫棟 ユニット及びその他 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
車止め          L=600                           

10   
か所

計



建築工事　細目別内訳 40

待機室棟 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
遣方            

1   
式

墨出し          
1   

式
養生            

1   
式

外部足場        
1   

式
内部仕上足場    

1   
式

仮設材運搬      
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 41

待機室棟 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
すきとり        (機械、人力の別)                

1   
式

根切り          (機械、人力の別                 
つぼ・布、総掘の別)             1   

式
床付け          

1   
式

埋戻し          (構内堆積土、構外土の別)        
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 42

待機室棟 地業 地業

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床下防湿層敷き  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15              

129   
㎡

計



建築工事　細目別内訳 43

待機室棟 地業 場所打ちコンクリート杭地業

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
柱状砕石補強杭  ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ工法                   

φ430　L=2.5m                   40   
か所

計



建築工事　細目別内訳 44

待機室棟 鉄筋 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D10            
異形棒鋼        1   

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D13            
異形棒鋼        2.53

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D16            
異形棒鋼        1.49

ｔ
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

1   
式

鉄筋加工組立    小型構造物                      
-                  -            4.82

ｔ
鉄筋運搬費      10ｔ車 30㎞程度                 

4.82
ｔ

計



建築工事　細目別内訳 45

待機室棟 コンクリート 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=18      S15      

粗骨材20                        8.7 
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    
粗骨材20                        19.2 

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    

粗骨材20                        4.1 
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    
粗骨材20                        21   

ｍ3
ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設手間  

1   
式

ポンプ圧送      
1   

式
計



建築工事　細目別内訳 46

待機室棟 型枠 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
型枠            普通合板型枠                    

-                  基礎部       109   
-                               ㎡

型枠            普通合板型枠                    
ﾗｰﾒﾝ構造           地上軸部     61.5 
階高2.8m程度                    ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 
壁式構造           地上軸部     9.4 
階高2.8m程度                    ㎡

型枠運搬費      10ｔ車 30㎞程度 往復            
180   

㎡
計
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待機室棟 防水 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
シーリング      種類、形状                      

1   
式

計
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待機室棟 木工 木工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
木材            

構造材          桧　平角材                      
0.74

ｍ3
構造材          杉　平角材                      

7.2 
ｍ3

構造材          米松　平角材                    
0.34

ｍ3
構造材          杉　正角材                      

6.66
ｍ3

構造材          杉　平割材                      
1.77

ｍ3
構造材          杉　正割材                      

1.16
ｍ3

構造材          杉　板材                        
0.33

ｍ3
造作材          杉　平割材                      

0.84
ｍ3

労務費その他    
1   

式
鉄丸くぎ        N50 #12 長さ50                  

78   
㎏

建材            

構造用合板張り  
1   

式
計
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待機室棟 屋根及びとい 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
小波板葺き      ｶﾗｰSGL鋼板　t=0.4               

197   
㎡

ｺﾞﾑｱｽ防水ｼｰﾄ    
197   

㎡
軒先納め        
ｹﾐｶﾙ面戸        21   

ｍ
水上片棟押さえ  屋根同材　ｹﾐｶﾙ面戸共            

21   
ｍ

ｹﾗﾊﾞ納め        屋根同材                        
18.8 

ｍ
材料運搬費・荷揚
げ費            1   

式
計
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待機室棟 金属 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
下地ﾗｽ張り      壁   ﾒﾀﾙﾗｽ張り 平ﾗｽF500         

109   
㎡

壁下水切り      ｶﾗｰGL鋼板　厚0.4                
50.5 

ｍ
建具下枠        SUS304　HL                      

19.3 
ｍ

計
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待機室棟 左官 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 

10.1 
㎡

外壁ﾓﾙﾀﾙ塗り    金ごて仕上げ                    
ﾗｽこすり共                      109   

㎡
建具周囲防水    外部建具                        
ﾓﾙﾀﾙ充填        26.6 
(基準単価)      ｍ

計
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待機室棟 左官 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 薄張物下地               
仕上げ          105   

㎡
計
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待機室棟 建具 アルミニウム製建具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
AD-2            W3790×H2100+1250               
三枚引違い戸    1   
Fix窓           か所
AD-3            W3790×H2100                    
三枚引違い戸    1   

か所
AD-4            W1790×H2100+1295               
引違い戸        網戸付                          2   

か所
AD-5            W1790×H2100                    
引違い戸        4   

か所
AD-6            W2160×H2100                    
三枚引違い戸    1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
計
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待機室棟 建具 鋼製建具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
LSD-1           W1853×H2172                    
ﾊﾝｶﾞｰ片引き戸   1   

か所
LSD-２          W2073×H2172                    
ﾊﾝｶﾞｰ片引き戸   1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
計
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待機室棟 建具 トイレブース

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
TB-1            W1856×H2100                    
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ         1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
計
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待機室棟 建具 木製建具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
WD-1            W6000×H2100+1450～0            
3本引き戸・Fix窓 1   

か所
WD-2            W1842.5×H2100+244～710         
引違い戸        1   

か所
WD-3            W1320×H2100                    
片引き戸        1   

か所
取付費          

1   
式

運搬費          
1   

式
計
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待機室棟 建具 ガラス

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ      厚さ5  特寸 2.18㎡以下          

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途         9   
㎡

型板ｶﾞﾗｽ        厚さ4   特寸 2.18㎡以下         
ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途         4   

㎡
強化ｶﾞﾗｽ        厚さ 4㎜  特寸 2.0㎡以下        

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途         5.2 
㎡

強化ｶﾞﾗｽ        厚さ 5㎜  特寸 2.0㎡以下        
ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途         25.2 

㎡
複層ｶﾞﾗｽ        FL5+A10+FL5    特寸 2.0㎡以下   

ｶﾞﾗｽとめ材別途 清掃別途         49.2 
㎡

ｶﾞﾗｽとめ(ｼｰﾘﾝｸﾞ) ｼﾘｺﾝ       1成分形              
(両面)          SR-1 ｶﾞﾗｽ規格2.18㎡以下         92.6 

㎡
ｶﾞﾗｽ清掃        

92.6 
㎡

計
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待機室棟 塗装 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
木部            ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ同等品                  
木材保護塗料塗り 69.1 

㎡
外壁            ｱｲｶ工業㈱　ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄｱﾙﾌｧ　基礎ｺｰﾄ
外装薄塗材B     Ⅱ　S-1　同等品                 10.1 

㎡
外壁            ｱｲｶ工業㈱　ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄｱﾙﾌｧ　JP100  
外装薄塗材A     同等品                          109   

㎡
計
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待機室棟 塗装 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ＥＰ－Ｇ塗り    ﾎﾞｰﾄﾞ面          工程B種(一般)  

素地B種                         153   
㎡

木部            ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ同等品                  
木材保護塗料塗り 288   

㎡
計
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待機室棟 内外装 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
壁断熱ｸﾞﾗｽｳｰﾙ   24K 厚100                       

155   
㎡

屋根断熱ﾈﾏﾌｫｰﾑ  厚50                            
179   

㎡
壁透湿防水ｼｰﾄ   

109   
㎡

計
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待機室棟 内外装 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
床防塵塗料      

93.7 
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ       無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS   
一般床 突付け                   11.8 

㎡
壁              厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け        224   
張り(GB-R)      -             -                 ㎡
壁 化粧ｹｲｶﾙ板張 厚3.0                           
り              70.5 

㎡
壁見切縁        

12.8 
ｍ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台      W150　t12.0　L=2.2+3.3          
ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ        1   

式
計
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待機室棟 ユニット及びその他 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
サインパネル    ｱｸﾘﾙ板 t=5.0　1800×450         

1   
か所

計
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待機室棟 ユニット及びその他 内部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
流し台          L=1500                          

電磁調理器                      1   
か所

ﾄｲﾚ手摺り       小便器用                        
1   

か所
ﾄｲﾚ手摺り       洋式便器用　　L形（固定式）     

1   
か所

ﾄｲﾚ手摺り       車椅子用　L形（固定式）         
1   

か所
ﾄｲﾚ手摺り       車椅子用　U形（可動式）         

1   
か所

ﾄｲﾚｻｲﾝ          男子ﾄｲﾚ                         
1   

か所
ﾄｲﾚｻｲﾝ          多目的ﾄｲﾚ                       

1   
か所

計
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外構工事 外構工事 外構

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
1．階段         W5000×D2200                    

1   
か所

1.飛び石        御影石　300×300×60            
19   

か所
2.雨落ち        砂利敷き                        

18   
㎡

3.ｽﾛｰﾌﾟ         砕石敷き                        
11.2 

ｍ
4.擁壁１        ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

14.6 
ｍ

5.縁石          
98.5 

ｍ
6.土留め1       ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

20.8 
ｍ

7.土留め2       ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        
5.4 

ｍ
8.土留め3       ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

3   
ｍ

9.土留め4       ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        
23.8 

ｍ
10.雨水桝       300×300　桝蓋共                

1   
か所

11.雨落ち排水桝 300φ                           
2   

か所
13.ﾎｰｽ乾燥柱    12本吊り                        

1   
か所

14.駐車区画     ﾄﾗﾛｰﾌﾟ張り                      
120   

ｍ
15-1.ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ   H1800　基礎共                   

10.5 
ｍ
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外構工事 外構工事 外構

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
15-2.ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ   H1800　基礎共                   

16.3 
ｍ

16.ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ     H1100　基礎共                   
9   

ｍ
17.格子ﾌｪﾝｽ     H600　基礎共                    

12.5 
ｍ

18.真砂土整地   
259   

㎡
19.砕石敷き     

571   
㎡

20.ﾊﾞﾘｶｰ        φ60.5　基礎共　ﾌｯｸ付 ﾁｪｰﾝφ6共 
1   

か所
21掲示板        W1594×H1800　基礎共            

1   
か所

22.防草土敷き   土系舗装　ｔ50mm　真砂土敷込み共
　丸亀産業（株）ｶﾞﾝｺﾏｻ同等品    92.2 

㎡
22.粒調砕石敷き 

85.2 
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      A-5-10 再生細粒 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ     
500㎡未満                       272   

㎡
23.雨水排水管   

1   
式

埋戻し(D種)     -          再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂         
191   

ｍ3
計
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車庫棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
盤類            

1   
式

ＬＥＤ灯        
1   

式
配線器具        

1   
式

電線            
1   

式
電線管          

1   
式

金属線ぴ        
1   

式
ボックス類      

1   
式

計
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車庫棟 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

電線            
1   

式
電線管          

1   
式

ボックス類      
1   

式
計
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待機室棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
分電盤          

1   
式

ＬＥＤ灯        
1   

式
配線器具        

1   
式

電線            
1   

式
ケーブル        

1   
式

電線管          
1   

式
線ぴ            

1   
式

ボックス類      
1   

式
計
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待機室棟 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

電線            
1   

式
電線管          

1   
式

ボックス類      
1   

式
計
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待機室棟 弱電設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
盤類            

1   
式

配線器具        
1   

式
ケーブル        

1   
式

電線管          
1   

式
ボックス類      

1   
式

接地工事        
1   

式
計
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外構工事 構内配電線路 電力引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
盤類            

1   
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱        
1   

式
電線            

1   
式

ケーブル        
1   

式
電線管          

1   
式

土工事          
1   

式
接地工事        

1   
式

計
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外構工事 構内通信線路 通信引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

電線管          
1   

式
ボックス類      

1   
式

土工事          
1   

式
計



機械設備工事　細目別内訳 73

待機棟 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
パイプファン    FE-2　V-20PXS5　ﾊﾟｲﾌﾟｽﾘｰﾌﾞ      

SUS深形ﾌｰﾄﾞ共                   2   
台

パイプファン    FE-3　V-20PXS5　ﾊﾟｲﾌﾟｽﾘｰﾌﾞ      
SUS深形ﾌｰﾄﾞ　24SW共             2   

台
給気口          OA-1　P-23GHF5ﾊﾟｲﾌﾟｽﾘｰﾌﾞ        

SUS深形ﾌｰﾄﾞ　共                 3   
台

計
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待機棟 衛生器具設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
洋風大便器      C-20SU　DT-PA250UTK　CF-18ALP　F

-63HST                          2   
組

小便器          U-406RU　UF-3J                  
1   

組
車いす対応洗面器 L365APR                         

1   
組

洗面器          L176UAN                         
1   

組
化粧鏡          KF-3545E                        

1   
枚

化粧鏡          KF-4510A                        
1   

枚
計
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待機棟 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
給水・塩ﾋﾞ      ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            7   
(SGP-VB)        ｍ
給水・塩ﾋﾞ      ねじ接合        機械室・便所    
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            12   
(SGP-VD)        ｍ
給水・耐熱性硬質 地中配管        20A             
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管   19   
(HTVP)          ｍ
給水・耐熱性硬質 地中配管        25A             
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管   87   
(HTVP)          ｍ
仕切弁          10K(ねじ･給水用) 20A            
(管端防食ｺｱ)    3   

個
仕切弁          10K(ねじ･給水用) 25A            
(管端防食ｺｱ)    1   

個
弁桝            機 械 VC-P( 550H)               

4   
組

量水器桝        機 械 MC-1( 450H)               
1   

組
量水器　取付     25A                            

1   
個

自在水栓        F 9  泡 沫                 13A  
1   

個
埋設標識ﾃｰﾌﾟ    150幅                           

106   
ｍ

地中埋設標      ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        
11   

個
配管分岐        配管分岐  25A 保温無            
(樹脂管類)      1   
･手間のみ       か所
保温            

1   
式

土工事          
1   

式
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待機棟 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
スリーブ        

1   
式

計
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待機棟 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      3   
(VP)            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    40A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      5   
(VP)            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      3   
(VP)            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所    75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      6   
(VP)            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   機械室・便所   100A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      4   
(VP)            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管 100A                   
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      102   
(VU)            ｍ
桝類            

1   
式

土工事          
1   

式
スリーブ        

1   
式

計
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車庫棟 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
壁付換気扇      FE-1　X-25EH9　SUSｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ     

防虫網　共                      2   
台

計
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車庫棟 衛生器具設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
洗濯ﾊﾟﾝ         PF-6464AC                       

1   
組

計
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車庫棟 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
給水・塩ﾋﾞ      ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            6   
(SGP-VD)        ｍ
給水・塩ﾋﾞ      ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            1   
(SGP-VB)        ｍ
横水栓          F 7       -               13A   

1   
個

洗濯機用水栓    LF-WJ50KQA                      
1   

個
保温            

1   
式

スリーブ        
1   

式
計
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車庫棟 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      4   
(VP)            ｍ
スリーブ        

1   
式

計
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車庫棟 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
遣方            

1   
式

遣方            小規模                          
122   

㎡
計

墨出し          
1   

式
墨出し          小規模                          

S造      地上階                 122   
㎡

計

養生            
1   

式
養生            小規模                          

S造      地上階                 122   
㎡

計
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車庫棟 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
外部足場        

1   
式

くさび緊結式足場 高さ10m未満　建地幅900㎜        
(手すり先行方式) 期間3ヶ月                       234   

最上部安全手摺，運搬費含む      
ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類                        

RC造標準日数 修理費含む   2階建 234   
建築面積  300㎡                 ㎡

計

内部仕上足場    
1   

式
内部仕上足場    RC造標準日数 修理費含む         
(手すり先行方式) 枠組棚足場                      99.8 

階高4.0m超5.0m未満     平家用   ㎡
計

仮設材運搬      
1   

式
仮設材運搬      4.0m超5.0m未満                  
(内部躯体足場)  99.8 
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     234   

㎡
計
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車庫棟 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
すきとり        (機械、人力の別)                

1   
式

すきとり        積み込み共 H300程度             
12.6 

ｍ3
計

根切り          (機械、人力の別                 
つぼ・布、総掘の別)             1   

式
根切り          つぼ,布掘り                     

深さ2.5m程度                    78.9 
ｍ3

計

床付け          
1   

式
床付け          つぼ,布掘り                     

200   
㎡

計

埋戻し          (構内堆積土、構外土の別)        
1   

式
埋戻し(B種)     小規模土工 発生土               

45.9 
ｍ3

計
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車庫棟 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
土工機械運搬    (組立解体共)                    

別棟含む。                      1   
式

土工機械運搬    排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型0.45m3
(ﾊﾞｯｸﾎｳ)        1   

往復
計



建築工事　別紙明細 86

車庫棟 鉄筋 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

1   
式

スクラップ      鉄くず　ﾍﾋﾞｰH2                  
0.3 

ｔ
計

ガス圧接        径                              
1   

式
鉄筋ｶﾞｽ圧接     D19 -D19                        

21   
か所

鉄筋ｶﾞｽ圧接     D22 -D22                        
56   

か所
計
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車庫棟 コンクリート 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設手間  

1   
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　        S15～S18      8.6 
-        圧送費､基本料別途      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  基礎部         ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　        S15～S18      36.5 
-        圧送費､基本料別途      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  躯体           ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　　　　　S15～S18      2.1 
標準階高 圧送費､基本料別途      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  土間           ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　　　　　S15～S18      23.9 
-        圧送費､基本料別途      ｍ3

計

ポンプ圧送      
1   

式
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     基本料金別途加算                
圧送            71.1 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 別棟同時打設                    
基本料金        1   

回
計
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車庫棟 鉄骨 本体鉄骨

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鉄骨ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

1   
式

スクラップ      鉄くず　ﾍﾋﾞｰH2                  
0.39

ｔ
計

工場錆止め塗装  下地錆止めの種別                
鋼材面、亜鉛めっき面の別        1   

式
鉄骨工場錆止め  一般 30㎡/t程度 鉄鋼面  工程B種 
塗料塗り        鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め 素地C種       9.41

ｔ
鉄骨工場錆止め  軽量 60㎡/t程度 鉄鋼面  工程B種 
塗料塗り        鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め 素地C種       1.73

ｔ
計
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車庫棟 防水 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
シーリング      種類、形状                      

1   
式

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ  
9.9 

ｍ
仕上見切ｼｰﾘﾝｸﾞ  

32   
ｍ

計
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車庫棟 ユニット及びその他 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
靴洗い流し      W1300×D1230                    

1   
式

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D10            
異形棒鋼        0.02

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D13            
異形棒鋼        0.01

ｔ
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.03
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.03

ｔ
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   FC=21+6      S18    

粗骨材20                        0.5 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         
工作物の基礎等     S15～S18     0.5 
-        -                      ｍ3

型枠            普通合板型枠                    
-                  基礎部       3.5 
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 
壁式構造           地上軸部     1.9 
階高2.8m程度                    ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
5.4 

㎡
打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい 

1.9 
㎡

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ        ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型　枠付き               
620×1000                       1   

か所
計
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待機室棟 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
遣方            

1   
式

遣方            小規模                          
111   

㎡
計

墨出し          
1   

式
墨出し          小規模                          

S造      地上階                 111   
㎡

計

養生            
1   

式
養生            小規模                          

S造      地上階                 111   
㎡

計
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待機室棟 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
外部足場        

1   
式

くさび緊結式足場 高さ10m未満　建地幅900㎜        
(手すり先行方式) 期間3ヶ月                       183   

最上部安全手摺，運搬費含む      
ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類                        

RC造標準日数 修理費含む   2階建 183   
建築面積  300㎡                 ㎡

計

内部仕上足場    
1   

式
内部仕上足場    RC造標準日数 修理費含む         
(手すり先行方式) 枠組棚足場                      111   

階高4.0m超5.0m未満     平家用   ㎡
計

仮設材運搬      
1   

式
仮設材運搬(内部 4.0m超5.0m未満                  
仕上足場 棚足場) 111   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     193   

㎡
計
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待機室棟 土工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
すきとり        (機械、人力の別)                

1   
式

すきとり        積み込み共 H300程度             
9.3 

ｍ3
計

根切り          (機械、人力の別                 
つぼ・布、総掘の別)             1   

式
根切り          つぼ,布掘り                     

深さ2.5m程度                    69   
ｍ3

計

床付け          
1   

式
床付け          つぼ,布掘り                     

174   
㎡

計

埋戻し          (構内堆積土、構外土の別)        
1   

式
埋戻し(B種)     小規模土工 発生土               

38.6 
ｍ3

計
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待機室棟 鉄筋 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除  

1   
式

スクラップ      鉄くず　ﾍﾋﾞｰH2                  
0.14

ｔ
計
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待機室棟 コンクリート 躯体

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設手間  

1   
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　　　　　S15～S18      8.7 
-        圧送費､基本料別途      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  基礎部         ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　　　　　S15～S18      19.2 
-        圧送費､基本料別途      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  躯体           ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　　　　　S15～S18      4.1 
標準階高 圧送費､基本料別途      ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  土間           ﾎﾟﾝﾌﾟ打設        
　　　　　　　　　S15～S18      21   
-        圧送費､基本料別途      ｍ3

計

ポンプ圧送      
1   

式
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     基本料金別途加算                
圧送            52.9 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 別棟同時打設                    
基本料金        2   

回
計
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待機室棟 防水 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
シーリング      種類、形状                      

1   
式

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ  
98.8 

ｍ
仕上見切ｼｰﾘﾝｸﾞ  

227   
ｍ

計
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待機室棟 木工 木工

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
構造用合板張り  

1   
式

ライニング      構造用合板張り　厚12.0mm        
7.7 

㎡
屋根下地        構造用合板張り　厚12.0mm        

197   
㎡

化粧野地板      構造用合板張り　厚12.0mm        
107   

㎡
壁補強          構造用合板張り　厚12.0mm        

21.6 
㎡

労務費その他    
333   

㎡
計
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外構工事 外構工事 外構

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
23.雨水排水管   

1   
式

排水管          VU管　100φ                     
27   

ｍ
排水管          VU管　200φ                     

20   
ｍ

計



電気設備工事　別紙明細 99

車庫棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
盤類            

1   
式

分電盤          L-2                             
1   

面
計

ＬＥＤ灯        
1   

式
LED灯           Ｃ　線ぴ取付                    

12   
個

LED灯           Ｇ                              
1   

個
計

配線器具        
1   

式
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       1P 15A ×2    ﾈｰﾑ無             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   1P L 15A ×2  ﾈｰﾑ付             1   

個
自動点滅器      3A ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ                      

1   
個

ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (抜止め)                        2   

125V                            個
計
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車庫棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電線            

1   
式

600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 7   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 1.6㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 201   

ｍ
計

電線管          
1   

式
薄鋼電線管      露出配管         19㎜           
(C)             25   

ｍ
薄鋼電線管      露出配管         25㎜           
(C)             15   

ｍ
計

金属線ぴ        
1   

式
2種金属線ぴ(MM2) A型 幅40×高さ30㎜              

30   
ｍ

計
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車庫棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ボックス類      

1   
式

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ        300x300x200SS　接地端子付       
1   

金属製          中四角 浅型 D44                 
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 12   
付)             個
金属製          25(22) 1個用1方出               
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   4   

個
金属製          25(22) 1個用2方出               
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   1   

個
計
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車庫棟 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極×2付 一体形)            5   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極×2 接地端子×1付 一体形) 1   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ（ｷｰ付ｶﾞｰﾄﾞ 連用形2P15A×1                  
ﾌﾟﾚｰﾄ）         (接地極付)                      1   

125V                            個
計

電線            
1   

式
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 139   

ｍ
計

電線管          
1   

式
薄鋼電線管      露出配管         19㎜           
(C)             20   

ｍ
薄鋼電線管      露出配管         25㎜           
(C)             16   

ｍ
計
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車庫棟 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ボックス類      

1   
式

金属製          25(22) 1個用1方出               
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   8   

個
計
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待機室棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
分電盤          

1   
式

分電盤          L-1                             
1   

面
計

ＬＥＤ灯        
1   

式
LED照明器具     LSS1       -4 -30      LN       

16   
個

LED照明器具     LSS1       -4 -37      LN       
8   

個
LED灯           Ｃ                              

8   
個

LED灯           Ｄ                              
6   

個
LED灯           Ｅ                              

2   
個

LED灯           Ｆ                              
2   

個
計
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待機室棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       1P 15A ×1    ﾈｰﾑ無             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -             -                 1   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       3W 15A ×1    ﾈｰﾑ無             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -             -                 7   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       1P L 15A ×1  ﾈｰﾑ付             
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -             -                 2   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (抜止め)                        4   

125V                            個
熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯ 親機　天井付　屋内型            
ﾁ(露出BOX共)    2   

個
熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯ 子機　天井付　屋内型　換気接続端
ﾁ(露出BOX共)    子付                            1   

個
熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯ 親機　天井付　屋内型　換気扇連動
ﾁ(露出BOX共)    形                              1   

個
人感ｾﾝｻ         自動・切・連続　1回路           

1   
個

人感ｾﾝｻ         自動・切・連続　2回路           
2   

個
計

電線            
1   

式
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 1.6㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 26   
(PF管内)        ｍ

計
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待機室棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ケーブル        

1   
式

600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 9   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 13   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 121   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 3   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 13   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 32   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ

計

電線管          
1   

式
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 25   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 12   

ｍ
計
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待機室棟 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
線ぴ            

1   
式

2種金属線ぴ(MM2) A型 幅40×高さ30㎜              
7   

ｍ
ｴﾌﾓｰﾙ           1号　木目色                     

78   
個

ｴﾌﾓｰﾙ           2号　木目色                     
9   

個
ｴﾌﾓｰﾙ           3号　木目色                     

9   
個

計

ボックス類      
1   

式
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 17   
付)             個
金属製          25(22) 1方出                    
露出丸形ﾎﾞｯｸｽ   5   
(塗装共)        個

計
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待機室棟 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (一体形)                        10   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極付)                      2   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極×2付 一体形)            1   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極 接地端子付 一体形)      1   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ           連用形2P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   (接地極×2 接地端子×1付 一体形) 4   

125V                            個
ｺﾝｾﾝﾄ（ｷｰ付ｶﾞｰﾄﾞ 連用形2P15A×1                  
ﾌﾟﾚｰﾄ）         (接地極付)                      2   

125V                            個
計

電線            
1   

式
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 418   
(PF管内)        ｍ

計
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待機室棟 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電線管          

1   
式

合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 51   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 43   

ｍ
計

ボックス類      
1   

式
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 20   
付)             個

計
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待機室棟 弱電設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
盤類            

1   
式

端子盤          T-1                             
1   

面
計

配線器具        
1   

式
ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ      角型 ﾊﾄﾒ                        
(金属製)        6   

個
ﾃﾚﾋﾞ端子        CS-   7FWE                      
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ)     3   

個
屋外入線ｶﾊﾞｰ    防雨入線ｶﾊﾞｰ                    

1   
個

計

ケーブル        
1   

式
EM同軸ｹｰﾌﾞﾙ     EM-S-5C-FB  FEP内(PF･CD)        

28   
ｍ

導入線(PF管内)  
72   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 3   
(PF管内)        ｍ

計
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待機室棟 弱電設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電線管          

1   
式

合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 102   

ｍ
計

ボックス類      
1   

式
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 10   
付)             個

計

接地工事        
1   

式
接地極          14φ×1.5m                      
(銅覆鋼棒打込式) 1   

か所
接地極埋設標    金属製                          

1   
枚

計
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外構工事 構内配電線路 電力引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
盤類            

1   
式

引込開閉器盤    WHS-1                           
1   

面
手元開閉器盤    S-1                             

1   
面

手元開閉器盤    S-2                             
1   

面
計

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱        
1   

式
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱(人力)    8m- 19㎝-  4.3kN              

1   
本

根枷            
1   

組
自在バンド      SUS製                           

3   
個

支線            22mm2                           
1   

か所
計
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外構工事 構内配電線路 電力引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電線            

1   
式

600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 25   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 5.5mm2                          
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 68   

ｍ
導入線          

11   
ｍ

計

ケーブル        
1   

式
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C 管内                 

4   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C FEP内(PF･CD)         
21   

ｍ
EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 管内                     

20   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 FEP内(PF･CD)             
50   

ｍ
計
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外構工事 構内配電線路 電力引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電線管          

1   
式

厚鋼電線管      露出配管         22㎜           
(G)             6   

ｍ
厚鋼電線管      露出配管         28㎜           
(G)             4   

ｍ
厚鋼電線管      露出配管         42㎜           
(G)             6   

ｍ
薄鋼電線管      露出配管         25㎜           
(C)             4   

ｍ
薄鋼電線管      露出配管         51㎜           
(C)             2   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         16㎜           
(VE)            2   

ｍ
金属製           (30) ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ用等             
可とう電線管(F) 1   
(ﾋﾞﾆﾙ被覆有)    ｍ
金属製           (50) ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ用等             
可とう電線管(F) 1   
(ﾋﾞﾆﾙ被覆有)    ｍ
波付硬質合成     (30)                           
樹脂管(FEP)     105   

ｍ
波付硬質合成     (50)                           
樹脂管(FEP)     62   

ｍ
異種管接続材    FEP30                           

6   
組

異種管接続材    FEP50                           
2   

組
厚鋼電線管(G)用  (28) ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ               
付属品(材料費)  1   

個
厚鋼電線管(G)用  (42) ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ               
付属品(材料費)  1   

個
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外構工事 構内配電線路 電力引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
電線管          

1   
式

計

土工事          
1   

式
ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(既製品) 900× 900× 900H 丸600φ 8ﾄﾝ    

3   
個

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      43   

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      43   
ｍ3

埋設標識ｼｰﾄ     3.5倍長(W)150                   
138   

ｍ
計

接地工事        
1   

式
接地極          14φ×1.5m                      
(銅覆鋼棒打込式) 1   

か所
接地極埋設標    金属製                          

1   
枚

計
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外構工事 構内通信線路 通信引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
配線器具        

1   
式

屋外入線ｶﾊﾞｰ    防雨入線ｶﾊﾞｰ                    
1   

個
計

電線管          
1   

式
厚鋼電線管      露出配管         22㎜           
(G)             20   

ｍ
薄鋼電線管      露出配管         25㎜           
(C)             11   

ｍ
波付硬質合成     (30)                           
樹脂管(FEP)     236   

ｍ
異種管接続材    FEP30                           

9   
組

厚鋼電線管(G)用  (22) ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ               
付属品(材料費)  4   

個
計

ボックス類      
1   

式
金属製          25(22) 1個用1方出               
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   1   

個
計
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外構工事 構内通信線路 通信引込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
土工事          

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      30   

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      30   
ｍ3

埋設標識ｼｰﾄ     3.5倍長(W)150                   
88   

ｍ
計
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待機棟 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
保温            

1   
式

給水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   7   
 20A                            ｍ

計

土工事          
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      18.1 
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      8   

ｍ3
建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              

10.1 
ｍ3

山砂            
10.1 

ｍ3
計

スリーブ        
1   

式
給水配管        

7   
％

計
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待機棟 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
桝類            

1   
式

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90L､45L      塩ﾋﾞふた付         1   
～500                           組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90Y､45Y､45YS 塩ﾋﾞふた付         4   
～500                           組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90Y､45Y､45YS 塩ﾋﾞふた付         2   
501～800                        組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
ST           塩ﾋﾞふた付         1   
501～800                        組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
(鋳鉄製防護ふた) 90L､45L      ～500      T- 8    1   

蝶番袋穴式                      組
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
(鋳鉄製防護ふた) 90L､45L      501～800   T- 8    1   

蝶番袋穴式                      組
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
(鋳鉄製防護ふた) ST           501～800   T- 8    1   

蝶番袋穴式                      組
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
(鋳鉄製防護ふた) ST           801～1200  T- 8    2   

蝶番袋穴式                      組
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
(鋳鉄製防護ふた) 90L､45L      801～1200  T- 8    3   

蝶番袋穴式                      組
計
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待機棟 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
土工事          

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      42.3 

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      27   
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              
15.3 

ｍ3
山砂            

15.3 
ｍ3

土工機械運搬    排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型0.13m3
(ﾊﾞｯｸﾎｳ)        1   

往復
計

スリーブ        
1   

式
排水配管        

7   
％

計
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車庫棟 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
保温            

1   
式

給水管 保温     ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   1   
 20A                            ｍ

計

スリーブ        
1   

式
給水配管2       

7   
％

計
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車庫棟 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
スリーブ        

1   
式

排水配管2       
7   

％
計



共通仮設費(積上)　明細 123

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
仮囲い          成型鋼板　H=2.0ｍ               

133   
ｍ

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ       H=1.8m 基本料                   
68   

ｍ
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ       H=1.8m 賃料                     

1   
式

仮囲い          既存仮囲い　H＝3.0ｍ            
工事完了後撤去                  55   

ｍ
門扉            W6.0×H2.0　ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ            

2   
か所

仮設用敷き鉄板  22×1524×3048                  
46.5 

㎡
騒音振動計      記録装置，表示盤，報告書作成共  

1   
台

化学物質の濃度測
定              2   

か所
砕石敷き        厚5cm　撤去共                   

343   
㎡

交通誘導員      
125   

人日
計



現場管理費(積上)　明細 124

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
広島県工事中情報
共有システム    1   

式
報償費          担当教授の交通費及び報酬        

（特記仕様書による）            1   
式

計


